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おわりに 
 



はじめに 

 

近年、BIM/CIM を含む土木分野での ICT 利活用の動きが活発化しています。施工分野に

目を向けると、ICT の活用による施工の高度化・効率化を目指す国土交通省の i-Construction

の取り組みが、すでに土工事の一部で始まっています。AI（人工知能）の土木分野での活

用についても注目が集まっており、2017 年 9 月に（一社）近畿建設協会を事務局とする「土

木と AI 検討委員会」が設立されました。建設コンサルタンツ協会近畿支部でも、このよう

な ICT 利活用の流れに対応することが必要であり、それは今後の社会インフラ整備に対す

る社会的要請であると考えています。 

そこで建設コンサルタンツ協会近畿支部では、2018 年度に活動期間を 2 年間とする「ICT

研究委員会」を設立いたしました。ICT 研究委員会の下部組織として、「CIM 分科会」と「AI

分科会」を設置し、BIM/CIM や i-Construction、AI、IoT、ビッグデータ等の ICT について、

その活用方法、効果、実現に向けた課題と解決策等について研究するとともに、それら成

果を国や一般市民に発信することを目的として活動してまいりました。 

現在は第 2 期（2020 年度～2022 年度、3 年間）として活動を継続しています。新型コロ

ナウィルス感染拡大防止の観点から、対面での会議や移動を避ける必要があるなど、厳し

い制約の中での活動でしたが、オンライン会議（WEB 会議）を活用して積極的に活動し、

CIM 分科会、AI 分科会ともに、多くの成果を残すことができました。本報告書は、ICT 研

究委員会における第 2 期（2020 年度～2022 年度、3 年間）の活動成果をとりまとめたもの

です。 

ICT の利活用は、建設コンサルタント業界、ひいては社会インフラ整備業界全体の仕事の

やり方を改革するものであり、働き方の改善、新 3K（休暇、給与、希望）の実現、業界全

体の魅力向上、優秀な人材の獲得等につながるものと期待されています。ICT 研究委員会の

活動が、これらの実現に微力ながら貢献できればと考えています 

 

ICT 研究委員会 委員長 

森 博昭 

 



第 1 編 ICT 研究委員会の概要 

 

1. 目的 

 

近年、BIM/CIM を含む土木分野での ICT 利活用の動きが活発化している。施工分野に目

を向けると、ICT の活用による施工の高度化・効率化を目指す国土交通省の i-Construction

の取り組みが、すでに土工事の一部で始まっている。AI（人工知能）の土木分野での活用

についても注目が集まっており、2017 年 9 月に（一社）近畿建設協会を事務局とする「土

木と AI 検討委員会」が設立された。建設コンサルタンツ協会近畿支部でも、このような ICT

利活用の流れに対応することが必要であり、それは今後の社会インフラ整備に対する社会

的要請である。 

そこで建設コンサルタンツ協会近畿支部では、2018 年度に活動期間を 2 年間とする「ICT

研究委員会」を設立した。ICT 研究委員会の下部組織として、「CIM 分科会」と「AI 分科会」

を設置し、BIM/CIM や i-Construction、AI、IoT、ビッグデータ等の ICT について、その活用

方法、効果、実現に向けた課題と解決策等について研究するとともに、それら成果を国や

一般市民に発信することを目的として活動してきた。現在は第 2 期（2020 年度～2022 年度、

3 年間）として活動を継続しているが、第 2 期の活動は 2023 年 3 月に終了することから、

ここに第 2 期の活動の成果を報告書として取りまとめた。 

 

2. 活動内容 

 

(1) CIM 分科会の主な活動内容 

CIM 分科会では、適用が拡大する国交省 BIM/CIM 活用業務に対応するべく、①BIM/CIM

対応・リクワイヤメント対応ソフトウェア調査、②BIM/CIM 基準類の読み合わせ、良い点・

疑問点の整理、③道路設計における詳細度定義（案）の改訂、④実践的な BIM/CIM フロー

の検証、⑤維持管理への活用検討、⑥ICT 機器の試行（スマホ LiDAR の試行・検証）、⑦

UAV・SfM 講習会の開催、⑧近畿地方整備局企画部との意見交換等を実施した。CIM 分科

会の活動内容の詳細は、「第 2 編」を参照のこと。 

 

(2) AI 分科会の主な活動内容 

AI 分科会では、参加各社の AI 導入に対する基礎力の向上を図るべく、①建設コンサルタ

ントにおけるAI活用状況・動向の共有、②AI活用を底上げするための課題把握と課題解決、

③AI を活用するための創造力の育成、④AI エンジニアと協働するための基礎知識習得等を

実施した。研究の実施においては、立命館大学 野村泰稔教授からアドバイスをいただい

た。AI 分科会の活動内容の詳細は、「第 3 編」を参照のこと。 
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3. 研究成果の国や一般への発信 

 

ICT 研究委員会（第 2期）では、CIM分科会とAI 分科会を設置し、BIM/CIM や i-Construction、

AI、IoT、ビッグデータ等、ICT の活用方法、効果、実現に向けた課題と解決策等について

研究するとともに、それら成果を国や一般市民に積極的に配信した。 

 

(1) 国交省講演会での講演対応等 

近畿インフラ DX 推進センターの 2022 年度 BIM/CIM 研修の講師や、近畿インフラ DX
推進センターの 2022 年度 BIM/CIM 施工研修 12/15～12/16）の支援、豊岡河川国道事務所

BIM/CIM に関する勉強会（12/21、写真 3.1）での講師対応等を行った。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

写真 3.1 豊岡河川国道事務所 BIM/CIM に関する勉強会（12/21）での講師対応 

 
(2) UAV・SfM 講習会の開催 

BIM/CIM モデルの基礎となる UAV、SfM の講習会として、2022 年 8 月 29 日に貝塚市

ドローン・クリケットフィールドにて、「UAV 測量による３次元地形モデル作成」の講習会

を開催した（参加者 20 名、写真 3.2）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真 3.2 「UAV 測量による３次元地形モデル作成」講習会の開催 
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(3) 業界新聞での PR 

日刊建設工業新聞（2022 年 9 月 2 日）全国版記事「インフラ DX シンポジウム」（図 3.1）

や、日刊建設通信新聞（2022 年 11 月 14 日）全国版記事「建設コンサルタントの未来」（図

3.2）において、建コン近畿支部 ICT 研究委員会の取り組みを業界内に広く PR した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.1 日刊建設工業新聞（2022.9.2）「インフラ DX シンポジウム」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.2 日刊建設通信新聞（2022.11.14）「建設コンサルタントの未来」 
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(4) 建設技術展での展示による PR 

建設技術展（2022 年 11 月 9 日～10 日）にてパネルを展示し、建コン近畿支部 ICT 研究

委員会の取り組みを広く PR した（写真 3.3）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真 3.3 建設技術展（2022 年 11 月 9 日～10 日）での ICT 研のパネル展示 

 

4. 体制 

 

(1) ICT 研究委員会の構成 

ICT 研究委員会（第 2 期）の構成は、委員会の企画・運営を担う「幹事会」、具体の研究

活動を担う「CIM 分科会」、「AI 分科会」として活動した（図 4.1）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4.1 ICT 研究委員会の構成 

 
  

ICT 研究委員会 

委員長、副委員長 

アドバイザ 

【幹事会】 

【CIM 分科会】 

幹事、副幹事 

委員 

【AI 分科会】 

幹事、副幹事 

委員 学識 
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(2) 幹事会の体制 

ICT 研究委員会幹事会（第 2 期）の体制を表 4.1 に示す。 

 

表 4.1 ICT 研究委員会（第 2 期）幹事会の体制 

役職 所属 氏名 協会役職 

委員長 中央復建コンサルタンツ㈱ 森 博昭 技術研究副委員長 
副委員長 

AI 分科会幹事 
㈱オリエンタルコンサルタンツ 高根 努  

CIM 分科会幹事 協和設計㈱ 大森 映宏  
CIM 分科会副幹事 ㈱ニュージェック 赤坂 好敬  
CIM 分科会副幹事 ㈱修成建設コンサルタント 漆谷 悟  
CIM 分科会副幹事 国際航業㈱ 逢坂 直樹  
AI 分科会副幹事 ㈱建設技術研究所 小林 猛嗣  
AI 分科会副幹事 ㈱日建技術コンサルタント 西本 雄亮  
AI 分科会副幹事 ㈱ニュージェック 一柳 知之  
アドバイザ ㈱ニュージェック 寺尾 敏男 技術研究副委員長 
アドバイザ ㈱建設技術研究所 大西 博  
アドバイザ 協和設計㈱ 北野 俊介 技術部会長付参与 
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(3) CIM 分科会の体制 

ICT 研究委員会 CIM 分科会（第 2 期）の体制を表 4.2 に示す。 

 

表 4.2 ICT 研究委員会 CIM 分科会（第 2 期）の体制 

役職 氏名 所属会員会社名 備考※ 

幹事 大森 映宏 協和設計㈱ 道路 WG/技調 WG 

副幹事 赤坂 好敬 

漆谷 悟  

逢坂 直樹 

㈱ニュージェック 

㈱修成建設コンサルタント 

国際航業㈱ 

橋梁 WG 長/技調 WG 

河川 WG 長/技調 WG 

道路 WG 長/技調 WG 

委員 岩田 祐司 

吉屋 亮佑 

大西 幹生 

中川 和弥 

中本 啓太 

鷲見 朋子 

中西 崇暢 

細見 頼克 

髙阪 純也 

田中 孝和 

山下 道子 

山本 祥子 

偉士大 恵美 

池村  穣 

泰平 詠二 

津田 知香紗 

下荒磯 司 

森  博昭 

若林 直樹 

西川 友輝 

石田 大貴 

藤本 一平 

山本 元太 

山口 公平 

西岡 秀祐 

阪本 憲史 

田中 克典 

いであ㈱ 大阪支社 

㈱ウエスコ 関西支社 

㈱エース 大阪支社 

㈱エース 

㈱オリエンタルコンサルタンツ 関西支社 

㈱オリエンタルコンサルタンツ 関西支社 

協和設計㈱ 

協和設計㈱ 

㈱近代設計 大阪支社 

㈱建設技術研究所 大阪本社 

㈱建設技術研究所 大阪本社 

ジェイアール西日本コンサルタンツ㈱ 

㈱スリーエスコンサルタンツ 

セントラルコンサルタント㈱ 大阪支社 

㈱綜合技術コンサルタント 大阪支社 

㈱ダイヤコンサルタント 

中央コンサルタンツ㈱ 大阪支店 

中央復建コンサルタンツ㈱ 

㈱東京建設コンサルタント 関西本社 

東洋技研コンサルタント㈱ 

内外エンジニアリング㈱ 

㈱日本インシーク 

㈱ニュージェック 

㈱ニュージェック 

三井共同建設コンサルタント㈱ 

三井共同建設コンサルタント㈱ 

八千代エンジニヤリング㈱ 大阪支店 

橋梁 WG 

道路 WG 

橋梁 WG 

道路 WG 

道路 WG 

道路 WG 

道路 WG 

橋梁 WG 

橋梁 WG 

道路 WG 

河川 WG 

橋梁 WG 

道路 WG 

橋梁 WG 

橋梁 WG 

河川 WG 

道路 WG 

河川 WG/技調 WG 長 

道路 WG 

橋梁 WG 

道路 WG 

橋梁 WG 

河川 WG/技調 WG 

橋梁 WG 

橋梁 WG 

河川 WG 

橋梁 WG 

※ 技調 WG は技術調査 WG の略称。 
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(4) AI 分科会の体制 

ICT 研究委員会 AI 分科会（第 2 期）の体制を表 4.3 に示す。 

 

表 4.3 ICT 研究委員会 AI 分科会（第 2 期）の体制 

役職 氏名 所属会員会社名 備考 

学識 野村 泰稔 立命館大学 理工学部 環境都市工学科  

幹事 高根 努 ㈱オリエンタルコンサルタンツ  

副幹事 西本 雄亮 

一柳 知之 

小林 猛嗣 

㈱日建技術コンサルタント 

㈱ニュージェック 

㈱建設技術研究所 大阪本社 

調査 WG 長 

事例 WG 長 

開発 WG 長 

委員 藤野 大地 

中西 一仁 

藤原  円 

村井 茂樹 

谷垣 寿春 

宮田 昇平 

宮本 賢治 

春名  曜 

中嶋 俊輔 

井上 裕司 

永岡 孝二 

増満 岳也 

近者 敦彦 

真島 君騎 

㈱エイト日本技術開発 

㈱オリエンタルコンサルタンツ 関西支社 

㈱オリエンタルコンサルタンツ 関西支社 

協和設計㈱ 設計部 

㈱極東技工コンサルタント 大阪本社 

㈱建設技術研究所 大阪本社 

㈱建設技術研究所 大阪本社 

国際航業㈱ 

ジェイアール西日本コンサルタンツ㈱ 

中央復建コンサルタンツ㈱ 

㈱日本インシーク 

㈱ニュージェック 

三井共同建設コンサルタント㈱ 

八千代エンジニヤリング㈱ 大阪支店 

 

 

5. 情報共有システムの利用 

 

2018 年度下期より、ICT 研究委員会では委員全員が情報共有システムを利用し、会議資

料や議事録、参考資料等を共有している。また、情報共有システムのスケジュール機能を

活用し、購入した機器や建コン近畿支部会議室予約、会議スケジュール管理等を行ってい

る。情報共有システムの利用により、委員会活動の高度化、効率化を図ることができた。 

 

6. 建コン本部 ICT 委員会との連携・情報共有 

 

建コン本部との連携を強化するため、建コン本部 ICT 委員会（親委員会）に森委員長が

参加した。また、建コン本部 ICT 委員会 ICT 普及専門委員会に大森幹事が参加した。建コ

ン本部委員会の会議資料や議事録等は、ICT 研究委員会および建コン近畿支部で共有した。 
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第 2 編 CIM 分科会 

 

1. はじめに 

 

BIM/CIM（Building/ Construction Information Modeling, Management ）とは、建設事業で取

扱う情報をデジタル化することにより、調査・測量・設計・施工・維持管理等の建設事業

の各段階に携わる受発注者間のデータ活用・共有を容易にし、建設事業全体における一連

の建設生産・管理システムの効率化を図るものです。 

国土交通省では 2012 年度から CIM の導入に向けた取り組みを行っており、2018 年 5 月

には国際標準化等の動向に呼応して、地形や構造物等の 3 次元化全体を BIM/CIM として名

称を改めるとともに、順次適用工種を拡大しながら効果検証・課題抽出・課題解決に向け

た検討等が重ねられ、いよいよ 2023 年度からは BIM/CIM が原則適用されることととなり、

義務項目や推奨項目が示されました。建設コンサルタンツ協会近畿支部においても、この

動きに対応すべく、2015 年度、当時の「インフラ維持管理研究委員会」の下部組織として

「CIM 分科会」を設置し、CIM に関する研究を開始いたしました。そして 2018 年度、新た

に設置した「ICT 研究委員会」の下に「CIM 分科会」を設置し、現在は第 2 期（2020 年度

～2022 年度）として BIM/CIM のみならず、i-Construction やインフラ分野の DX にも裾野を

広げ、その活用方法、効果、課題と解決策等について研究するとともに、それら成果を国

や一般市民に発信してまいりました。 

2021 年 3 月、国土交通省より「3 次元モデル成果物作成要領（案）」が公開（翌 2022 年 3

月改訂）され、工事における契約図書は従来どおり 2 次元図面とすることを前提としつつ、

後工程において契約図書に準じて 3 次元モデルが活用できるように、詳細設計業務におけ

る 3 次元モデル成果物の作成方法や仕様等が示されました。しかしながら、実務レベルで

は多くの課題が残されており、本要領にも改善の余地があると考えています。また、実現

に向けてはソフトウェアの機能向上にも期待するところです。そこで第 2 期の CIM 分科会

では、①BIM/CIM 対応・リクワイヤメント対応ソフトウェア調査、②BIM/CIM 基準類の読

み合わせ、良い点・疑問点の整理、③道路設計における詳細度定義（案）の改訂、④実践

的な BIM/CIM フローの検証、⑤維持管理への活用検討、⑥ICT 機器の試行（スマホ LiDAR

の試行・検証）、⑦UAV・SfM 講習会の開催、⑧近畿地方整備局企画部との意見交換等を行

いました。 

BIM/CIM 本格運用に向けては、人材育成や環境整備は勿論のこと、単にモデルを作成し

て自工程で活用するだけでなく、3 次元データを通じて建設生産・管理システム全体で効率

化を図るため、前工程（調査・測量から設計）や後工程（設計から施工（ICT 建機や橋梁製

作システム等））への引き継ぎ、すなわちデータ連携が重要であると考えています。2023 年

度から BIM/CIM が原則適用される見込みですが、これら実務レベルでの多くの課題解決に

向け、今後も引き続き研究を重ね、微力ながら貢献できればと考えています。 

 

CIM 分科会 幹事 

大森 映宏 
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2. BIM/CIM の現状 

 

2.1 BIM/CIM の概要 

BIM/CIM（Building/ Construction Information Modeling, Management）とは、建設事業で取

扱う情報をデジタル化することにより、調査・測量・設計・施工・維持管理等の建設事業

の各段階に携わる受発注者のデータ活用・共有を容易にし、建設事業全体における一連の

建設生産・管理システムの効率化を図るものである。国土交通省では 2012 年度から CIM の

導入に向けた取り組みを実施しており、近畿地方整備局管内でも試行業務が実施されてい

る。 

ここでは、2022 年 3 月に国土交通省より公開（改訂）された、「BIM/CIM 活用ガイドラ

イン（案）－第 1 編 共通編－」に基づき、BIM/CIM の概要を整理する。詳細については、

同ガイドラインを参照のこと。 

 

2.1.1 BIM/CIM の概念 

BIM/CIM（Building/ Construction Information Modeling, Management）とは、コンピュータ

上に作成した３次元の形状情報（３次元モデル）に加え、構造物および構造物を構成する

部材等の名称、形状、寸法、物性および物性値（強度等）、数量、そのほか付与が可能な情

報（属性情報）とそれらを補足する資料（参照資料）を併せ持つ構造物に関連する情報モ

デル（BIM/CIM モデル）を構築すること（Building/ Construction Information Modeling）、お

よび、構築した BIM/CIM モデルに内包される情報を管理・活用すること（Building/ 

Construction Information Management）をいう。 

BIM/CIM の概念は、図 2.1.1 による。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.1.1 BIM/CIM の概念 

【出典】BIM/CIM 活用ガイドライン（案）－第 1 編 共通編－、令和 4 年 3 月、国土交通省 
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2.1.2 BIM/CIM 活用の目的と効果 

(1) BIM/CIM 活用の目的 

測量・調査、設計、施工、維持管理・更新の各段階において、情報を充実させなが

ら BIM/CIM モデルを連携・発展させ、併せて事業全体にわたる関係者間の情報共有を

容易にすることで、一連の建設生産・管理システム全体の効率化・高度化を図ること

を目的とする。単に３次元モデルを活用するだけでなく、最新の ICT（Information and 

Communication Technology）と連携を図りながら、効率的で質の高い建設生産・管理シ

ステムの構築を目指す。 

(2) BIM/CIM の活用効果 

BIM/CIM を活用することで、ミスや手戻りの大幅な減少、単純作業の軽減、工程短

縮、施工現場の安全性向上、事業効率および経済効果に加え、よりよいインフラの整

備・維持管理による国民生活の向上、建設業界に従事する人のモチベーションアップ、

充実感等の心の豊かさの向上が期待され、中長期的な担い手の確保の一助に資するも

のである。BIM/CIM の活用効果として、「フロントローディング（図 2.1.2）」と「コ

ンカレントエンジニアリング（図 2.1.3）」がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.1.2 BIM/CIM によるフロントローディングによる効果のイメージ 

【出典】BIM/CIM 活用ガイドライン（案）－第 1 編 共通編－、令和 4 年 3 月、国土交通省 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.1.3 コンカレントエンジニアリング（並行作業・共同作業）による効果のイメージ 

【出典】BIM/CIM 活用ガイドライン（案）－第 1 編 共通編－、令和 4 年 3 月、国土交通省 
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2.1.3 BIM/CIM モデルの考え方 

BIM/CIM モデルとは、対象とする構造物等の形状を 3 次元で表現した「3 次元モデル」

と「属性情報」「参照資料」を組み合わせたものを指す。BIM/CIM モデルの構成およびそれ

ぞれの概要は、図 2.1.4 による。 

 

 

 

 

 

 

図 2.1.4 BIM/CIM モデルの構成 

【出典】BIM/CIM 活用ガイドライン（案）－第 1 編 共通編－、令和 4 年 3 月、国土交通省 

 

(1) 3 次元モデル 

対象とする構造物等の形状を 3 次元で立体的に表現した情報を指す。 

(2) 属性情報 

3 次元モデルに付与する部材（部品）の情報（部材等の名称、形状、寸法、物性およ

び物性値（強度等）、数量、そのほか付与が可能な情報）を指す。なお、詳細設計の最

終成果物に付与する属性情報は『3 次元モデル成果物作成要領（案）』、数量に関する属

性情報は『土木工事数量算出要領（案）』、事業の各段階での活用における属性情報は、

本ガイドラインの各分野編を参考に付与する。 

また、属性情報は、IFC の定義では厳密には３次元モデルに直接付与する情報に限ら

れるが、基準・要領等の整備状況を鑑み、当面の間、構造物の部材の諸元や数量等の

機械判読可能なデータを「外部参照のファイル」として参照（リンク）する場合を含

むものとする（「機械判読可能なデータ（Machine-readable Data）」：コンピュータで容易

に処理できるデータ形式）。 

(3) 参照資料 

BIM/CIM モデルを補足する（または、3 次元モデルを作成しない構造物など）従来

の 2 次元図面等の「機械判読できない資料」を指す。 

 

  

2-4



2.2 BIM/CIM 活用業務・工事の実施状況 

国土交通省では 2012 年度から橋梁、ダム等を対象に 3 次元設計（BIM/CIM）を導入して

おり、着実に増加している。2021 年度は、単年で 757 件（業務＋工事）、2012 年度からの

10 年間累計では 2,263 件（業務＋工事）が実施されている（図 2.2.1）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.2.1 令和 3 年度までの BIM/CIM 活用業務・工事の件数 

【出典】第 8 回 BIM/CIM 推進委員会、参考資料 2、令和 4 年 8 月 30 日 
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3. CIM 分科会の概要 

 

3.1 活動方針 

CIM 分科会（第 2 期：2020 年度～2022 年度、3 年間）では、国土交通省の 2023 年度 BIM/CIM

原則適用に向けた動きを注視しつつ、4WG（道路 WG、橋梁 WG、河川 WG、技術調査 WG）

を設置し、i-Construction、AI、IoT、ビッグデータなど、ICT の広い視点をもって、適用が

拡大する国土交通省 BIM/CIM 活用業務の実施に向けた課題や解決策等について検討する

とともに、それら成果を国や一般市民に発信することを目的として活動を行ってきた。 

具体的な研究テーマは以下のとおりである。 

(1) BIM/CIM 対応・リクワイヤメント対応ソフトウェア調査 

BIM/CIM 活用業務を実施するためにはソフトウェアが必要不可欠であることから、

BIM/CIM やリクワイヤメントに対応するソフトウェア調査を行う。 

(2) BIM/CIM 基準類の読み合わせ、良い点・疑問点の整理 

毎年のように策定・改定される BIM/CIM 基準類について、分担を決めて項目別に整

理・読み合わせを行うことで、記載内容や実業務での活用に有用となる情報、また独

自では理解が及ばない内容について共有・議論することにより、BIM/CIM に関する理

解の深化、知識向上を図る。 

(3) 道路設計における詳細度定義（案）の改定【道路 WG】 

最新の基準類や委員の BIM/CIM 活用業務の実施経験に基づき、土工のみならず、道

路を構築する工種別（主要構造物、小構造物、附帯構造物など）の詳細度と作りこみ

レベルについて、設計段階（位置図・概要図～概略設計～予備設計 A～予備設計 B～詳

細設計）と関連づけて検討・整理する。 

(4) 実践的な BIM/CIM フローの検証【橋梁 WG】 

橋梁予備設計を題材にして、近畿地方整備局の標準的な設計フローに対して、

BIM/CIM を適用した場合、どのように設計の流れが変わるかについて検討・整理する。 

(5) 維持管理への活用検討【河川 WG】 

より効果的・効率的な河川維持管理への活用の観点で、UAV や AI、仮想空間など、

最新技術に関する事例等を調査・整理する。 

(6) ICT 機器の試行（スマホ LiDAR の試行・検証など） 

専門的な知識を要するレーザースキャナ等による計測・データ取得に代わる簡易な

計測手法として、スマートフォンに搭載されている LiDAR スキャナに着目して、各分

野での活用の可能性について検討・整理する。 

(7) UAV・SfM 講習会の開催 

計画・設計における BIM/CIM データ作成の基盤図となる 3 次元地形データについて、

どのような仕組み、手法で作成されているか、実際に体験しながら学べる「UAV 測量

による 3 次元地形モデル作成」の講習会を計画・実施する。 

(8) 近畿地方整備局企画部との意見交換 

BIM/CIM データをシームレスに流通させるため、まずは ICT 施工（ICT 土工）のデ

ータ流通（設計から施工へ）に着目し、近畿地方整備局企画部と意見交換を実施する。 
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3.2 活動概要 

 

3.2.1 CIM 分科会の活動概要 

CIM 分科会（2020 年度～2022 年度、3 年間）の活動概要は表 3.2.1 のとおりである。 

 

表 3.2.1 CIM 分科会（2020 年度～2022 年度、3 年間）の活動概要 

年度 名 称 内 容 回数 

2020 
(R2) 

CIM 分科会 全体会議 活動方針の議論、WG 活動内容の共有等 2 回 
道路 WG 道路分野の研究 3 回 
橋梁 WG 橋梁分野の研究 2 回 
河川 WG 河川分野の研究 3 回 
技術調査 WG ICT 機器、勉強会等の調査・企画 1 回 
兵庫県技術管理課 BIM/CIM に関する意見交換（6/3） 1 回 
近畿地方整備局、和歌山県 BIM/CIM に関する意見交換（7/15） 1 回 
近畿地方整備局、JACIC BIM/CIM に関する意見交換（7/22） 1 回 
日刊建設通信新聞社 インフラ DX 座談会の開催（9/17） 1 回 
建設技術展 2020 近畿 研究概要動画・パネル展示（10/21～22） 1 回 
豊岡河川国道事務所 BIM/CIM 勉強会での公演（12/22） 1 回 

2021 
(R3) 

CIM 分科会 全体会議 活動方針の議論、WG 活動内容の共有等 2 回 
道路 WG 道路分野の研究 4 回 
橋梁 WG 橋梁分野の研究 5 回 
河川 WG 河川分野の研究 4 回 
技術調査 WG ICT 機器、勉強会等の調査・企画 6 回 
NEXCO 西日本 BIM/CIM に関する意見交換（6/11） 1 回 
新都市社会技術融合創造研究会 第 1 回 i-Construction・BIM/CIM 

品質確保情報交換会（7/12）
1 回 

日刊建設工業新聞社 インフラ DX 鼎談の開催（7/20） 1 回 
日刊建設通信新聞社 インフラ DX 座談会の開催（9/1） 1 回 
ソフトウェア会社 BIM/CIM に関する意見交換（9/3） 1 回 
第 54 回研究発表会 研究成果の中間報告（10/5） 1 回 
建設技術展 2021 近畿 研究概要動画・パネル展示（10/27～28） 1 回 
近畿地方整備局企画部 BIM/CIM に関する意見交換（11/17） 1 回 
近畿インフラ DX 推進センター 視察および LiDAR 試行（12/15） 1 回 
豊岡河川国道事務所 BIM/CIM 勉強会での公演（12/22） 1 回 
近畿地方整備局企画部 BIM/CIM データ受け渡しに関する 

意見交換・検討（1/13、2/17、3/4）
3 回 

2022 
(R4) 

CIM 分科会 全体会議 活動方針の議論、WG 活動内容の共有等 2 回 
道路 WG 道路分野の研究 3 回 
橋梁 WG 橋梁分野の研究 3 回 
河川 WG 河川分野の研究 3 回 
技術調査 WG ICT 機器、勉強会等の調査・企画 4 回 
近畿インフラ DX 推進センター BIM/CIM 研修での講師（6/2 動画撮影） 1 回 
インフラ DX シンポジウム リレートークでの公演（7/6） 1 回 
UAV 測量による 

3 次元地形モデル作成講習会 
参加者 20 名で開催（8/29） 1 回 

日刊建設通信新聞社 インフラ DX 座談会の開催（8/30） 1 回 
第 55 回研究発表会 研究成果の中間報告（10/14） 1 回 
建設技術展 2022 近畿 研究概要パネル展示（11/9～10） 1 回 
近畿インフラ DX 推進センター BIM/CIM 施工研修対応（12/15～16） 1 回 
兵庫県まちづくり技術センター主催 

の建設技術展 
研究概要パネル展示（12/16） 1 回 

豊岡河川国道事務所 BIM/CIM 勉強会での公演（12/21） 1 回 
ICT 研究委員会 最終報告会 研究成果の報告会（6/9） 1 回 
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3.2.2 CIM 分科会全体会議 

2020 年度～2022 年度に開催した CIM 分科会全体会議の概要は次のとおりである。参考と

して、CIM 分科会全体会議の議事録一式を「本編 13 章」に添付する。 

(1) 2020 年度（令和 2 年度）第 1 回 

・日時 ：2020 年 7 月 6 日（月）15:00～17:00 

・場所 ：中央復建コンサルタンツ株式会社 2 階大会議室（WEB 会議を併用） 

・出席者：24 名 

・議題 ：■ICT 研究委員会について 

1) 自己紹介 

2) 第 1 期の活動概要 

3) 第 2 期の活動方針 

4) 名簿の確認 

■審議事項 

1) 第 2 期の体制 

2) WG メンバーの割り振り 

3) 第 1 期報告書の公開 

4) 第 2 期の研究期間 

5) 近畿地方整備局との意見交換 

6) 日刊建設通信新聞社主催の座談会 

■報告事項 

1) 近畿支部での会議開催 

2) 情報共有システム 

3) WEB 会議システム 

4) 建コン本部功績賞 

■その他 

1) その他、今後の予定等 

(2) 2020 年度（令和 2 年度）第 2 回 

・日時 ：2020 年 12 月 17 日（木）15:00～17:00 

・場所 ：中央復建コンサルタンツ株式会社 2 階大会議室（WEB 会議を併用） 

・出席者：19 名 

・議題 ：■報告事項 

1) 前回議事録（2020.7.6（月））の確認 

2) 各 WG の活動状況 

3) ICT 研究委員会 幹事会（令和 2 年度 第 1 回 2020.7.31（金）、第 2 回

2020.9.2（水）、第 3 回 2020.12.10（木））議事録の確認 

4) 近畿支部 技術部会（令和 2 年度 第 2 回 2020.11.27（金））議事録の

確認 

5) 近畿地方整備局、和歌山県との意見交換（2020.7.15（水）） 

6) 近畿地方整備局、JACIC との意見交換（2020.7.22（水）） 
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7) 日刊建設通信新聞社主催の座談会（2020.9.17（木）） 

8) 国土交通省 i-Construction 推進コンソーシアム i-Construction 大賞への

応募（2020.9.30（水）） 

9) 建設技術展 2020 近畿でのポスター展示（2020.10.21（水）～22（木）） 

10) ICT 研究委員会 第 1 期報告書の支部 HP 公開 

11) 情報共有システムへの登録・除外 

12) 豊岡河川国道事務所 BIM/CIM 勉強会での公演（2020.12.22（火）） 

13) 令和 3 年度 ICT 研究委員会 活動計画 

14) 委員の追加・変更 

■審議事項 

1) 令和 2 年度 UAV 測量による 3 次元地形モデル作成講習会の開催 

2) 令和 2 年度予算について 

3) その他、今後の予定等 

■最新情報 

1) i-Construction における品質確保検討委員会の設立 

2) 建コン本部 ICT 委員会 ICT 普及専門委員会の ICT セミナー2020 

3) 第 4 回 BIM/CIM 推進委員会資料（2020.9.1（火）国交省 HP） 

4) 3 次元モデル成果物作成要領（12 月を目途に公開予定） 

5) BIM/CIM 活用ガイドライン（2021.3 公開予定） 

(3) 2021 年度（令和 3 年度）第 1 回 

・日時 ：2021 年 6 月 2 日（水）15:00～17:00 

・場所 ：中央復建コンサルタンツ株式会社 2 階中会議室（WEB 会議を併用） 

・出席者：32 名 

・議題 ：■報告事項 

1) 委員の追加・変更 

2) 前回議事録（2020.12.17（木））の確認 

3) 令和 2 年度 各 WG 活動の振り返り 

4) ICT 研究委員会の研究期間延長のお知らせについて（追記） 

5) 国土交通省 i-Con コンソーシアム i-Con 大賞への応募（2020.9.30（水）） 

6) ICT 研究委員会 第 1 期報告書の支部 HP 公開（2020.12.21（月）） 

7) 情報共有システム（川田テクノシステム社 basepage）の継続更新 

8) 豊岡河川国道事務所 BIM/CIM 勉強会での公演（2020.12.22（火）） 

9) 令和 3 年度の予算執行状況 

10) i-Construction における品質確保検討委員会（新都市社会技術融合創造

研究会） 

11) 建コン本部 ICT 委員会 ICT 普及専門委員会の ICT セミナー2020 

12) ICT 研究委員会 幹事会（令和 2 年度 第 4 回 2021.3.5（金））議事録

の確認 

13) 地盤工学会 関西支部との意見交換 

2-9



14) 第 5 回近畿ブロック i-Con 推進連絡調整会議（2021.5.20（木）） 

15) 近畿支部 技術部会（令和 3 年度 第 1 回 2021.6.1（火）） 

■審議事項 

1) 令和 3 年度の各 WG 活動方針 

2) UAV 測量による 3 次元地形モデル作成講習会の開催 

3) LiDAR（iPhone）の購入と簡易な測量手法の検討、ガイドライン作成 

4) 近畿地方整備局との意見交換 

5) 令和 3 年度 研究発表会（2021.10.5（火））での ICT 研の中間報告 

6) 令和 3 年度 建設技術展（2021.10.27（水）～28（木））への出展 

7) 建コン本部 ICT 委員会 ICT 普及専門委員会の ICT セミナー2021 

8) その他、今後の予定等 

■情報共有 

1) BIM/CIM ポータルサイト（最新基準・要領が公開中） 

2) 近畿インフラ DX 推進センター開所（2021.4.1（木）） 

3) 本省：インフラ DX ルーム開所（2021.4.12（月）） 

4) 国総研：建設 DX 実証フィールド開所（2021.4.14（水）） 

5) 第 5 回 BIM/CIM 推進委員会資料（2021.3.2（火）国交省 HP） 

6) 2021 年度の BIM/CIM 実施方針（2021.3.3（水）日刊建設工業新聞） 

(4) 2021 年度（令和 3 年度）第 2 回 

・日時 ：2021 年 12 月 3 日（金）15:00～17:30 

・場所 ：中央復建コンサルタンツ株式会社 2 階大会議室（WEB 会議を併用） 

・出席者：28 名 

・議題 ：■報告事項 

1) 委員の追加 

2) 令和 3 年度 第 1 回 CIM 分科会全体会議（2021.6.2（水））の振り返り 

3) 各 WG の活動状況 

4) UAV 測量による 3 次元地形モデル作成講習会（2021.9.14（火）） 

5) ICT 研究委員会 幹事会（令和 3 年度 第 1 回 2021.6.16（水）、第 2 回

2021.9.1（水）、第 3 回 2021.11.12（金））議事録の確認 

6) 近畿支部 技術部会（令和 3 年度 第 2 回 2021.12.1（水）） 

7) NEXCO 西日本との意見交換（2021.6.11（金）） 

8) i-Construction・BIM/CIM 品質確保情報交換会（第 1 回 2021.7.12（月）） 

9) 日刊建設工業新聞社主催の鼎談（2021.7.20（火）） 

10) 日刊建設通信新聞社主催の座談会（2021.9.1（水）） 

11) ソフトウェア会社との意見交換（2021.9.3（金）） 

12) 第 54 回 研究発表会での ICT 研究委員会 中間報告（2021.10.5（火）） 

13) 建設技術展 2021 近畿への出展（2021.10.27（水）～28（木）） 

14) 近畿地方整備局との意見交換（2021.11.17（水）） 

15) 令和 3 年度の予算執行状況 
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■審議事項 

1) 近畿支部 技術部会（令和 3 年度 第 2 回 2021.12.1（水））での意見対応 

2) LiDAR（iPhone）の試行計画 

3) 近畿インフラ DX 推進センター視察＋LiDAR 試行（2021.12.15 予定） 

4) 豊岡河川国道事務所 BIM/CIM 勉強会での公演（2021.12.22（水）） 

5) 地盤工学会 関西支部との意見交換 

6) 令和 3 年度予算について 

7) その他、今後の予定等 

■情報共有 

1) 建コン本部 ICT 委員会 ICT 普及専門委員会の ICT セミナー2021 

2) オンライン電子納品実施要領（2021.11 公開） 

3) 近畿地整 BIM/CIM 講習会（各事務所にて 12 月初旬開催予定） 

(5) 2022 年度（令和 4 年度）第 1 回 

・日時 ：2022 年 6 月 16 日（木）15:00～17:00 

・場所 ：中央復建コンサルタンツ株式会社 2 階中会議室（WEB 会議を併用） 

・出席者：26 名 

・議題 ：■報告事項 

1) 委員の変更・途中退会（R4.4～） 

2) 令和 3 年度 第 2 回 CIM 分科会全体会議（2021.12.3（金））の振り返り 

3) 近畿インフラ DX 推進センター視察＋LiDAR 試行（2021.12.15（水）） 

4) 豊岡河川国道事務所 BIM/CIM 勉強会での公演（2021.12.22（水）） 

5) 近畿地方整備局との意見交換 ～BIM/CIM データ受け渡し検討～

（2022.1.13（木）、2022.1.24（月）、2022.2.17（木）、2022.3.4（金）） 

6) ICT 研究委員会 幹事会（令和 3 年度 第 4 回 2022.3.4（金））議事録の

確認 

7) 技術調査 WG（令和 4 年度 第 1 回 2022.4.18（月））議事録の確認 

8) 情報共有システム（川田テクノシステム社 basepage）の継続更新 

9) 各 WG の活動状況 

10) 近畿インフラ DX 推進センターにおける BIM/CIM 研修での講師対応 

11) インフラ DX シンポジウムのお知らせ 

12) 近畿支部 技術部会（令和 4 年度 第 1 回 2022.5.31（火）） 

13) 令和 4 年度の予算執行状況 

■審議事項 

1) 近畿支部 技術部会（令和 4 年度 第 1 回 2022.5.31（火））での意見対応 

2) 近畿建設協会 設計点検室との意見交換 

3) UAV 測量による 3 次元地形モデル作成講習会について 

4) 近畿地整との意見交換、近畿インフラ DX 推進センターとの意見交換 

■情報共有 

1) 建コン本部 ICT 委員会 ICT 普及専門委員会との共同調査依頼 
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(6) 2022 年度（令和 4 年度）第 2 回 

・日時 ：2022 年 12 月 22 日（木）15:00～17:00 

・場所 ：中央復建コンサルタンツ株式会社 2 階大会議室（WEB 会議を併用） 

・出席者：24 名 

・議題 ：1) 委員の変更（R4.8～） 

2) 令和 4 年度 第 1 回 CIM 分科会全体会議（2022.6.16（木））の振り返り 

3) BIM/CIM モデル等の電子納品（ファイル形式変換）に関する情報提供 

4) 各 WG の活動状況 

5) ICT 研究委員会 幹事会（令和 4 年度 第 1 回 2022.6.22（水）、第 2 回

2022.9.15（木）、第 3 回 2022.11.22（火））議事録の確認 

6) インフラ DX シンポジウム ～リレートーク～での講演（2022.7.6（水）） 

7) UAV 測量による 3 次元地形モデル作成講習会の開催（2022.8.29（月）） 

8) 日刊建設通信新聞社主催の座談会（2022.8.30（火）） 

9) 第 55 回 研究発表会での ICT 研究委員会 中間報告（2022.10.14（金）） 

10) 建設技術展 2022 近畿への出展（2022.11.9（水）～10（木）） 

11) 近畿インフラ DX 推進センターにおける BIM/CIM 施工研修への対応 

12) 兵庫県まちづくり技術センター主催の建設技術展（2022.12.16（金））

への出展 

13) 豊岡河川国道事務所 BIM/CIM 勉強会での公演（2022.12.21（水）） 

14) 近畿支部 技術部会（令和 4 年度 第 2 回 2022.12.5（月）） 

15) 令和 4 年度の予算執行状況 

■審議事項 

1) 第 2 期報告書について 

2) 令和 4 年度予算について 

3) 第 3 期活動計画について 

4) その他、今後の予定等 

 

3.2.3 道路 WG 会議 

2020 年度～2022 年度に開催した道路 WG 会議の概要は次のとおりである。参考として、

道路 WG 会議の議事録一式を「本編 13 章」に添付する。 

(1) 2020 年度（令和 2 年度）第 1 回 

・日時 ：2020 年 8 月 28 日（金）15:00～17:00 

・場所 ：建設コンサルタンツ協会 近畿支部 会議室 

・出席者：13 名 

・議題 ：1) メンバー紹介 

2) 令和 2 年度 第 1 回 CIM 分科会全体会議（2020.7.6（月））議事録の確認 

3) 令和 2 年度 第 1 回 ICT 研究委員会 幹事会（2020.7.31（金））議事録

の確認 

4) 第 2 期の道路 WG 活動方針について 
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5) 近畿地方整備局からの質問についてのコメント 

6) その他、今後の予定等 

(2) 2020 年度（令和 2 年度）第 2 回 

・日時 ：2020 年 11 月 20 日（金）15:00～17:00 

・場所 ：建設コンサルタンツ協会 近畿支部 会議室 

・出席者：12 名 

・議題 ：1) 令和 2 年度 第 1 回道路 WG（2020.8.28（金））議事録の確認 

2) 令和 2 年度 第 2 回 ICT 研究委員会 幹事会（2020.9.2（水））議事録の

確認 

3) 第 2 期の道路 WG 活動方針（研究テーマ）の決定 

4) 最新技術動向の共有 

5) ソフト調査内容について 

6) 今後の予定等 

(3) 2020 年度（令和 2 年度）第 3 回 

・日時 ：2021 年 1 月 25 日（月）15:00～17:00 

・場所 ：WEB 会議 

・出席者：11 名 

・議題 ：1) 令和 2 年度 第 2 回道路 WG（2020.11.20（金））議事録の確認 

2) 令和 2 年度 第 2 回 CIM 分科会全体会議（2020.12.17（木））議事録の

確認 

3) 第 2 期の道路 WG 活動方針（研究テーマ）について再確認 

4) 最新技術動向の共有 

5) 道路に関する BIM/CIM 対応ソフトの調査 

6) 令和 2 年度予算の活用案 

7) 今後の予定等 

(4) 2021 年度（令和 3 年度）第 1 回 

・日時 ：2021 年 6 月 30 日（水）15:00～17:00 

・場所 ：建設コンサルタンツ協会 近畿支部 会議室（WEB 会議を併用） 

・出席者：13 名 

・議題 ：1) 令和 2 年度 第 3 回道路 WG（2021.1.25（月））議事録の確認 

2) 令和 3 年度 第 1 回 CIM 分科会全体会議（2021.6.2（水））議事録の確認 

3) 改定された基準・要領の紐解き 

4) 第 2 期の道路 WG 活動方針（研究テーマ）について再確認 

5) 今後の予定等 

(5) 2021 年度（令和 3 年度）第 2 回 

・日時 ：2021 年 10 月 13 日（水）13:00～15:00 

・場所 ：建設コンサルタンツ協会 近畿支部 会議室 

・出席者：10 名 

・議題 ：1) 令和 3 年度 第 1 回道路 WG（2021.6.30（水））議事録の確認 
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2) 令和 3 年度 CIM 分科会における各 WG 議事録の確認 

3) 基準類の読み合わせ・とりまとめ（今年度実施内容） 

4) 最新の動向について 

5) 今後の予定等 

(6) 2021 年度（令和 3 年度）第 3 回 

・日時 ：2021 年 11 月 25 日（木）10:00～12:00 

・場所 ：建設コンサルタンツ協会 近畿支部 会議室（WEB 会議を併用） 

・出席者：12 名 

・議題 ：1) 令和 3 年度 第 2 回道路 WG（2021.10.13（水））議事録の確認 

2) 基準類の読み合わせ・とりまとめ（今年度実施内容） 

3) 今後の予定等 

(7) 2021 年度（令和 3 年度）第 4 回 

・日時 ：2022 年 1 月 26 日（水）15:00～17:00 

・場所 ：WEB 会議 

・出席者：12 名 

・議題 ：1) 令和 3 年度 第 3 回道路 WG（2021.11.25（木））議事録の確認 

2) 基準類の読み合わせ・とりまとめ（今年度実施内容） 

3) 今後の予定等 

(8) 2022 年度（令和 4 年度）第 1 回 

・日時 ：2022 年 6 月 27 日（月）13:00～17:30 

・場所 ：国際航業株式会社 関西事業所 7 階大会議室（WEB 会議を併用） 

・出席者：7 名 

・議題 ：1) 令和 3 年度 第 4 回道路 WG（2022.1.26（水））議事録の確認 

2) 基準類の読み合わせ・とりまとめ（今年度実施内容） 

3) とりまとめに向けた確認 

4) 令和 4 年度 基準類の主な改定内容と今後について 

5) LiDAR スキャナの計測結果とりまとめ方について 

6) 今年度の WG 実施内容の確認 

7) 今後の予定等 

(9) 2022 年度（令和 4 年度）第 2 回 

・日時 ：2022 年 8 月 8 日（月）15:00～17:00 

・場所 ：建設コンサルタンツ協会 近畿支部 会議室（WEB 会議を併用） 

・出席者：9 名 

・議題 ：1) 令和 4 年度 第 1 回道路 WG（2022.6.27（月））議事録の確認 

2) 令和 4 年度 第 2 回技術調査 WG（2022.8.2（火））議事録の確認 

3) 基準類の令和 4 年 3 月改定内容とりまとめ（今年度実施内容） 

4) LiDAR スキャナの計測結果とりまとめ 

5) 道路設計における詳細定義（案） 

6) 最新の基準類に関する情報共有 

2-14



7) 今後の予定等 

(10) 2022 年度（令和 4 年度）第 3 回 

・日時 ：2023 年 1 月 16 日（月）15:00～17:00 

・場所 ：建設コンサルタンツ協会 近畿支部 会議室（WEB 会議を併用） 

・出席者：12 名 

・議題 ：1) 令和 4 年度 第 2 回道路 WG（2022.8.8（月））議事録の確認 

2) 最新情報の共有 

3) 第 2 期報告書とりまとめについて 

4) 道路設計における詳細定義（案）のブラッシュアップ 

5) 今後の予定等 

 

3.2.4 橋梁 WG 会議 

2020 年度～2022 年度に開催した橋梁 WG 会議の概要は次のとおりである。参考として、

橋梁 WG 会議の議事録一式を「本編 13 章」に添付する。 

(1) 2020 年度（令和 2 年度）第 1 回 

・日時 ：2020 年 8 月 25 日（火）10:00～12:00 

・場所 ：WEB 会議 

・出席者：12 名 

・議題 ：1) メンバー紹介 

2) 令和 2 年度 第 1 回 CIM 分科会全体会議（2020.7.6（月））議事録の確認 

3) 令和 2 年度 第 1 回 ICT 研究委員会 幹事会（2020.7.31（金））議事録の

確認 

4) 第 2 期の橋梁 WG 活動方針について 

5) 近畿地方整備局からの質問についてのコメント 

6) その他、今後の予定等 

(2) 2020 年度（令和 2 年度）第 2 回 

・日時 ：2020 年 11 月 12 日（木）15:00～17:00 

・場所 ：WEB 会議 

・出席者：9 名 

・議題 ：1) 令和 2 年度 第 1 回橋梁 WG（2020.8.25（火））議事録の確認 

2) 令和 2 年度 第 2 回 ICT 研究委員会 幹事会（2020.9.2（水））議事録の

確認 

3) 第 2 期の進め方 

4) その他、今後の予定等 

(3) 2021 年度（令和 3 年度）第 1 回 

・日時 ：2021 年 7 月 1 日（木）15:00～17:00 

・場所 ：WEB 会議 

・出席者：11 名 

・議題 ：1) メンバー紹介 
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2) 令和 3 年度 第 1 回 CIM 分科会全体会議（2021.6.2（水））議事録の確認 

3) 令和 3 年度 第 1 回 ICT 研究委員会 幹事会（2021.6.16（水））議事録の

確認 

3) 令和 3 年度の WG 活動方針について 

4) 次回 WG 予定 

(4) 2021 年度（令和 3 年度）第 2 回 

・日時 ：2021 年 8 月 18 日（水）15:00～17:00 

・場所 ：WEB 会議 

・出席者：9 名 

・議題 ：1) 令和 3 年度 第 1 回橋梁 WG（2021.7.1（木））議事録の確認 

2) 令和 3 年度 第 2 回技術調査 WG（2021.7.7（水））議事録の確認 

3) 令和 3 年度の WG 活動について 

4) ガイドラインの読み合わせ 

5) ソフトウェア会社との意見交換会について 

6) 近畿インフラ DX 推進センターの見学 

7) LiDAR 機能の試行 

8) 次回 WG 予定 

(5) 2021 年度（令和 3 年度）第 3 回 

・日時 ：2021 年 9 月 15 日（水）16:00～17:00 

・場所 ：WEB 会議 

・出席者：9 名 

・議題 ：1) 令和 3 年度 第 2 回橋梁 WG（2021.8.18（水））議事録の確認 

2) 令和 3 年度 第 3 回技術調査 WG（2021.8.20（金））議事録の確認 

3) 基準類読み合わせ担当箇所について 

4) 概要まとめシートのフォーマットについて 

5) 基準類読み合わせの実施方法 

6) その他、今後の予定等 

(6) 2021 年度（令和 3 年度）第 4 回 

・日時 ：2021 年 10 月 29 日（金）15:00～17:00 

・場所 ：WEB 会議 

・出席者：11 名 

・議題 ：1) 令和 3 年度 第 3 回橋梁 WG（2021.9.15（水））議事録の確認 

2) 令和 3 年度 第 4 回技術調査 WG（2021.9.22（水））および第 5 回技術

調査 WG（2021.10.13（水））議事録の確認 

3) 基準類読み合わせの実施メモ 

4) 今後の予定 

5) 次回橋梁 WG の予定 

(7) 2021 年度（令和 3 年度）第 5 回 

・日時 ：2021 年 11 月 29 日（月）15:00～17:00 
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・場所 ：WEB 会議 

・出席者：9 名 

・議題 ：1) 基準類読み合わせの実施メモ 

2) その他 

(8) 2022 年度（令和 4 年度）第 1 回 

・日時 ：2022 年 5 月 23 日（月）16:00～17:00 

・場所 ：WEB 会議 

・出席者：10 名 

・議題 ：1) 新メンバー紹介 

2) 令和 3 年度 橋梁 WG 活動結果の確認 

3) 新ガイドライン類の読み合わせ 

4) LiDAR スキャナの計測結果とりまとめ 

5) その他、今年度の取り組みに関する自由討論 

6) 今後の予定 

(9) 2022 年度（令和 4 年度）第 2 回 

・日時 ：2022 年 9 月 28 日（月）15:00～17:00 

・場所 ：WEB 会議 

・出席者：7 名 

・議題 ：1) ICT 研究委員会の活動報告 

2) LiDAR スキャナの計測結果とりまとめ 

3) 新ガイドライン類の読み合わせ結果の確認 

4) 前期功績賞について 

5) 今後の予定 

(10) 2022 年度（令和 4 年度）第 3 回 

・日時 ：2023 年 1 月 27 日（金）15:00～17:00 

・場所 ：WEB 会議 

・出席者：11 名 

・議題 ：1) 橋梁予備設計業務における BIM/CIM を用いたワークフローについて 

2) 報告書まとめ方針について 

 

3.2.5 河川 WG 会議 

2020 年度～2022 年度に開催した河川 WG 会議の概要は次のとおりである。参考として、

河川 WG 会議の議事録一式を「本編 13 章」に添付する。 

(1) 2020 年度（令和 2 年度）第 1 回 

・日時 ：2020 年 8 月 19 日（水）15:00～17:00 

・場所 ：建設コンサルタンツ協会 近畿支部 会議室 

・出席者：5 名 

・議題 ：1) メンバー紹介 

2) 令和 2 年度 第 1 回 CIM 分科会全体会議（2020.7.6（月））議事録の確認 
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3) 令和 2 年度 第 1 回 ICT 研究委員会 幹事会（2020.7.31（金））議事録の

確認 

4) 第 2 期の進め方 

5) 近畿地方整備局からの質問についてコメント 

6) その他、今後の予定等 

(2) 2020 年度（令和 2 年度）第 2 回 

・日時 ：2020 年 9 月 14 日（月）15:00～16:00 

・場所 ：WEB 会議 

・出席者：4 名 

・議題 ：1) 令和 2 年度 第 1 回河川 WG（2020.8.19（水））議事録の確認 

2) 令和 2 年度 第 1 回 ICT 研究委員会 幹事会（2020.7.31（金））議事録

の確認 

3) 第 2 期の進め方 

4) その他、今後の予定等 

(3) 2020 年度（令和 2 年度）第 3 回 

・日時 ：2020 年 11 月 5 日（木）10:00～11:30 

・場所 ：WEB 会議 

・出席者：4 名 

・議題 ：1) 令和 2 年度 第 2 回河川 WG（2020.9.14（月））議事録の確認 

2) 令和 2 年度 作業状況の確認および成果のまとめ方 

3) その他、今後の予定等 

(4) 2021 年度（令和 3 年度）第 1 回 

・日時 ：2021 年 6 月 18 日（金）10:00～11:30 

・場所 ：WEB 会議 

・出席者：5 名 

・議題 ：1) 令和 2 年度 河川 WG 活動の振り返り 

2) 新基準やリクワイヤメントへの対応 

3) 維持管理への活用について 

4) その他、今後の予定等 

(5) 2021 年度（令和 3 年度）第 2 回 

・日時 ：2021 年 8 月 4 日（水）15:00～17:00 

・場所 ：WEB 会議 

・出席者：3 名 

・議題 ：1) 令和 3 年度 第 1 回河川 WG（2021.6.18（金））議事録の確認 

2) 新基準やリクワイヤメントへの対応 

3) 維持管理への活用について 

4) ソフトウェア会社との意見交換 

5) 近畿インフラ DX 推進センター見学 

6) その他、今後の予定等 
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(6) 2021 年度（令和 3 年度）第 3 回 

・日時 ：2021 年 10 月 12 日（火）15:00～17:00 

・場所 ：建設コンサルタンツ協会 近畿支部 会議室 

・出席者：6 名 

・議題 ：1) 新メンバーの紹介 

2) 令和 3 年度 第 2 回河川 WG（2021.8.4（水））議事録の確認 

3) 新ガイドライン類の読み合わせ 

4) 維持管理への活用について 

5) その他、今後の予定等 

(7) 2021 年度（令和 3 年度）第 4 回 

・日時 ：2021 年 11 月 2 日（火）15:00～17:00 

・場所 ：中央復建コンサルタンツ株式会社 会議室 

・出席者：6 名 

・議題 ：1) 令和 3 年度 第 3 回河川 WG（2021.10.12（火））議事録の確認 

2) 新ガイドライン類の読み合わせ 

3) 維持管理への活用について 

4) その他、今後の予定等 

(8) 2022 年度（令和 4 年度）第 1 回 

・日時 ：2022 年 5 月 11 日（水）15:00～16:00 

・場所 ：WEB 会議 

・出席者：6 名 

・議題 ：1) 新メンバーの紹介 

2) 令和 3 年度 河川 WG 活動結果の確認 

3) 新ガイドライン類の読み合わせ 

4) LiDAR スキャナの計測結果とりまとめ 

5) その他、今後の予定等 

(9) 2022 年度（令和 4 年度）第 2 回 

・日時 ：2022 年 6 月 10 日（金）15:00～17:00 

・場所 ：WEB 会議 

・出席者：5 名 

・議題 ：1) 令和 4 年度 第 1 回河川 WG（2022.5.11（水））議事録の確認 

2) 新ガイドライン類の読み合わせ 

3) LiDAR スキャナの計測結果とりまとめ 

4) その他、今後の予定等 

(10) 2022 年度（令和 4 年度）第 3 回 

・日時 ：2022 年 10 月 27 日（木）10:00～11:30 

・場所 ：WEB 会議 

・出席者：6 名 

・議題 ：1) 令和 4 年度 第 2 回河川 WG（2022.6.10（金））議事録の確認 
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2) 維持管理等への活用について 

3) その他、今後の予定等 

 

3.2.6 技術調査 WG 会議 

2020 年度～2022 年度に開催した技術調査 WG 会議の概要は次のとおりである。参考とし

て、技術調査 WG 会議の議事録一式を「本編 13 章」に添付する。 

(1) 2020 年度（令和 2 年度）第 1 回 

・日時 ：2020 年 8 月 24 日（月）10:00～12:00 

・場所 ：WEB 会議 

・出席者：6 名 

・議題 ：1) 第 2 期（令和 2 年度）の予算 

2) 建設技術展 2020 近畿での出展内容（2020.10.21（水）～22（木）） 

3) 近畿地方整備局との意見交換 

4) 日刊建設通信新聞社主催の座談会 

5) 国土交通省 i-Con コンソーシアム i-Con 大賞への応募 

6) 最終報告会（第 1 期）の開催 

7) その他、今後の取り組み 

6) その他、今後の予定等 

(2) 2021 年度（令和 3 年度）第 1 回 

・日時 ：2021 年 4 月 21 日（水）15:00～17:00 

・場所 ：WEB 会議 

・出席者：6 名 

・議題 ：1) 第 2 期（令和 3 年度）の予算 

2) 令和 3 年度の各 WG 活動の全体方針 

3) UAV 測量による 3 次元地形モデル作成講習会の開催 

4) 近畿地方整備局との意見交換 

5) 令和 3 年度 研究発表会（2021.10.5（火））での ICT 研の中間報告 

6) 令和 3 年度 建設技術展（2021.10.27（水）～28（木））への出展 

7) 日刊建設通信新聞社主催の座談会 

8) 国土交通省 i-Con コンソーシアム i-Con 大賞への応募 

9) その他、今後の取り組み 

10) その他、今後の予定等 

(3) 2021 年度（令和 3 年度）第 2 回 

・日時 ：2021 年 7 月 7 日（水）15:00～17:30 

・場所 ：WEB 会議 

・出席者：6 名 

・議題 ：1) 第 2 期（令和 3 年度）の予算 

2) ソフトウェア調査 

3) 新ガイドライン類への対応 
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4) iPhone 12 Pro の購入 

5) UAV 測量による 3 次元地形モデル作成講習会の開催 

6) 近畿地方整備局との意見交換 

7) 令和 3 年度 研究発表会（2021.10.5（火））での ICT 研の中間報告 

8) 令和 3 年度 建設技術展（2021.10.27（水）～28（木））への出展 

9) 日刊建設工業新聞社主催の鼎談 

10) 日刊建設通信新聞社主催の座談会 

11) 国土交通省 i-Con コンソーシアム i-Con 大賞への応募 

12) 地盤工学会 関西支部との意見交換 

13) i-Construction における品質確保検討委員会（新都市社会技術融合創造

研究会） 

14) その他、今後の取り組み 

15) その他、今後の予定等 

(4) 2021 年度（令和 3 年度）第 3 回 

・日時 ：2021 年 8 月 20 日（金）15:00～17:00 

・場所 ：WEB 会議 

・出席者：6 名 

・議題 ：1) 新ガイドライン類の読み合わせ結果 

2) ソフトウェア会社との意見交換（2021.9.3（金）） 

3) UAV 測量による 3 次元地形モデル作成講習会の開催（2021.9.14（火）） 

4) iPhone 12 Pro（LiDAR 機能）の試行 

5) 令和 3 年度 研究発表会（2021.10.5（火））での ICT 研の中間報告 

6) 近畿インフラ DX 推進センター視察 

7) i-Construction における品質確保検討委員会（新都市社会技術融合創造

研究会） 

8) 近畿地方整備局との意見交換 

9) 令和 3 年度 建設技術展（2021.10.27（水）～28（木））への出展 

10) 日刊建設工業新聞社主催の鼎談（2021.7.20（火）） 

11) 日刊建設通信新聞社主催の座談会（2021.9.1（水）） 

12) 国土交通省 i-Con コンソーシアム i-Con 大賞への応募 

13) 地盤工学会 関西支部との意見交換 

14) その他、今後の取り組み 

15) その他、今後の予定等 

(5) 2021 年度（令和 3 年度）第 4 回 

・日時 ：2021 年 9 月 22 日（水）15:00～17:00 

・場所 ：WEB 会議 

・出席者：5 名 

・議題 ：1) 新ガイドライン類の読み合わせ 

2) ソフトウェア会社との意見交換（2021.9.3（金）） 
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3) iPhone 12 Pro（LiDAR 機能）の試行 

4) 令和 3 年度 研究発表会（2021.10.5（火））での ICT 研の中間報告 

5) 近畿インフラ DX 推進センター視察 

6) 近畿地方整備局との意見交換 

7) 令和 3 年度 建設技術展（2021.10.27（水）～28（木））への出展 

8) JR 西日本コンサルタンツ安田氏からの問い合わせ 

9) その他、今後の取り組み 

10) その他、今後の予定等 

(6) 2021 年度（令和 3 年度）第 5 回 

・日時 ：2021 年 10 月 13 日（水）15:00～17:00 

・場所 ：建設コンサルタンツ協会 近畿支部 会議室 

・出席者：6 名 

・議題 ：1) 新ガイドライン類の読み合わせ状況 

2) iPhone 12 Pro（LiDAR 機能）の試行計画 

3) 令和 3 年度 建設技術展（2021.10.27（水）～28（木））への出展内容 

4) 近畿インフラ DX 推進センター視察 

5) 近畿地方整備局との意見交換 

6) その他、今後の取り組み 

7) その他、今後の予定等 

(7) 2021 年度（令和 3 年度）第 6 回 

・日時 ：2022 年 1 月 24 日（月）15:00～17:30 

・場所 ：中央復建コンサルタンツ株式会社 会議室（WEB 会議を併用） 

・出席者：7 名 

・議題 ：1) 近畿地方整備局での BIM/CIM データ受け渡し検討について 

2) 近畿地方整備局からの要望への対応 

3) 近畿地方整備局との意見交換 2 回（2021.11.17（水）、2022.1.13（木））

議事録の確認 

4) 「スマートフォンの LiDAR 機能を活用した簡易計測の手引き」の作成 

5) JR 西日本コンサルタンツからの問い合わせ対応 

(8) 2022 年度（令和 4 年度）第 1 回 

・日時 ：2022 年 4 月 18 日（月）15:00～17:30 

・場所 ：建設コンサルタンツ協会 近畿支部 会議室 

・出席者：6 名 

・議題 ：1) 令和 4 年度の CIM 分科会の活動メニュー 

2) 令和 4 年度の CIM 分科会の予算 

3) 新ガイドライン類の読み合わせ 

4) 課題への対応、発注者、施工会社、ソフトウェア会社との意見交換 

5) UAV 測量による 3 次元地形モデル作成講習会 

6) 「スマートフォンの LiDAR 機能を活用した簡易計測の手引き」の作成 
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7) BIM/CIM データ流通（J-LandXML）（整備局との意見交換、会員向け

講習会） 

8) 研究発表会、建設技術展 

9) 国土交通省 i-Con コンソーシアム i-Con 大賞への応募 

10) 日刊建設通信新聞社主催の座談会 

11) 第 2 期報告書とりまとめ、シンポジウム開催 

12) 情報共有システムの継続更新 

13) 今後の予定等 

(9) 2022 年度（令和 4 年度）第 2 回 

・日時 ：2022 年 8 月 2 日（火）15:00～17:30 

・場所 ：WEB 会議 

・出席者：6 名 

・議題 ：1) 令和 4 年度の CIM 分科会の予算 

2) 新ガイドライン類の読み合わせ 

3) 課題への対応、発注者、施工会社、ソフトウェア会社との意見交換 

4) UAV 測量による 3 次元地形モデル作成講習会 

5) スマートフォンの LiDAR 機能の活用促進パンフ 

6) BIM/CIM データ流通（J-LandXML）その後 

7) 建設技術展 2022 近畿の出展内容（2022.11.9（水）～10（木）） 

8) 第 55 回 研究発表会での ICT 研究委員会 中間報告（2022.10.14（金）） 

9) 日刊建設通信新聞社主催の座談会 

10) 第 2 期報告書とりまとめ、シンポジウム開催 

11) 情報共有システム 

12) 今後の予定等 

(10) 2022 年度（令和 4 年度）第 3 回 

・日時 ：2022 年 9 月 13 日（火）15:00～17:15 

・場所 ：建設コンサルタンツ協会 近畿支部 会議室（WEB 会議を併用） 

・出席者：5 名 

・議題 ：1) 新ガイドライン類の読み合わせ 

2) 課題への対応、発注者、施工会社、ソフトウェア会社との意見交換 

3) スマートフォンの LiDAR 機能の活用促進パンフ 

4) 第 55 回 研究発表会での ICT 研究委員会 中間報告（2022.10.14（金）） 

5) 建設技術展 2022 近畿の出展内容（2022.11.9（水）～10（木）） 

6) UAV 測量による 3 次元地形モデル作成講習会の開催（2022.8.29（月）） 

7) BIM/CIM データ流通（J-LandXML）その後 

8) インフラ DX シンポジウム ～リレートーク～での講演（2022.7.6（水）） 

9) 日刊建設通信新聞社主催の座談会（2022.8.30（火）） 

10) 第 2 期報告書とりまとめ、シンポジウム開催 

11) 情報共有システム 
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12) 今後の予定等 

(11) 2022 年度（令和 4 年度）第 4 回 

・日時 ：2022 年 10 月 4 日（火）15:00～16:40 

・場所 ：WEB 会議 

・出席者：6 名 

・議題 ：1) 建設技術展 2022 近畿の出展内容（2022.11.9（水）～10（木）） 

2) 第 2 期報告書とりまとめ、最終報告会開催 

3) スマートフォンの LiDAR 機能の活用促進パンフ 

4) 第 55 回 研究発表会での ICT 研究委員会 中間報告（2022.10.14（金）） 

5) 今後の予定等 
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4.  BIM/CIM 対応・リクワイヤメント対応ソフトウェア調査 

 

4.1 ソフトウェア調査の方針 

事業全体にわたる関係者間の情報共有を容易にし、一連の建設生産・管理システムの

効率化・高度化を図ることを目的とした BIM/CIM においては、3 次元モデルの作成が

必要不可欠である。その際、BIM/CIM のために、あえてデータを作成するのではなく、

本質となる設計を行う中で自然と 3 次元モデルが作成されるべきであり、設計と連動

しながら効率的に 3 次元モデルを作成するためには、ソフトウェアによる対応が必須

となる。 

そのため、CIM 分科会の第 2 期活動開始時（令和 2 年度）において、BIM/CIM やリ

クワイヤメント（要求事項）に関する対応状況についてソフトウェア調査を実施した。 

調査にあたっては、一般社団法人 OCF にて登録されているソフトの中で、主に道路、

河川、トンネル、橋梁等の設計に関係するソフトを抽出し、調査を実施した。なお、調

査結果は令和 3 年 3 月末時点のものであり、BIM/CIM やリクワイヤメント（令和 5 年

度からはリクワイヤメントに代わり、新たに義務項目と推奨項目が設定される）の対応

については日々進化しているため、最新の対応状況については、一般社団法人 OCF

「BIM/CIM 活用ガイドライン対応情報 https://ocf.or.jp/cim/cimsoftlist/」を確認する

必要がある。 

 

4.2 ソフトウェア調査結果（令和 3 年 3 月末時点の状況） 

ソフトウェア調査の結果を表 4.2.1 に示す。 

なお、BIM/CIM やリクワイヤメントの対応状況は、令和 3 年 1 月末時点の状況を示

す。 
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番号： 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

会社名 オートデスク(株) (株)エムティシー 川田テクノシステム(株) (株)建設システム （株）三英技研 (株)ニコン・トリンブル (株)ビーガル (株)ビッグバン 株式会社フォーラムエイト 福井コンピュータ(株)

ソフト名
基本
ソフト

Autodesk AutoCAD Civil 3D
(AECコレクション）

APS-MarkⅣ V-nasClair SiTECH 3D STRAXcube
Trimble Business Center  
Heavy Construction Edition

BIGAL 3DViewer
iLEX Series Bigvan LandXML
Editor

FORUM8 TREND-CORE

Autodesk Revit
Autodesk InfraWorks
Autodesk Navisworks

APS-ODAN
APS-C
APS-ZE

★令和2年11月時点
・BasicSuite（次を収録：地形モデリング
Land_Kit、道路線形計画LINER_Kit、縦断図作
成VC_Kit）
・路線計画・設計　ROAD_Kit
・擁壁モデル自動配置　WALL_Kit
・道路構造物モデリング　STR_Kit／STR_Kit工
費計算プラス
・3D配筋モデリング　RC_Kit
・柱状モデル作成　GEO_Kit
・LandXML/IFC入出力　i-ConCIM_Kit
・3D掘削モデル配置　KUSSAKU_Kit

施工Revo
SiTE-Scope(点群処理ソフト)
快測ナビ(ICT施工現場端末アプ
リ)

- 測量CAD「TOWISE」 －

iLEX Series LandXML Checker

iLEX Series Bigvan LandXML
Viewer

UC-1設計シリーズ
3DCADStudio
Allplan
３D配筋CAD
UC-win/Road

・TREND-POINT
・CIMPHONY Plus
・TREND-CORE　VR

https://www.autodesk.co.jp/coll
ections/architecture-
engineering-construction/

https://www.mtc-
aps.co.jp/products/index.html

https://www.kts.co.jp/seijyou/v
nas.html

https://www.kentem.jp/product
s/

http://sanei.co.jp/3d%e9%81%93
%e8%b7%af%e8%a8%ad%e8%a8%88
/

https://www.nikon-
trimble.co.jp/products/product_
detail.html?tid=23

https://dynacad.jp/products/3D
Viewer/

https://www.bigvan.co.jp/produ
ct/ble_1/index.html

https://www.forum8.co.jp/
https://const.fukuicompu.co.jp/
products/trendcore/index.html

一般道路、高速道路、鉄道など
の 3D モデルを作成するソフト。
統合機能によって、作図、設計、
施工図書の作成効率を向上させ
る。モデルは、サーフェス、計画
線、線形、縦断など、3Dのさまざ
まなオブジェクトとデータを使用
して作成される。

3次元地形モデル上に道路中心
線形を指示するだけで縦横断現
況を自動取得、指定した勾配の
法面を瞬時に展開。さらに線形
変更に対して、拡幅・片勾配・縦
横断現況・法面展開の全てが更
新されるため、効率的な線形検
討と作業時間の大幅な短縮が可
能。また、計画した路線の3次元
モデルを自動作成し、3次元地形
モデル上に路線の3次元モデル
を重ねることが可能。

V-nasで培った豊富な2次元汎用
コマンドを完全包括した純国産3
次元CADシステム。豊富な3Dモ
デル作成、編集コマンドを搭載し
3D点群やTIN、サーフェス、ソリッ
ドモデルが扱え、3Dプリンタや
3DPDFへの出力機能も標準搭
載。CSVファイル読み込みによる
簡易モデリングやスクリプトによ
るユーザーカスタマイズ等が可
能。

3Dの施工データを作成するソフ
ト。3次元設計データ要素を自
動・半自動で解析・抽出し施工
データを作成する。平面・縦断・
横断照査に加え、座標の精度確
認や平面図と3D データを重ね
合わせた確認機能を搭載。縦断
図・横断図作成、土量計算機能
を搭載。

道路設計を3次元で行うことがで
きるCADソフトで、Map-3D（地図
3次元編集システム）、Alignment
Planner（線形調整システム）、
Road Planner（道路路線選定シ
ステム）、Road Design CAD（道
路詳細設計システム）、Drive（道
路走行シミュレータ）等で構成さ
れる。

Trimble Business Center Pro
は、UAV/地上レーザースキャナ
で計測した3次元点群データの
編集から、2D／3D-CADの汎用
編集、面からの数量計算など、
これからの3次元測量に対応し
た地理空間総合オフィスソフト
ウェア。

国土交通省　国土技術政策総合
研究所 （国総研）「LandXML1.2
に準じた3次元設計データ交換
標準（案）Ver.1.3 － 略称：J-
LandXML －（平成31年3月）」に
準拠する3Dビューアソフト。

各社の道路設計CAD から出力
されたLandXML1.2に準拠した3
次元設計データを読込み、確
認、横断データの追加、および
編集をします。SXF データなどの
2 次元図面から自動認識、自動
トレース機能を使って簡単に高
精度な納品データの作成が行え
る。

VRと各種土木設計ソフトや構造
設計・構造解析ソフト、クラウドシ
ステムとの連携を図り、BIM/CIM
のフロントローディングを大きく
支援する「IM&VRソリューション」
を展開。国土交通省が取り組む
CIMやi-Constructionの重点施
策への対応も迅速に進めてい
る。

CIMモデルを構築し、建設・土木
施工業務の高度化を支援するア
プリケーションであり、4D施工ス
テップによる施工手順の"見える
化"やi-Constructionで利用する
3次元設計データの作成が行え
る。

測量
・地質調査

◯ ◯ ◯ ◯ － ◯ － － － －

計画・設計 ◯ ◯ ◯ － ◯ △ ◯ ※ﾋﾞｭｰｱのみ
◯ ※基本は確認のみ,

横断のみ編集可
◯ ◯

シミュレーション ◯ － ◯ ◯ ◯ － － － ◯ ◯

施工 ◯ ◯ ◯ ◯ － ◯ ◯ ※ﾋﾞｭｰｱのみ
◯ ※基本は確認のみ,

横断のみ編集可
◯ ◯

維持管理 － － － － － － － － － －

道路路面 ◯ ◯ ◯ － ◯ ◯ － － ◯ ◯

土工・河川 ◯ ◯ ◯ － ◯ ◯ － － ◯ ◯

橋梁 ◯ ◯ ◯ － － － － － ◯ ◯

トンネル ◯ ◯ ◯ － － － － － ◯ △ (縦断曲線不可)

擁壁 ◯ ◯ ◯ － － － － － 〇 ※仮設土留、U型 ◯

附帯構造物 ◯ ◯ ◯ － － － － － － ◯

dwg、DXF、P21、IFC dwg、dxf、p21、sfc、xlsx、txt、ifc
dwg、DXF、P21、sfc、p2z、sfz、
jww、jwc、dm、dmf、sim、csv、
ifc、pdf（3DPDF）、fbx

DWG、DXF dwg、DXF、SXF
（インポート）dwg、dxf、p21、sfc
（エクスポート）dwg、dxf

dwg、DXF P21、SFC、DWG、DXF、JWW LandXML、IFC、

（jww/jwc/dwg/dxf/sfc/p21/sfz/p2z）
書込可能2次元CADデータ
（jww/jwc/dxf/dwg）
読込可能3次元データ
（dxf/dwg/SketchUp/XVL/3DS/STL/Coll
ada/Universal3D/3MF/FBX/IFC）
書込可能3次元データ（SketchUp（*.skp）
/3D DWG/DXF/XVLファイル（*.xv3）
/3DPDF/IFC）

Las、e57、csv、txt、xyz、Rcp - Las、e57、csv、txt、xyz SIMA、CSV las、txt、pts、xyz、csv

（インポート）las、laz、pts、ptx、xyz、
yxz、e57、csv 他
（エクスポート）las、laz、pts、ptx、e57、
pod、vcd 他

－ － － TXT、CSV

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ - - - － － ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ - - － － ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ - △ － － ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ - △ － － ◯ ◯

◯ ◯ ◯ - - - － － ◯ ◯

◯ - ◯ ◯ - ◯ － － ◯ ◯

h) BIM/CIM モデルを活用
した効率的な照査

LandXML対応

URL

連携するソフト

ソフト画面イメージ

【出典】各ソフトウェア会社のHPより

表4.2.1　BIM/CIM及びリクワイヤメント対応に関するソフトウェア調査結果一覧表（令和3年3月末時点）

ソフト概要

対応する
主な作業項目

作成可能なモデ
ル

i) 施工段階における
BIM/CIM モデルの効率的
な活用方策の検討

リクワイア
メント対応
状況

対応ファイ
ル形式

対応ファイル形式

点群

c) 後工程における活用を
前提とする属性情報の付
与
d) 工期設定支援システム
等と連携した設計工期の
検討

e) BIM/CIM モデルを活用
した工事費等の算出

f) 契約図書としての機能
を具備する BIM/CIM モデ
ルの構築

・3DCADStudio
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4.3 ソフトウェア会社との意見交換会の実施 

設計と連動しながら効率的に 3 次元モデルを作成するには、ソフトウェアによる対

応が必要不可欠であることから、リクワイヤメントへの対応や課題、ソフトウェアの今

後について理解するため、ソフトウェア会社との意見交換会を実施した。 

以下に、実施した日時と主な内容について記載する。 

 

■ソフトウェア会社との意見交換会 

・日時： 令和 3 年度 9 月 3 日(金) 10:00～12:00 

・会議形式： WEB 会議 

・参加者： ソフトウェア会社 2 社、 委員 約 20 名 

・主な内容 

属性情報 4 階層の付与方法 

3 次元モデルからの 2D 図面切り出し方法 

3DA モデルの対応状況 

モデルの照査方法やソフトでのチェック機能 等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.3.1 ソフトウェア会社との意見交換会の風景 

 

ソフトウェア会社との意見交換会により、ソフトウェアによって、現時点での対応状

況や作業可能な内容は異なることを把握した。 

また、照査機能の拡充や属性情報付与作業の効率化など、設計技術者にとってソフト

ウェアへの期待が非常に大きいことを理解して頂き、今後も引き続き、意見交換等を通

じて情報を交換し、共有していくことが確認できた。 
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4.4 現在のリクワイヤメントとソフトウェアの状況 

 

4.4.1 令和 4 年度のリクワイヤメントとソフトウェアの状況 

前述したソフトウェア調査は、第 2 期 CIM 分科会活動開始時（令和 2 年度）における令和

3 年 3 月末時点の状況を示した。 

ソフトウェア会社との意見交換会で理解したとおり、ソフトウェアの進化は日進月歩で、

日々進化し変わってきており、また、令和 4 年度にリクワイヤメントも若干修正され、表

4.4.1 のように変わってきている。 

 

表 4.4.1 令和 4 年度 BIM/CIM 活用業務のリクワイヤメント（要求事項） 

項目 実施目的（例） 

a) 可視化による設計選択肢

の比較評価（配置計画案の比

較等） 

配置計画等の事業計画をBIM/CIMモデルにより可視化

し、経済性、構造性、施工性、環境景観性、維持管理の

観点から合理的に評価・分析することを目的とする。 

b) リスクに関するシミュレ

ーション（地質、騒音、浸

水、既設構造物への影響等） 

地質・土質モデルにより地質・土質上の課題等を容易に

把握し、後工程におけるリスクを軽減するための対策に

つなげることを目的とする。 

c) 対外説明（関係者協議、

住民説明、広報等） 

対外説明において、BIM/CIMモデルにより分かりやすく

事業計画を説明することにより、円滑かつ確実に合意形

成を図ることを目的とする。 

d) 概算工事費の算出（工区

割による分割を考慮） 

簡易的なBIM/CIMモデルに概算単価等のコスト情報を紐

付けることで、工区割り範囲の概算工事費を速やかに把

握できることを目的とする。 

e) ４D モデルによる施工計

画等の確認 

工事発注時における合理的な工期設定、施工段階におけ

る円滑な受発注者協議等を目的とする。 

f) 複数業務・工事を統合し

た工程管理及び情報共有 

複数業務・工事間で共有すべき情報又は引き継ぐべき情

報を関係者間で適切に共有し、迅速かつ確実な合意形成

を図ることにより、手戻りなく円滑に事業を実施するこ

とを目的とする。 

g) その他【事業の特性に応

じた項目を設定】 

－ 

h)a)～g)の検討を目的とした

既存地形及び地物の３次元デ

ータ作成 

現況地形の点群データを取得し、3次元データを作成す

ることで、後工程の詳細設計に円滑なデータ受け渡しを

行うことを目的とする。 

 

進化してきたソフトウェアについては、OCF 検定「J-LandXML 検定」への合格および更新

により LandXML に準じた 3 次元モデルデータに対応するとともに、BIM/CIM 活用ガイドライ

ンの更新に伴う対応も実施されている。 

参考として、令和 4 年度末（令和 5 年 3 月末時点）の一般社団法人 OCF の HP に記載され

ている J-LandXML 検討の対応状況（表 4.4.2）、BIM/CIM ガイドラインの対応状況（表 4.4.3）、

を示す。 
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表 4.4.2 OCF 検定認証ソフトウェア一覧表(J-LandXML 検定) 

（令和 5 年 2 月末時点) 

■測量 

会社名 ソフトウェア名称 Ver. 利用用途（事業段階） 
検定 
Ver. 

福井コンピュータ(株) 

TREND-ONE 

https://ocf.or.jp/kentei/land_soft/trend-one-3/ 
6 測量成果作成（測量） 1.4 

Mercury-ONE 

https://ocf.or.jp/kentei/land_soft/mercury-one-3/ 
6 測量成果作成（測量） 1.4 

■設計 

会社名 ソフトウェア名称 Ver. 利用用途（事業段階） 
検定 
Ver. 

(株)エムティシー 

道路・鉄道線形計画システム APS-MarkⅣ 

https://ocf.or.jp/kentei/land_soft/aps-markiv/ 
13 道路設計（概略、予備設計） 1.4 

道路横断図システム APS-ODAN 

https://ocf.or.jp/kentei/land_soft/aps-odan/ 
4 道路設計（予備、詳細設計） 1.4 

オートデスク(株) 
Autodesk Civil3D『Autodesk CALS Tools』 

https://ocf.or.jp/kentei/land_soft/autodesk-civil3d/ 
2023 

道路設計 

（概略、予備、詳細設計） 
1.4 

川田テクノシステム(株) 

建設系 3D 汎用 CAD V-nasClair『i-ConCIM_Kit』 

https://ocf.or.jp/kentei/land_soft/i-concim_kit/ 
2022 道路設計（概略設計） 1.4 

KTS 道路設計シリーズ 

https://ocf.or.jp/kentei/land_soft/roadseries/ 
24 

道路設計 

（概略、予備、詳細設計） 
1.4 

(株)三英技研 

STRAXcube 

https://ocf.or.jp/kentei/land_soft/straxcube/ 
5 

道路設計 

（概略、予備、詳細設計） 
1.4 

LANDCube 

https://ocf.or.jp/kentei/land_soft/landcube/ 
2 

道路設計 

（概略、予備、詳細設計） 
1.4 

(株)ビーガル 
DynaCAD CUBE 

https://ocf.or.jp/kentei/land_soft/dynacad-cube 
2 道路設計（詳細設計） 1.4 

■施工 

会社名 ソフトウェア名称 Ver. 利用用途（事業段階） 
検定 
Ver. 

(株)建設システム 
SiTECH 3D 

https://ocf.or.jp/kentei/land_soft/sitech-3d/ 
11 

3 次元設計データ作成 

（施工） 
1.4 

福井コンピュータ(株) 

TREND-CORE 

『3D 設計データ作成オプション』 

https://ocf.or.jp/kentei/land_soft/trend-core/ 

8 
3 次元設計データ作成 

（施工） 
1.4 

EX-TREND 武蔵 建設 CAD 

『3 次元設計データ作成オプション』 

https://ocf.or.jp/kentei/land_soft/ex-trend-cad/ 

22 
3 次元設計データ作成 

（施工） 
1.4 

(株)ニコン・トリンブル 
Trimble Business Center 

https://ocf.or.jp/kentei/land_soft/trimble-business-center/ 
5 

3 次元設計データ作成 

（施工） 
1.4 
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■その他 

会社名 ソフトウェア名称 Ver. 利用用途（事業段階） 
検定 
Ver. 

(株)エムティシー 
現況高さ編集ソフト APS-ZE 

https://ocf.or.jp/kentei/land_soft/aps-ze/ 
5 

2 次元地形図の 3 次元化、

各種地形データ変換 

（概略、予備、詳細設計） 

1.4 

(株)演算工房 
E-lxTool 

https://ocf.or.jp/kentei/land_soft/E-lxTool/ 
1 

線形データ作成・編集 

（詳細設計、施工） 
1.5 

(株)ビーガル 
BIGAL 3DViewer 

https://ocf.or.jp/kentei/land_soft/bigal-3dviewer/ 
4 ビューワ（全般） 1.5 

(株)ビッグバン 

Bigvan LandXML Viewer 

https://ocf.or.jp/kentei/land_soft/bigvan-landxml-viewer/ 
1 ビューワ（全般） 1.5 

Bigvan LandXML Editor 

https://ocf.or.jp/kentei/land_soft/bigvan-landxml-editor/ 
1 横断データ編集（全般） 1.5 

Bigvan LandXML Checker 

https://ocf.or.jp/kentei/land_soft/bigvan-landxml-checker/ 
1 

LandXML データの整合性 

チェック（全般） 
1.5 

(株)フォーラムエイト 
UC-win/Road 

https://ocf.or.jp/kentei/land_soft/uc-win-road/ 
16 

3D/4D/nD による設計検討、

環境、交通、運転等各種 

シミュレーション（全般） 

1.5 

福井コンピュータ(株) 
TREND-POINT 

https://ocf.or.jp/kentei/land_soft/trend-point/ 
10 地形データ作成（全般） 1.4 

【出典】一般社団法人 OCF、OCF 検定認証ソフトウェア一覧 (J-LandXML 検定)  

(https://ocf.or.jp/kentei/land_soft)  

 ※最新の対応状況については、上記 URL を確認のこと 
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測
量

地
質
・
土
質

モ
デ
ル

築
堤
・
護
岸

樋
門
・
樋
管

砂
防

地
す
べ
り

対
策

道
路

ト
ン
ネ
ル

橋
梁

AEC Collection
(パッケージに含まれる主要BIM/CIMソフトウェア)
・Autodesk ReCap Pro
・Autodesk Revit
・Autodesk Civil 3D
・Autodesk InfraWorks
・Autodesk Navisworks
・Autodesk Docs

GEORAMA for Civil3D(3D地質解析システム) △ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

APS-21シリーズ

・道路・鉄道線形計画システム APS-MarkⅣ

・現況高さ編集ソフト APS-ZE
・道路横断図システム APS-ODAN
・ 交差点設計図化システム APS-C
トンネル設計補助システムAPL ○

E-lxTool
（線形LandXML作成・編集）

E-lxTool
（線形LandXML作成・編集）

3次元地質解析システム　GEO-CRE/GEO-CRE Pro △ ○ △ △ △ ○ △ △ △ △ △ △ △ △

BIM/CIM支援 地盤情報プラットフォーム

 OCTAS Modeler ○

V-nas Clair・Kitシリーズ △ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ △ ○ △ △ △ △

V-ROAD・V-ROAD/M 『i-Conオプション』 ○

SiTECH 3D ○ ○ ○ △ △

SiTE-Scope △

SiTE-STRUCTURE ○ ○ ○ △ △ △ △ △ △ △

SiTE-NEXUS △ ○ ○ ○ △ ○ △ △ △ △ △ △

STRAXcube ○

LANDCube ○

BeCIM／MB Plus(鋼橋BIM/CIMモデリングシステム) ○

BeCIM／CB(ｺﾝｸﾘｰﾄ橋CIMモデリングシステム) ○

MASTERSON ○

Braz ○

Trimble Business Center △ △

BIGAL 3DViewer △

iLEX Series Bigvan LandXML Editor △

iLEX Series Bigvan LandXML Checker △

iLEX Series Bigvan LandXML Viewer △

UC-1設計シリーズ ○ ○ ○ ○ ○

Allplan ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ △ △

3D配筋CAD ○ ○ ○ ○

UC-win/Road △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Shade3D ○ ○ △ △ △ ○ ○ ○ △ △ △ △

TREND-CORE △ ○ ○ ○ △ ○ ○ △ ○ △ ○ ○ △

TREND-POINT △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

EX-TREND 武蔵 建設CAD △ △

TREND-ONE △

ADCALC 3D ○ ○ ○

ADCALC 3D　CIM ○ ○ ○

ADCALC 3D　Viewer ○ ○ ○

【凡例】（解釈）＞〇：対応可 △：一部対応可 空白：適用外　

（令和4年12月時点）

(株)WAON

表4.4.3　ソフトウェアによるBIM/CIMガイドラインの対応状況

【出典】一般社団法人OCF、対応ソフトウェア一覧(https://ocf.or.jp/cim/cimsoftlist/#C1)
　※最新の対応状況については、上記URLを確認のこと

JIPテクノサイエンス(株)

(株)ニコン・トリンブル

(株)ビーガル

(株)ビッグバン

(株)フォーラムエイト

福井コンピュータ(株)

応用地質(株)

川田テクノシステム(株)

(株)建設システム

(株)三英技研

△

△ △

(株)演算工房

伊藤忠テクノソリューションズ(株)

(株)エムティシー

○

会社名・ソフト名

BIM/CIMガイドライン

共通編 河川編
砂防・地すべり

対策編
ダ
ム
編

オートデスク（株）

△ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○

道路編
機
械
設
備
編

下
水
道
編

港
湾
編

電
気
通
信
設
備
編
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4.4.2 令和 5 年度にむけたソフトウェアの状況について 

4.2 ソフトウェア調査結果（令和 3 年 3 月末時点の状況）は、リクワイヤメントの変遷に

応じて更新する予定であったが、令和 5 年度からリクワイヤメントに代わり、新たに義務項

目と推奨項目が設定されることとなったため、更新は行わないこととした。 

なお、令和 5 年度から新た設定される「義務項目」と「推奨項目」は表 4.4.3～表 4.4.4

のとおりであるが、今後のソフトウェアの対応状況については、前述の一般社団法人 OCF

「BIM/CIM 活用ガイドライン対応情報 https://ocf.or.jp/cim/cimsoftlist/」の更新を確

認する必要がある。 

 

表 4.4.4 令和 5 年 3 次元モデルの活用義務項目（例） 

 活用目的 適用するケース 活用する段階 

視
覚
化
に
よ
る
効
果 

出来あがり全体

イメージの確認 

住民説明、関係者協議等で説明する機会が

ある場合・景観の検討を要する場合 

詳細設計 

特定部の確認 

（２次元図面の

確認補助） 

特定部を有する場合 

※ 特定部は、複雑な箇所、既設との干渉

箇所、工種間の連携が必要な箇所等と

し、別による。詳細度３００までで確認

できる範囲を対象 

詳細設計 

施工計画の検討

補助 

設計段階で３次元モデルを作成している

場合 

※ ３次元モデルを閲覧することで対応

（作成・加工は含まない） 

施工 

２次元図面の理

解補助 

現場作業員等へ

の説明 
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表 4.4.5 令和 5 年 3 次元モデルの活用推奨項目（例） 

 活用目的 活用の概要 活用する段階 

視
覚
化
に
よ
る
効
果 

重ね合わせによ

る確認 

3次元モデルに複数の情報を重ね合わせて

表示することにより、位置関係にずれ、

干渉等がないか等を確認する。 

例：官民境界、地質、崩壊地範囲など 

概略・予備設計 

詳細設計 

施工 

現場条件の確認 3次元モデルに重機等を配置し、近接物の

干渉等、施工に支障がないか確認する。 

概略・予備設計 

詳細設計 

施工 

施工ステップの

確認 

一連の施工工程のステップごとの3次元モ

デルで施工可能かどうかを確認する。 

概略・予備設計 

詳細設計 

施工 

事業計画の検討 3次元モデルで複数の設計案を作成し、最

適な事業計画を検討する。 

概略・予備設計 

詳細設計 

省力化 

・ 

省人化 

施工管理での活

用 

 

3 次元モデルと位置情報を組み合わせ

て、杭、削孔等の施工箇所を確認や、

AR、レーザー測量等と組み合わせて出来

形の計測・管理に活用する。 

施工 

情報収

集等の

容易化 

不可視部の3次

元モデル化 

アンカー、切羽断面、埋設物等の施工後

不可視となる部分について、3 次元モデ

ルを作成し、維持管理・修繕等に活用す

る。 

施工 
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5. BIM/CIM 基準類の読み合わせ、良い点・疑問点の整理 

 

5.1 検討の背景 

CIM 導入ガイドラインが 2020 年 3 月に活用ガイドラインへと改訂された。 

BIM/CIM 関連技術は日進月歩でソフト開発や周辺技術開発がなされており、関連基準やリ

クワイヤメントも毎年のように見直しがなされている現状である。 

 これら改訂を続ける BIM/CIM 基準類について我々個人が隅々まで理解できているとは言

い難い。 

 これを受け、CIM 分科会でも BIM/CIM 基準類について、理解を深める必要があるとの意

見が出され、委員の知識向上について取り組むこととした。 
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5.2 検討方針 

 CIM 分科会では、道路・橋梁・河川の 3 分野において WG が組織されており各専門分野

の委員が属する。 

 この利点を生かし各専門分野の目線から関連する基準類の内容について分担を決め項目

別に整理することとした。 

検討対象とした基準は以下のとおり。 

  

・BIM/CIM 活用ガイドライン（案）－第 1 編 共通編－ 

 ・BIM/CIM 活用ガイドライン（案）－第 2 編 河川編－ 

 ・BIM/CIM 活用ガイドライン（案）－第 5 編 道路編－ 

 ・設計－施工間の情報連携を目的とした 4 次元モデル活用の手引き（案） 

 ・3 次元モデル成果物作成要領（案） 

 

 基準に記載されている内容や実業務での活用に有用となる情報、また独自では理解が及

ばない内容について委員間で読み合わせとして共有・議論することにより知識の向上を図

った。委員間での情報共有に用いたシートの一例を表 5.1.1 に示す。 

 

 表 5.1.1 委員間での情報共有に用いたシート（一例） 

        【BIM/CIM 活用ガイドライン（案）－第 1 編 共通編－より】 

項目 基準の概要 良い点 疑問点 

1.2 適用範囲 
P6 

ガイドラインの適用範囲

は業務や工事だけでなく、

点群ﾃﾞｰﾀの取得のみであ

っても準用できることが

記載 
コンカレントエンジニア

リングにも言及されてい

る。 

2 次元図面から 3 次

元モデルへの移行が

本当に進めば生産性

向上になると感じる 

現時点では、通常の打

ち合わせなども紙ベー

スの資料を求められる

のため 2D→3D への移

行の阻害となっている

ように感じる。 

 

 

 

 

 

次ページより読み合わせ結果の要約版を示す。 

 読み合わせは、前述した基準類のすべての項目に対して実施したものの、本検討段階で

は表現統一などの問題から生データの公開は差し控えさせていただくことに了解頂きたい。 

 なお、今後も引き続き検討を進め、建設コンサルタンツ協会としての視点から BIM/CIM

基準類に対して追記や改善要望等の意見をまとめ発信していく予定である。 

記載内容について概要をまとめ各委員に説明 

実業務を行う上でメリットとなる点について共有 

疑問箇所について委員間で議論 
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 良い点

 BIM/CIMは３次元モデルの作業だけでなく、属性などの
情報を含むモデルであると明記されていることは重要で
ある。

 地図情報レベル別の測量方法がわかりやすく表整理さ
れており、参考になる。

 疑問点(更なる検討が必要な点)

 事業管理の目標設定は誰が行うのか明確に記載されて
いないため、受発注者間でのすみ分けに不明瞭な点が
ある。

 詳細設計段階ではUAVを用いた測量の実施が目安とさ
れているが、実情にあっているか精査が必要である。

 良い点

 ほぼ全ての業務項目に活用事例が示されており、参考
になる。

 標準的な設計フローや共通仕様書と、作成すべき
BIM/CIMモデルの関係性がわかりやすく整理されてお
り、参考になる。

 疑問点(更なる検討が必要な点)

 現地踏査、図面作成等の各項目で具体的にどういった
問題点が解決され、どのような効果があるのか検証が
必要である。

 概算工事費の算出で「モデルを活用して算出」とある
が、具体的な活用方法を検討する必要がある。

BIM/CIM活用ガイドライン（案）－第１編 共通編－

BIM/CIM活用ガイドライン（案）－第２編 河川編－

5.3 整理結果（要約版）
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 良い点

 概略・予備設計、詳細設計といった設計段階に合わせ
た構成に改訂され、実施したい設計レベルに応じて、内
容を確認できるようになった。

 疑問点(更なる検討が必要な点)

 道路土工の基準しかないため、道路を構成する排水構
造物や附属構造物等のBIM/CIMモデルの取り扱いを
検討する必要がある。

 毎年改定される基準類について、改定箇所が明示され
た新旧対照表を同時公開して頂けると助かる。

 良い点

 関係協議での活用方法など、具体的な活用事例が掲載
されておりイメージがつきやすい。

 施工や維持管理での活用事例が紹介されており、設計
段階から後工程をイメージしやすい。

 疑問点(更なる検討が必要な点)

 干渉チェックのために付属物などのモデル詳細度を向上
させることは、必ずしも効率的ではない可能性がある
（B/Cに劣る）。

 現地踏査段階から架空線や埋設物などのモデル化を行
うと作業量が膨大となってしまう恐れがあるため、活用
目的に応じた受発注者協議が重要である。

BIM/CIM活用ガイドライン（案）

－第５編 道路編（内、道路・トンネル）－

BIM/CIM活用ガイドライン（案）

－第５編 道路編（内、橋梁）－
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 良い点

 ４次元モデルの活用は効果的ではあるが、作成手間の
問題もあるため、粒度は必要な部分のみ詳細として、そ
れ以外は過度な作り込みをしない等の注意点がわかり
やすく記載されている。

 活用目的に即した適切なLODが紹介されており、参考
になる。

 疑問点(更なる検討が必要な点)

 発注者が必要となる４DモデルやLODを指示することが
基本方針となっているが、詳細度や粒度にばらつきが
生じないように一定の目安を検討する必要がある。

 ４Dモデル操作には専用ソフトが必要であるため、ソフト
間の互換性を確保する必要がある。

 良い点

 ２次元図面と３次元モデルの照査のすみ分けが記載さ

れており、３次元モデルの活用効果が分かりやすい。

 ２次製品のモデル化は不要など、モデル別に作成レ

ベルが記載されており、参考になる。

 概略設計から維持管理段階まで必要な属性情報の詳

細度(LOI)が追加された。

 疑問点(更なる検討が必要な点)

 発注者側に３Dモデルの閲覧環境がない場合の対処方

法について準備が必要。

 ２D図面と３Dモデルの整合性修正は合理的に行えるよ

うにとの記載があるが、合理的な修正方法についてソフ

トウェアの改善を含めて検討が必要である。

設計－施工間の情報連携を目的とした４次元モデ
ル活用の手引き（案）

３次元モデル成果物作成要領（案）
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6.  道路設計における詳細度定義（案）の改訂【道路 WG】 

 

6.1 検討の背景 

2018 年度～2019 年度の「ICT 研究委員会 CIM 分科会 道路 WG」第 1 期では、「道路設計に

おける詳細度定義（案）」の検討を行った。これは、当時、公開されていた「CIM 導入ガイ

ドライン(案)令和 2 年 3 月 国土交通省」には、道路編がなく（土工編のみ）、道路周辺構

造物等に対するモデル詳細度が定義されていないため、道路設計を行う際の参考とすべく

検討したものである。 

その後、「BIM/CIM 活用ガイドライン（案）令和 3 年 3 月 国土交通省」からは道路編と

して改訂されたが、詳細度の定義（案）は土工のみのままとなっており、道路を構築する対

象工種や設計段階毎の詳細度が容易にイメージできるとは言い難い。道路設計は土工のみ

でなく、主要構造物や小構造物・附帯構造物など、幅広い設計工種を網羅する必要があり、

概略設計・予備設計・詳細設計に至るまで、数年の設計段階を経て工事に至るものであるた

め、設計段階と詳細度を関連づけて、各設計工種の作り込みレベルを示す必要がある。 

そのため、最新の「BIM/CIM 活用ガイドライン（案）令和 4 年 3 月 国土交通省」と道路

WG メンバーの BIM/CIM 対象業務の実施経験を基に、第 1 期で作成した「道路設計における

詳細度定義（案）」の改訂を行った。 

 

6.2 検討方針 

検討にあたっては、以下の方針とした。 

①詳細度と道路の設計段階を示す概略設計・予備設計・詳細設計とを関連づける。 

②一般的な、路面、土工、主要構造物（橋梁・トンネル・函渠・擁壁・法面対策）、附帯

構造物を対象工種とする。 

③各設計段階における対象工種モデルの作り込みレベルを具体的に記載する。 

④「BIM/CIM 活用ガイドライン（案）令和 4 年 3 月 国土交通省」に記載されている定義

の記述を踏襲する。 

⑤道路 WG メンバーの BIM/CIM 対象業務の実施経験を基に、上記①②③を記載する。 

 なお、あくまでも道路設計における視点での記述のため、橋梁については上記④を簡略

的に記述するのみとしている。 

 

参考とした「BIM/CIM 活用ガイドライン（案）令和 4 年 3 月 国土交通省」の詳細度定義

を次頁に添付する。 
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表 6.2.1 BIM/CIM モデルの詳細度（案）【道路（土工編）】 

【出典】BIM/CIM 活用ガイドライン（案）第 5 編道路編、令和 4 年 3 月、国土交通省 
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表 6.2.2 BIM/CIM モデルの詳細度（案）【トンネル（山岳トンネル）】 

【出典】BIM/CIM 活用ガイドライン（案）第 5 編道路編、令和 4 年 3 月、国土交通省 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.3 検討結果 

検討を行った「道路設計における詳細度定義（案）」を次頁に示す。 
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工種別の定義

路面 土工

主要構造物（橋梁、ﾄﾝﾈﾙ、函
渠、擁壁、法面対策）
※詳細はｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝの
橋梁、ﾄﾝﾈﾙを参照

附帯構造物

100

・対象を記号や
線、単純な形状で
その位置を示し
たモデル

位置図、概要図

説明資料及び発注資料 ・計画道路の路面と地形との
位置や範囲が表現できる程度
に中心線をモデル化
・平面/縦断線形：設定
※緩和曲線を含まない概略の
中心線
・横断幅員：なし
・横断勾配：なし
・交差点：なし
・舗装：なし
・路面標示：なし

－
※概略の中心線モデルであり,
道路幅員も含まないため、土
工部はなし

・対象物の配置が判る程度の
モデル
・矩形形状または線上のモデ
ル

－ －

・計画道路の通過位置の把握
（計画時の受発注者間の位置
情報共有）
ほか

200

・対象の構造形
式が分かる程度
のモデル
・標準横断で切土
/盛土を表現、ま
たは各構造物一
般図に示される
標準横断面を対
象範囲でスイープ
させて作成する
程度の表現

概略設計Ａ，B
予備設計A
予備設計B
詳細設計

※設計段階・内
容に応じ、詳細
度を適宜選定

・路面の概略形状が確認でき
る程度のモデル
・平面/縦断線形：緩和曲線を
含む線形情報を設定
・横断幅員：標準幅員を設定
※拡幅、付加車線、加減速車
線、非常駐車帯等はなし
・横断勾配：設定
・交差点：なし
・舗装：なし
・路面標示：なし

・土工（切土、盛土）の概略影
響範囲が確認できる程度のモ
デル
・標準の土工形状でモデル化
・地形情報に応じて盛土・切土
の範囲をモデル化
・擁壁や函渠工といった大きな
構造物に対する、その巻き込
み形状はモデル化しない

・橋梁：構造形式が判る程度の
モデル
・トンネル：道路中心線とトンネ
ル標準横断面でモデル化。
坑口部はモデル化せず位置を
示す
・函渠（大型）：標準横断面でモ
デル化
・擁壁（大規模）：概略形状の
みモデル化
・法面対策：なし

・附帯構造物：構造形式が
判る程度のモデル。概略形
状のみモデル化
・目的に応じて、附帯工など
は詳細度200 程度とし、補
足情報を参照資料として付
与する。

－

300

・附帯工等の細
部構造、接続部
構造を除き、対象
の外形形状を正
確に表現したモ
デル

予備設計B
詳細設計

※設計段階・内
容に応じ、詳細
度を適宜選定

・路面の計画形状が確認でき
る程度のモデル
・平面/縦断線形：詳細度200と
同様。
・横断幅員：拡幅、付加車線、
加減速車線、非常駐車帯等を
設定。
・横断勾配：詳細度200と同様。
・交差点：正確な影響範囲が規
程された形状・配置をモデル化
・舗装：なし
・路面標示：なし

・土工部の影響範囲が確認で
きる程度のモデル
・拡幅部や非常駐車帯といった
変化部を含む、計画土工形状
でモデル化
・地形情報に応じて盛土・切土
の範囲をモデル化
・擁壁や函渠工といった大きな
構造物に対しては、その巻き
込み形状・配置を含めてモデ
ル化

・橋梁：計算結果を基に主構造
の形状を正確にモデル化。下
部工は外形形状及び配置を正
確にモデル化
・トンネル：避難通路などの拡
幅部をモデル化。支保パター
ン、補助工法、箱抜きについて
はパターン化し、記号等で必要
範囲をモデル化。坑口部は外
形寸法を正確にモデル化。舗
装構成や排水工等の内空設
備をモデル化。箱抜き位置は
形状をパターン化し、記号等で
設置範囲を示す
・函渠、擁壁、法面対策：計算
結果を基に外形形状を正確に
モデル化

・用地幅杭計画において活
用する場合、用地幅杭位置
は杭の簡易な構造物モデ
ルや杭を結んだ範囲をサー
フェス（壁状のもの含む）な
どで領域を示す

・寸法、注記情報等を付与
する場合は3次元モデル表
記標準（案）を参考とする
・施工方法、施工手順など
の施工計画において活用
する場合は、主たる
BIM/CIMモデルとは別に作
成してもよい

400

・詳細度300に加
えて、附帯工、接
続構造などの細
部構造および配
筋も含めて、正確
にモデル化する

※必要に応じて
　　設定

・計画道路の細部構造や内部
構造までも確認できるモデル
・平面/縦断線形：詳細度200と
同様
・横断幅員：詳細度300と同様
・横断勾配：詳細度200と同様
・交差点：詳細度300と同様
・舗装：設定
・路面標示：設定

・詳細度 300 に加えて小構造
物も含む全てをモデル化
・排水構造、安全施設といった
付帯構造物等の形状、配置も
含めて正確にモデル化

・橋梁：詳細度300に加えて接
続部構造や配筋を含めてモデ
ル化
・トンネル：詳細度300に加えて
ロックボルトや配筋を含む全て
をモデル化
・函渠、擁壁、法面対策：詳細
度300に加えて細部構造およ
び配筋も含めた正確なモデル
化

・排水構造、安全施設と
いった附帯構造物等の形
状、配置も含めて正確にモ
デル化
・目的に応じて、遮音壁、標
識、照明等の3次元モデル
を統合。遮音壁、標識、照
明詳細設計モデルとは、配
置及び基礎を含む外形形
状のモデル化を想定
※設計活用（景観検討・関
係機関協議等）や後工程で
の活用ケースを確認し、活
用効果が小さいと判断され
た場合や2次製品について
は、2次元図面を外部参照
することでモデル化を省略

・寸法、注記情報等を付与
する場合は3次元モデル表
記標準（案）を参考とする
・施工方法、施工手順など
の施工計画において活用
する場合は、主たる
BIM/CIMモデルとは別に作
成してもよい
※外形形状がわかる程度と
し、属性情報への付与を基
本とする。ボルト・ナット等
の構造細部は不要

【設計】
・鉄筋の干渉チェック（橋梁、ト
ンネル、函渠など）

※必要に応じて上記の詳細度
200～300の項目を詳細度400
で作成

500

・対象の現実の
形状を表現したモ
デル

－

現実空間の再現
設計・施工段階で活用したモデ
ルに完成形状を反映したモデ
ル

設計・施工段階で活用したモデ
ルに完成形状を反映したモデ
ル

設計・施工段階で活用したモデ
ルに完成形状を反映したモデ
ル

設計・施工段階で活用した
モデルに完成形状を反映し
たモデル

－ －

【概略設計A，B】
事業を実施しようとする最適
なルートを選定することを目
的とする
・概略設計Ａは地形図縮尺
1/5,000を基に実施
・概略設計Ｂは地形図縮尺
1/2,500を基に実施

【予備設計Ａ】
決定したルートについて、平
面線形、縦横断線形の比較
案を策定。施工性、経済性、
維持管理、走行性、安全性
及び環境等の総合的な検討
と橋梁、トンネル等の主要構
造物の位置、概略形式、基
本寸法を計画し、技術的、経
済的判定によりルートの中
心線を決定することを目的と
する

【道路予備設計B】
決定した中心線に基づいて
行われた実測図を用い、図
上での用地幅杭位置を決定
することを目的とする

【道路詳細設計】
確定した中心線位置、用地
幅杭位置に基づき、工事に
必要な詳細構造を経済的か
つ合理的に設計し、工事発
注に必要な図面・報告書を
作成することを目的とする

表6.3.1　道路設計における詳細度定義（案）

モデルイメージ詳細度 設計段階 設計目的共通定義 留意事項 活用イメージ

【設計】
・出来あがり全体イメージの確
認（住民説明、関係機関協議、
景観検討等）
・特定部の確認（2本以上の線
形、立体交差、埋設物、排水
勾配、既設構造物、工種間の
連携、高低差、橋梁など）
・視認性の確認
・点検スペースの確認
・重ね合わせによる確認（構造
物や用地境界、建築限界、野
生動物の生息域、水位、騒音・
振動影響範囲、地質など）
・現場条件の確認（施工ヤー
ド、重機等の配置）
・施工ステップの確認
・事業計画の検討
・現場見学会等の広報活動
・概算数量算出
・3次元モデルを利用した解析・
シミュレーション（日影、騒音、
浸水）
ほか

【施工】
・施工計画の補助
・2次元図面の照査補助
・現場作業員への説明
・現場条件の確認（AR,VRを用
いた現地比較）
・概算数量算出
・施工管理での活用（舗装及び
構造物等の出来形管理）
・維持管理へのデータ引継ぎ
・不可視部の3次元モデル化
ほか

※テクスチャを表現した場合
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7. 実践的な BIM/CIM フローの検証【橋梁 WG】 

 

7.1 検討方針 

BIM/CIM 関連基準として代表されるガイドラインも「CIM 導入ガイドライン（案）」から

令和 2 年度には「BIM/CIM 活用ガイドライン（案）」へと改訂され、その他基準類や要領と

ともに令和 5 年度の原則適用を見据えた準備が進んでいる。 

現時点での基準では設計の各段階における活用の方針等が示されたものの、現状では必

ずとも、実際の設計業務の中において有用な BIM/CIM 技術を活用できているとはいえない。 

そこで、CIM 分科会・橋梁 WG では、橋梁予備設計を材題にし、近畿地方整備局の標準

的な設計フローに対して、BIM/CIM を適用した場合どのように設計の流れが変わるのかに

ついて議論・検討することとした。 

また、原則適用後における BIM/CIM 実施項目は義務項目と推奨項目に分類されているが、

ここでは設計の各段階において可能な限り活用が進むものと仮定して議論・検討を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検討は BIM/CIM を適用する前（従来手法）と対比する形で、令和 5 年度から実施される

『原則化適用後』および、遠い将来として『望まれる将来像』の 2 段階について検討し、

対比フローとしてまとめるとともに、議論した内容について解説という形でとりまとめた。 

図 7.1.1 設計業務共通仕様書の実施内容･成果物及び BIM/CIM モデルの関係【橋梁 予備設計】 
【出展】BIM/CIM 活用ガイドライン（案）第 5 編道路編、令和 4 年 3 月、国土交通省 
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7.2 BIM/CIM フローの対比 

BIM/CIM フロー（橋梁予備設計編）として、ここでは橋梁予備設計を対象としたフロ

ーについて検討した。近畿地方整備局の標準的な設計フロー「橋梁予備設計フロー（案）」

に対して、BIM/CIM を適用した場合にフローがどのように変わるか、追加・削除される

項目はあるのか、BIM/CIM を適用する場合のポイント等について、橋梁 WG メンバーに

おいてブレイン・ストーミング的に議論した。 

なお、BIM/CIM フロー作成においては、従来手法と対比する形で、令和 5 年度に実施

される『BIM/CIM の原則適用後』および、一部希望的観測も含むものの将来的な技術開

発も進んだものと仮定した『望まれる将来像』として作成し、並べて対比することとした。 

作成した橋梁予備設計フローの対比を表 7.2.1～表 7.2.5 に示す。 
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表 7.2.1 橋梁予備設計フローの対比（設計計画～照査①） 

従来のフロー 原則適用後のフロー 望まれる将来像のフロー 

・貸与資料は 2 次元成果、協議は段階的に対面協議 

 

・貸与資料の一部は 3 次元化されたものに。 

・協議や地元協議資料がビジュアル化され分かりやすいものに移行 

・すべての資料が 3 次元化され現地踏査時からイメージしやすく 

・VR や AR 技術の発展により協議もスムーズに 

発注者 受注者 発注者 受注者 発注者 受注者 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     

 

 

・その他必要条件（協議条件）の

整理 

・不足資料の整理 

業務計画書の作成 

・貸与資料の確認 

・その他必要条件の確認 

現地踏査 

貸与資料・条件明示 

・道路概略設計報告書、道路予備

設計報告書、地質調査報告書、

実測平面図、実測縦横断図 

・周辺施設に関する資料等 

貸与資料・条件明示 

・道路概略設計報告書、道路予備

設計報告書、地質調査報告書、

実測平面図、実測縦横断図 

・周辺施設に関する資料等 

・既往 BIM/CIM モデルの授与 

・DS(Data-Sharimg)の実施 

打合せ① 

基本条件の整理 

地元設計協議資料 

打合せ② 

・修正業務計画書の確認 

・その他必要条件（協議条件） 

の確認 

・照査実施の確認 

照査① 

・基本条件の妥当性確認 

・不足資料の確認 

業務計画書の作成 

・貸与資料の確認 

・その他必要条件の確認 

・既往 BIM/CIM モデルの確認 

BIM/CIM モデルの作成 

打合せ① 

現地踏査 

基本条件の整理 

・BIM/CIM モデルの更新による 

不足資料および検討箇所の確認 

・複数の授与モデルから 

 現状の統合モデルを作成 

照査① 

業務計画書の作成 

・BIM/CIM の実施は必須 

になって 

貸与資料・条件明示 

・Cloud による必要資料の明示 

打合せ① 

統合モデル作成 

現地踏査 

基本条件の整理 

・BIM/CIM モデルの更新による 

不足資料および検討箇所の確認 

・AI 技術の導入による問題点の 

自動抽出 

照査① 

打合せ② 

打合せ② 

・VR および AR を用い、基本条件の妥当

性や課題を共通認識として確認・照査 

地元設計協議資料 

・BIM/CIM モデルの更新により 

 現状の説明資料に利用 

・現状の統合モデルを 

用いた方針協議 
・BIM/CIM モデルの作成基情報 

 を発注者が説明・共有 

・複数の情報の重ね合わせによ

る位置のずれ・干渉等を照査 

・AR モデルを活用した現地踏査 
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表 7.2.2 橋梁予備設計フローの対比（橋梁形式比較案の選定～基本事項の検討） 

従来のフロー 原則適用後のフロー 望まれる将来像のフロー 

・2 次元図面を基に各種検討を実施 

・技術力が必要 

・必要に応じて 3 次元モデルを活用した検討を実施。 

・視覚化による効果を得られるケースがある。（手間増加・ミス軽減） 

・AI 技術の導入により自動化が進み大幅な省力化を実現 

 

発注者 受注者 発注者 受注者 発注者 受注者 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     

 

 

支間割の検討 

橋台位置の検討 

・橋台設置可能範囲明確化 

・橋台形式、基礎形式検討 

・上部工形式推定 

・橋台位置比較 

・橋脚設置可能範囲明確化 

・橋脚形式、基礎形式推定 

・支間割パターン抽出 

単価・評価指標設定 

・橋梁形式比較用単価設定 

・評価指標設定 

 *構造特性（安定性、耐震性、

走行性）道路橋示方書との整合 

 *施工性品質の確保（施工の安

全性、難易性、確実性、工事用

道路及び作業ヤード） 

 *経済性、維持管理性 

 *防災計画などとの整合性 

 *環境との整合性（修景、騒音、

振動、近接施工） 

橋梁形式３案の選定 
（一次選定） 

・適応橋種抽出 

・評価指標に基づく､橋梁形式比

較表作成 

・調査職員と協議のうえ、設計す

る比較表３案を選定 

・青色文字：設計便覧に記載はされていないが、 

一般的に実施されている項目等を追記。 

支間割の検討 

橋台位置の検討 

・橋台形式、基礎形式検討 
・必要に応じ、交差物件の建築限界

や橋台設置可能範囲等を BIM/ 

CIM モデルに表現 
・上部工形式推定 
・橋台位置比較 

・橋脚形式、基礎形式推定 

・橋脚設置可能範囲明確化 
・必要に応じ、交差物件の建築限界

や橋脚設置可能範囲等を BIM/ 

CIM モデルに表現 
・支間割パターン抽出 

橋梁形式３案の選定 

（一次選定） 

・適応橋種抽出 
・評価指標に基づく､橋梁形式比

較表作成 
・調査職員と協議のうえ、設計す

る比較表３案を選定 

・評価指標に基づく､橋梁形式比較

表作成 

・過去の事例等を元に AI と BIM/ 

CIM の組み合わせで自動的に 

比較案の候補を抽出、比較。 

・概算工事費や工事工程は自動 

算出が可能。⇒比較案および 

経済性等の妥当性を人が判断。

必要に応じて修正。 

・自動算出以外の評価項目につい

ては手入力。 

・調査職員と協議のうえ、設計する

比較表３案を選定 

橋梁形式３案の選定 

（一次選定） 

諸条件の入力 

・橋台/橋脚設置可能範囲、用地 

条件等 BIM/CIM モデルに入力 

 

単価・評価指標設定 

・橋梁形式比較用単価設定 

・評価指標設定 

 *構造特性（安定性、耐震性、

走行性）道路橋示方書との整合 

 *施工性品質の確保（施工の安

全性、難易性、確実性、工事用

道路及び作業ヤード） 

 *経済性、維持管理性 

 *防災計画などとの整合性 

 *環境との整合性（修景、騒音、

振動、近接施工） 

 単価・評価指標設定 

・橋梁形式比較用単価設定 

・評価指標設定 

 *構造特性（安定性、耐震性、

走行性）道路橋示方書との整合 

 *施工性品質の確保（施工の安

全性、難易性、確実性、工事用

道路及び作業ヤード） 

 *経済性、維持管理性 

 *防災計画などとの整合性 

 *環境との整合性（修景、騒音、

振動、近接施工） 
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表 7.2.3 橋梁予備設計フローの対比（設計計算・景観検討） 

従来のフロー 原則適用後のフロー 望まれる将来像のフロー 

・技術者の頭の中で 3 次元をイメージした各種設計計算 

・景観検討には別途パース図等を作成 

・設計ソフトから 3 次元モデルを出力することにより景観検討の省力化 ・設計ソフトと CIM モデルとの連動によりさらなる省力化 

・AI による景観検討の多様化 

発注者 受注者 発注者 受注者 発注者 受注者 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 
 

 

 

下部工、基礎工概略断面検討 

上部工概略断面検討 

・選定された橋梁形式の概略断

面検討より、支間割、主桁配置、

桁高、主構等を決定。 

・選定された下部形式，基礎形式

の概略断面検討，安定検討よ

り，躯体・基礎の形式規模を決

定。 

・橋梁形式 3 案の選定に必要な

概略の景観検討 

景観検討 

下部工、基礎工概略断面検討 

上部工概略断面検討 

・選定された下部形式，基礎形式

の概略断面検討，安定検討より，

躯体・基礎の形式規模を決定。 

・概略計算ソフトから、3D モデル

を出力。 

・橋梁形式 3 案の選定に必要な

概略の景観検討 

・３D モデル空間での景観検討 

景観検討 

下部工、基礎工概略断面検討 

上部工概略断面検討 

・選定された下部形式，基礎形式

の概略断面検討，安定検討よ

り，躯体・基礎の形式規模を決

定。 

・地質調査業務の地質モデルと

計算ソフトが連動、安定検討条

件入力省力化。 

・BIM/CIM モデルと概略計算 

ソフトが連動、基本事項検討 

モデルから条件を取込み、計算

結果を自動更新。 

・土被り、CP との離隔について、

モデル更新時に自動照査。 

・橋梁形式 3 案の選定に必要な

概略の景観検討 

・橋種と架橋地特性(都市部、 

山間部、田園等)を入力するこ

とで過去事例を元にAIとBIM/ 

CIM の組合せで色彩や化粧等

のパターンを自動的に抽出。 

景観検討 

・選定された橋梁形式の概略断面

検討より、支間割、主桁配置、桁高、

主構等を決定。 

・概略計算ソフトから、3D モデル

を出力。 

・選定された橋梁形式の概略断

面検討より、支間割、主桁配置、

桁高、主構等を決定。 

・BIM/CIM モデルと概略計算 

ソフトが連動、基本事項検討 

モデルから条件を取込み、計算

結果を自動更新。建築限界に 

干渉する場合、モデル更新時に

NG 表示 

2-47



表 7.2.4 橋梁予備設計フローの対比（設計図作成～関係機関協議） 

従来のフロー 原則適用後のフロー 望まれる将来像のフロー 

・設計計算結果を基に一から作図および数量計算 

・2 次元図面を用いた協議および方針決定 

・3 次元モデル活用により作図手間軽減・数量の一部は自動算出 

・3 次元モデルを活用した協議および方針決定の合理化 

・作図、照査は AI 活用により自動化 

・協議および方針決定は XR 活用によるさらなる効率化、合理化 

発注者 受注者 発注者 受注者 発注者 受注者 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

 

一般図等作成 

照査② 

関係機関との協議資料作成 

概算数量・工事費算出 

打合せ③ 

関係機関計画協議、住民説明 

LOD200 モデルの作成 

照査②

関係機関との協議資料作成 

概算数量・工事費算出 

LOD200 モデルの作成 

打合せ③ 

照査② 

関係機関との協議資料作成 

概算数量・概算工事費算出 

打合せ③ 

関係機関計画協議、住民説明 

関係機関計画協議、住民説明 

・全体モデルの作成 

・2 次元図面（側面図、断面図等）

の切り出し 

・鉄道・道路・河川との関連、建

築限界、埋設物、土質柱状図の

モデルの重ね合わせ 

・パース図や動画出力 

・一部数量は自動計算 

・設計条件・現地条件の反映の確認 

 （モデルの活用） 

・設計方針、設計手法とその結果の

確認 

・設計計算、モデル、概算工事費の

整合性と適切性 

・パース図や動画 

・３案の構造設定、最適案の確認 

（LOD200 モデル、構造計算結

果、概算工事費） 

・照査方法、チェック項目の確認 

・側面図、平面図、断面図 

・河川改修断面図 

・鉄道・道路・河川との関連、建築

限界、土質柱状図、橋長、支間、

桁間隔、下部工、基礎工の主要寸

法表示 

・設計条件・現地条件の反映の確認 

・設計方針、設計手法とその結果の

確認 

・設計計算、図面、概算工事費の整合

性と適切性 

・３案の構造設定、最適案の確認 

・一般図、構造計算結果、概算工事

費 

・照査実施の確認 

・AI による全体モデル自動作成 

・簡易操作による断面図切り出し 

・支障物件との干渉自動チェック 

・数量の自動計算 

・標準工種の工事費自動計算 

 ※特殊、見積対応工種は対象外 

・3 次元モデルや XR の活用を前提

とした資料作成 

・設計条件・現地条件の反映の確認 

 (一部モデルの自動照査) 

・設計方針、設計手法とその結果の

確認（モデルに属性情報付与） 

・設計計算、モデル、概算工事費の

整合性と適切性（AI による照査） 

・３案の構造設定、最適案の確認 

・LOD200 モデル、構造計算結果、

概算工事費 

・照査チェック項目の確認 

・XR 等の電子デバイスによる確認 

・クラウド活用によるデータ共有 

・XR や動画 
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表 7.2.5 橋梁予備設計フローの対比（報告書作成・納品・検査） 

従来のフロー 近い将来（5 年後に実運用）のフロー 遠い将来（30 年後に実運用）のフロー 

二次元図面による納品、照査、検査 モデルを対象とした照査・検査の追加により、作業量は増！ 自動化が進めば、照査・検査の大半が省力化に！ 

発注者 受注者 発注者 受注者 発注者 受注者 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

・成果概要書 ・設計計算書 

・設計図面  ・数量計算書 

・概算工事費 ・パース図 等 

報告書の作成 

照査 

納品 

・成果品、図面等の確認 

・リサイクル計画書等の適切性

の確認 

照査 

・成果品の確認 

・照査実態の確認 

検査 

・成果品の納品 

・成果品の検査 

・モデル作成に関する項目の追

加（作成条件等） 

・3 次元解析の増加に伴う設定

条件の増加 

 

報告書の作成 

照査 

納品 

・成果品に加え、モデルの適切性を

確認する 

・3 次元解析の増加に伴い、データ

量の増加に伴う照査対象量が増加 

照査 

・成果品としてのモデルを確認する 

・3 次元解析の増加に伴い、データ

量の増加に伴う照査対象量が増加 

検査 

・オンライン電子納品による人

為的作業（印刷・製本等）の省

力化 

・モデルへの検査が追加 

・モデル作成に関する項目の追加

（作成条件等） 

・3 次元解析の増加に伴うデータ量

の増加 

報告書の作成 

照査 

納品 

・モデルへの照査の重要度が上昇 

・簡易な照査項目についてはモデル

上で可能となる。 

照査 

・成果品としてのモデルを確認

する 

 

検査 

・オンライン電子納品による 

人為的作業の省力化 

・モデルへの検査が省力化 

（簡易な項目の自動化） 
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7.3 解説 

前項に示した BIM/CIM フローを作成するにあたり、橋梁予備設計の各段階において、橋

梁 WG メンバーで議論した見解について解説としてまとめる。 

また、令和 5 年度より実施される原則適用化および望まれる将来像についてこれまでの 2

次元設計と対比し、作業量がどのように推移するのかについてのイメージを増減として示

した。 

 

7.3.1 設計計画～照査① 

（1）業務の初期段階について(原則適用後：減 将来像：減) 

■これまで 

道路予備設計や地質柱状図などの 2 次元成果を基にした貸与資料を受け、橋梁予備設

計の基礎資料としていた。 
■原則適用後 

貸与資料の一部（線形情報や地質情報など）が 3 次元モデルになり、また地形情報もイ

ンターネット上から容易に入手できるなど、業務の初期段階から橋梁予備設計における

初期段階のイメージがわかりやすくなることであろう。 
■望まれる将来像 

発注契約段階より各上流段階で作成された 3 次元モデルを統合するだけで諸条件のビ

ジュアル化が可能となり、また AR や VR 技術の利用により初回協議より問題点の共有を

図りやすくスムーズな設計業務への着手が可能となっていることであろう。 
（2）現地踏査・基本条件の整理について(原則適用後：減 将来像：減) 

■これまで 

貸与された 2 次元図面を携行し、現地踏査を行っており今後計画する橋梁の具体的イ

メージを行う上では相当の熟練度が必要であった。 
■原則適用後 

貸与資料を基に、現地踏査に赴く前にあらかじめ周辺の 3 次元モデルを作成・確認し

ておくことにより、現地踏査時に制約条件などが確認しやすくなり、設計および施工計画

の方向性決定が行いやすくなることであろう。 
■望まれる将来像 

3 次元モデルのさらなる活用とともに、AI 技術の導入により、不足条件や要注意箇所

の自動抽出などが行えるように技術革新が進んでいることと思われる。 
（3）地元設計協議資料について(原則適用後：減 将来像：減) 

■これまで 

貸与資料が 2 次元で作成された道路概略設計や点在する測量成果などであり、地元設

計協議として利用するには、ある程度の編集処理や補足などが必要であり、業務の初期段

階より地元設計協議は行えていなかった。 
■原則適用後 

上流の設計段階成果の一部が 3 次元モデルとして提供されることにより、3 次元モデル

を用いた基本条件の整理が可能となり、当段階よりモデルを用いた問題点の共有等が可
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能になっていることであろう。 
■望まれる将来像 

さらなる技術の発展により AR ゴーグルなどを装着し、現地に 3 次元モデルを重ね合

わせ情報の共有がより分かりやすくなるなど協議資料のスタイルも変わっていくことで

あろう。 
 

7.3.2 橋梁形式比較案の選定～基本事項の検討 

（1）橋台位置の検討について（原則適用後：やや増 将来像：減） 

■これまで 

交差条件や用地条件、施工条件等を元に、橋台設置可能範囲を 2 次元図面に描画し、各

橋台位置での橋台形式や基礎形式、上部工形式を推定後、橋台位置の比較表を作成してき

た。概算工事費は別途計算し、比較表に記載してきた。 

■原則適用後 

複雑な現地条件など必要に応じて、上流の測量や地質調査、道路設計で作成された

BIM/CIM モデルに交差条件や橋台設置可能範囲を可視化することで、位置関係のずれや

干渉などのミス・エラーの低減が図れる一方、従来と比べて作業量が増加すると思われる。 

■望まれる将来像 

AI との組み合わせにより、上流設計から引き継いだ BIM/CIM モデルに最低限の条件

を付与するだけで、橋台位置検討から基礎形式比較、橋脚配置や上部工比較までを半自動

で行い、最適な橋梁形式選定に要する時間を大幅に短くできるようになると想定される。 

（2）支間割の検討について（原則適用後：やや増 将来像：減） 

■これまで 

交差条件や用地条件、施工条件等を元に、橋脚設置可能範囲を 2 次元図面に描画し、各

橋脚位置での橋脚形式や基礎形式を推定後、経済性ベースで対象になると想定される支

間割のパターンを抽出してきた。 

■原則適用後 

橋台位置の検討と同様に、必要に応じて、上流の測量や地質調査、道路設計で作成され

た BIM/CIM モデルに交差物件の建築限界や橋脚設置可能範囲等を可視化することで、

位置関係のずれや干渉などのミス・エラーの低減が図れるほか、視覚的にも分かり易い資

料になると想定される。 

■望まれる将来像 

AI との組み合わせにより、上流設計から引き継いだ BIM/CIM モデルに最低限の条件

を付与するだけで、橋台位置検討から基礎形式比較、橋脚配置や上部工比較までを半自動

で行い、最適な橋梁形式選定に要する時間を大幅に短くできるようになると想定される。 

（3）単価・評価指標設定について（原則適用後：同程度 将来像：減） 

■これまで 

建設物価や実績等から、橋梁形式比較に用いる単価を設定するとともに、構造性や施工

性、環境性等の評価指標を、地域や架橋位置の特性を踏まえて設定してきた。 

■原則適用後、望まれる将来像 
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単価の設定や評価指標の設定に関しては、BIM/CIM との関連性が比較的薄い項目であ

ることから、BIM/CIM の発達・発展による変化は大きくはないと考えられるが、生産性

向上や効率化の観点から、将来的には、地方や県、地域といった単位で、単価や評価指標

の統一がある程度図られる等の変革がなされる可能性はあると考えられる。 

（4）橋梁形式３案の選定について（原則適用後：同程度 将来像：大幅減） 

■これまで 

上記工程により抽出された支間およびこれら支間に適応した橋梁形式それぞれに対し

て、概算工事費を算出するとともに、施工性、維持管理性、構造性、環境性等様々な観点

から評価を加えて、総合評価を実施してきた。 

■原則適用後 

原則適用後においても上記工程で設定した支間割に適用可能な橋種の抽出と橋梁形式

比較検討を行うと想定されることから、従来と同程度の作業量になると考えられる。 

■望まれる将来像 

AI の活用により、設定した支間割に適用可能な橋梁形式の抽出と概算工事費・工事工

程を自動計算が可能になると想定され、作業量は大幅に削減されると思われる。 

ただし、施工性や環境性等の定型的な判断が難しい項目に対しては、今まで通り人の判断

を行わざるを得ないと想定される。 
 
7.3.3 設計計算・景観検討 
（1）上部工の概略断面検討について（原則適用後：減 将来像：減） 

■これまで 

選定された橋長、支間割、橋梁形式を元に設計条件を整理、概略計算を実施し、支間割

の調整や主桁配置、桁高、主構などを決定し比較表、図面に反映してきた。 

設計計算は示方書、発注者毎の設計便覧などによるところが大きく、3 次元モデルとの関

連性が比較的薄い項目であることから、BIM/CIM の発達・発展による変化は大きくはな

いと考えられるが、生産性向上の観点から、概略計算ソフトの 3 次元モデル出力機能や

BIM/CIM 連動機能の充実が図られてきた。 

■原則適用後 
一部の概略計算ソフトや概略計算ソフトからのデータを連動することで簡易な 3 次元

モデルの出力が可能である。 

■望まれる将来像 
基本事項検討モデルと概略計算ソフトが連動、橋長、支間割など取得可能なデータを取

込み、条件入力作業の省力化、計算結果のモデルへの自動更新が可能になると考えられる。 

モデル更新時には建築限界に干渉などの制約条件の照査を行うことが可能になると考え

られる。 

（2）下部工、基礎工の概略断面検討、安定検討について（原則適用後：減 将来像：減） 

■これまで 

選定された下部工形式、基礎工形式を元に設計条件を整理、概略計算を実施し、躯体、

基礎の形式規模を決定し、比較表、図面に反映してきた。 
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上部工同様、BIM/CIM の発達・発展とともに、概略計算ソフトの 3 次元モデル出力機

能や BIM/CIM 連動機能の充実が図られてきた。 

■原則適用後 
一部の概略計算ソフトは 3 次元モデルの出力が可能である。 

■望まれる将来像 
土質定数などの属性情報が付与された地質モデルと概略計算ソフトが連動することで、

条件入力作業の省力化、計算結果のモデルへの自動更新が可能になると考えられる。 

モデル更新時には土被りやコントロールポイントとの離隔などの照査を自動で行うこ

とが可能になると考えられる。 

（3）景観検討について（原則適用後：減 将来像：減） 

■これまで 

選定した橋梁形式と現地条件を元に、最適な視点場を検討、各選定案のパースを複数作

成し、多大な手間を要してきた。 

■原則適用後 
3 次元モデルによる作図が進んでおり、作成した 3 次元モデルにテクスチャを貼付ける

ことでパース作成が可能である。 

また、3 次元モデル空間で視点場を固定しない景観検討を行うことができる。 

■望まれる将来像 
橋種と架橋地特性(都市部、山間部、田園等)を入力することで過去事例を元に AI と

BIM/CIM の組合せで色彩や化粧等のパターンを自動的に抽出できるようになると考え

られる。 

 
7.3.4 設計図作成～関係協議 

（1）設計図面作成(原則適用後：減 将来像：減) 

■これまで 
各種検討結果、設計計算結果をもとに一から図面を作成していた。 

従って、複雑な構造になればなるほど、効率は悪くなり、修正の手間、ミスのリスクが大

きくなっていた。 
■原則適用後 

図面はモデル（LOD200 モデル）に置き換わり、作成したモデルから 2 次元図面を出

力すると想定する。 
3 次元 CAD においては部品（ファミリ）の整備が進み、モデル作成の効率化が一層進

んでいると予想される。 
河川改修断面図をモデル化することで、任意の断面を確認することが可能となり、下部

工設置位置や河積阻害率の照査等に活用できミスのリスクを低減できる。 
交差、近接物件をモデル化することで、位置関係の把握と関係機関協議にモデルを活用

することができる。 
関係機関協議ではモデルからパース図や動画を出力することで円滑な協議に活用でき

る。 
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■望まれる将来像 
過去の実績及び情報量からモデルの作成は AI による自動作成が基本となっていると考

えられる。 
モデルの自動作成を行うための条件入力等が必要となり、入力項目の確認、モデルの修

正が作業となる。 
交差物件との干渉については、モデルを活用した自動チェックが可能と考えられる。 

関係機関協議は、モデルや XR を活用した協議が行われていると考えられる。 
（2）概算工事費算定(原則適用後：減 将来像：減) 

■これまで 
作成した図面から部材数量、単位当たり数量を計算し、数量を算出していた。 

図面の修正が生じた場合、数量の修正手間は増大であり、ミスのリスクも大きかった。 
■原則適用後 

属性情報を付与する一部の数量はモデルからの自動計算になると考えられる。 
モデルが正確であれば、モデルから自動算出される数量も正確であることから、数量計算

の照査の機会は減少し、モデルの照査の必要性が高まると想定される。 
■望まれる将来像 

すべての数量はモデルからの自動算出となり、標準工種については、数量計算の結果を

用いた概算工事費の自動算出が基本となり、そのための基本項目の入力等の作業になる

と考えられる。 
（3）照査②、打合せ③ (原則適用後：増 将来像：減) 

■これまで 
設計条件・現地条件の反映や設計方針・手法とその結果、設計計算と図面・数量の整合

など、紙に印刷し照査を行い、紙出力した資料で打合せを実施していた。 
■原則適用後 

モデルの照査が主流になっていくことが考えられ、数量はモデルからの自動算出を考

えると、より一層のモデルに対する照査方法、チェック項目の確立が求められる。 
打合せ、関係機関協議においても、モデルを活用した協議（パース図や動画出力など）

が主流になることが考えられ、検討内容ごとにモデルを切替ながらその際の考え方につ

いてモデルで示して説明するなど、打合せ方法にも変化が求められる。 
■望まれる将来像 

設計条件・現地状況の反映を AI による自動照査を行うのが基本で、照査のチェック項

目の確認等、最終モデルの確認等が必要となるであろう。 
設計方針・設計手法とその結果については、以前と同様確認を行い、設計計算、モデル、

概算工事費の適合性と適切性についても、モデルからの確認を行う。 
3 案比較による検討内容は、案ごとのモデルを切替ながら決定根拠等を示す打合せとな

り、それらの情報はクラウドを活用したデータ共有により、受発注者間でモデルを修正し

ながら検討を重ねる事になると考えられる。 
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7.3.5 報告書作成・納品・検査 

（1）報告書作成について(原則適用後：増 将来像：増) 

■これまで 

業務開始時から行ってきた様々な検討に対して、図や表を用いてその設計思想・検討結

果を報告書としてまとめていた。 
3 次元モデル等を用いて設計を行うようになったとしても、その設計思想を発注者へ伝

えるためには、図や表を用いながら、わかりやすい文章によって報告書を作成するプロセ

ス自体に変化はないと考える。 
■原則適用後 

2 次元図面の多くは 3 次元モデルに置き換わる中で、モデルを作成するにあたり取得し

たデータや、定めた条件等を説明する項目が報告書の中に追加されるだろう。 
従来 2 次元解析を数断面実施していた設計が 3 次元解析に変更となる場面が必然的に

増えるだろう。 
図面作成からモデル作成に変わり、数量算出がモデルから自動算出できるようになっ

ていく中で、そのモデル自体がどのような条件で作成され、いかに正確に作成されている

ことを示すことが重要になってくる。 
■望まれる将来像 

原則適用後と同様に 3 次元モデル作成にかかる内容を示した項目が報告書の中にある

だろう。 
これまでの 2 次元図面のほとんどを 3 次元モデルが担うことになるため、モデル作成

に関する項目はより多くなり、重要な項目となる。 
（2）照査について(原則適用後：大幅増 将来像：増) 

■これまで 

成果品は 2 次元図面等であり、正しく設計がなされているかという点について、発注

者・受注者はともに報告書と 2 次元図面を対象に照査を行っていた。 
■原則適用後 

一部の設計計算の 3 次元解析化や、2 次元図面が 3 次元モデルに代わることから、その

モデル自体が正しく作成されているかについて照査を行う必要がでてくるだろう。 
その照査方法は、3 次元モデル上だけで行うのではなく、モデルより出力された 2 次元図

面を対象に行うと考えられるため、モデルという照査対象が増えたこと、モデルから 2 次

元図面を出力する作業が増えた分、作業量も増加するだろう。 
■望まれる将来像 

照査のプロセス自体に大きな変化はないと考えられる。 
簡易な照査に関しては 3 次元モデル上で行うことが可能となるだろう。 
ただし、モデルに設計情報が集約されていく分、照査の重要度は上がるため、重要な部分

は 2 次元図面を出力し、照査を行う。 
作業量は原則適用後と同程度か、多少少なくなる程度となるだろう。 
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（3）納品について(原則適用後：やや減 将来像：減) 

■これまで 

成果品は、紙成果に加えて、電子納品要領に基づき CD-R 等の電子媒体を用いて納品を

行ってきた。 
■原則適用後 

紙成果は必要最小限となり、人為的作業（印刷・製本等）は省力化されていくだろう。 
電子成果品を、インターネットを介して納品することができる「オンライン電子納品」、

オンラインで納品された成果品がクラウド上で管理・共有できる「情報共有システム」が

運用開始となっているだろう。 
オンライン電子納品が可能となることで、電子成果品の CD-R 等への格納やラベル作

成、郵送等の作業時間が削減され、納品にかかる作業の省力化につながる。 
■望まれる将来像 

オンライン電子納品、情報共有システムの関係基準・要領等も対応されているだろう。 
関係基準等が整備されれば、より一層ようになれば、建設生産の各プロセスにて収集され

たデータを効率的に活用することができ、業界全体の効率化につながっていく。 
（4）検査について(原則適用後：増 将来像：やや減) 

■これまで 

受注者は成果品の概要版等を用いて、検査官に対し業務内容の報告を行っており、発注

者はその報告内容や成果品を対象に検査を行っていた。 
■原則適用後 

検査方法等に変化はないが一部 2 次元図面に代わって納品されてくる 3 次元モデルに

ついても検査対象となるため、作業負担は増加するだろう。 
■望まれる将来像 

原則適用後と検査方法に変化はないが 3 次元モデルを検査することが標準となり、2 次

元図面は検査上必要な場合にのみ適宜“出力”されるようになるだろう。 
3 次元モデルの照査については、基礎的な項目については自動チェック機能による検査が

可能となり、作業の省力化が進んでいるだろう。 
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8. 維持管理等への活用検討【河川 WG】 

 

8.1 検討方針 

河川分野については、従来から適切に維持管理を実施しているが、社会情勢の変化に伴い、

より効果的・効率的な維持管理が求められている。特に新技術を活用したインフラ DX の推

進による河川管理の高度化・効率化については、今後の河川管理において重要な役割を担う

と考えている。そこで、河川 WG では、河川維持管理への活用の観点から以下の 5 項目に

着目して事例調査等の資料収集・整理を行った。 
 

表 8.1.1 調査項目一覧 

番号 項    目 

1 UAV 

2 AI 

3 仮想空間 

4 最新計測機器 

5 三次元河川管内図 
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8.2 調査結果 

 調査資料については次頁以降に整理するが、概要は以下のとおりである。 
表 8.2.1 調査結果概要 

番号 項 目 名    称 特  徴  ・  内  容 

1 UAV 

小型ドローン ACSL-Mini ・河川護岸の劣化点検 

グリーンレーザー TDOT ・陸上部や水中の地形把握 

全天候型ドローン ・風速 20m/s 程度・雨天時の飛行が可能 ・9kg まで積載物の搭載が可能 

水中ドローン ・水中構造物の目視点検 

2 AI 

外観検査サービス TDSE Eye ・コンクリート外壁検査 

SoraSolution ・鉄塔の錆やコンクリートのクラック検知(ドローン使用) 

カスタム AI 
・航空写真からの停止線・横断歩道の検出 

・インフラ設備の劣化箇所検出(オーダーメイド) 

AI による 

インフラ管理の高度化 

・溢水の検知 ・操作タイミングの予測 ・河川空間における迷惑・不法行為の検知 

・排水処理施設での水質異常検知 

AI による火山監視の高度化 ・活火山噴火事象検知 

3 仮想空間 

メタバース 
・メタバースと VR ゴーグルを用いた合意形成 

・河川工事をモデル化し、工事進捗をメタバースで報告 

xR(VR、MR、AR) 

・スマホアプリによるカメラ画像とスケールを合成した水位計測 ・河川施設の VR ツアー 

・コンクリートの打ち重ねにおける機材の位置や締固め度の確認 

・地質調査時の AR 技術による事故予防 

4 
最新 

計測機器 

360°カメラ ・周囲 360°の動画や画像の撮影 

LiDAR スキャナ 
・レーダー計測技術。スマホ搭載型は簡易型だが、別売りのセンサー機器と組み合わせること

で高精度測量が可能。 

5 
三次元 

河川管内図 

三次元 

河川管内図 

・流域情報を管理するプラットフォームであり、調査・計画・設計・施工・維持管理で作成す

る BIM/CIM モデルとの連携に期待 

・オルソ画像、グリッドデータ、河川距離標などのデータを表示させ Web ブラウザで閲覧可能 

・データ検索機能により、アーカイブされた三次元データの受け渡しが可能 

・断面データ出力機能や計測機能、差分解析機能などにより様々な情報の把握が可能 
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事例調査 1：UAV 
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河川維持管理への活用（UAV）
項目 活用方法 代表的な機器 出来ること 出典

UAV ・河川護岸の劣化点検（実証実験） 小型ドローン ACSL-Mini
・河川護岸の空撮
・AIによる画像診断でコンクリートの劣化診断

ドローンによる 河川護岸の劣化点検に関する実証実験を実施
https://www.yachiyo-eng.co.jp/news/2020/10/post_492.html

グリーンレーザー

・日常の巡視点検への活用
・河床の堆積状況の把握
・水面下の構造物の把握（護床工など）
・河川縦横断測量への活用

TDOT

・陸上部の地形把握
・水面下の地形把握
⇒複数時期の地形を重ね合わせ、差分により変状を
確認することが可能

水管理・国土保全局 革新的河川管理プロジェクト（第１弾）
https://www.mlit.go.jp/river/gijutsu/inovative_project/project1.html

全天候型ドローン ・被災箇所のリアルタイムな状況確認
アミューズワンセルフ製
ドローン（開発中）

・風速20m/s程度での飛行が可能
・雨天時の飛行が可能
・9kgまで積載物の搭載が可能

水管理・国土保全局 革新的河川管理プロジェクト（第１弾）
https://www.mlit.go.jp/river/gijutsu/inovative_project/project1.html

水中ドローン ・水中構造物の点検 多数あり ・水中構造物の変状確認が可能
ドローン等を利用した河川構造物の維持点検手法の提案
https://www.cfk.co.jp/topics/702

2-60

https://www.yachiyo-eng.co.jp/news/2020/10/post_492.html
https://www.mlit.go.jp/river/gijutsu/inovative_project/project1.html
https://www.mlit.go.jp/river/gijutsu/inovative_project/project1.html
https://www.cfk.co.jp/topics/702


2-61



2-62



2-63



2-64



2-65



2-66



2-67



2-68



2-69



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事例調査 2：AI 
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1. AI(画像解析による施設変状検出等)の事例収集 
 

表 1 収集資料の一覧 

NO 名称 会社名 内容 対象とする項目 備 考 

1 
TDSE Eye 

外観検査サービス 
TDSE 株式会社 

設備の保守業務、製品の品質確認など目視作業による 

外観検査を AI により効率化 

コンクリート外壁検査 
P2～ 

2 SoraSolution 
ソフトバンク 

株式会社 

ドローンを用いたワンパッケージサービスにより、 

AI 解析を行う 

鉄塔のサビ検知、 

コンクリートのクラック検知 
P7～ 

3 
AI によるインフラ管理の高度化 

溢水の検知、操作タイミングの予測 

株式会社 

建設技術研究所 

降雨量予測データ等から将来水位を予測し、 

河川管理施設の操作タイミングを予測 

溢水の検知、操作タイミングの予測 
P11～ 

4 

AI によるインフラ管理の高度化 

河川空間における 

迷惑・不法行為の検知 

〃 
カメラ画像、ドローン、 

車載カメラ画像から迷惑・不法行為を検知 

河川空間における迷惑・不法行為の検知 

P13～ 

5 
AI による火山監視の高度化 

活火山噴火事象検知 
〃 

カメラ画像から、 

火山噴火事象（噴煙）の発生を検知 

活火山噴火事象検知 
P15～ 

6 
AI によるインフラ管理の高度化 

排水処理施設での水質以上検知 
〃 

カメラ画像から、泡立ち・油膜などを 

検知し、計測する 

排水処理施設での水質異常検知 
P17～ 

7 カスタム AI 
株式会社 

Laboro.AI 

オーダーメイドによる AI 開発 

 

建設物の制振制御 

航空写真からの停止線・横断歩道の検出 

インフラ設備の劣化箇所検出 

～P19 
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事例調査 3：仮想空間 
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仮想空間と河川維持管理の事例収集 

 

◇仮想空間とは 

コンピュータやネットワーク上に構築された仮想的な空間のこと 

 

◇仮想空間の種類 

それぞれは以下のように分けられるそう 

 

他のユーザーと交流や経済活動を行うことのできる 3 次元の仮想空間・サービス 

⇒メタバース（PLATEAU はメタバース利用が OK） 

 

基本的にユーザー1 人で楽しむ 3 次元の仮想空間 

⇒VR、AR、MR（XR と総称） 

 

 
引用元：https://berise.co.jp/topics/xr-vr-ar-mr/ 
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◇事例収集 

 

メタバースと VR ゴーグルを用いた合意形成の例（九州地方整備局） 

http://www.qsr.mlit.go.jp/site_files/file/n-kisyahappyou/r3/22011902.pdf 

 

スマホアプリを使い、カメラ画像とスケールを合成して水位を計測しデータ収集 

https://xtech.nikkei.com/it/atcl/news/16/030900730/ 

 

河川工事をモデル化し、工事進捗をメタバースで報告（鹿島・RICHO） 

https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/column/18/01694/080400006/ 

 

河川施設の VR ツアー（東京都） 

https://www.metro.tokyo.lg.jp/tosei/hodohappyo/press/2022/06/23/05.html 

 

コンクリートのうち重ねにおける機材の位置や締固め度を MR で確認 

https://ken-it.world/it/2022/07/mr-visualizes-concrete-layer.html 

 

◇その他の活用について 

・地下埋設物をモデル化、地質調査時に AR 技術を活用することで事故の予防に 

https://built.itmedia.co.jp/bt/articles/1811/29/news026.html 
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事例調査 4：最新計測機器 
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維持管理等を効率的・効果的にすすめていくための 3 次元モデルの活用方法 
 

１． 河川維持管理における最新計測機器の活用状況について 

河川維持管理業務を効率的・効果的にすすめていく為に、近年注目されている最新計測機器

について文献調査・事例調査を行い、資料収集・整理を行うものである。 
 

1.1 360°カメラ 

周囲 360°の動画や画像を撮影することができる 360°カメラは、平面の写真や動画と比べ

て、実物に近い状況を格段に分かりやすく可視化することができる。 

SNS や YouTube で写真や動画がシェアされることが増え、認知度が高まっている昨今、ビジ

ネスシーンでの利用価値も高いことから、多くの業界で注目されている。 

建設業界でも幅広く活用されており、維持管理、現場管理の写真撮影で使用されることが多く

なってきている。 
 

（１）360°カメラの種類等 

・RICOH THETA シリーズ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

価格帯：15 万円以下 

・GoPro,Inc／GoPro MAX＜全天球＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 

価格帯：10 万円以下 

・２つの魚眼レンズを搭載し、ワンショットで左右の
パノラマに加えて、天井部や床面も撮影が可能。 

・下位モデルには本体に液晶タッチパネルが付いてい
ないが、スマートフォン等の専用アプリにデータを
転送することで、リアルタイムで撮影写真を確認す
ることができる。 

・コンパクトで軽く扱いやすい。 
・多くの建設業向けソフトウェアと連携。 

・アクションカムとして有名な GoPro シリーズの
360°カメラ。 

・２つのカメラで 360°の映像を撮影する 360°モー
ドと、それぞれ片側のカメラでワイドな映像を撮影
する HERO モードを搭載し、シーンによって使い
分けることができる。 

・付属のレンズカバーを装着することで 5m 防水にも
対応。 

・強力な手ぶれ補正機能によるなめらかな 360°映像
の記録が可能。 
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・Insta360／Insta360 ONE R ツイン版＜全天球＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

価格帯：10 万円以下 
 
 
上記機種のうち、特に建設業界で導入実績が豊富とされているのは RICOH THETA シリーズで

あった。 
 

（２）360°カメラを使用した事例調査 

河川維持管理における 360°カメラの活用事例について、一部の自治体では既に利用されてい

るものの公表されているデータは少ない。今後、360°カメラの普及に伴い、活用事例も増える

と考えられる。 
 
一級河川 恩智川 （大阪府維持管理業務） L=8.7km における活用事例 

  現地の目視点検、詳細点検の際に現場写真を 360°カメラも併用して撮影。 

  360°カメラを使用することで、活用前に比べ現場写真の撮り漏れが少なくなった。 

  距離標ごとの天端、高水敷の写真を撮影し Google ストリートビューに登録すること

で、河川管理者や河川利用者が河川施設の状況を確認できる。 

  使用したカメラは RICOH THETA。専用のアプリで 360°写真が確認できる。 
 

天端写真 ① 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・一般用としては最高画質となる 5.7K の超高精細
360°動画の撮影に対応するモデル。 

・スティック型のボディに円形のディスプレイも配置
しており、撮影した映像の表示ができる。 

・独自の手ブレ補正機能搭載。動きのある映像も得意
で、防水機能を搭載しており、水中でも色鮮やかに
撮影できる。 

・専用アプリでは AI 編集機能が利用可能。 
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天端写真 ② 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
高水敷写真 ① 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
高水敷写真 ② 
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３）その他活用事例 

２０１８年４月、大分県中津市耶馬渓町の耶馬溪土砂崩れが発生した現場で３６０°カメラの

試験運用が行われた。各組織の配置や作業状況、重機の数や種類、法面をタイヤで移動可能か、

敷鉄板が必要かなど、多くの判断に必要な情報が１枚の写真で入手可能になり現場から離れた対

策本部でも、より正確に災害状況を把握することができる。 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真：耶馬溪山崩れ現場 

同年９月の北海道地震や、10 月に佐賀県伊万里市の西九州道でのり面が崩落した現場でも効果

を確認。 

※出典：論文「360°カメラの土木分野への活用について」平成 30 年度 九州国土交通研究会 

 

2019 年には国土交通省九州地方整備局が、自然災害が起きた時に正確な情報を共有し迅速な復

旧活動に役立てるため、上下左右を一つのデータに収める 360 度カメラを管内の 21 事務所に配

備するなど活用の場が広まってきている。 

また、別分野における 360 度カメラの活用事例についても以下に整理し、河川維持管理への活

用案について整理する。 
 

  

2-116



 
 

5 
 

・360°画像で建築現況測量を DX 化 

現地調査をドローンや 3D スキャナで測量を行い 360°カメラ RICOH THETA で撮影。 

RICOH THETA のクラウドサービス THETA360.biz を使用し、CAD 図化した図面に QR コード

及び URL を配置することで、その場でスマートフォン等を用いて現地の写真を確認することが

できる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

※引用元 URL：https://www.theta360.biz/cases/3079/ 
 
 
河川維持管理における活用案として、河川管理施設台帳や河川管理台帳平面図に QR コードと

URL を配置することで、同様の DX 化が図れると考えらえる。  
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・建設現場向け 360°画像データ管理サービス 

米国の StructionSite 社が開発した「StructionSite」は、現場で撮影した 360°画像や

平面写真を図面上に配置し管理するサービス。全米では 270 社以上が利用しており、建設現場

の状況を確実かつ簡便に記録することで、人手不足が深刻となってきている建設現場の効率化と

コスト削減を実現する。 
 
特徴・効果 

１．撮影した 360°カメラ画像を図面上で簡単に管理。 

２．遠隔から現場の確認が可能。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

３．撮影した 360°カメラ画像を時系列で並べての比較、BIM/CIM モデルとの比較が可能。 

 
 
 
 
 
 
 
 

４．360°カメラのビデオ機能を利用した自動撮影が可能（VideoWalk 機能）。 
 
 
 
 
 
 
 
 

※引用元 URL：https://www.oakis.co.jp/structionsite/ 

河川維持管理における活用案として、点検等の現場作業時に遠方にいる熟練技術者の意見等を

リアルタイムで確認することが出来る等が考えられる。  
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1.2 LiDAR スキャナ 

光検出と測距を意味する「Li
．．
ght D

．
etection A

．
nd R

．
anging」を略したもので、光で距離を

測定する技術を指す。1960 年代から地形調査や測量の分野で活用されており、近年は家電製品

など身近なものにも取り入れられている。 

通常のレーダーと同様に、レーダー光の照射から反射までの時間を基に物体までの距離や方向

を測定するが、従来品に比べて光の光速密度が高く波長が短いため、精度の高い測定が可能とな

っている。 
 

（１）LiDAR スキャナ搭載機器 
・iPhone 12Pro,iPad Pro 以降のシリーズ 

 
 
 
 
 
 
 

価格帯：15 万円以下 
 
 

・ライカジオシステムズ 3D レーザースキャナー BLK360 
 
 
 
 
 
 
 
 

価格帯：オープン価格 
 

・Matterport Pro3 
 
 
 
 
 
 
 
 

価格帯：オープン価格  

・民間利用として Apple 社の製品である ihone12 や iPad の
Pro 以上の機種に搭載されており、「ナイトモード時の対象
物測距」や「3D スキャン」機能等もこの技術を用いて実現
されている。 

・機体単価やアプリが安価で手を出しやすい。 
・スキャンからモデル構築までの時間は短いが、スキャンレン

ジが５ｍと短い。 

・直径 100mm、高さ 165mm、重さわずか 1kg のスキャニング
システム。全天球カメラ及びサーマルカメラ搭載で屋内測量
に最適。 

・FLIR の赤外線カメラ標準搭載。 
・LiDAR スキャンも簡単で精度は良いが、機体単価が高額に

なる。 

・Pro3 は Matterport 初の 3D LiDAR カメラで、屋内と屋外の
両方の空間をすばやくスキャンするように設計されている。 

・Matterport クラウドを使用することで、デジタルツインをオ
ンラインで共有することが可能で、情報共有・共同作業の円
滑化や、業務効を効率化することができる。 

・アプリからリモート操作が可能。 
・機体価格は BLK360 と同様に高額になる。 
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（２）LiDAR スキャンアプリ 
iPhone、iPad で使用する際の Apple LiDAR スキャンアプリの一部を紹介。 
 
. 3dScannerApp 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
. Polycam 
 
 
 
 
 
 
 
 
. WiDAR SCAN 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
. EveryPoint 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

・スキャンタイプ:メッシュスキャン 
・価格：無料 
・無償で利用可能であり、他アプリに比べて機能面も

豊富。 
・有償アプリと比べても遜色ないが、日本語に対応し

ておらず、機能を十分に活用するためには、一定の
時間を要する。 

・スキャンタイプ:メッシュスキャン 
・価格：4,400 円 
・見る、見せるという機能が充実したアプリ。 
・アップロードしたスキャンデータを世界地図上に表

示させる事が可能。 

・スキャンタイプ:メッシュスキャン 
・価格：無料 
・日本製のスキャンアプリ。 
・面積計測機能や別でスキャンしたデータをアプリ内

で合成したりなどと他のスキャンアプリとはまた違
った機能が実装されている。 

・スキャンタイプ:点群スキャン 
・価格：無料 
・ベータテスト中になるが、Video + LiDAR Fusion

モードは 20m 以上離れたオブジェクトもスキャン
可能で、最高で 50m 以上離れた距離の物体をスキ
ャン可能になったりする唯一 5m 以上離れた物をス
キャンできるアプリ。 
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（３）LiDAR スキャナを使用しての事例調査 

河川維持管理における LiDAR スキャナの活用事例について、インターネット等で公表されてい

るデータは少なく、現在は活用方法について民間レベルで模索している段階にある。今後、

360°カメラと同様に、LiDAR 搭載機器の普及に伴い、活用事例も増加すると考えられる。 
 
（４）その他活用事例 

河川維持管理以外での LiDAR スキャナを使用した活用事例を調査した。現在では ICT 施工や

測量等に活用の場が広まっている。国土交通省では、ICT 活用工事を中小の建設会社に普及させ

るため、2020 年度から「簡易型 ICT 活用工事」という制度を導入し、小規模現場で行われる

ICT 施工の道具として、スマートフォンの LiDAR を正式に使えるようにするための検討が行わ

れた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※出典：RTK-GNSS 受信機と連動し、iPhone で公共座標系による点群計測が行えるオプティムの

「Geo Scan」（特記以外の資料、写真：国土交通省 ICT 普及ワーキンググループの資料より） 
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・オプティムの iPhone 点群アプリ「Geo Scan」 

上記出典でも使用されている「OPTiM Geo Scan」は LiDAR センサーを使って、手軽に現場

などを 3D 点群計測できるアプリ。RTK-GNSS（全地球測位システム）対応の受信器を併用する

ことで、土木工事などで使われる公共座標系による点群データが取得できる。 

また、同社は「Geo Scan」の無料オプションである図化アプリ「Geo Design」のアップデ

ートを行い、点群データから、２D の縦横断図を CAD ソフトで作成するためのデータを出力でき

る機能を追加した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

iPhone や iPad の LiDAR による計測範囲は、約 5m 以内と言われているが、数十 m もある道

路工事での縦横断測量に使うとなると、“射程距離”がやや短いと感じる。オプティムはその対策

となるシステムも既に開発中で、安価な高精度 LiDAR センサーを iPhone などに外付けできる

世界初のアプリで、スキャン可能な距離を約 40m まで伸ばすことができる。これを使用するこ

とにより接近が難しい土砂崩れ現場や、橋梁、鉄塔、電柱など高さのある構造物も、簡単に点群

計測が行うことが可能になる。  
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この外付け LiDAR 接続に対応した測量アプリは、2022 年内に提供開始の予定とのこと。 

※出典 URL：https://www.optim.co.jp/construction/optim-geo-scan/ 

※引用元 URL：https://ken-it.world/it/2022/10/2d-surveying-by-iphone.html 

2-123

https://www.optim.co.jp/construction/optim-geo-scan/
https://ken-it.world/it/2022/10/2d-surveying-by-iphone.html


 
 

12 
 

・オンライン 3D 点群処理ソフトウェア「スキャン・エックスクラウド」 

3D 点群データを簡単に処理・解析・共有することが出来るオンラインプラットフォーム。維持

管理業務での活用として、道路や橋梁などの異常箇所を発見したときに、その状況を iPhone や

iPad の LiDAR 機能で点群計測し、スキャン・エックスクラウドで処理。そのデータをグループ

ウェアで社内共有することができる。国土交通省の新技術情報提供システム NETIS（New 

Technology Information System）に登録された。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※引用元 URL：https://scanx.jp/ 
 
・LiDAR スキャンアプリを使用して iPhone の 3D 計測テスト 

LiDAR スキャンアプリを使用して iPhone の 3D 計測テストを比較検証されている萩原建

設工業 岩間 輝氏の投稿より以下引用。 

平たんな 30m×15m の砂利を、EveryPoint と SiteScape という 2 種類のアプリを使っ

て計測した結果の精度検証や iPad Pro とドローン（Phantom4 RTK）によって土量計算

結果の比較を検証されている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

LiDAR による土量計算の結果 
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このほか、既存の橋脚や石積み、消波ブロックなども、LiDAR やフォトグラメトリーを使

って計測した精度などを報告されている。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

既存橋脚の計測結果 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

古いコンクリート構造物の 3D 計測データ 

※引用元 URL：https://note.com/iwamah1  
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２．まとめ 
今回、河川維持管理における最新計測機器について 360°カメラとスマートフォン LiDAR

について資料取集・整理を行った。どちらも現在非常に注目されており、特に 360°カメラ

は現場での写真の撮り忘れや再度現地状況を確認したい時に便利なツールになっている。ま

たスマートフォン LiDAR を使用した維持管理への活用についてもこれからさらに増えてい

くと考えられる。 

これら機器のメリットは小規模な計測を低コストで行える点であり、デメリットは大規模

な計測になるとドローン等の方が効率的であること、精度の保証がないことなどがあげられ

る。河川維持管理としては延長が長くなる為、スマートフォンの容量や充電といった面でも

効率的ではないと思われる。だが、損傷個所の確認や詳細調査が必要な箇所等の小規模な計

測には社内での共有や発注者とのやりとりを円滑に進める事ができるツールとして活用する

ことが期待される。 
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事例調査 5：三次元河川管内図 
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3 次元河川管内図に関する調査結果 

 
河川維持管理で 3 次元モデルの活用事例調査として、3 次元河川管内図の取り組みについて調

査した。 
 
（１）3 次元河川管内図とは 

3 次元河川管内図とは、河川管理業務の効率化・高度化を目的として、水系や管理区間の 3 次

元地形データを基礎資料として表示するものである。「河川管理用三次元データ活用マニュアル

（案）」（令和 2 年 2 月、国土交通省 水管理・国土保全局 河川環境課 河川保全企画室）にお

いて、3 次元河川管内図の基本となる機能、搭載すべきデータなどが示されている。3 次元河川管

内図は、流域情報を管理するプラットフォームとして位置づけられるものであり、調査・計画・

設計・施工・維持管理で作成された BIM/CIM モデルとの連携が期待される。 
 

（２）河川管理用三次元データ活用マニュアル（案）の記載内容 

①三次元管内図の機能および搭載するデータについて 
三次元管内図に必要な機能は、取得したデータを可視化する「閲覧機能」、地理空間情報と関連

付けて、分析や判断を補助する「GIS 機能」、今後蓄積されるデータの「検索機能」を備えること

を原則とする。三次元管内図には、三次元地形データおよびオルソ画像の搭載を必須とする。三

次元地形データは、操作性の観点からオリジナルデータよりもファイル容量が小さい「グリッド

データ」を搭載する。なお、詳細な検討や設計にも活用することを想定して、より高度な機能を

持った三次元管内図の作成を妨げるものではない。 
②三次元管内図で使用するデータについて 

河川距離標や河川管理施設の位置情報など、重ね合わせることで活用の幅が広がるデータにつ

いては、測量等により得られる三次元データとは別に準備する必要がある。準備にあたっては、

汎用性の高いファイル形式で作成することを基本とするが、三次元ビューワによっては専用のフ

ァイル形式への変換が必要となる。 
③三次元管内図の構築について 

三次元管内図は、市販されている三次元ビューワで対応可能な機能もあるが、データの重ね合

わせなど、職員では難しい作業もある。構築にあたっては三次元ビューワの調達だけでなく、業

務による三次元管内図の作成が必要となる。 
④データの更新・追加について 

ドローン等による点群測量で管理区間の一部のデータを取得した場合も同様に、三次元管内図

上で管理することを原則とする。そのため、工事や調査により三次元データを取得する際には、

三次元管内図の仕様に合わせたグリッドデータやオルソ画像等が作成されるように調整する。 
⑤活用事例 

1) オルソ画像、グリッドデータ、河川距離標などのデータを表示させることで、Web ブラウ

ザで閲覧可能なオンライン地図情報提供サービスなどの三次元地図表示が可能となる。 
・取得した三次元データを可視化した状態で職場内に共有できる。 
・占用申請者との事前協議において、申請者との調整、意思疎通が円滑化する。 
・事業説明会などの際に、現地状況など、臨場感のある説明ができる。 

2-159



2) データ検索機能により、アーカイブされた三次元データの中から必要な三次元データを検

索し、受注者等へスムーズに提供できる。 
3) 断面データ出力機能により、災害申請資料等の作成や、横断工作物設置の概略検討などに

活用できる。 
4) 計測機能や注記作成機能により、概算数量を算出し、工事発注資料の作成に活用できる。 
5) 差分解析機能の追加により、災害前後の比較を行い、被災箇所の一次抽出および土砂変動

の把握などができる。 
 

（３）福知山河川国道事務所の事例 

国土交通省近畿地方整備局福知山河川国道事務所では、河川管理における空間情報の利用状況

を整理し、由良川の地域特性を加味した三次元管内図の整備及び利活用について検討されている。

同事務所の 3 次元河川管内図に関する取り組みについて、令和 3 年度近畿地方整備局研究発表会

において、「三次元管内図の整備および利活用について」と題した論文が発表されている。同論文

によれば、「三次元管内図は、流域情報を管理するプラットフォームとして位置づける。各種情報

の閲覧・検索・活用・参照によって流域情報を管理し、福知山河川国道事務所としての河川 DX を

推進していきたいと考えている。」と記載されている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-1 関連するキーワードの整理 

【出典】福知山河川国道事務所、三次元管内図の整備および利活用について、令和 3 年度近畿地方整備局研究発表会 
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（４）荒川下流河川事務所の事例 

国土交通省関東地方整備局荒川下流河川事務所では、荒川下流域の実状について 3D（3 次元）

データで再現したデジタルツインを、2021 年 6 月 28 日から公開している。3 次元河川管内図の

公開は、同事務所が全国初である。同事務所の 3 次元河川管内図は、「Arakawa Digital Twin online」

と題して、同事務所のホームページで公開されている。同事務所の 3 次元河川管内図は、同事務

所が測量などで取得した点群データなどに、3D 都市モデルの「Project PLATEAU」を使って構

築されている。 

 
図-2 荒川下流河川事務所の 3 次元河川管内図「Arakawa Digital Twin online」 

【出典】荒川下流河川事務所ホームページ「Arakawa Digital Twin online」 

https://www.ktr.mlit.go.jp/arage/arage01048.html 

 
次ページ以降に、福知山河川国道事務所が令和 3 年度近畿地方整備局研究発表会において発表

された「三次元管内図の整備および利活用について」を参考添付する。 
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9. ICT 機器の試行（スマホ LiDAR の試行・検証） 

 

9.1 試行の目的 

建設プロセス全体を 3 次元データでつなぐ i-Construction の取り組みを推進するうえで、

3 次元地形データの取得は必要不可欠となっている。3 次元地形データの取得は、これまで

レーザースキャナー等による計測・データ取得が主流であったため、専門的な知識を必要と

し気軽に利用できない状況であった。 
 今後、これまで以上に 3 次元データを効率よく取得するために、レーザースキャナー等

を使用しない簡易な計測手法としてスマートフォンに搭載されている LiDAR スキャナに

着目し、各分野での活用の可能性について検討することを目的とする。 
 
9.2 機能の概要 

 「LiDAR（ライダー）」とは、「Light Detection and Ranging」の略で、発光した光が物

体に反射して戻ってくるまでの時間を計算して、対象物までの距離を算出する技術のこと

である。 
 建設・土木分野では地形の計測などに使用されており、近年では車にも搭載され自動運転

に活用されている。 
 

 
図 9.2.1 LiDAR イメージ図（空間情報クラブ HP より抜粋） 
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 LiDAR の原理を以下模式図に示す。上述したとおり、LiDAR はセンサー装置から対象

物に向かってレーザー光を照射し、その光が跳ね返ってくるまでの時間により、対象物ま

での距離や形状を計測する。LiDAR が扱うレーザー光は紫外線や赤外線等様々で、電波を

使った測位に比べて、誤差が発生しづらく、遠距離からでも高精度で計測できるという特

徴がある。 
 

 

図 9.2.2 測位のイメージ図（空間情報クラブ HP より抜粋） 

 
 CIM 分科会で検証を目的として購入した Apple 社が販売しているスマートフォン

「iPhone 12 PRO」には、この「LiDAR」が本体裏面のカメラ付近に搭載されており、赤外

線 LED を使用して、カメラを向けた空間の奥行や被写体の 3 次元的な形状を計測すること

が可能である。 
 計測したデータは、「アプリ」と呼ばれるソフトウエアに取り込むことで、距離の計測や

AR（拡張現実）分野で活用することができる。 
 

 

図 9.2.3 LiDAR スキャナ 
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9.3 ソフトウェア調査 

(1) 調査方法 

スマートフォンに搭載されている LiDAR 機能によって取得したデータは、基本的にス

マートフォン向けに開発されている「アプリ」と呼ばれるソフトウェアに取り込み、計測

や加工を行う。（txt データや LAS データの形式に出力する場合にも「アプリ」を使用す

る場合がほとんどである） 
  以上のことから本試行に際して利用するソフトウェア「アプリ」に関する調査を行った。 
  調査としては、一般ユーザーが入手可能なアプリの数や種類について調査を行い、その

うち複数のアプリについては、性能や精度に関する調査も実施した。 
  なお、今回の調査では、CIM 分科会で検証用に購入したスマートフォンが apple 社製

の「iPhone 12  PRO」であることから、アプリの OS（オペレーションシステム）を考

慮して、App store（Apple 社の審査を通ったアプリのみがダウンロード可能なサイト）

に掲載されているものを前提として調査を行った。 
 

(2) 調査結果 

Appstore 内で、「LiDAR」機能を使用するアプリは無数に存在するため、土木分野にお

いて活用が想定されるアプリを抜粋し、その一覧を次頁に示す。 
  調査の結果、ソフトウェア利用料が無料であり、データ出力形式や撮影設定がカスタマ

イズ可能な「3D Scanner App」を使用することとした。 
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表 9.3.1 ソフトウェア調査結果一覧 
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9.4 現場計測試行 

 本検討におけるデータ計測は、以下の通り実施した。 
 

表 9.2.1 ソフトウェア調査結果 

計測日 2021 年 12 月 15 日 
計測場所 国土交通省 近畿地方整備局 近畿技術事務所内研修施設エリア 

天候 晴れ 

対象物 
アスファルト舗装、ブロック積擁壁、ボックスカルバート 
道路側溝、手すり等 

 
9.5 試行結果・考察 

 試行結果を次頁以降にとりまとめる。試行した結果、以下のことが確認できた。 
 
【試行結果】 
 ・街渠桝のようにグレーチング蓋があっても桝内の計測が可能 
 ・計測時間を長くすることで計測精度が向上するが、長くなりすぎるとソフトウェアが強

制終了する 
 ・従来型の計測と点群計測時の誤差は数 cm 
 ・2 センチ程度の細かい構造物の計測は不可 
 ・細かいクラックや段差等の判別は困難 
 ・計測距離は最大でも 5ｍ程度 
 
【考察】 
 ・従来型の計測手法(コンベックスやポール計測)と同等の測定精度が確認できた。 
 ・計測精度を一定に保つためには、計測方法のルール化が必要。 
 ・計測方法以外に気象条件や対象構造物の構造等で測定精度に変化が生じる可能性あり。 
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No.道路-001 

 

構造物 歩道乗入れ（道路） 

撮影方法 

天候   ：晴れ 

使用機材 ：iPhone12 PRO 

使用アプリ：3Dscanner 

撮影距離 ：3ｍ程度 

撮影時間 ：20 秒程度 

取得点群のデータ容量：14MB 程度 

その他  ：取得範囲を移動しながら撮影 

現地構造物の 

寸法 

H1：  40mm 

H2： 190mm 

L：3,530mm 

作成したモデルの 

寸法 

H1：  52mm 

H2:  197mm 

L：3,524mm 

  

考察（コメント） 

・現地取得時や机上での点群計測時の誤差（データ取得

誤差、計測個人誤差）により、計測数値は毎回 2～

3cm 程度の変化があるが、歩道乗入れ形状の把握には

問題ない。 

・乗入れ箇所毎に計測すればデータ量も小さく、取り扱

い上の問題もない。 

今後の展望 

・歩道表面の群データを解析し、歩道横断勾配把握によ

るバリアフリー対応の有無や、不陸等の変状の把握に

よる水溜まりの有無等も定量的に算出可能と考える。 

アプリの設定について 

L 

L 

H1 

H2 

H2 

H1 
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No.道路-002 

 

構造物 転落または横断防止柵（道路） 

撮影方法 

天候   ：晴れ 

使用機材 ：iPhone12 PRO 

使用アプリ：3Dscanner 

撮影距離 ：1ｍ程度 

撮影時間 ：10 秒程度 

取得点群のデータ容量：0.9MB 程度 

その他  ：対象範囲を手を動かして 

さまざまな角度から撮影 

現地構造物の 

寸法 

H：  1,100mm 

L： 1,990mm 

W：    20mm 

作成したモデルの 

寸法 

H：  1,103mm 

L： 1,982mm 

W： 計測不可 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

考察（コメント） 

・部材 20mm はデータ取得できず計測不可。ただし、外

形部材 40mm はデータ取得可能である。 

（幅の計測は不可） 

 

 

 

 

 

 

今後の展望 

・細い部材の計測は、部材の最も外側の点を抑えるのに

複数の視点から確認する必要があり、そのコツを明確

化し、個人差を無くす工夫が必要である。 

アプリの設定について 

W（部材幅） 

H 

L 

L 

H 

W（部材幅） 

データ取得不可の部材 20mm(左写真)とデータ
取得可能な外形部材 40mm(右写真) 
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No.道路-003 

 

構造物 グレーチング付き街渠桝（道路） 

撮影方法 

天候   ：晴れ 

使用機材 ：iPhone12 PRO 

使用アプリ：3Dscanner 

撮影距離 ：1ｍ程度 

撮影時間 ：10 秒程度 

取得点群のデータ容量：0.9MB 程度 

その他  ：対象範囲を手を動かして 

さまざまな角度から撮影 

現地構造物の 

寸法 

H1：  190mm 

H2： 360mm 

W：  180mm 

作成したモデルの 

寸法 

H1：  186mm 

H2： 355mm 

W：  183mm 

 

 

 

 

 

 

 

 

考察（コメント） 

・近接撮影するとグレーチング内の水路形状、水路底ま

でもデータ取得可能となる。ただし、水路内に水があ

る場合は取得不可である。 

 

 

 

 

 

 

今後の展望 

・狭い街渠桝内の形状を正確に把握するためには、隅々

まで点群を取得する必要がある。そのため、計測毎に

必要な情報が取得できているか確認する必要があり、

円滑な取得、確認の流れを構築する必要がある。 

アプリの設定について 

W 
H1 

H2(水路底) 

W H1 

H2(水路底) 

グレーチングの一部とその隙間を通り
水路断面形状（右写真）を取得可能 
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No.橋梁-001 

 

構造物 上部工箱桁（橋梁） 

撮影方法 

天候   ：晴れ 

使用機材 ：iPhone12 PRO 

使用アプリ：3Dscanner 

撮影距離 ：0.5ｍ～1.5ｍ程度 

撮影時間 ：120 秒程度 

取得点群のデータ容量：360MB 程度 

その他  ：移動しながら撮影 

現地構造物の寸法

（現地で計測） 

H ：1,250mm 

B1：2,600mm 

B2：3,000mm 

B3：1,000mm 

L ：1,700mm 

取得した点群上の寸法

（アプリ内で計測） 

H ：1,245mm 

B1：2,612mm 

B2：2,998mm 

B3：1,005mm 

L ：1,704mm  

  

考察（コメント） 

・同じ箇所を多く（時間をかけて）計測することにより

コンクリート表面のひび割れなどの変状まで記録可能 

・計測時間が長くなる（計測範囲が広い？）とアプリが

強制終了するためファイル分割が必要 

・アプリ内の寸法計測結果と実計測寸法の差はコンベッ

クス程度の誤差であり十分実用性は認められる。 

今後の展望 

・対象物までの計測距離や計測アプリ、気象条件等の

様々な条件の変化による測定精度の検証をすることで

活用に適した状況を把握できる。 

アプリの設定について 

H 

L 

B2 

B1 

B3 B3 

L 
H 

B1 

B2 
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No.河川-001 

 

構造物 堤防天端 As 舗装（河川） 

撮影方法 

天候   ：晴れ 

使用機材 ：iPhone12 PRO 

使用アプリ：3Dscanner 

撮影距離 ：0.5ｍ程度 

撮影時間 ：20 秒程度 

取得点群のデータ容量：5MB 程度 

その他  ：移動せずに 1 か所から撮影 

現地構造物の寸法

（現地で計測） 

H：   95mm 

L：3,500mm 

B：1,730mm 

取得した点群上の寸法

（アプリ内で計測） 

H：   89mm 

L：3,546mm 

B：1,760mm 

 

 

考察（コメント） 

・細かいクラックや段差等は判別が困難。 

・計測者や計測回数が変化すれば計測値も変化する。 

 (同一点を毎回指定するのは困難) 

・計測時間が長くなる（計測範囲が広い？）とアプリが

強制終了する。 

・5ｍ程度離れると計測が困難。 

今後の展望 

・対象物までの計測距離や計測アプリ、気象条件等の

様々な条件の変化による測定精度の検証をすることで

活用に適した状況を把握できる。 

アプリの設定について 

H 

H 

L 

L 

B 

B 
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No.河川-002 

 

構造物 ブロック積擁壁（河川） 

撮影方法 

天候   ：晴れ 

使用機材 ：iPhone12 PRO 

使用アプリ：3Dscanner 

撮影距離 ：3ｍ程度 

撮影時間 ：30 秒程度 

取得点群のデータ容量：8MB 程度 

その他  ：移動せずに正面から撮影 

現地構造物の寸法

（現地で計測） 

H：  950mm 

L：5,450mm 

取得した点群上の寸法

（アプリ内で計測） 

H：  930mm 

L：5,452mm 

 

 

考察（コメント） 

・細かい形状は判別が困難。 

・計測者や計測回数が変化すれば計測値も変化する。 

 (同一点を毎回指定するのは困難) 

・計測時間が長くなる（計測範囲が広い？）とアプリが

強制終了する。 

・5ｍ程度離れると計測が困難。 

今後の展望 

・対象物までの計測距離や計測アプリ、気象条件等の

様々な条件の変化による測定精度の検証をすることで

活用に適した状況を把握できる。 

アプリの設定について 

L 

L 

H 

H 
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No.河川-003 

 

構造物 樋門函体（河川） 

撮影方法 

天候   ：晴れ 

使用機材 ：iPhone12 PRO 

使用アプリ：3Dscanner 

撮影距離 ：0.5ｍ～1.0ｍ程度 

撮影時間 ：30 秒程度 

取得点群のデータ容量：5MB 程度 

その他  ：移動しながら撮影 

現地構造物の寸法

（現地で計測） 

B：1,800mm 

H1：2,000mm 

H2：1,700mm 

取得した点群上の寸法

（アプリ内で計測） 

B：1,783mm 

H1：1,972mm 

H2：1,699mm 

 

 

考察（コメント） 

・計測者や計測回数が変化すれば計測値も変化する。 

 (同一点を毎回指定するのは困難) 

・計測時間が長くなる（計測範囲が広い？）とアプリが

強制終了する。 

・5ｍ程度離れると計測が困難。 

今後の展望 

・対象物までの計測距離や計測アプリ、気象条件等の

様々な条件の変化による測定精度の検証をすることで

活用に適した状況を把握できる。 

アプリの設定について 

H1 H1 

H2 H2 

B B 
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10.  UAV・SfM 講習会の開催 

 

10.1 講習会の目的 

国土交通省全直轄事業における令和 5 年度の BIM/CIM 原則適用に向け、建設コンサルタ

ントが確実に対応するためには、計画・設計に使用する３次元地形データを十分に理解する

人材育成が重要である。 

そのため、計画・設計における BIM/CIM データ作成の基盤図となる 3 次元地形データに

ついて、どのようなしくみ、手法で作成されているか、実際に体験しながら学べる「UAV 測

量による３次元地形モデル作成」の講習会を計画、実施した。 

 

10.2 講習会の内容 

 講習会は、UAV 測量を題材に、UAV 測量の基礎知識を習得したうえで、実際に UAV 操作に

よる飛行と PC を用いた SfM 解析による３次元地形モデル作成を体験した。 

 会場は、貝塚市ドローン・クリケットフィールドにて実施した。 

 

 

 ・UAV とは 

   Unmanned Aerial Vehicle の略称であり、無人航空機を指す。通称、ドローンとも呼

ばれる。2022 年 12 月の改正航空法の施行に伴い、今後より一層の活用が想定される。 

・SfM とは 

Structure from Motion の略称であり、多くの写真とその撮影情報から、写真の同一

点を導き出し、3 次元モデルを作成する手法である。なお、一般的には SfM/MVS 技術と

呼ばれているが、総称して SfM と呼ばれる場合も多い。 

 

 

次頁に、実施した講習会の開催案内および講習会プログラムを示す。 
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令和４年７月 11 日（月） 

 
一般社団法人 建設コンサルタンツ協会 近畿支部 

令和４年度 ＵＡＶ測量による３次元地形モデル作成講習会 開催案内 

 
（一社）建設コンサルタンツ協会 近畿支部 

ICT 研究委員会 CIM 分科会 
 

平成 30 年度より、国土交通省が発注する橋梁、トンネル、河川、ダム等の大規模構造物の詳細

設計で BIM/CIM の活用が義務づけられました。令和元年度には概略・予備設計での適用が開始

され、2023 年度（令和 5 年度）には国土交通省の全直轄事業で適用されます。このような動きに

建設コンサルタントが確実に対応するためには、BIM/CIM の推進に向けた人材育成が重要です。   
そこで当協会近畿支部では、BIM/CIM の設計に使用する「UAV 測量による 3 次元地形モデル

作成」の講習会を下記のとおり開催いたします。奮ってのご参加をよろしくお願いいたします。 
 

記 
 
１．主催 ： 建設コンサルタンツ協会 近畿支部 ICT 研究委員会 CIM 分科会 
 
２．対象者 ： 建設コンサルタンツ協会 近畿支部 ICT 研究委員会 CIM 分科会 会員会社の社員 
 
３．募集人数 ： 最大 20 名（応募多数の場合は人数調整させていただきます） 
 
４．開催日時 ： 令和 4 年 8 月 29 日（月） 10:00～17:10 

雨天時は、令和 4 年 9 月 9 日（金）に順延 

※前日午前中の天気予報にて、実施の有無を決定 

 
５．場所 ： 貝塚市立ドローン・クリケットフィールド（研修棟・飛行エリア） 

〒597-0043 大阪府貝塚市橋本１５１７ 

https://www.city.kaizuka.lg.jp/kakuka/toshiseisaku/seisaku/topics/

dorone_riyou.html 

 
６．参加費 ： 無料 

 
７．応募方法： 氏名、会社名、部署名、電話番号、メールアドレスを、当協会事務局まで 

メールでご連絡ください。 
 応募先メールアドレス：mail@kk.jcca.or.jp 
 応募期限：令和 4 年 8 月 3 日（水）17 時まで 

        なお、参加者には、後日、UAV 保険申請に必要な情報や、当日の緊急連絡先、

利用される交通手段等について、確認メールを送らせて頂きます。 
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８．ＣＰＤ ： 建設コンサルタンツ協会 CPD 対象プログラムとする予定です。 
 
９．講習内容： 次頁のプログラムを参照 

 

10．注意事項： 

①必ず、各自ノート PC をご持参ください。忘れた場合、Sfm 解析が体験できません。 
⇒製造から約 5 年以内のＰＣスペックが必要です。 

②必ず、昼食、飲み物をご持参ください。（周辺にコンビニエンスストア、飲食店はありません） 
 ③上記の講習内容及び注意事項は、変更となる場合があります。 

 

 

以上 
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令和４年度 ＵＡＶ測量による 3 次元地形モデル作成講習会 
～BIM/CIM に関係する UAV 測量の基礎知識を取得し、 

UAV 操作と３次元地形作成を体験～ 
 

プ ロ グ ラ ム 
 

時    間    割 研   修 内 容 担 当  講 師 

 

 

令 

和 

４ 

年 

 

８ 

月 

29 

日 

(月) 

 

雨 

天 

の 

場 

合 

 

9 

月 

9 

日 

(金) 

9 時 30 分～ （開場） 

 

10時00分～10時10分 

 

 

10時10分～1１時00分 

 

11時00分～12時00分 

 

12時00分～13時00分 

 

 

13時00分～15時10分 

 

 

 

15 時 10 分～15：30 分 

 

15時30分～16時３0分 

 

 

 

 

16時30分～17時00分 

 

17時00分～17時10分 

 

 

10 分 

 

 

 50分 

 

60 分 

  

60 分 

 

 

130 分 

 

 

 

 20分 

 

 60分 

 

 

 

 

30 分 

 

10 分 

※入り口の座席表の席にご着席くだ

さい 

講習会開催について 

 

 

BIM/CIM の最新動向について 

 

ＵＡＶの基礎知識と 3 次元測量 

 

（昼休憩） 

※昼食、飲み物をご持参ください 

 

ＵＡＶ操作および撮影実習 

（ドローンフィールドにて実施） 

・4 名/班×５班で実施 

 

休憩（研修施設への移動含む） 

 

Sfm 解析講習 

・ソフトの機能・基本操作の講習 

・3 次元点群データを用い、３次元地

形モデルを作成 

 

ＵＡＶ測量の最新動向について 

 

閉会のあいさつ 

 

 

ICT 研究委員会 委員長 

中央復建ｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ(株) 

森 博昭 

協和設計(株) 

大森 映宏 

国際航業(株) 

 名草 一成 

 

 

 

一般社団法人 DPCA 

 (ドローン撮影 

クリエイターズ協会) 

 

 

 

国際航業(株) 

 名草 一成 

 

 

 

国際航業(株) 

 藤木 三智成 

(株)ニュージェック 

赤坂 好敬 

【会 場】 

・貝塚市立ドローン・クリケットフィールド 

〒597-0043 大阪府貝塚市橋本１５１７ 

https://www.city.kaizuka.lg.jp/kakuka/toshiseisaku/seisaku/topics/dorone_riyou.html 

・アクセス（詳細は別紙地図を参照） 

現地へは、JR 阪和線「和泉橋本駅」より徒歩約 20 分。水間鉄道「名越駅」より徒歩約 13 分。 

または、お車でお越しください。（駐車場あり） 

 

■注意事項 

・教室（研修施設）に入られましたら、入り口の座席表の席にご着席ください。 

・必ず、各自ノート PC をご持参ください。（ご持参されない場合、Sfm 解析が体験できません） 

・必ず、昼食、飲み物をご持参ください。 
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■会場アクセス 

貝塚市立ドローン・クリケットフィールド 

〒597-0043 大阪府貝塚市橋本１５１７ 

・現地へは、JR 阪和線「和泉橋本駅」より徒歩約 20 分。水間鉄道「名越駅」よ  

り徒歩約 13 分。 

または、お車でお越しください（駐車場あり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・研修棟 
        
 

 

研修棟 
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10.3 講習会の実施状況 

講習会当日は晴天に恵まれ、参加予定 20 人全員が参加。大阪府都市整備部 3 名が見学

され、業界新聞社 3 社による取材、記事掲載もされた。 

以下に、講習会当日の実施状況を記載する。 

 

・開催日時 ： 令和 4 年 8 月 29 日（月） 10:00～17:10 

・会  場 ： 貝塚市ドローン・クリケットフィールド 

               ※UAV 測量の更なる発展のために創設された施設 

・参加人数 ： 20 名 

※建設コンサルタンツ協会 近畿支部 ICT 研究委員会 CIM 分科会 

会員会社の社員 

 ・そ の 他： [見 学 者]大阪府都市整備部 3 名 

［新聞取材］建設通信新聞、建設工業新聞、建通新聞 

 ・講習会の状況： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①BIM/CIM の最新動向について 

②UAV の基礎知識と 3 次元測量 

③UAV 操作および撮影実習 
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 ・掲載された新聞記事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④SfM 解析講習 

⑤UAV 測量の最新動向について 

建設通信新聞 （2022 年 8 月 30 日号） 日刊建設工業新聞（2022 年 8 月 3１日号） 
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10.4 設計における 3 次元地形データについて 

国土交通省における BIM/CIM 原則適用が令和 5 年度より開始され、設計の基盤データと

なる 3 次元地形データが必須となってきた。その中において、国土地理院より「i-

Construction 推進のための 3 次元数値地形図データ作成マニュアル（令和 4 年 4 月 28 日）」

が公表され、設計段階以降で利活用可能な 3 次元地形データについて、設計技術者が十分に

理解することが求められている。 

今回、「UAV 測量による３次元地形モデル作成」の講習会を実施し、UAV 操作や SfM 解析に

よる 3 次元地形モデル作成を体験することで、設計技術者の 3 次元地形データへの理解を

より深めることができたと考える。 

 

 

建通新聞（2022 年 9 月 5 日号） 
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11. 近畿地方整備局企画部との意見交換 

 

11.1 意見交換の目的 

建設生産システム全体で、いかに BIM/CIM データをシームレスに流通させるかが課題で

ある。まずは ICT 施工（ICT 土工）のデータ流通に着目し、詳細設計で作成された BIM/CIM

データ（3 次元モデル）の ICT 施工での活用について、近畿地方整備局企画部と建コン近畿

支部 ICT 研とで意見交換を実施した（表 11.1）。 

 

表 11.1 BIM/CIM データ流通に関する近畿地方整備局と建コン近畿 ICT 研との意見交換 

日程 概要 

2022 年 1 月 13 日（木）15:00～17:00 ・ICT 施工データ流通に関する現状の把握。 

・詳細設計の成果品サンプルの受領。 

2022 年 2 月 17 日（木）15:00～17:00 ・ICT 施工データ流通に関する現状の課題と課題

への対応。 

2022 年 3 月 4 日（金）13:00～15:00 ・ICT 施工データ作成の実演およびデータ流通に

関する意見交換。 

 

11.2 近畿地方整備局での BIM/CIM データ受け渡し検討について 

近畿地方整備局では、BIM/CIM データ（3 次元モデル）の ICT 施工での活用について、

以下 3 段階で検討している（図 11.1）。 

【その１】サンプル ICT 施工データ（J-LandXML）を使用し、ソフト A からソフト B

への受け渡しを確認。 

【その２】詳細設計 BIM/CIM 成果から、ICT 施工に必要なデータをソフト A で抽出

し、ソフト B への受け渡しを確認。 

【その３】詳細設計 BIM/CIM 成果から、ICT 施工に必要なデータをソフト A で抽出

し、ICT 建機で施工。 

【その１】については、問題なく受け渡しが可能であることが確認された。 

【その２】について、詳細設計 BIM/CIM 成果から、ソフト A で ICT 施工に必要なデー

タの抽出を試みたが、堤防計画高（縦断）が定義されていない、地形サーフェスが作成さ

れていないなど、適切に抽出することができなかった。適切に抽出できなかった原因とし

ては、データ形式（J-LandXML）特有の問題や、詳細設計のデータ作成の問題（J-

LandXML への変換の不具合）等が想定される。 

【その３】については、未実施である。上記【その２】の問題解決後、実際のフィール

ドで試行したい。 
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図 11.1 近畿地方整備局での BIM/CIM データ受渡し検討 

 

11.3 近畿地方整備局から建コン協近畿支部 ICT 研への要望 

近畿地方整備局企画部より、BIM/CIM データ流通に関して、以下の要望があった。 

①建コン近畿支部 ICT 研は、詳細設計業務 2 件の BIM/CIM 成果の内容を確認し、上記

【その２】の不具合の原因を調査するとともに、データ作成時の問題・課題を整理して

ほしい。 

②発注者による ICT 施工データ確認の視点を整理してほしい（たとえば、3 次元モデルに

よる視覚的な確認、J-LandXML の定義項目の確認等）。 

③詳細設計で使用される一般的な 3 次元 CAD のデータから、J-LandXML データへの変換

について、実演してほしい。 

④適切に作成された ICT 施工データ（J-LandXML）の事例（お手本となるデータ）を提示

してほしい。 

⑤可能であれば BIM/CIM 業務で用いられている 3 次元 CAD の市場占有率を教えてほし

い。 

 

11.4 建コン協近畿支部 ICT 研による詳細設計業務 2 件の検証結果 

■検討１ 

建コン近畿支部 ICT 研は、受領した詳細設計業務 2 件の BIM/CIM 成果の内容を確

認し、不具合の原因を調査するとともに、データ作成時の問題・課題を整理した。 
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①データ形式の変換の視点 

・J-LandXML を介したソフト A からソフト B への受け渡しは問題ないと思われる。

おそらく、設計成果（CAD データ）の J-LandXML への変換が適切になされなかっ

たものと思われる。 
・3 次元 CAD データの LandXML への変換は、3 次元 CAD ソフトの機能により容易

に変換可能である。一方、日本独自の J-LandXML への変換機能を有する 3 次元 CAD
ソフトはごく一部である。J-LandXML への変換機能を有しない 3 次元 CAD ソフト

を用いた場合、変換には相応の知識と手間が必要となる。 
②データ抽出の視点 

・設計時点で実際の工事の工種や工区割、段階施工等を反映させることは困難であり、

一般的に設計成果は完成形で作成される。 
・したがって、ICT 施工においては、設計成果から ICT 施工に必要なデータを抽出し

（たとえば必要な工種を選択し）、該当部分について J-LandXML に変換する必要が

ある。 
・仮に設計時点で工区割や段階施工等、実際の工事計画が確定していた場合、それらを

反映させた設計成果を作成することが可能となり、施工段階でのデータ作成手間の

軽減が期待される。 
③手法の周知の視点 

・上記①、②について、受発注者ともに理解を深め、周知する必要がある。 
 

■検討２ 

ICT 施工データ確認の視点整理（たとえば、3 次元モデルによる視覚的な確認、J-LandXML
の定義項目の確認等）。 
①視覚的な確認 

・J-LandXML は数値データであり、データだけでは人間は形状を認識できない。 
・3 次元 CAD で J-LandXML を読み込むことで、土工形状（スケルトン）が視覚的に

表現されることから、工種や工区等の妥当性を視覚的に確認することができる。 
・国交省の情報共有システムの機能要件に「3 次元データ等表示機能」があり、J-

LandXML の表示機能が要求されている。したがって、情報共有システムを利用する

ことで、3 次元 CAD ソフトがなくても J-LandXML を視覚的に確認可能である。 
②定義項目の確認 

・J-LandXML への変換機能を有する 3 次元 CAD ソフトの場合、当該データが J-
LandXML の定義項目を有しているか否かをソフト上で確認することが可能である。 

③XML コードの確認 

・適切に J-LandXML 形式で作成されたデータであれば、XML のコードに、以下が記

述されている。 
<Property label="applicationCriterion" value="MlitLandXmlVer.1.3" /> 

④知識の習得 
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・受発注者とも、ICT 施工に必要なデータ、J-LandXML、データ変換、データ抽出等

の知識の習得が前提である。 
 

11.5 詳細設計で使用される一般的な 3 次元データから J-LandXML への変換について実証 

①AutoCAD Civil3D での J-LandXML 変換の実演 

・AutoCAD Civil3D での J-LandXML 変換について実演した（図 11.2）。 

 

図 11.2 AutoCAD Civil3D での J-LandXML 変換 

 
1) 設計では、J-LandXML のルールに従ってデータ作成する必要（国総研サブアセ

ンブリ） 
2) 設計完了後、XML 書き出し。この状態では、まだ J-LandXML ではない。 
3) J-LandXML ルールに従い、中間点や片勾配の CSV を出力。 
4) CALS Tools で XML と CSV を読み込んで合成。（XML に中間点や片勾配の情

報を組み込む） 
5) XML 書き出し（J-LandXML として書き出し）。 
6) 適切に J-LAndXML で作成されているかの確認（視覚的な確認、XML コードの

確認）。 
 

②ビーナスでの J-LandXML 変換の実演 

・J-LandXML 変換機能を有したビーナスで実演した。 
 

③OCF 資料に手順が整理 

・一般社団法人 OCF のホームページにおいて、「BIM/CIM 成果品作成時の留意点、令

和 3 年度版」が公開されている。 
https://ocf.or.jp/wp/wp-content/uploads/2021/11/separate_bimcim_points.pdf 

・本資料に各ソフトからの J-LandXML の出力方法が記載されており、参考になる。 
 

11.6 データ抽出の視点 

現状では、施工業者は図面から ICT 施工データを作成しており、時間と費用がかかって

いる。3 次元設計のオリジナルデータがあれば、J-LandXML 変換し、ICT 施工データ利用

することで、時間と手間は少しでも改善されるかもしれない。ただし、オリジナルデータも、

J-LandXML のルールに従ってデータ作成する必要がある（国総研サブアセンブリ）。 
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12. おわりに 

 

国土交通省は、3 次元データを通して建設生産の効率化を図るため、2025 年度に直轄全

案件で BIM/CIM の原則適用が決定され、義務項目や推奨項目が示された。また、その実現

に向けて、様々な基準類が整備・改訂されるなどの動きが活発化している。 

本分科会では、このような国の動きに対応するため、各種ソフトウェアの調査，LiDAR

機器や UAV など ICT 機器の試行や勉強会を開催するとともに、発注者や関連団体との意見

交換を通じて BIM/CIM データの在り方などについて議論を重ねるなど、多方面からのアプ

ローチにより BIM/CIM 推進における課題や解決策等について検討した。 

また、整備・改訂がなされていく BIM/CIM 基準類についても内容を深く理解する必要が

あり先ずは委員の知識向上として読み合わせを行い、情報の共有や活用の方針について議

論した。整理した内容は今後もブラッシュアップを行い広く活用する方針である。 

 

なお、各 WG にて独自に取り組んだ主な内容を以下に示す。 

【道路 WG】BIM/CIM の取り組みは、3 次元 CAD を使って単にモデルを作成するというこ

とではなく、活用しながら業務プロセスを効率的に変えていくことである。そのためモ

デルの取り扱い目線からのアプローチを行った。 

モデルの活用場面に応じ、どの程度までモデルを作り込む必要があるのかについて検

討し、『詳細度ごとのモデル検討』としてとりまとめた。 

【橋梁 WG】橋梁 WG では、3 次元モデル作成ソフトウェアの機能向上や ICT 機器の性能向

上、新技術の開発などが進む現状において、将来的には BIM/CIM 原則適用で示される義

務項目だけでなく、推奨項目についても標準化されものと推察し、さらなる業務プロセ

スの変化へと発展するものと考えている。このような背景のもと、原則適用後における

直近の対応および技術開発が進む将来像について業務プロセスがどう変わっていくのか、

また変わっていくべき方向性について議論し、『実践的な CIM フローの検証』としてと

りまとめた。 

【河川 WG】河川管理については、従来から適切に維持管理を実施しているが、社会情勢の

変化に伴い、より効果的・効率的な維持管理が求められている。特に新技術を活用した

DX の推進による河川管理の高度化・効率化については、今後の河川管理において重要な

役割を担うと考えている。そこで、河川 WG では、河川維持管理への活用の観点から UAV

や AI、3 次元河川管内図などについて活用事例の調査・収集を行い『維持管理への活用

検討』として取りまとめた。 

 

BIM/CIM 原則適用が運用されるが、人材育成や技術開発など実務レベルではまだまだ多

くの課題が残る。その課題と解決策等について、今後も引き続き研究を重ね、それら成果

を国や一般市民に発信することで、業界全体の働き方改革や魅力向上に貢献できればと考

えている。 

CIM 分科会 副幹事 

赤坂 好敬 

2-191



13. 参考資料 

 

13.1 豊岡河川国道事務所 BIM/CIM 勉強会（2020 年 12 月 22 日）公演資料 
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13.2 豊岡河川国道事務所 BIM/CIM 勉強会（2021 年 12 月 22 日）公演資料 
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令和3年12月22日（水） 令和３年度 豊岡河川国道事務所 BIM/CIMに関する勉強会 1

令和３年度 豊岡河川国道事務所 BIM/CIMに関する勉強会

測量・設計における活用事例・効果

～建設コンサルタンツ協会の取り組み～

（一社）建設コンサルタンツ協会 近畿支部

ICT研究委員会 CIM分科会 幹事

大森 映宏
（所属：協和設計株式会社）

令和3年12月22日（水） 令和３年度 豊岡河川国道事務所 BIM/CIMに関する勉強会

測量・設計における活用事例・効果

2
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令和3年12月22日（水） 令和３年度 豊岡河川国道事務所 BIM/CIMに関する勉強会 3

橋梁工事でのBIM/CIM活用事例

 発注者： 豊岡河川国道事務所

 工事名： 日高豊岡南道路豊岡南インターＯＦＦランプ橋工事

 受注者： オリエンタル白石株式会社 （BIM/CIM担当：中央復建コンサルタンツ株式会社）

提供：中央復建コンサルタンツ（株）

３Ｄ施工シミュレーションを活用することで施工時のリスク認識につながった事例

令和3年12月22日（水） 令和３年度 豊岡河川国道事務所 BIM/CIMに関する勉強会

３Ｄ施工シミュレーションによる効果リスク

・作業員の施工リスクの認識に繋がった。
・施工計画作成時の手順検討や現場協議

で意思伝達の確実性が高まった。

【リスク①】
OFFランプ上部工と本線下部工が同時
施工となるため、
施工機械の接触事故が生じるリスク。

【リスク②】 【リスク③】

【リスク①】施工機械の接触事故のリスク

4
提供：中央復建コンサルタンツ（株）

橋梁工事でのBIM/CIM活用事例
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令和3年12月22日（水） 令和３年度 豊岡河川国道事務所 BIM/CIMに関する勉強会

【リスク①】 【リスク③】

【リスク②】高圧線の接触・断線のリスク

３Ｄ施工シミュレーションによる効果リスク

・現実的な安全距離の確保方策を検討
できた。

・作業員の施工リスクの認識に繋がった。

【リスク②】
高圧線がOFFランプ上部工桁下にあり、
支保工設置時に施工機械の接触・感電
・ 高圧線断線の事故が生じるリスク。

5
提供：中央復建コンサルタンツ（株）

橋梁工事でのBIM/CIM活用事例

令和3年12月22日（水） 令和３年度 豊岡河川国道事務所 BIM/CIMに関する勉強会

３Ｄ施工シミュレーションによる効果リスク

・現実的な足場計画が可能となった。
・作業員の施工リスクの認識に繋がった。

【リスク③】
OFFランプ上部工とONランプ上部工が
同時施工となるため、足場が干渉する
リスク。

【リスク②】【リスク①】 【リスク③】足場が干渉するリスク

6
提供：中央復建コンサルタンツ（株）

橋梁工事でのBIM/CIM活用事例
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令和3年12月22日（水） 令和３年度 豊岡河川国道事務所 BIM/CIMに関する勉強会 7

造成地計画におけるBIM/CIM活用事例

提供：協和設計（株）

【従来の関係者間協議】
・必要資料：平面図、縦断図、横断図等の２次元的資料（イメージしづらい）
・所要時間：検討案毎の図面・資料作成時間（手間大）

【目標】 ３次元モデルを活用し、迅速な“合意形成・情報共有”を目指す

【検討前計画情報】
・受領データ：平面地形図のみ（予備設計等は未実施）

➤ 造成地形状及び用地幅杭から決定する必要があった。

・半年後に工事発注予定であった。

＝ 迅速な “合意形成・情報共有” が必要

令和3年12月22日（水） 令和３年度 豊岡河川国道事務所 BIM/CIMに関する勉強会 8
提供：協和設計（株）

＜２次元設計の場合＞
・協議1回当りに平・縦・横断図等の資料作成が必要。
・必要な資料作成まで 1週間程度。

（再検討が必要な場合、倍の時間を要する）

＜３次元モデル活用時＞
・作成した3次元モデル自体が協議資料とできる。
・作業時間 2日程度【大幅な時間短縮可】

＜2次元設計の場合＞

3次元モデル活用

造成地計画におけるBIM/CIM活用事例

プロット

平面図完成

地形モデル作成

造成モデル作成

CP設定

自動
算出

複数断面の
面積算出

（手間大）

横断図作成

土量算出

協議資料作成 協議資料作成

地元協議・市との
林道協議

面積
距離入力

（手間大）

平均断面法

CP設定

法肩・法尻位置計算

繰り返し
（手間大）

（手間小）

土量算出

合意形成合意形成

OK

地元協議・市との
林道協議

現地測量図受領

（
手
間
小
）

繰
り
返
し

3次元モデル活用時2次元設計
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令和3年12月22日（水） 令和３年度 豊岡河川国道事務所 BIM/CIMに関する勉強会 9
提供：協和設計（株）

造成地計画におけるBIM/CIM活用事例

令和3年12月22日（水） 令和３年度 豊岡河川国道事務所 BIM/CIMに関する勉強会 10

MRを活用した遠隔臨場で移動時間を削減

提供：中央復建コンサルタンツ（株）

出典：松山河川国道事務所ホームページ

AR （Augmented Reality、拡張現実）
現実の3次元空間に2次元情報（画像）を重ね合わせ。

VR （Virtual Reality、仮想現実）
すべて3次元モデル。事務所に居ながら現地確認。

XR（VR、AR、MR）って何？

MR （Mixed Reality、複合現実）
現地にて、現実の3次元空間に3次元情報（3Dモデル）を重ね合わせ。

実業務でMR遠隔臨場、MR設計協議を実施

【MR遠隔臨場】
・MRホロレンズ画像を事務所でリモート視聴

【MR設計協議】
・事務所にて平面図上に計画構造物の縮小3Dモデルを表示
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令和3年12月22日（水） 令和３年度 豊岡河川国道事務所 BIM/CIMに関する勉強会 11

MRを活用した遠隔臨場で移動時間を削減

提供：中央復建コンサルタンツ（株）

目的（ニーズ） ICT要素技術（シーズ）

× ＝
BIM/CIM図面では

完成形をイメージしづらい。

改善（インフラDX）

事務所に居ながら現地
状況や計画構造を確認。
（移動時間の排除）

現地確認のための
移動時間がもったいない。

一般市民が完成形を
イメージしやすい。

（合意形成円滑化）

XR（VR、AR、MR）

弊社担当者が現地にてMRを実施し、そのMR画像を国交省の担当者が事務所内でリモート視聴。

モバイル通信

令和3年12月22日（水） 令和３年度 豊岡河川国道事務所 BIM/CIMに関する勉強会 12

MRを活用した遠隔臨場で移動時間を削減

提供：中央復建コンサルタンツ（株）
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令和3年12月22日（水） 令和３年度 豊岡河川国道事務所 BIM/CIMに関する勉強会 13

UAV画像やLiDAR搭載iPadの高度利用化

提供：（株）東京建設コンサルタント

フォトグラメトリ―フォトグラメトリ― 水部ポリゴン
3Dモデル（BIM/CIM）

水部ポリゴン
3Dモデル（BIM/CIM）

CGCG

フォトグラメトリ―

水部ポリゴン

3Dモデル
オブジェクトCG

街灯

車

人

樹木
看板

流体CG 流体CG

ゴーグルとPCを接続 VRデータはPCに格納

ベースステーション

VRのセットアップ

3DCGから洪水時VRを作成

浸水状況をVRで体験

令和3年12月22日（水） 令和３年度 豊岡河川国道事務所 BIM/CIMに関する勉強会 14

UAV画像やLiDAR搭載iPadの高度利用化

提供：（株）東京建設コンサルタント

iPad画面

Lidarで計測した3次元空間

空間の形に合わせて水部の表現が可能
空間の形に合わせて水部の表現が可能

浸水ARで屋内での浸水状況を仮想的に把握可能

iPad proの画面 iPad proの画面

Lidarが物体に反

射し、跳ね返って
くるまでの時間を
測定。

照射最大距離5m

従来の浸水ARの画像

２次元情報しかないため、
水部の表現も当然２次元的となる。

Lidarで計測した3次元情報がiPadの画面に付加される
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令和3年12月22日（水） 令和３年度 豊岡河川国道事務所 BIM/CIMに関する勉強会

点検・維持管理時において、コンクリートはつりにより鉄筋を確認
⇒ 埋め戻し後の再確認は困難

iPhoneなどのLiDAR機能により簡易計測し、情報・記録として残す
ことで、いつでも再確認が可能。

交通規制を伴い高所作業車を要する橋梁の支承部（損傷状況記録）
など、再確認が困難な箇所での活用が期待できる。

LiDAR機能を活用した点検記録の保存

15
提供：（株）ニュージェック

令和3年12月22日（水） 令和３年度 豊岡河川国道事務所 BIM/CIMに関する勉強会

建設コンサルタンツ協会の取り組み

16
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令和3年12月22日（水） 令和３年度 豊岡河川国道事務所 BIM/CIMに関する勉強会

ＩＣＴ研究委員会 設置の背景

 近年、土木分野でのICT利活用の動きが活発化

 国交省インフラDX、i-Con、BIM/CIM、AI、ビッグデータ、5G 等

 建コン近畿支部でもICT利活用への対応が必要

 ICT研究委員会 第1期 （2018（H30）年4月～2020（R2）年3月）

 ICT研究委員会 第2期 （2020（R2）年4月～2023（R5）年3月）

 社会インフラ整備に対する社会的要請への対応

 建コンの働き方改革

 新3K（休暇、給与、希望）の実現

 業界全体の魅力向上、優秀な人材の獲得等

17

令和3年12月22日（水） 令和３年度 豊岡河川国道事務所 BIM/CIMに関する勉強会

ＩＣＴ研究委員会 活動方針

 ＣＩＭ分科会とＡＩ分科会の設置

 CIMやi-Construction、AI、IoT、ビッグデータ等、ＩＣＴの活用
方法、効果、実現に向けた課題と解決策等について研究。

 建コン本部、近畿地方整備局との連携

 建コン本部ICT委員会（親委員会）、ICT委員会ICT普及専門
委員会への参加。

 近畿地方整備局企画部との意見交換を実施し、活動に反映。

 情報共有システムの利用

 会議資料や議事録等の共有・一元管理、近畿支部会議室予約、
会議スケジュール管理等。

 研究成果の発信

 報告書の近畿支部ＨＰでの公開、シンポジウムの開催等。

18
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令和3年12月22日（水） 令和３年度 豊岡河川国道事務所 BIM/CIMに関する勉強会

ＣＩＭ分科会：第１期活動概要（平成30年度～令和元年度）

 実践的なＣＩＭフローの提案

 道路設計における詳細度定義（案）を提案

 ＣＩＭモデルの照査方法の提案

 発注者、施工業者、ソフトウェア会社等との意見交換

 ＩＣＴ機器の試行（360度カメラ、ＶＲゴーグルなど）

 ３次元ＣＡＤ講習会開催

 ＩＣＴ最新技術の調査

 建コン協本部 ＩＣＴ委員会との連携・情報共有

 AI分科会との連携

19

令和3年12月22日（水） 令和３年度 豊岡河川国道事務所 BIM/CIMに関する勉強会

第１期報告書の支部ＨＰ公開（平成30年度～令和元年度）

 建設コンサルタンツ協会 近畿支部ホームページに公開

 http://www.kk.jcca.or.jp/

20

ここをクリック！
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令和3年12月22日（水） 令和３年度 豊岡河川国道事務所 BIM/CIMに関する勉強会

 道路WG/橋梁WG/河川WG：分野別に具体的な活動
 委員は、いずれかのWGに所属

 技術調査WG：意見交換、講習会、情報発信等の企画運営
ICT機器や最新技術、AI連携等の試行・調査・企画

 道路WG/橋梁WG/河川WGとは別に、希望者が兼務

21

ＣＩＭ分科会：第２期の体制（令和2年度～令和4年度）

所 属氏 名役 割

協和設計（株）大森 映宏幹事

国際航業（株）逢坂 直樹副幹事 兼 道路WG長

（株）ニュージェック赤坂 好敬副幹事 兼 橋梁WG長

（株）修成建設コンサルタント漆谷 悟副幹事 兼 河川WG長

中央復建コンサルタンツ（株）森 博昭委員長 兼 技術調査WG長

CIM分科会 全体会議 （34名）

道路WG （14名） 橋梁WG （14名） 河川WG （6名）

技術調査WG （6名）

令和3年12月22日（水） 令和３年度 豊岡河川国道事務所 BIM/CIMに関する勉強会

これまでの主な活動実績（令和2年度～これまで）

22

回数内容名称

7回各分科会、各ＷＧの活動状況の確認幹事会

4回活動方針の議論、ＷＧ活動内容の共有等ＣＩＭ分科会 全体会議

6回道路分野の研究道路ＷＧ

7回橋梁分野の研究橋梁ＷＧ

7回河川分野の研究河川ＷＧ

7回意見交換、講習会、情報発信等の企画運営技術調査ＷＧ

1回BIM/CIMに関する意見交換（R2.6.3ＷＥＢ）兵庫県との意見交換

1回BIM/CIMに関する意見交換（R2.7.15）近畿地方整備局企画部、和歌山県との意見交換

1回BIM/CIMに関する意見交換（R2.7.22）近畿地方整備局企画部、ＪＡＣＩＣとの意見交換

2回R2.9.17 開催（R2.10.30掲載）、R3.9.1 開催（R3.10.29掲載）日刊建設通信新聞社主催の座談会

－R2.9.30 応募国交省 i-Construction推進コンソーシアム
i-Construction大賞への応募

2回パネル展示、動画放映（R2.10.21～22、R3.10.27～28）建設技術展への出展

2回建コン協の取り組みや活用事例を紹介（R2.12.22、R3.12.22）豊岡河川国道事務所 BIM/CIMに関する勉強会

1回BIM/CIMに関する意見交換（R3.6.11）NEXCO西日本との意見交換

1回R3.7.20 開催（R3.8.14掲載）日刊建設工業新聞社主催の鼎談（ていだん）

1回基準等の対応状況など意見交換（R3.9.3）ソフトウェア会社との意見交換

1回ICT研の活動報告（中間）(R3.10.5)第54回（令和3年度）研究発表会

1回BIM/CIMに関する意見交換（R3.11.17）近畿地方整備局企画部との意見交換

1回視察、BIM/CIMに関する意見交換（R3.12.15）近畿インフラDX推進センター視察、意見交換
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令和3年12月22日（水） 令和３年度 豊岡河川国道事務所 BIM/CIMに関する勉強会

対外的な情報発信

23

建設技術展での展示（R2.10.21～22） 第54回研究発表会での報告（R3.10.5） 建設技術展での展示（R3.10.27～28）

建設通信新聞の座談会（R2.10.30掲載） 建設工業新聞の鼎談（R3.8.4掲載） 建設通信新聞の座談会（R3.10.29掲載）

豊岡河川国道事務所
BIM/CIMに関する勉強会

（R2.12.22）

令和3年12月22日（水） 令和３年度 豊岡河川国道事務所 BIM/CIMに関する勉強会

ＣＩＭ分科会：第２期研究テーマ（令和2年度～令和4年度）

 BIM/CIM対応・リクワイヤメント対応ソフトウェア調査

 関連基準類の読み合わせ、利点/課題/対応策検討

 詳細度ごとのモデル検討（道路WG）

 実践的なCIMフローの検証（橋梁WG）

 維持管理への活用検討（河川WG）

 ＩＣＴ機器の試行（LiDAR機能の試行・検証など）

 ＩＣＴ最新技術の調査

 建コン協本部 ICT委員会との連携・情報共有

24
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令和3年12月22日（水） 令和３年度 豊岡河川国道事務所 BIM/CIMに関する勉強会

BIM/CIM対応・リクワイヤメント対応ソフトウェア調査

 BIM/CIM業務 ： 作成・更新、活用、照査、納品
 基準・要領等の改定・策定に向けた課題抽出

 ソフトウェアの技術開発事項等を提案

 ソフトウェアを調査・整理
 調査対象：OCF認定ソフトウェア（10社）

 調査方法：コロナ禍を考慮し、机上調査が中心

 調査項目：

・対応する主な作業項目（測量・地質調査、計画・設計など）

・作成可能なモデル

・対応ファイル形式

・リクワイヤメント対応状況 など

25

実現可能なソフトウェアは？

令和3年12月22日（水） 令和３年度 豊岡河川国道事務所 BIM/CIMに関する勉強会

 様式を定め、ソフトウェア毎に調査・整理

26

BIM/CIM対応・リクワイヤメント対応ソフトウェア調査
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令和3年12月22日（水） 令和３年度 豊岡河川国道事務所 BIM/CIMに関する勉強会 27

BIM/CIM対応・リクワイヤメント対応ソフトウェア調査

令和3年12月22日（水） 令和３年度 豊岡河川国道事務所 BIM/CIMに関する勉強会

ソフトウェア会社との意見交換

28

要求事項に沿った対応が可能であるか？
（問題やソフト改良の方向性など）

■令和3年3月：BIM/CIM関連基準やリクワイヤメントの改定
 ICTの全面的な活用の推進に関する実施方針

 BIM/CIM活用ガイドライン（案）

 3次元モデル成果物作成要領（案）

 BIM/CIMモデル等電子納品要領（案）及び同解説 など

■ソフトウェアの対応状況や操作方法について、ソフトウェア
メーカーと意見交換を実施

 日時：9/3(金)10:00～12:00

 ソフトウェア会社：2社

 委員出席者：約20名

※緊急事態宣言中のため、WEB開催
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令和3年12月22日（水） 令和３年度 豊岡河川国道事務所 BIM/CIMに関する勉強会 29

【主な内容】

 属性情報4階層の付与方法

 3次元モデルからの
2D図面切り出し方法

 3DAモデルの対応状況

 モデルの照査方法や
ソフトでのチェック機能 等

【今後の方針】

・ソフトウェアによって、対応状況やできる内容は異なる。

・照査機能拡充や属性情報付与方法など、ソフトウェアへの期待大

⇒ 今後も引き続き、意見交換等を通じて情報交換・共有

ソフトウェア会社との意見交換

令和3年12月22日（水） 令和３年度 豊岡河川国道事務所 BIM/CIMに関する勉強会

■各WGにて、分野毎に基準類の読み合わせを行い、
項目別に、概要・利点・問題・課題等を表形式で集約整理

⇒ 次年度、課題への対応策を検討予定 （→ 近畿地整他と意見交換）

関連基準類の読み合わせ、利点/課題/対応策検討

■令和3年3月：BIM/CIM関連基準やリクワイヤメントの改定
 ICTの全面的な活用の推進に関する実施方針

 BIM/CIM活用ガイドライン（案）

 3次元モデル成果物作成要領（案）

 BIM/CIMモデル等電子納品要領（案）及び同解説 など

30

新たな基準類に対する理解が不十分
→ 委員が理解度を深める必要がある。

【BIM/CIM 活用ガイドライン（案）第 1 編 共通編】 

「はじめに～第 1 章」 

 

項 目 概 要 良いと思ったこと ？？と思ったこと 

はじめに 

P.1～2 

ガイドラインの位置づけ ・すべてに準拠することを求めるものではなく、柔軟に 

適用できると明記されている。 

・3 次元モデル成果物作成要領（案）についても各段階

での目安と位置づけされている。 
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令和3年12月22日（水） 令和３年度 豊岡河川国道事務所 BIM/CIMに関する勉強会

■「iPhone12 PRO」や「iPad PRO」に

搭載されている「LiDARスキャナ」を

利用した簡易計測手法について

その機能や精度を検証、各分野

での活用可能性について検証

３次元簡易計測（iPhon LiDAR）の試行

31

■i-ConstructionやBIM/CIMへ対応するためには、
3次元データの取得は必要不可欠

■レーザスキャナやドローンによる計測は、
専門知識を要し、気軽に利用できない

レーザースキャナやドローンを使用せず、
現場調査等で簡易な計測手法はないか︖

令和3年12月22日（水） 令和３年度 豊岡河川国道事務所 BIM/CIMに関する勉強会

３次元簡易計測（iPhon LiDAR）の試行

32

 各ＷＧで計測精度の検証作業中
 検証のケース：対象物からの距離、天候、ソフトウェア等の違い など

⇒ 「スマートフォンのLiDAR機能を活用した簡易計測の手引き」として整理

⇒ 業務等での活用の可能性について近畿地方整備局と意見交換予定

現場写真

アプリA アプリB

■路面損傷箇所

LiDAR計測精度の検証結果整理イメージ（単位：mm）

アプリA アプリB
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令和3年12月22日（水） 令和３年度 豊岡河川国道事務所 BIM/CIMに関する勉強会

UAV測量の基礎知識を習得し、UAV操作と3次元地形作成を体験しよう！

 開催日時：令和3年9月14日（火）

※ 雨天時：令和3年9月17日（金）

 参加人数：約20名

 会場：

貝塚市ドローン・クリケットフィールド

※UAV測量の更なる発展のために創設

ＵＡＶ測量による３次元地形モデル作成講習会

■BIM/CIM：2023年度（令和5年度）には国交省の全直轄事業で適用

■建設コンサルタントが確実に対応するためには、人材育成が重要

■BIM/CIMモデルの基礎となる

「UAV測量による3次元地形モデル作成」の講習会を計画

33

令和3年12月22日（水） 令和３年度 豊岡河川国道事務所 BIM/CIMに関する勉強会 34

ＵＡＶの基礎知識と3次元測量イメージ

ＵＡＶ操作および撮影実習イメージ

Sfm解析講習イメージ

【注意】 緊急事態宣言下のため、本講習会は中止いたしました。
来年度改めて再企画予定ですので、奮ってご参加ください。

ＵＡＶ測量による３次元地形モデル作成講習会
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令和3年12月22日（水） 令和３年度 豊岡河川国道事務所 BIM/CIMに関する勉強会 35

ご清聴ありがとうございました。
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13.3 豊岡河川国道事務所 BIM/CIM 勉強会（2022 年 12 月 21 日）公演資料 
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（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 12022年12月21日（水） 令和4年度 豊岡河川国道事務所BIM/CIMに関する勉強会

（一社）建設コンサルタンツ協会 近畿支部 ICT研究委員会

ＣＩＭ分科会 幹事 大森 映宏

（所属会社：協和設計（株））

令和４年度 豊岡河川国道事務所BIM/CIMに関する勉強会

設計における活用事例・課題・効果
建設コンサルタンツ協会の取り組み

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 22022年12月21日（水） 令和4年度 豊岡河川国道事務所BIM/CIMに関する勉強会

AGENDA

 設計における活用事例・課題・効果

 今後の展望 ～BIM/CIMからインフラ分野のDXへ～

 建設コンサルタンツ協会 近畿支部 BIM/CIMへの取り組み
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（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 32022年12月21日（水） 令和4年度 豊岡河川国道事務所BIM/CIMに関する勉強会

設計における活用事例・課題・効果

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 42022年12月21日（水） 令和4年度 豊岡河川国道事務所BIM/CIMに関する勉強会

橋梁事業でのBIM/CIM活用事例
 発注者： 豊岡河川国道事務所

 工事名： 日高豊岡南道路豊岡南インターＯＦＦランプ橋工事

 受注者： オリエンタル白石株式会社 （BIM/CIM担当：中央復建コンサルタンツ株式会社）

・ 現実的な安全離隔の確保
・ 現実的な足場計画
・ 作業員の施工リスクの認識向上
・ 意思伝達の確実性向上

【提供】中央復建コンサルタンツ（株）

・ モデル詳細度の設定/効率的な作成
・ 更なる施工/維持管理での活用方法
・ 適切な属性情報の付与

■効果

■課題
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（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 52022年12月21日（水） 令和4年度 豊岡河川国道事務所BIM/CIMに関する勉強会

造成地計画におけるBIM/CIM活用事例
＜2次元設計の場合＞

プロット

平面図完成

地形モデル作成

造成モデル作成

CP設定

自動
算出

複数断面の
面積算出

（手間大）

横断図作成

土量算出

協議資料作成 協議資料作成

地元協議・市との
林道協議

面積
距離入力

（手間大）

平均断面法

CP設定

法肩・法尻位置計算

繰り返し
（手間大）

（手間小）

土量算出

合意形成合意形成

OK

地元協議・市との
林道協議

現地測量図受領

（
手
間
小
）

繰
り
返
し

3次元モデル活用時2次元設計

【提供】協和設計（株）

＜２次元設計の場合＞
・協議1回当りに平・縦・横断図等の

資料作成が必要。
・必要な資料作成まで 1週間程度。

（再検討の度、同様の時間を要する）

・ ３次元モデルそのものが
協議資料となる

・ 繰り返し作業や土量算出
など、大幅な時間短縮可

■効果

・ 地形モデルの作成手間大
・ 合意形成後、設計成果となる

2次元図面や数量計算書は
改めて作成が必要

■課題

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 62022年12月21日（水） 令和4年度 豊岡河川国道事務所BIM/CIMに関する勉強会

BIM/CIMポータルサイト

 BIM/CIM等の基準・事例・研修コンテンツ
 国土技術政策総合研究所ホームページ内

http://www.nilim.go.jp/lab/qbg/bimcim/bimcimindex.html
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（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 72022年12月21日（水） 令和4年度 豊岡河川国道事務所BIM/CIMに関する勉強会

BIM/CIMポータルサイト

実施内容、効果、課題が整理されています。

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 82022年12月21日（水） 令和4年度 豊岡河川国道事務所BIM/CIMに関する勉強会

 測量段階（前工程）
 大容量の点群データは扱いづらく、設計の３次元汎用CADソフトウェアではインポートが困難

⇒ エリア分けなどにより、１ファイルあたりの容量制限を定める など

 点群データは、設計時に必要な既設構造物のエッジ等の判別が困難
⇒ 既設構造物エッジを含むサーフェスデータの納品 など

 設計段階
 人材育成（オペレーター、マネージャー）、ソフト・ハード整備

⇒ 人材育成プログラム、費用面での補助制度 など

 従来業務工期内でのBIM/CIM対応（比較検討で活用した場合、最終案以外のモデル作成時間が必要など）
⇒ 適正な工期設定 など

 後工程での活用方法（積算や施工・維持管理段階での活用方法など）が不明確
⇒ 全てLOD300＋LOI300ではなく、活用目的に応じたモデル詳細度や属性情報の検討 など
⇒ 真に必要なモデルや属性情報を後工程からフィードバックして設計段階の基準類へ反映 など

 地元協議や景観検討など、リアリティや審美性を求められる場合、データ容量増大により操作性が落ちる

 積算に用いる土量算出には、別途施工区分用のサーフェスを作成する必要あり（コスト・時間を要する）
⇒ ソフトウェアの機能向上 など

 施工・維持管理段階（後工程）
 BIM/CIMデータの引き継ぎ

⇒ データ連携の深化

設計者から見たBIM/CIM業務の課題と解決策
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（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 92022年12月21日（水） 令和4年度 豊岡河川国道事務所BIM/CIMに関する勉強会

施工・維持管理段階へのデータ受け渡しにおける課題と対応

 BIM/CIM成果品は、「３次元モデル成果物作成要領（案）」、「BIM/CIMモデル等
電子納品要領（案）」に基づき作成・納品する必要がある。

 適切なデータ形式で納品されていないと後工程において活用できない。

 『J-LandXML形式』 や 『IFC2×3形式』 のデータ作成・変換は、
３次元CADソフトウェアにより異なるため、作成・変換時に留意が必要

 一般社団法人OCFホームページ内
BIM/CIM成果品作成時の留意点 令和3年度版

https://ocf.or.jp/cim/bim-cim/

5つの留意点とこれらの留意点を満足するための各ソフト
ウェアにおける具体的な作成方法・手順が示されている

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 102022年12月21日（水） 令和4年度 豊岡河川国道事務所BIM/CIMに関する勉強会

ソフトウェアの３次元対応状況

 J-LandXML検定とは

一般社団法人OCFが実施しているもので、
「LandXML1.2に準じた３次元設計データ交換
標準（案）- 略称：J-LandXML- （国土交通省
国土技術政策総合研究所）」にて規定された
仕様に基づくデータ交換検定を行い、
合格したソフトには認証ロゴを付与します。

 一般社団法人OCFホームページ内
OCF検定認証ソフトウェア一覧 (J-LandXML検定)

https://ocf.or.jp/kentei/land_soft/

分野 会社名 ソフトウェア名称 Ver. 利用用途（事業段階）

 TREND-ONE 5  測量成果作成（測量）

 Mercury-ONE 5  測量成果作成（測量）

 道路・鉄道線形計画システム APS-MarkⅣ 12  道路設計（概略、予備設計）

 道路横断図システム APS-ODAN 3  道路設計（予備、詳細設計）

 オートデスク(株)  Autodesk Civil3D 『Autodesk CALS Tools』 2023  道路設計（概略、予備、詳細設計）

 建設系3D汎用CAD V-nasClair 『i-
ConCIM_Kit』

2021  道路設計（概略設計）

 KTS道路設計シリーズ 24  道路設計（概略、予備、詳細設計）

 STRAXcube 5  道路設計（概略、予備、詳細設計）

 LANDCube 2  道路設計（概略、予備、詳細設計）

 (株)ビーガル  DynaCAD CUBE 2  道路設計（詳細設計）

 (株)建設システム  SiTECH 3D 11  3次元設計データ作成（施工）

 TREND-CORE 『3D設計データ作成オプション』 8  3次元設計データ作成（施工）

 EX-TREND 武蔵 建設CAD
　　　『3次元設計データ作成オプション』

22  3次元設計データ作成（施工）

 (株)ニコン・トリンブル  Trimble Business Center 5  3次元設計データ作成（施工）

 (株)エムティシー  現況高さ編集ソフト APS-ZE 5
 2次元地形図の3次元化、
 各種地形データ変換（概略、予備、詳細設計）

 (株)演算工房  E-lxTool 1  線形データ作成・編集（詳細設計、施工）

 (株)ビーガル  BIGAL 3DViewer 3  ビューワ（全般）

 Bigvan LandXML Viewer 1  ビューワ（全般）

 Bigvan LandXML Editor 1  横断データ編集（全般）

 Bigvan LandXML Checker 1  LandXMLデータの整合性チェック（全般）

 (株)フォーラムエイト  UC-win/Road 16
 3D/4D/nDによる設計検討、環境、
 交通、運転等各種シミュレーション（全般）

 福井コンピュータ(株)  TREND-POINT 9  地形データ作成（全般）

2022/11/30現在

測量

設計

施工

その他

 福井コンピュータ(株)

 (株)エムティシー

 川田テクノシステム(株)

 (株)三英技研

 福井コンピュータ(株)

 (株)ビッグバン
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（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 112022年12月21日（水） 令和4年度 豊岡河川国道事務所BIM/CIMに関する勉強会

ソフトウェアの３次元対応状況
LandXMLに準じた3次元設計データ対応検定 設計分野 対応機能一覧

 KTS道路設計シリーズ

出力検定 入力検定 出力検定 入力検定 出力検定 入力検定 出力検定 入力検定 出力検定 入力検定 出力検定 入力検定 出力検定 入力検定 出力検定 入力検定

平面線形 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ブレーキ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

縦断線形 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

縦断地盤線 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

片勾配すりつけ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

道路面 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

路床面 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

路体面 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

舗装工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

幅員中心 ○ ○ ○ ○ ○ ○

横断現況線 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

道路面 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

路床面 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

路体面 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

現況地形 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2022/11/30現在

・図面作成「縦断図」には
　オプション製品[OP-PROF]
　が必要。

・図面作成「横断図」には
　オプション製品[OP-SECT]

　が必要。特記事項

・交換標準ファイル出力に
　あたってはAutodesk Civil 3D
　ライセンス保有者に無償提供

　されているAutodesk CALS
　Tools 2023を使用します。

・一部機能において
　「Basic_Suite」,「ROAD_Kit」
　が必要になります。

※道路モデルを新規作成する
　場合は「ROAD_Kit」が必要

　です。

・「i-ConCIM_Kit」,「Basic_Suite」

　「ROAD_Kit」は、V-nasClair
　のアドオン製品です。

・V-ROAD及びV-ROAD/Mと
　i-Conオプションが必要です。

・一部機能においてV-nasClair
　とi-ConCIM_Kit（バージョン
　2021）が必要になります。

会社名

利用用途（事業段階）

Ver.

ソフトウェア名称

機能種別

中心線形データ作成

横断データ作成

サーフェスデータ作成

 DynaCAD CUBE LANDCube

12

 道路・鉄道線形計画
 システム
 APS-MarkⅣ

 道路横断図システム
 APS-ODAN

 Autodesk Civil3D
 『Autodesk CALS Tools』

 建設系3D汎用CAD
 V-nasClair

 『i-ConCIM_Kit』
 STRAXcube

 道路設計
（概略、予備、詳細設計）

 道路設計
（予備、詳細設計）

225

 (株)ビーガル (株)三英技研 川田テクノシステム(株) (株)エムティシー  オートデスク(株)

24202120233

 道路設計
（概略、予備設計）

 道路設計
（詳細設計）

 道路設計
（概略、予備、詳細設計）

 道路設計
（概略、予備、詳細設計）

 道路設計
（概略、予備、詳細設計）

 道路設計
（概略設計）

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 122022年12月21日（水） 令和4年度 豊岡河川国道事務所BIM/CIMに関する勉強会

今後の展望
～BIM/CIMからインフラ分野のDXへ～
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（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 132022年12月21日（水） 令和4年度 豊岡河川国道事務所BIM/CIMに関する勉強会

インフラ分野のDX、i-Construction、ICT施工、BIM/CIMの関係

Society 5.0（DX：デジタルトランスフォーメーション）
サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）を高度に融合させたシステムにより、経済発展と社会的課題の解決を
両立する、人間中心の社会（Society）（ 出典：内閣府HP https://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/ ）

i-Construction（インフラ分野のDX）
ICTの全面的な活用等によって、建設生産システム全体の生産性向上を図り、もって魅力ある建設現場を目指す取り組み

調査 計画・設計

施工維持管理
ICT施工

i-Constructionにおける
施工段階の取り組み

（ICT土工など）

調査、計画・設計段階から施工、維持管理まで
３次元データを活用し、事業全体にわたり

建設生産・管理システムの効率化・高度化を図る取り組み

BIM/CIM トップランナー施策

①ICTの全面的な活用
②全体最適の導入

（コンクリート工の規格の標準化等）
③施工時期の平準化
④受発注者間のコミュニケーションに

よる施工の円滑化【近畿地整独自】

3Dモデル
（属性情報）

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 142022年12月21日（水） 令和4年度 豊岡河川国道事務所BIM/CIMに関する勉強会

BIM/CIMからインフラ分野のDXへ

 BIM/CIM
 ３次元データを建設生産システム全体で流通させて生産性を向上

 インフラ分野のDX
 BIM/CIM自体もインフラ分野のDXの取り組み

 BIM/CIMをベースに、さらにAIやXRなどICTをフル活用して生産性を向上

 新３Kの実現
 給与、休暇、希望

 働き方改革、業界の魅力向上、優秀な学生の獲得、離職の防止、職員の
モチベーション向上など
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（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 152022年12月21日（水） 令和4年度 豊岡河川国道事務所BIM/CIMに関する勉強会

インフラ分野のDXとは

【出典】第5回国土交通省インフラ分野のDX推進本部、資料1-1「インフラ分野のDXアクションプラン(案)」 https://www.mlit.go.jp/tec/tec_tk_000093.html

中核：i-Constructionの取り組み
①ICT施工
②コンクリート工の規格の標準化
③施工時期の平準化
④BIM/CIM
⑤受発注者間のコミュニケーション

による施工の円滑化 [近畿地整]

・インフラの利用/サービスの向上
・関連する業界などの拡大

・建設現場の生産性向上
・業務/組織/プロセス/文化/風土

/働き方の変革

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 162022年12月21日（水） 令和4年度 豊岡河川国道事務所BIM/CIMに関する勉強会

インフラ分野のDXは、「ニーズ」と「シーズ」の掛け合わせ

 まずは目的（ニーズ）は何かを考える。

 目的を達成するための手段として、「BIM/CIM」や「xR」、「AI」などの
ICT要素技術（シーズ）がある。

目的（ニーズ） ICT要素技術（シーズ）

× ＝

BIM/CIM

測位、測量

xR（VR、MR、AR）

IoT、センサ

ビッグデータ、AI

ハード・ソフト

事務所内の困りごと

高効率、高品質

今はできないが、
今後実現したいこと

市場の困りごと

安全確保

改善（インフラDX）

道具の置き換え
・ICTを活用してちょっと

便利に！
・まずはこれから！

フローの改革
・仕事の手順を見直そう
・難易度高！

2-235

https://www.mlit.go.jp/tec/tec_tk_000093.html


（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 172022年12月21日（水） 令和4年度 豊岡河川国道事務所BIM/CIMに関する勉強会

xR（VR、MR、AR）とは

 VR
• VirtualRealityの略称で「仮想現実」とも呼ばれる。

• 映像や音声を使い、実際にはその場に存在しない物体や空間を現実に存在するものだと感じさせる技術。

• その世界に入り込んだ感覚「没入感」を表現する。

 MR
• MixedRealityの略称で「複合現実」とも呼ばれる。

• 現実空間と仮想空間をより厳密に融合する技術。

• 3D画像を自分の手で触って操作できる点がARと異なる。

例）電子カルテと患者の心臓を3D表示し、自由な方向や大きさで確認する手術トレーニングシステム など

 AR
• AugmentedRealityの略称で「拡張現実」とも呼ばれる。

• 現実世界にCGなどを使い仮想情報を重ねて表示する技術。

例）ポケモンGo、スカウター

例）実際の部屋が写ったディスプレイに家具を表示するARカタログ（IKEA） など

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 182022年12月21日（水） 令和4年度 豊岡河川国道事務所BIM/CIMに関する勉強会

MRを活用した遠隔臨場で移動時間を削減

目的（ニーズ） ICT要素技術（シーズ）

× ＝
BIM/CIM図面では完成形を

イメージしづらい。

改善（インフラDX）

事務所に居ながら現地
状況や計画構造を確認。
（移動時間の排除）

現地確認のための
移動時間がもったいない。

一般市民が完成形を
イメージしやすい。
（合意形成の円滑化）

xR（VR、MR、AR）

設計担当者が現地にてMRを実施し、そのMR画像を国交省の担当者が事務所内でリモート視聴。

モバイル通信

【提供】中央復建コンサルタンツ（株）
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（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 192022年12月21日（水） 令和4年度 豊岡河川国道事務所BIM/CIMに関する勉強会

UAV画像やLiDAR搭載iPadの高度利用化

フォトグラメトリ―フォトグラメトリ― 水部ポリゴン
3Dモデル（BIM/CIM）

水部ポリゴン
3Dモデル（BIM/CIM）

CGCG

フォトグラメトリ―
水部ポリゴン

3Dモデル
オブジェクトCG

街灯

車

人

樹木
看板

流体CG 流体CG

ゴーグルとPCを接続 VRデータはPCに格納

ベースステーション

VRのセットアップ

3DCGから洪水時VRを作成

浸水状況をVRで体験

【提供】（株）東京建設コンサルタント

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 202022年12月21日（水） 令和4年度 豊岡河川国道事務所BIM/CIMに関する勉強会

UAV画像やLiDAR搭載iPadの高度利用化

【提供】（株）東京建設コンサルタント

iPad画面

Lidarで計測した3次元空間

空間の形に合わせて水部の表現が可能
空間の形に合わせて水部の表現が可能

浸水ARで屋内での浸水状況を仮想的に把握可能

iPad proの画面 iPad proの画面

Lidarが物体に反

射し、跳ね返って
くるまでの時間を
測定。

照射最大距離5m

従来の浸水ARの画像

２次元情報しかないため、
水部の表現も当然２次元的となる。

Lidarで計測した3次元情報がiPadの画面に付加される
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（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 212022年12月21日（水） 令和4年度 豊岡河川国道事務所BIM/CIMに関する勉強会

LiDAR搭載iPhoneを活用した点検記録の保存

【提供】（株）ニュージェック

■ 点検・維持管理時において、「コンクリートはつり」により鉄筋を確認
⇒ 埋め戻し後の再確認は困難

■ iPhoneなどのLiDAR機能により簡易計測
⇒ 情報・記録として残すことで、いつでも再確認が可能

⇒ 交通規制を伴い高所作業車を要する橋梁の支承部（損傷状況記録）など、
再確認が困難な箇所での活用が期待できる。

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 222022年12月21日（水） 令和4年度 豊岡河川国道事務所BIM/CIMに関する勉強会

建設コンサルタンツ協会 近畿支部
BIM/CIMへの取り組み
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（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 232022年12月21日（水） 令和4年度 豊岡河川国道事務所BIM/CIMに関する勉強会

ICT研究委員会 設置の背景

 近年、土木分野でのICT利活用の動きが活発化
 国交省インフラDX、i-Con、BIM/CIM、AI、ビッグデータ、5G 等

 社会インフラ整備に対する社会的要請への対応
 建コンの働き方改革

 新３K（休暇、給与、希望）の実現

 業界全体の魅力向上、優秀な人材の獲得等

 建コン近畿支部にICT研究委員会を設置
 ICT研究委員会 第１期（2018（H30）年4月～2020（R2）年3月）

 ICT研究委員会 第２期（2020（R2）年4月～2023（R5）年3月）

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 242022年12月21日（水） 令和4年度 豊岡河川国道事務所BIM/CIMに関する勉強会

ICT研究委員会 活動方針

 ＣＩＭ分科会とＡＩ分科会の設置

 BIM/CIMやi-Construction、AI、IoT、ビッグデータ等、ＩＣＴの活用方法、効果、
実現に向けた課題と解決策等について研究。

 建コン本部、近畿地方整備局との連携

 建コン本部ICT委員会（親委員会）、ICT委員会ICT普及専門委員会への参加。

 近畿地方整備局企画部との意見交換を実施し、活動に反映。

 情報共有システムの利用

 会議資料や議事録等の共有・一元管理、近畿支部会議室予約、会議スケ
ジュール管理等。

 研究成果の発信

 報告書の近畿支部ＨＰでの公開、シンポジウムの開催等。
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（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 252022年12月21日（水） 令和4年度 豊岡河川国道事務所BIM/CIMに関する勉強会

ICT研究委員会 第２期体制 （2020（R2）年4月～2023（R5）年3月）

■ 幹事会 （委員長、副委員長、各分科会幹事、副幹事、アドバイザ、計12名）

所 属氏 名役 割

（株）オリエンタルコンサルタンツ高根 努幹事

（株）日建技術コンサルタント西本 雄亮副幹事 兼 調査WG長

（株）ニュージェック一柳 知之副幹事 兼 事例WG長

（株）建設技術研究所小林 猛嗣副幹事 兼 開発WG長

所 属氏 名役 割

協和設計（株）大森 映宏幹事

国際航業（株）逢坂 直樹副幹事 兼 道路WG長

（株）ニュージェック赤坂 好敬副幹事 兼 橋梁WG長

（株）修成建設コンサルタント漆谷 悟副幹事 兼 河川WG長

中央復建コンサルタンツ（株）森 博昭技術調査WG長

所 属氏 名役 割

中央復建コンサルタンツ（株）森 博昭委員長

（株）オリエンタルコンサルタンツ高根 努副委員長

■ CIM分科会 （31名）

■ AI分科会 （19名）

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 262022年12月21日（水） 令和4年度 豊岡河川国道事務所BIM/CIMに関する勉強会

CIM分科会 第２期体制 （2020（R2）年4月～2023（R5）年3月）

 道路WG/橋梁WG/河川WG：分野別に具体的な活動

 委員は、いずれかのWGに所属

 技術調査WG：意見交換、講習会、情報発信等の企画運営
ICT機器や最新技術、AI連携等の試行・調査・企画

 道路WG/橋梁WG/河川WGとは別に、希望者が兼務

CIM分科会 全体会議 （31名）

道路WG （12名） 橋梁WG （13名） 河川WG （6名）

技術調査WG （6名）
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（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 272022年12月21日（水） 令和4年度 豊岡河川国道事務所BIM/CIMに関する勉強会

建設コンサルタンツ協会 本部の対応組織と連携

CIM技術専門委員会

ICT委員会

常任委員会

情報委員会

対外活動部会

総務部会

企画部会

技術部会

総括技術委員会

情報部会

資格・CPD部会

ICT普及専門委員会
GIS講習会（協力︓GISベンダー）

ICTセミナー（協力︓OCF）

CIMハンズオン講習会

【支部】
北海道・東北・関東・北陸

中部・近畿・中国・四国・九州

支部傘下の
ICTおよび情報
関連委員会

【本部】

共催

委員連携
（兼務）

生産性向上WG

連携

未来塾対応SWG

【近畿支部】
技術部会

ICT研究委員会
CIM分科会

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 282022年12月21日（水） 令和4年度 豊岡河川国道事務所BIM/CIMに関する勉強会

第２期：これまでの主な活動実績 (2020（R2）年4月～2022(R4)年12月21日)
回数内 容名 称

11回各分科会、各ＷＧの活動状況の確認幹事会

5回活動方針の議論、ＷＧ活動内容の共有等ＣＩＭ分科会 全体会議

9回道路分野の研究道路ＷＧ

9回橋梁分野の研究橋梁ＷＧ

11回河川分野の研究河川ＷＧ

11回意見交換、講習会、情報発信等の企画運営技術調査ＷＧ

4回BIM/CIMに関する意見交換（R3.11.17）、BIM/CIMデータ受け渡し検討（R4.1.13/R4.2.17/R4.3.4）近畿地方整備局企画部との意見交換

1回視察、BIM/CIMに関する意見交換（R3.12.15）近畿インフラDX推進センター視察、意見交換

1回BIM/CIMに関する意見交換（R2.7.22）ＪＡＣＩＣ、近畿地方整備局企画部との意見交換

1回BIM/CIMに関する意見交換（R3.6.11）NEXCO西日本との意見交換

1回BIM/CIMに関する意見交換（R2.6.3ＷＥＢ）兵庫県 技術管理課との意見交換

1回BIM/CIMに関する意見交換（R2.7.15）和歌山県 技術調査課、近畿地方整備局企画部との意見交換

1回基準等の対応状況など意見交換（R3.9.3）ソフトウェア会社との意見交換

3回R2.9.17（R2.10.30掲載）/R3.9.1（R3.10.29掲載）/R4.8.30（R4.11.14掲載）日刊建設通信新聞社主催の座談会

1回R3.7.20（R3.8.14掲載）日刊建設工業新聞社主催の鼎談（ていだん）

3回パネル展示、動画放映（R2.10.21～22/R3.10.27～28/R4.11.9～10）建設技術展への出展

－R2.9.30 応募国交省 i-Construction推進コンソーシアム i-Construction大賞への応募

3回建コン協の取り組みや活用事例を紹介（R2.12.22/R3.12.22/R4.12.21<本日>）豊岡河川国道事務所 BIM/CIMに関する勉強会

1回設計者からみたBIM/CIM活用の現状と展望（R4.6.2）近畿インフラDX推進センターにおけるBIM/CIM研修での講師

1回DXに向けた建コン近畿支部の挑戦（R4.6.29）インフラDXシンポジウムでのリレートーク

1回BIM/CIMの動向、UAV測量の基礎知識、UAV操作・撮影実習など（R4.8.29）UAV測量による３次元地形モデル作成講習会

2回ICT研究委員会の活動報告(R3.10.5/R4.10.14)研究発表会での中間報告
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（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 292022年12月21日（水） 令和4年度 豊岡河川国道事務所BIM/CIMに関する勉強会

研究成果の発信（2022(R4)年度）

建コン近畿支部 第55回研究発表会（2022(R4).10.14）での発表 建設技術展2022近畿（2022(R4).11.9～10）での展示

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 302022年12月21日（水） 令和4年度 豊岡河川国道事務所BIM/CIMに関する勉強会

対外的な情報発信（2022(R4)年度）

日刊建設工業新聞 インフラDXシンポジウム（2022(R4).9.2掲載） 建設通信新聞 座談会（2022(R4).11.14掲載）
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（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 312022年12月21日（水） 令和4年度 豊岡河川国道事務所BIM/CIMに関する勉強会

CIM分科会 第２期研究テーマ (2020（R2）年4月～2023（R5）年3月)

 BIM/CIM対応・リクワイヤメント対応ソフトウェア調査

 BIM/CIM基準類の読み合わせ、良い点・疑問点の整理

 詳細度ごとのモデル検討（道路WG）

 実践的なCIMフローの検証（橋梁WG）

 維持管理への活用検討（河川WG）

 ICT機器の試行（スマホLiDARの試行・検証など）

 UAV・SfM勉強会の開催

 近畿地方整備局企画部との意見交換（J-LandXML対応など）

 建コン協本部 ICT委員会との連携・情報共有 など

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 322022年12月21日（水） 令和4年度 豊岡河川国道事務所BIM/CIMに関する勉強会

BIM/CIM対応・リクワイヤメント対応ソフトウェア調査 (2020(R2)年度)

 BIM/CIM業務 ： 作成・更新、活用、照査、納品
 基準・要領等の改定・策定に向けた課題抽出

 ソフトウェアの技術開発事項等を提案

実現可能なソフトウェアは？

 ソフトウェアを調査・整理
 調査対象 ： 一般社団法人OCF 活動参加ソフトウェア（10社）

 調査方法 ： コロナ禍のため、机上調査が中心

 調査項目 ：

・対応する主な作業項目（測量・地質調査、計画・設計など）

・作成可能なモデル

・対応ファイル形式

・リクワイヤメント対応状況 など
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（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 332022年12月21日（水） 令和4年度 豊岡河川国道事務所BIM/CIMに関する勉強会

BIM/CIM対応・リクワイヤメント対応ソフトウェア調査 (2020(R2)年度)

 様式を定め、ソフトウェア毎に調査・整理

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 342022年12月21日（水） 令和4年度 豊岡河川国道事務所BIM/CIMに関する勉強会

BIM/CIM対応・リクワイヤメント対応ソフトウェア調査 (2020(R2)年度)

2021(R3)年度：
一般社団法人OCFのHP

各ソフトウェアに対する
リクワイヤメント対応情報
が掲載 →R3年度は調査中止
https://ocf.or.jp/cim/cimrequirement/
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（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 352022年12月21日（水） 令和4年度 豊岡河川国道事務所BIM/CIMに関する勉強会

ソフトウェア会社との意見交換 (2021(R3)年度)

 2021(R3)年3月：BIM/CIM関連基準やリクワイヤメントの改定
 ICTの全面的な活用の推進に関する実施方針

 BIM/CIM活用ガイドライン（案）

 ３次元モデル成果物作成要領（案）

 BIM/CIMモデル等電子納品要領（案）及び同解説 など

 対応状況や操作方法について、ソフトウェアメーカーと意見交換
 日時：2021年9月3日(金)10:00～12:00

 ソフトウェア会社：２社

 委員出席者：約20名

※緊急事態宣言中のため、WEB開催

要求事項に沿った対応が可能であるか？
（問題やソフト改良の方向性など）

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 362022年12月21日（水） 令和4年度 豊岡河川国道事務所BIM/CIMに関する勉強会

【主な内容】

 属性情報４階層の付与方法

 ３次元モデルからの
２D図面切り出し方法

 ３DAモデルの対応状況

 モデルの照査方法や
ソフトでのチェック機能 等

【今後の方針】

 ソフトウェアによって、対応状況やできる内容は異なる。

 照査機能拡充や属性情報付与方法など、ソフトウェアへの期待大

⇒ 今後も引き続き、意見交換等を通じて情報交換・共有

ソフトウェア会社との意見交換 (2021(R3)年度)
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（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 372022年12月21日（水） 令和4年度 豊岡河川国道事務所BIM/CIMに関する勉強会

基準類の読み合わせ、良い点・疑問点の整理 (2021(R3)～2022(R4)年度)

 各WGにて、自分野で主に関連する基準類の読み合わせを行い、

項目別の概要・良い点・疑問点(更なる検討が必要な点)を整理

⇒ 近畿地方整備局と意見交換予定

新たな基準類に対する理解が不十分
→ 委員が理解度を深める必要がある。

 2021(R3)年3月：BIM/CIM関連基準やリクワイヤメントの改定
 ICTの全面的な活用の推進に関する実施方針

 BIM/CIM活用ガイドライン（案）

 ３次元モデル成果物作成要領（案）

 BIM/CIMモデル等電子納品要領（案）及び同解説 など

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 382022年12月21日（水） 令和4年度 豊岡河川国道事務所BIM/CIMに関する勉強会

 基準名 ： BIM/CIM活用ガイドライン（案）

 良い点

 地図情報レベル別の測量方法がわかりやすく表整理されており、参考になる。【共通編】

 これまでの実績と知見を基に、具体的な活用方法や事例が掲載されており、参考になる。

 標準的な設計フローや共通仕様書と、作成すべきBIM/CIMモデルの関係性がわかりやすく整理
されており、参考になる。

 疑問点(更なる検討が必要な点)

 基準類が毎年改定されるが、改定箇所が明示された新旧対照表を同時公開して頂きたい。

 詳細設計段階ではUAVを用いた測量の実施が目安とされているが、実情にあっているか精査が
必要である。【共通編】

 現地踏査段階から架空線や埋設物などのモデル化を行うと作業量が膨大となってしまう恐れが
あるため、活用目的に応じた受発注者協議が重要である。

 道路土工の基準しかないため、道路を構成する排水構造物や附属構造物等のBIM/CIMモデル
の取り扱いを検討する必要がある。【道路編-道路】

 干渉チェックのために付属物などのモデル詳細度を向上させることは、必ずしも効率的ではない
可能性がある（B/Cに劣る）。【道路編-橋梁】

基準類の読み合わせ、良い点・疑問点の整理 (2021(R3)～2022(R4)年度)

2-246



（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 392022年12月21日（水） 令和4年度 豊岡河川国道事務所BIM/CIMに関する勉強会

 基準名 ： ３次元モデル成果物作成要領（案）

 良い点

 ２次製品のモデル化は不要など、モデル別の作成レベルが記載されており、参考になる。

 疑問点(更なる検討が必要な点)

 後工程において真に必要な属性情報や詳細度（LOI）を精査する必要がある。

 ２D図面と３Dモデルの整合性修正は合理的に行えるようにとの記載があるが、合理的な
修正方法についてソフトウェアの改善を含めて検討が必要である。

基準類の読み合わせ、良い点・疑問点の整理 (2021(R3)～2022(R4)年度)

 基準名 ： 設計－施工間の情報連携を目的とした４次元モデル活用の手引き（案）

 良い点

 活用目的に即した適切なLODが紹介されており、参考になる。

 疑問点(更なる検討が必要な点)

 発注者が必要となる４DモデルやLODを指示することが基本方針となっているが、詳細度や粒度に
ばらつきが生じないように一定の目安を検討する必要がある。

 ４Dモデル操作には専用ソフトが必要であるため、ソフト間の互換性を確保する必要がある。

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 402022年12月21日（水） 令和4年度 豊岡河川国道事務所BIM/CIMに関する勉強会

３次元簡易計測（スマホLiDAR）の試行 （2022(R4)年度）

■ i-ConstructionやBIM/CIMへ対応 → ３次元地形データの取得は必要不可欠

■ レーザスキャナ・ドローンによる計測 → 専門知識を要し、気軽に利用できない

■ 「iPhone12 PRO」 や 「iPad PRO」に搭載されている
「LiDARスキャナ」を利用した簡易な計測手法（= ３次元
点群データ取得）について、その機能や精度を検証、
各分野での活用可能性を検討

※３次元点群データ：座標と色の情報から構成されており、
距離や角度、密度などが計測可能

レーザースキャナやドローンを使用しない、
簡易な計測手法はないか？

※Apple公式HPより転載

LiDARスキャナー

座標と色の情報を持つ
点データの集合

※イメージ画像
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（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 412022年12月21日（水） 令和4年度 豊岡河川国道事務所BIM/CIMに関する勉強会

 現場調査や維持管理での活用を想定して試行

 試行場所：近畿地方整備局 近畿技術事務所の屋外施設
※不具合事例を学習するための実物大構造物が設置

 計測方法：LiDAR機能を用いた簡易計測と巻き尺等での人手計測

 取得した 『３次元点群データ』 と 『人手計測』 を比較検証

⇒ 概ね両計測値の一致を確認。

※クラック幅など、詳細な精度は期待できないが、
現場調査：巻き尺での計測程度であれば、十分
効果を発揮（後日、確認も可能）。

３次元簡易計測（スマホLiDAR）の試行 （2022(R4)年度）

ブロック積擁壁 計測状況

As舗装クラック 計測状況

2cm程度の差

樋門函体の例

＜現場写真＞ ＜３次元点群データ＞

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 422022年12月21日（水） 令和4年度 豊岡河川国道事務所BIM/CIMに関する勉強会

 カルテとして整理

⇒ 「スマートフォンのLiDAR機能を活用した簡易計測のパンフレット」 として整理

⇒ 業務等での活用の可能性について、近畿地方整備局と意見交換予定

３次元簡易計測（スマホLiDAR）の試行 （2022(R4)年度）

■３次元点群データ■現場写真

■計測値（人手）

■撮影時の条件
・天候
・使用アプリ/設定
・撮影距離 など

■計測値（点群）

■考察（コメント）

■今後の展望
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（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 432022年12月21日（水） 令和4年度 豊岡河川国道事務所BIM/CIMに関する勉強会

ＵＡＶ測量による３次元地形モデル作成講習会 (2022(R4)年度）

UAV測量の基礎知識を習得し、UAV操作と３次元地形作成を体験しよう！

 開催日時 ： 令和4年8月29日（月）

 参加人数 ： 20名

 会場 ： 貝塚市ドローン・クリケットフィールド

※UAV測量の更なる発展のために創設

■ BIM/CIM：2023(R5)年度には国交省の全直轄事業で適用

■ 建設コンサルタントが確実に対応するためには、
設計に使用する３次元地形データを十分に理解する人材育成が重要

■ BIM/CIMモデルの基礎となる
「UAV測量による３次元地形モデル作成」の講習会を計画

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 442022年12月21日（水） 令和4年度 豊岡河川国道事務所BIM/CIMに関する勉強会

ＵＡＶ測量による３次元地形モデル作成講習会 (2022(R4)年度）

① BIM/CIMの最新動向について

⑤ ＵＡＶ測量の最新動向について

② ＵＡＶの基礎知識と３次元測量

③ ＵＡＶ操作および撮影実習

④ SfＭ解析講習
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（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 452022年12月21日（水） 令和4年度 豊岡河川国道事務所BIM/CIMに関する勉強会

ＵＡＶ測量による３次元地形モデル作成講習会 (2022(R4)年度）

 ＵＡＶ操作および撮影実習

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 462022年12月21日（水） 令和4年度 豊岡河川国道事務所BIM/CIMに関する勉強会

ご清聴ありがとうございました。
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13.4 CIM 分科会 全体会議 議事録一式 
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第 3 編 AI 分科会 

 

1. はじめに 

 

 現在、AI は第三次ブームと言われています。その始まりは 1993 年頃と言われています

が、2010 年以降にインターネットの普及やビッグデータの蓄積が加速し、機械学習やディ

ープラーニングを活用できる土壌が整ったことにより、急速に多様な業種に広がり、また身

近なものとなっていきました。 

2016 年には囲碁 AI の「AlphaGo」がプロの囲碁棋士に勝利したことが話題になりました

が、土木分野での活用についても注目が集まり、2017 年 9 月には（一社）近畿建設協会を

事務局とする「土木と AI 検討委員会」が設立されました。 

建設コンサルタンツ協会近畿支部においても、このような動きに対応すべく、2018 年度

に設置した「ICT 研究委員会」の下に「AI 分科会」を設置し、現在は第 2 期（2020～2022

年度）として、その活用方法、効果、課題と解決策等について研究するとともに、それら成

果を国や一般市民に発信してまいりました。 

2018～2019 年度の第 1 期では、建設コンサルタントにおける AI の活用事例は極めて乏し

い状況にあったため、土木に拘らず、先進的に利活用が進んでいた流通や医療等他業種の事

例を収集、整理し、並行して AI 基礎の講習会やプログラミング体験、あるいは学識経験者

や AI 開発企業、スタートアップ支援企業と意見交換等を行うことで活用方法と基礎知識に

対する理解を深めていきました。 

2020～2022 年度の第 2 期においては、第 1 期の活動を継続するとともに、分科会各社で

活用した AI 事例等を共有し、建設コンサルタントにおける AI 活用について、さらにイメ

ージを深めていきました。 

また、分科会メンバーへ Raspberry Pi（ラズベリー パイ）とカメラモジュールを配布し、

顔認識の AI をプログラミングすることで AI を構築する流れについても理解を深めていき

ました。 

図 1.1.1 は第 1 期からの活動を進める中で 建設コンサルタントがインフラ等で AI を活

用する際に果たすべき役割と発注者や AI 開発者と協議する段階を継続的に更新しているも

のですが、図に示すとおり建設コンサルタントが携わるインフラ事業において、良質な AI

を構築して行く上で建設コンサルタント技術者でしか果たせない役割は多いことがわかり

ます。 

次期以降も引き続き分科会メンバーの AI に対する知識、技術力をさらに高めつつ、多様

な外部機関との意見交換を積極的に進め分科会メンバーを通じて、建設コンサルタント各

社の AI 推進がさらに促進されるように取り組んでいきたいと考えています。 

 

 

AI 分科会 幹事 

高根 努 
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2. AI の現状 

 

AI は現在、第三次ブームにある。その要因は下記の３つと言われている。ビッグデータ

の入手が容易になり、そのデータを高速処理する計算機の精度向上に加え、「人（専門家）

により特徴を定義」する必要があった、「人工知能が学習したデータから特徴を抽出」する

ディープラーニングの登場が相まって、広く一般に普及したとされている。 

 

①ビッグデータの入手が容易に 

②計算機の性能が飛躍的に UP 

③ディープラーニング（深層学習）の登場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.1.1 人工知能の構成 
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「対象データ」「結果として何を得たいか」により分類、分析手法は異なる。 
 

 

図 2.1.2 対象データと結果による人工知能の分類 

出典 ㈱ﾘｻｰﾁｱﾝﾄﾞｿﾘｭｰｼｮﾝ,建コン AI 分科会勉強会資料 

 
 

一般的な人工知能構築は以下のような３つの段階を経て行われる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.1.3 人工知能構築における Phase 

出典 ㈱ﾘｻｰﾁｱﾝﾄﾞｿﾘｭｰｼｮﾝ,建コン AI 分科会勉強会資料 
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自動判読ができる AI の構築工程（前頁 Phase2 に相当）は下記の 3 工程に分けられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.1.4 人工知能構築における Phase（Phase2）の詳細 

出典 ㈱ﾘｻｰﾁｱﾝﾄﾞｿﾘｭｰｼｮﾝ,建コン AI 分科会勉強会資料 

 
ディープランニング開発においては大量のデータから教師データを作成する「アノテー

ション」という作業が大きなウェイトを占める。 
その需要を見越し 2013 年以降のアノテーション（学習データを作成、教師データを作

成 、人工知能精度向上支援と呼ばれる）を請け負うサービスが続々とリリースされている。 
「トレーナー」を担うデータサイエンティストが在籍する、いわゆる人工知能開発会社も

多く存在し、世界中でな開発競争を繰り広げている。 
人工知能エンジン開発者はごく一握りであり、エンジンはオープンソースとして公開さ

れている 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.1.5 人工知能人材の 需要数ピラミッド 

出典 ㈱ﾘｻｰﾁｱﾝﾄﾞｿﾘｭｰｼｮﾝ,建コン AI 分科会勉強会資料 
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3. AI 分科会の概要 

 

3.1 活動方針 

AI 分科会（第 2 期：2020 年度～2022 年度、3 年間）では、3WG（事例 WG、調査 WG、

開発 WG）を設置し、建設コンサルタントにおける AI の普及や課題、解決策等について検

討するとともに、それら成果を国や一般市民に発信することを目的として活動を行う。あ

わせて、①建設コンサルタントにおけるＡＩ活用状況・動向の共有、②AI 活用を底上げす

るための課題把握と課題解決、③AI を活用するための創造力の育成、④AI エンジニアと協

働するための基礎知識習得を通じて AI 活用を身近なものとして活用する取り組みをおこな

う。 

 

ＡＩの活用が身近なものとなることを目指し、以下をテーマに活動をおこなった。 

(1) 建設コンサルタントにおける AI 活用事例【事例 WG】 

  参加会社における AI 活用事例を収集し、タイトル、企業名、概要、イメージ図、備

考（出典等）の項目で整理をおこない、活用会社から紹介を踏まえ、意見交換をおこ

なう。 

(2) 建設コンサルタント業務における AI 活用業務の発注状況【事例 WG】 

近年、建設コンサルタント業務における AI を活用する項目を含む業務の発注状況の

収集し、活用実態と今後の傾向等について整理をおこなう。 

(3)学識経験者との意見交換【調査 WG】 

AI 基礎技術のスキルアップを目的とした講演会を開催する。また、AI に関する最

新研究、取り組みについて情報を得る。 

(4) 近畿地方整備局との意見交換【調査 WG】 

近畿地方整備局における AI に対する取り組み状況、ニーズ等を聞き取るとともに、

今後 AI の活用が広がる中での受発注者の課題について意見交換を行う。 

(5)AI プログラム体験【開発 WG】 

分科会員に配布した raspberry（ラズベリーパイ）とカメラモジュールを利用し、基

礎的な AI のプログラミングを体験し、AI 構築までの流れを理解する。 
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3.2 活動概要 

 

3.2.1 AI 分科会の活動概要 

AI 分科会（2020 年度～2022 年度、3 年間）の活動概要は表 3.2.1 のとおりである。 

 

表 3.2.1 CIM 分科会（2020 年度～2022 年度、3 年間）の活動概要 

年度 名 称 内 容 回数 

2020 
(R2) 

AI 分科会 全体会議 活動方針の議論、WG 活動内容の共有等
（7/9） 

1 回 

事例 WG 収集事例の対象、収集方法、ファーマッ
ト、調査事例の共有等（8/5）（9/14）（11/4） 

3 回 

調査 WG 活動方針の検討(産学官の交流計画) 2 回 
開発 WG 開発対象の選定 1 回 
日刊建設通信新聞社 インフラ DX 座談会の開催（9/17） 1 回 
建設技術展 2020 近畿 研究概要動画・パネル展示（10/21～22） 1 回 

2021 
(R3) 

AI 分科会 全体会議 活動方針の議論、WG 活動内容の共有等
（6/9） 

1 回 

事例 WG 収集事例の対象、収集方法、ファーマット、調
査事例の共有等（4/21）（6/28）（8/5）（9/16） 

3 回 

調査 WG 学識者のオブザーバー依頼と意見交換テー
マの検討 

1 回 

開発 WG Raspberry Pi 4 を利用したＡＩプログラムの概
要に対する理解の促進について（モジュール
の追加と講習会開催） 

1 回 

日刊建設通信新聞社 インフラ DX 座談会の開催（9/1） 1 回 
第 54 回研究発表会 研究成果の中間報告（10/5） 1 回 
建設技術展 2021 近畿 研究概要動画・パネル展示（10/27～28） 1 回 

2022 
(R4) 

AI 分科会 全体会議 活動方針の議論、WG 活動内容の共有等
（8/5） 
成果とりまとめに関する確認 

2 回 

事例 WG 収集事例の対象、収集方法、ファーマット、調
査事例の共有等（7/5）（9/14） 

2 回 

調査 WG 学識者講演および近畿地方整備局意見交換
の事前確認(詳細内容等) 

1 回 

開発 WG Raspberry Pi 4 を利用したＡＩプログラムの概
要に対する理解の促進について（モジュール
の追加と講習会開催） 

1 回 

立命館大学 野村泰稔教授講演会 AI 基礎技術の講演会、意見交換（8/5） 1 回 
近畿地方整備局企画部 近畿地整における AI の活用状況、促進の

ための課題についての意見交換 
1 回 

日刊建設通信新聞社 インフラ DX 座談会の開催（8/30） 1 回 
第 55 回研究発表会 研究成果の中間報告（10/14） 1 回 
建設技術展 2022 近畿 研究概要パネル展示（11/9～10） 1 回 
ICT 研究委員会 最終報告会 研究成果の報告会（6/9） 1 回 
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3.2.2 AI 分科会全体会議 

2020 年度～2022 年度に開催した CIM 分科会全体会議の概要は次のとおりである。参考と

して、AI 分科会全体会議の議事録一式を「本編 13 章」に添付する。 

(1) 2020 年度（令和 2 年度）第 1 回 

・日時 ：2020 年 7 月 9 日（木）15:00～17:00 

・場所 ：株式会社建設技術研究所 12F 会議室 A（WEB 会議を併用） 

・出席者：17 名 

・議題 ：■ICT 研究委員会について 

1) 自己紹介 

2) 第 1 期の活動概要 

3) 第 2 期の活動方針 

4) 名簿の確認 

■審議事項 

5) 第 2 期の体制 

6) WG メンバーの割り振り 

7) 第 1 期報告書の公開 

8) 第 2 期の研究期間 

9) 近畿地方整備局との意見交換 

10) 日刊建設通信新聞社主催の座談会 

■報告事項 

11) 近畿支部での会議開催 

12) 情報共有システム 

13) WEB 会議システム 

14) 建コン本部功績賞 

■その他 

15) その他、今後の予定等 

 

(2) 2022 年度（令和 3 年度）第 1 回 

・日時 ：2021 年 6 月 9 日（月）13:30～15:00 

・場所 ：WEB 会議 

・出席者：15 名 

・議題 ：■報告事項 

1) 委員の追加変更 

2) 令和 2 年度各 WG 活動の振り返り 

3) ICT 研究委員会の研究期間延長のお知らせについて（追記） 

4) 国土交通省 i-Con コンソーシアム i-Con 大賞への応募（R2.9.30(水)） 

5）ICT 研究委員会 第 1 期報告書の支部 HP 公開（R2.12.21(月)） 

6）情報共有システム（川田テクノシステム社 basepage）の継続更新 

7）令和 3 年度の予算状況 
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8）i-Construction における品質確保検討委員会（新都市社会技術融合創造

研究会）  

9）建コン本部 情報部会 ICT 委員会 ICT 普及専門委員会の ICT セミナ

ー2020 

10）ICT 研究委員会 幹事会（令和 2 年度 第 4 回 R3.3.5(金)）議事録

の確認 

11）地盤工学会 簡裁支部との意見交換 

12）第５回近畿ブロック i－Con 推進連絡調整会議（R3.5.20 木） 

13）近畿支部 技術部会（令和 3 年度第 1 回 R3.6.1(火)）の報告 

■審議事項 

1）今年度の活動方針 

2）学識アドバイザー 

3）分科会（総会）とＷＧの開催頻度 

4）Ｒ２年度成果とりまとめについて 

5）令和 3 年度 業務研究発表会（R3.10.5(火)）で の ICT 研の中間報告 

6）令和 3 年度 建設技術展（R3.10.27(水)～28(木)）への出展 

7）建コン本部 ICT セミナー2021 

8）その他、今後の予定等 

 

(3) 2022 年度（令和 4 年度）第 1 回 

・日時 ：2022 年 8 月 5 日（水）13:00～17:00 

・場所 ：ドーンセンター 中会議室２（WEB 会議を併用） 
・出席者：15 名 

・議題 ：■報告事項 

1）立命館大学野村教のオブザーバー就任ご挨拶 

2）第 1 回 ICT 研究委員会_AI 分科会（2022.5.27）_議事録の確認 

3）第 1 回 ICT 研究委員会_幹事会（2022.6.22）_議事録の確認 

4）【令和 4 年度研究発表会】10 月 14 日開催の確認 

5）建コン本部 ICT 委員会 10 月 28 日（金）開催の確認 

6）建設通信新聞社座談会の取材についての確認 

7）近畿インフラ DX シンポジウム_20220629 ついての確認 

■審議事項 

1）各 WG の活動状況報告（中間成果発表に向けての中間成果報告） 

2）令和 4 年度研究発表会への対応について 

3）建設技術展への対応について 

■その他 

1) その他、今後の予定等 

 

(4) 2022 年度（令和 4 年度）第 2 回 
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・日時 ：2021 年 9 月 26 日（月）13:00～15:00 ※15:00～ラズパイ講習会 

・場所 ：エルおおさか本館 10F 「研修室 5」（WEB 会議を併用） 
・出席者：11 名 

・議題 ：■報告事項 

1) 第 2 回 ICT 研究委員会_AI 分科会（2022.8.5）_議事録の確認 

2) 第 2 回 ICT 研究委員会_幹事会（2022.9.15）_議事録の確認 

3) 研究発表会の申し込みについて 

■審議事項 

1) 各 WG の活動状況報告（中間成果発表に向けての中間成果報告） 

2) 令和 4 年度研究発表会への対応について 

3) 建設技術展への対応について 

■その他 

1) その他、今後の予定等 

 

 

3.2.3 事例 WG 会議 

2020 年度～2022 年度に開催した道路 WG 会議の概要は次のとおりである。参考として、

事例 WG 会議の議事録一式を「本編 13 章」に添付する。 

(1) 2020 年度（令和 2 年度）第 1 回 

・日時 ：2020 年 8 月 5 日（金）10:00～11:30 

・場所 ：建設コンサルタンツ協会 近畿支部 会議室 

・出席者：4 名（Web2 名） 

・議題 ：1) 副 WG 長の選出について 

2) 事例 WG の活動について 

3) 事例紹介 

4) 次回 WG の活動について 

 

(2) 2020 年度（令和 2 年度）第 2 回 

・日時 ：2020 年 9 月 14 日（月）10:00～11:30 

・場所 ：建設コンサルタンツ協会 近畿支部 会議室 

・出席者：5 名（Web1 名） 

・議題 ：1)  ICT 委員会 令和 2 年度 第 2 回 幹事会 議事録の説明 

2)  事例紹介 

3)  次回 WG の活動について 

 

(3) 2020 年度（令和 2 年度）第 3 回 

・日時 ：2020 年 11 月 1 日（水）10:00～12:00 

・場所 ：建設コンサルタンツ協会 近畿支部 会議室 

・出席者：4 名（Web1 名） 
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・議題 ：1)  ICT 委員会 令和 2 年度 第 3 回 幹事会 議事録の説明 

2)  事例紹介 

3)  次回 WG の活動について 

 

(4) 2021 年度（令和 3 年度）第 1 回 

・日時 ：2020 年 4 月 21 日（水）10:00～11:00 

・場所 ：建設コンサルタンツ協会 近畿支部 会議室 

・出席者：4 名 

・議題 ：1) ICT 委員会 令和 2 年度 第 4 回 幹事会 議事録の説明 

2) 今後の WG 活動について 

3) 次回分科会の日程 

 

(5) 2021 年度（令和 3 年度）第 2 回 

・日時 ：2020 年 6 月 18 日（水）10:00～11:00 

・場所 ：Web 会議 5 

・出席者：4 名 

・議題 ：1) ICT 委員会 令和 3 年度 第 1 回 幹事会 議事録の説明 

2) 事例について 

3) 今後の作業（AI 事例の深堀り）についての意見 

 

(6) 2021 年度（令和 3 年度）第 2 回 

・日時 ：2020 年 8 月 5 日（木）13:00～14:10 

・場所 ：建設コンサルタンツ協会 近畿支部 会議室 

・出席者：5 名 

・議題 ：1) 令和 3 年度 第 2 回 AI 分科会 事例 WG 議事録の確認 

2) ICT 研究委員会 令和 3 年度 第 1 回 幹事会 議事録について 

3) AI 関連の資料の紹介 

4） 今後の作業方針  

 

(5) 2021 年度（令和 3 年度）第 3 回 

・日時 ：2020 年 9 月 16 日（水）10:00～11:00 

・場所 ：web 会議 

・出席者：5 名 

・議題 ：1) 令和 3 年度 第 3 回 AI 分科会 事例 WG 議事録 

2) ICT 研究委員会 令和 3 年度 第 2 回 幹事会 議事録について 

3） 令和 3 年度 第 1 回 AI 分科会幹事会 

4） 事例紹介 

5) AI に関する業務一覧 

6) 今後の活動方針等 
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(5) 2022 年度（令和 4 年度）第 1 回 

・日時 ：2022 年 7 月 5 日（水）10:00～10:300 

・場所 ：Web 会議 

・出席者：5 名 

・議題 ：1) 事例について 

     2) 分科会の開催について 

     3) 今後の作業について 

  

(6) 2022 年度（令和 4 年度）第 1 回 

・日時 ：2022 年 9 月 14 日（水）15:00～17:00 

・場所 ：Web 会議 

・出席者：5 名 

・議題 ：1) 令和 4 年度 第 1 回 AI 分科会 事例 WG 議事録の確認 

     2) 第 2 回 近畿地方整備局打合せ 

     3) 令和 4 年度 第 3 回 AI 分科会 

     4） 事例紹介  

     5） AI に関する業務一覧 

     6） 今後の作業について 

     7） 次回ワーキングの日程について 

 

3.2.4 調査 WG 会議 

2020 年度～2022 年度に開催した橋梁 WG 会議の概要は次のとおりである。参考として、

調査 WG 会議の議事録一式を「本編 13 章」に添付する。 

(1) 2020 年度（令和 2 年度）第 3 回 

・日時 ：2020 年 8 月 28 日（金）13:00～15:00 

・場所 ：建設コンサルタンツ協会 近畿支部 会議室 

・出席者：5 名 

・議題 ：1) 自己紹介 

2) 第 1 期の活動確認 

3) 第 2 期の活動方針 

4) 今年度の活動について 

 

(2) 2020 年度（令和 2 年度）第 2 回 

・日時 ：2021 年 1 月 29 日（金）15:00～17:00 

・場所 ：WEB 会議 

・出席者：5 名 

・議題 ：1)  前回の WG 議事録、R2 年度の活動確認 

2)  R3 年度の活動方針 

3)  学識者の講演・意見交換について 
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4)  ラズベリーパイの活用について、その他 

(3) 2021 年度（令和 3 年度）第 1 回 

・日時 ：2021 年 9 月 17 日（金）10:00～11:30 

・場所 ：WEB 会議 

・出席者：6 名 

・議題 ：1)  中間報告会の資料について 

2)  立命館大学 野村先生のオブザーバー依頼について 

3)  今後の計画について 

(4) 2022 年度（令和 4 年度）第 1 回 

・日時 ：2022 年 7 月 19 日（金）15:00～16:30 

・場所 ：WEB 会議 

・出席者：3 名 

・議題 ：1)  メンバーの変更について 

2)  立命館大学 野村先生の講演について 

3)  今後の予定について 

 

 

3.2.5 開発 WG 会議 

2020 年度～2022 年度に開催した河川 WG 会議の概要は次のとおりである。参考として、

開発 WG 会議の議事録一式を「本編 13 章」に添付する。 

(1) 2020 年度（令和 2 年度）第 1 回 

・日時 ：2020 年 8 月 19 日（水）15:00～17:00 

・場所 ：建設コンサルタンツ協会 近畿支部 会議室 

・出席者：5 名 

・議題 ：1) メンバー紹介 

2) 令和 2 年度 第 1 回 CIM 分科会全体会議（2020.7.6（月））議事録の確認 

3) 令和 2 年度 第 1 回 ICT 研究委員会 幹事会（2020.7.31（金））議事録の

確認 

4) 第 2 期の進め方 

5) 近畿地方整備局からの質問についてコメント 

6) その他、今後の予定等 
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4. AI 事例集(事例 WG) 

 

4.1 AI の発注動向 

近年の AI 技術の進歩により、建設コンサルタントが行う業務においても、AI 技術を活用

する業務の発注が行われてくるようになっている。AI 技術に関係する業務としては、AI 技

術を使って業務を行うための研究、開発、検証を目的とした委託業務が 2017 年度から発注

が行われるようになり、2021 年度頃からは AI 技術を活用して業務を遂行する委託業務の発

注が実施されるようになっている。 

業務の内容としては、以下のようなことを目的として AI 技術を使った業務が発注されて

いる。 

 

・画像解析による道路、橋梁、河川、港湾、上下水道等の施設の点検診断 

・画像解析による工事等の安全管理 

・画像解析による交通量調査 

・水位データの解析によるダムの操作管理 

・音響データによるスクリーニング解析 

 など 

 

表 4.1.1～表 4.1.4 に 2017 年から 2023 年 3 月までに発注された AI 技術に関連する業務の

一覧を示す。 
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表 4.1.1 AI 技術に関連した発注業務の一覧 

 

公示年 発注機関 事務所 業務件名

2017 国土交通省
九州地方整備局

九州技術事務所
平成29年度AIを用いた河川の水位流量予測検討業務

2017 国土交通省
平成29年度ICT・AI等を活用した交通流動の把握に関する検討業

務

2018 (独)土木研究所 橋梁維持管理へのAI技術の活用可能性に係る検討業務

2018 横浜市 水道事業におけるAI活用調査業務委託

2018 国土交通省 平成30年度ICT・AI等を活用した渋滞対策に関する検討業務

2018 東京都 AI技術等を活用した効果的な火災予防に資する分析調査委託

2018 埼玉県
異常水質事故対応に係るAI（人工知能）等の先端技術の活用可能

性調査業務委託

2018 香川県 AI活用交通事故抑止対策事業委託業務

2018 (独)水資源機構 関西・吉野川支社吉野川本部 低水時におけるダム流入量予測へのAI的予測手法検討業務

2018 国土交通省 九州地方整備局 平成30年度AIを用いた河川技術開発業務

2018 国土交通省 国土技術政策総合研究所
AI（人工知能）を用いた建設現場の労働生産性データ解析に用いる

教師データ整理等業務

2018 国土交通省 国土技術政策総合研究所 AIによる下水処理場運転操作の自動化・省力化技術に関する

2018 国土交通省 国土技術政策総合研究所 AIを活用した下水処理場運転管理支援技術に関する研究

2019 （独）水資源機構 関西・吉野川支社吉野川本部
AI的予測手法を用いて作成した池田ダムの挺水自の流入量予測

モデル検証、実運用へ導入するための予測システムの構築

2019 国土交通省 国土技術政策総合研究所 AIによる下水処理場運転操作の自動化・省力化技術に関する研究

2019 （独）水資源機構 関西・吉野川支社吉野川本部
AI的予測手法を用いた低水時のダム流入量予測システム構築業

務

2019 国土交通省
近畿地方整備局

京都国道事務所
京都市域観光交通対策調査設計他業務

2019 国土交通省 国土技術政策総合研究所
AI（人工知能）を用いた建設工事事故対策に関するデータ分析業

務

2019 国土交通省 国土技術政策総合研究所
AI（人工知能）を用いた建設現場の労働生産性データ解析に用いる

教師データ整理等業務

2019 国土交通省 国土技術政策総合研究所 AIによる構造物の識別技術に関する調査業務

2019 国土交通省 国土技術政策総合研究所
AI（人工知能）等を用いた施工計画書自動読み取りに向けた基礎

資料作成等業務

2019 長野市 令和元年度　AI解析による交通量調査業務委託

2019 農林水産省
近畿農政局

南近畿土地改良調査管理事務所

令和元年度 南近畿調査管理 広域農業基盤整備管理調査　大迫

ダム流入予測（ＡＩ的手法）検討業務

2019 国土交通省
社会インフラの点検画像より損傷を判読するAIの導入・活用手法検

討業務

2019 (独)土木研究所 AIを用いた融雪期のダム流入量予測モデル構築検討業務

2019 (独)土木研究所 AIを活用した冬期道路有効幅員の判定手法に関する検討業務

2019 国土交通省
九州地方整備局

九州技術事務所
令和元年度AIを用いた河川開発業務

2019 国土交通省 国土技術政策総合研究所
AI（人工知能）活用に向けた建設工事事故対策に関するデータ整

理等業務

2019 (独)土木研究所 トンネル変状抽出AI検討業務

2019 国土交通省 国土技術政策総合研究所 UAV・AIを活用した港湾施設の点検・診断システム開発検討業務

2020 山口県 土木建築部 「ＡＩによるインフラ点検・診断システム」設計業務委託

2020 国土交通省
九州地方整備局

九州技術事務所
令和２年度　冬期道路管理基礎調査業務

2020 農林水産省
近畿農政局

南近畿土地改良調査管理事務所

令和2年度　国営造成水利施設ストックマネジメント推進事業　下渕

頭首工他流入予測（ＡＩ的手法）検討業務

2020 農林水産省
関東農政局

利根川水系土地改良調査管理事務所

令和　２年度　農業水利施設管理ＡＩ活用推進事業　機能診断ＡＩ構

築業務

2020 国土交通省 国土技術政策総合研究所
AIを利用した緑視率調査のための学習済みモデル作成システム構

築業務

2020 国土交通省 国土技術政策総合研究所
AI（人工知能）活用に向けた建設工事事故対策に関するデータ整

理等業務

2020 京都市 上下水道局 AIを活用した下水処理に関する調査研究業務委託
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表 4.1.2 AI 技術に関連した発注業務の一覧 

 

公示年 発注機関 事務所 業務件名

2020 国土交通省 水管理・国土保全局 令和2年度下水同施設におけるAI等を活用した資源利用検討業務

2020 国土交通省 国土技術政策総合研究所
2次元CADデータを用いたAIによる3次元モデル構築技術に関する

研究

2020 国土交通省 国土技術政策総合研究所 AIを用いたダムの振動特性分析試行業務

2020 山口県 土木建築部
県内一円「AIによるインフラ点検・診断システム」に伴う現場実証業

務委託

2020 (独)土木研究所 令和2年度人検知AIカメラに関する調査業務

2020 国土交通省 国土技術政策総合研究所
AIによる画像認識技術を用いた交通量観測データにおける補正方

法等の整理業務

2020 (独)土木研究所 橋梁診断AIシステム作成支援業務

2020 東京都 財務局 令和2年度東京港海岸保全施設における５G・AI 導入検討委託

2020 (独)土木研究所 令和2年度異常検知AIモデルにおける試行検証評価業務

2020 東京都 環境局
令和2年度大気環境モニタリングの確定作業等におけるAI活用調

査委託

2020 東京都 下水道局 樋門開閉操作等へのAI活用に関する基礎検討調査委託

2020 (独)土木研究所 UAV・AIを活用した港湾施設の点検・診断システム改良検討業務

2020 (独)土木研究所 AIを活用した冬期道路有効幅員の解析補助の高度化検討業務

2020 (独)土木研究所 AIを用いた融雪期のダム流入量予測モデル構築・改良検討業務

2020 国土交通省 国土技術政策総合研究所 AIによる堤防変形箇所の効果的な抽出に関する技術研究開発

2020 国土交通省 国土技術政策総合研究所
道路トンネルの健全度評価の高度化に向けたAI技術等の開発方

針整備業務

2020 兵庫県 産業労働部
令和2年度ドローン先行的利活用業務（行政分野）テーマCAI技術

を活用した水道施設の維持管理に関する画像取得方法の調査

2020 農林水産省 関東農政局
令和2年度　農業水利施設管理AI活用推進事業　機能診断AI活用

実証業務

2020 国土交通省 中国地方整備局
令和2年出水時の河川巡視の孤立化：IoT及びAIを用いた堤防健全

度の把握一式

2020 国土交通省 国土技術政策総合研究所
AI技術等を活用した橋梁損傷事例集の高度化に向けた課題整理

業務

2020 さいたま市 令和2年度AIデマンド交通導入可能性調査検討業務

2020 国土交通省 国土技術政策総合研究所
水位計と光ファイバー温度分布計測システムにAIを組合せた雨天

時浸入水調査技術の実用化に関する実証研究

2020 国土交通省 海上保安庁 航路標識施設点検におけるAI技術導入に関する調査業務

2021 (独)土木研究所 令和2年度人検知AIカメラの技術動向調査業務

2021 国土交通省 中国地方整備局
XRAINデータ活用による豪雨の数値予測と流出解析への応用に関

する研究

2021 国土交通省
近畿地方整備局

京都国道事務所
京都市域観光交通対策分析他業務

2021 国土交通省 四国地方整備局 令和3年度　既存ダム操作等運用検討業務

2021 国土交通省
四国地方整備局

四国技術事務所
令和3年度 ダム管理手法高度化検討業務

2021 群馬県 県土整備部
令和3年度　単独道路計画調査事業　AIを活用した交通量調査の

実証実験業務委託

2021 福島市 AIを用いた水道管路劣化診断業務委託

2021 広島県 AIによる水道管路劣化予測診断業務

2021 山口県 土木建築部 令和3年度「ＡＩによるインフラ点検・診断システム」設計業務委託

2021 山口県 土木建築部
令和3年度県道笠戸島公園線（笠戸大橋）「ＡＩのデータ解析による

損傷予測構築」に伴う設計業務委託

2021 山口県 土木建築部
令和3年度県道白木漁港佐連線（沖家室大橋）「ＡＩのデータ解析に

よる損傷予測構築」に伴う設計業務委託

2021 国土交通省 関東地方整備局 R3AI技術活用ダム管理高度化検討業務

2021 国土交通省
関東地方整備局

利根川水系土地改良調査管理事務所

令和　３年度　農業水利施設管理ＡＩ活用推進事業　ストックマネジ

メントデータAI高度活用検討業務

2021 国土交通省
九州地方整備局

九州技術事務所
令和３年度ＡＩ技術等を活用した無人化施工効率化検討業務
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表 4.1.3 AI 技術に関連した発注業務の一覧 

 
  

公示年 発注機関 事務所 業務件名

2021 国土交通省
四国地方整備局

中村河川国道事務所
令和３年度　道の駅ＡＩカメラ設置検討外業務

2021 国土交通省
九州地方整備局

九州技術事務所
令和３年度冬期道路管理支援検討業務

2021 国土交通省 水管理・国土保全局 下水道施設におけるAI等を活用した資源利用検討業務

2021 山口県 土木建築部
県内一円「ＡＩによるインフラ点検・診断システム」に伴う現場実証業

務委託

2021 国土交通省 国土技術政策総合研究所 UAV・AIを活用した港湾施設の点検・診断システム開発検討業務

2021 国土交通省 国土技術政策総合研究所 UAV・AIを活用した港湾施設の点検・診断システム改良検討業務

2021 国土交通省 国土技術政策総合研究所 AIを用いたダム安全管理用判断支援ツール（試作版）作成業務

2021 国土交通省 国土技術政策総合研究所
道路トンネルの健全性評価の高度化に向けたAI技術等の開発方

針整理業務

2021 国土交通省 国土技術政策総合研究所 AIを用いたダムの振動特性分析試行業務

2021 熊本県 土木部 単県道路調査（道路管理パトロールAI導入検討）設計委託

2021 東京都 財務局 画像認識AI試行方針検討委託

2021 山口県 土木建築部 AIによる導水路点検・診断システム構築業務

2021 (独)土木研究所 インフラ点検におけるAI技術の活用評価手法検討業務

2021 (独)土木研究所 令和3年度異常検知AIモデルにおける試行検証評価業務

2021 (独)土木研究所 令和3年度　人検知カメラの水門への活用に関する検討業務

2021 (独)土木研究所 AIを活用した冬期道路有効幅員解析手法検討業務

2021
防災科学技術研

究所
路面判断システムにおけるAI機能検討業務

2021 環境省
令和3年AI解析等による太陽光発電設備導入状況把握等に関する

調査検証委託業務

2021 国土交通省 中国地方整備局
令和3年度出水時の河川巡視の効率化：Iot及びAIを用いた堤防健

全度の把握

2021 国土交通省 国土技術政策総合研究所 AIによる堤防変状箇所の効率的な抽出に関する技術研究開発

2021 長野市 令和3年度　AI解析による交通量調査業務委託

2021 国土交通省 国土技術政策総合研究所 AI画像認識技術によるヒヤリハット検出手法に関する調査業務

2021 国土交通省 国土技術政策総合研究所 堤防点検AIに入力するための教師データ作成業務

2021 国土交通省 国土技術政策総合研究所 AIを用いた安全管理用判断支援ツール（試作版）作成業務

2021 群馬県 AIを活用した交通量調査の実証実験業務委託

2021 山口県 土木建築部
県内一円「AIによるインフラ点検・診断システム」に伴う実証実験結

果とりまとめ業務委託

2021 山口県 土木建築部
令和3年度　県道笠戸島公園線（笠戸大橋）「AIのデータ解析による

損傷予測構築」に伴う設計業務委託

2021 山口県 土木建築部
令和3年度県道白木漁港佐連線（沖家室大橋）「AIのデータ解析に

よる損傷予測構築」に伴う設計業務委託

2021 国土交通省 国土技術政策総合研究所
AIを用いて車載カメラ画像からカーブミラー鏡面を検出する技術に

関する業務

2021 （独）水資源機構 関西・吉野川支社吉野川本部 AI的予測手法を用いたダム流入量予測システム改良業務
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表 4.1.4 AI 技術に関連した発注業務の一覧 

 
 
  

公示年 発注機関 事務所 業務件名

2022 高崎市
AIによる音響データを用いた雨天時浸入水スクリーニング調査業

務

2022 国土交通省 四国技術事務所 令和４年度　ダム管理ＡＩ導入検討業務

2022 北九州市
令和4年度　「AIによる道路反射鏡の健全度診断プログラム作成・

検証」業務委託

2022 群馬県
令和4年度　単独道路計画調査業務AIを活用した交通量調査の実

証実験業務委託

2022 山口県 土木建築部
令和4年度県道山口宇部線（栄川運河橋）外「AIのデータ解析によ

る損傷予測構築」に伴う設計業務委託

2022 山口県 土木建築部
令和4年度県道宇部防府線（周防大橋）外「AIのデータ解析による

損傷予測構築」に伴う設計業務委託

2022 山口県 土木建築部
令和4年度県道岩国佐伯線（長浴大橋）外「AIのデータ解析による

損傷予測構築」に伴う設計業務委託

2022 (独)土木研究所 R4橋梁診断支援AIシステムの改良業務

2022 長野市
令和4年度　AI解析による交通量調査およびWi-Fi利用者調査業務

委託

2022 (独)土木研究所
山岳トンネルにおける施工時記録の整理及び類似切羽検索AIに関

する検討業務

2022 国土交通省 国土技術政策総合研究所 AIを活用した港湾の施設の点検診断方策に関する調査業務

2022 国土交通省 関東地方整備局 R4AI技術活用ダム管理システム改良検討業務

2022 国土交通省 国土技術政策総合研究所
AIを用いた分流式下水道における雨天時浸入水対策技術実証研

究

2022 国土交通省 国土技術政策総合研究所
AIを用いたダム安全管理用判断支援ツールの運用に向けた改良

等業務

2022 富山市 上下水道局 流域関連富山公共下水道AI水位予測システム保持業務委託

2022 国土交通省
九州地方整備局

延岡河川国道事務所
令和4年度　五ヶ瀬水系AI活用教師データ収集外業務

2022 国土交通省 国土技術政策総合研究所
AIを活用した下水処理場運転操作の先進的支援技術に関する実

証研究

2022 内閣府
沖縄総合事務局

北部ダム統合管理事務所
令和4年度北部ダム統管AIを用いた洪水予測システム構築等業務

2022 国土交通省
中部地方整備局

中部技術事務所
令和4年度 河川景観判読AIの高精度化作業

2022 国土交通省
九州地方整備局

九州技術事務所
令和4年度 AI技術活用調査業務

2022 山口県 土木建築部
令和4年度県道宇部防府線（周防大橋）他「AIのデータ解析による

損傷予測構築」に伴う設計業務委託　第２工区

2022 国土交通省 国土技術政策総合研究所 AI画像認識技術によるヒヤリハット検出手法に関する調査業務

2022 山口県 土木建築部 令和4年度「AIによるインフラ点検・診断システム」設計業務委託

2022 明和町
明和町潮位、水位計設置及びAI技術等を活用した洪水予測システ

ム構築業務

2023 国土交通省 関東地方整備局 R4国営常陸海浜公園AI認識による駐車場利用調査他業務

2023 国土交通省 関東地方整備局 R4品木ダムAI等活用水質予測検討業務

2023 国土交通省 都市局
令和4年度　AIを活用した画像解析技術による基礎調査の効率化

等に関する検討業務

2023 国土交通省 三国川ダム管理庁 令和４年度三国川ダムＡＩを活用したダム流入量予測等検討業務

2023 国土交通省 水管理・国土保全局 AIを活用した下水処理場運転管理支援技術調査検討業務

2023 加古川市 AI路面劣化診断業務

2023 国土交通省 関東地方整備局 R5AI技術活用ダム管理システム改良検討業務

2023 国土交通省
関東地方整備局

利根川ダム統合管理事務所
R5利根川AIダム管理支援システム保守業務
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4.2 建設コンサルタントにおける先進 AI 事例集 

 

(1) 建設コンサルタントにおける AI 収集方法 

AI 技術を使用した研究や業務が建設コンサルタントにおいても実施されるようにな

ってきている。そこで、ICT 研究委員会に所属している委員から AI 技術を使った研究

や業務についての事例を収集し整理を行った。 

 

(2) 整理様式 

収集した AI 技術については、表 4.2.1 に示す項目を記載した。表 4.2.2 の様式に整理

した。 

 

表 4.2.1 様式の項目と記載内容 

項 目 記 載 内 容 

タイトル 一目で内容が把握できる事例名 

企業名 実施した企業名 

概要 事例の内容 

イメージ図 内容についての把握できるイメージ図 

備考 出典等 
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表 4.2.2 AI 事例の様式 
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(3) 事例集 

ICT 研究委員会に所属している委員から AI 技術を使用した研究や業務については、

8 件の事例が報告された。表 4.2.3 に報告された AI 事例のタイトルの一覧を示し、表

4.2.4～表 4.2.11 に AI 事例の様式にまとめた各事例を示す。 

 

表 4.2.3 AI 事例のタイトルの一覧 

タ イ ト ル 

AI を用いた近未来の交通事故リスクのオンライン予測技術の開発 

リアルタイム画像と AI アラート機能を用いた効果的な避難行動 

AI を用いた石礫の自動判読技術 

AI を活用した活火山監視の効率化 

AI 強化学習を活用した利根川上流ダム群の低水統合管理への現場適用 

AI による画像図面 CAD 自動描画アプリケーションの開発 

ローカル 5G+AI による遠隔・リアルタイムでの列車検査、線路巡視等の実現 

機械学習および堆積履歴を活用した地層推定の試み 
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表-4.2.4 AI を用いた近未来の交通事故リスクのオンライン予測技術の開発 
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表-4.2.5 リアルタイム画像と AI アラート機能を用いた効果的な避難行動 
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表-4.2.6 AI を用いた石礫の自動判読技術 
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表-4.2.7 AI を活用した活火山監視の効率化 
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表-4.2.8 AI 強化学習を活用した利根川上流ダム群の低水統合管理への現場適用 
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表-4.2.9 AI による画像図面 CAD 自動描画アプリケーションの開発 
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表-4.2.10 ローカル 5G+AI による遠隔・リアルタイムでの列車検査、線路巡視等の実現 
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表-4.2.11 機械学習および堆積履歴を活用した地層推定の試み 
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(4) 「令和 4 年度 建設コンサルタント業務研究発表会」での AI 技術の事例 

ICT 研究委員会で報告された AI 技術の事例以外で、インフラストラクチャー研究会

主催の「令和 4 年度 建設コンサルタント業務研究発表会」において、AI 技術を活用

した業務についての発表があり、これらについて発表された題名と著者について参考

として表 4.2.4 に示す。 

 

表 4.2.12 「令和 4 年度 建設コンサルタント業務研究発表会」で発表された AI 技術 

題 名 発 表 者 

AI と物理モデルによるダム流入量予測の

精度向上 

臼井栄佑、滝口大樹、樋田祥久、阿部真己 

いであ株式会社 

洪水予測計算における AI を活用したデー

タ同化の高度化（最上川水系） 

阿部真己、滝口大樹、樋田祥久、臼井栄佑 

いであ株式会社 

AI を活用したダム操作支援機能のシステ

ム導入（強化学習、GAIL） 

樋田祥久、滝口大樹、臼井栄佑、高橋一徳 

阿部真己        いであ株式会社 

深層学習を応用した都市空間での人流解析 吉田龍人、高森真紀子、大久保順一、 

藤井純一郎、別府知哉 

八千代エンジニアリング株式会社 

栃木県下野市における AI デマンド配車シ

ステムの導入とその効果 

大皿陽康、森 紗耶、広田憧子、平澤実紅 

日本工営株式会社 

AI 強化学習を活用した利根川上流ダム群

の低水統合管理への現場適用 

金山拓広、守谷将史、吉田一志、三浦 心 

齋藤光悦    株式会社建設技術研究所 

スマートフォンを用いた車両のリアルタイ

ム通過カウントに関する実証的研究 

堀井大輔、菅原宏明、菊池恵和、 

戸谷奈穂子、藤間翔太 

八千代エンジニアリング株式会社 
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5. AI プログラミングの試行（開発 WG） 

5.1 AI 活用ツールの検討 

本 WG の活動にあたり、活動の対象とする試行事項について協議した。以下の３案につ

いて WG で協議のうえ、「Raspberry Pi を用いた簡易的な画像認識」を対象とすることとな

った。 

 

① ソニー Neural Network Console を用いた開発手順の習得 

② EXCEL を用いた AI ツールの活用 

③ Raspberry Pi を用いた簡易的な画像認識 

 

5.1.1 SONY：Neural Network Console（NNC） 

NMC とは、SONY が提供するディープラーニング・機械学習のツールおよびライブラリで

あり、GUI の操作でディープラーニングが可能であることが特徴である。プログラミング言

語を用いずに Web サイトの操作や PC ソフトを操作するのと同じように、マウスのクリック

やドラッグなどで操作可能である。 

※GUI（Graphical User Interface）：画面でマウス操作が可能なインターフェイス 

 

◯ NNC の得意分野 

・画像認識（セグメンテーション、物体検出） 

・画像生成 

・異常検知 

・表形式のデータ回帰 

・表形式のデータ分類 

 

◯ 提供形態 

・Windows アプリ版（無料で使用可能） 

・クラウド版（有料（10 時間無料枠あり）） 

 

◯参考 URL 

・ソニーニューラルネットワークコンソール HP 

https://dl.sony.com/ja/ 

・ソニーニューラルネットワークの歴史 

https://dl.sony.com/ja/story/ 

・NNC 操作解説（英語） 

https://www.youtube.com/channel/UCRTV5p4JsXV3YTdYpTJECRA/playlists?view=50&sort

=dd&shelf_id=2 
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図 5.1.2 ニューラルネットワークの編集例 

図 5.1.1 ラズパ NNC で提供されているサンプルデータ 
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図 5.1.3 機械学習の例 

図 5.1.4 ディープラーニングによる画像認識 
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5.1.2 EXCEL を用いた AI ツールの活用 

EXCEL による AI 学習ツールとして、以下の 12 ツールを整理する。  

 

Ex1_Perceptron 文字認識.xlsm 

Ex2_HopfieldNet 文字認識.xlsm 

Ex3_Autoencoder.xlsm 

Ex4_Fuzzy 推論.xlsm 

Ex5_Fuzzy 制御.xlsm 

Ex6_遺伝的アルゴリズム.xlsm 

Ex7_MC 問題.xlsm 

Ex8_探索法.xlsm 

Ex9_ゲーム戦略.xlsm 

Ex10_機械学習 Version 空間.xlsm 

Ex11_病気診断 ES.xlsm 

Ex12_追跡問題.xlsm 
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5.1.3 Raspberry Pi を用いた簡易的な画像認識 

Raspberry Pi は、2012 年にイギリスのラズベリーパイ財団によって、教育目的で開発さ

れたワンボードコンピュータである。低価格と、便利なライブラリ、そして世界中の人が

多くの作例をインターネットで共有した事により、一躍 IoT 時代の代表的なプラットフォー

ムとなっている。 

以下に代表的なボードのスペックをまとめる。中心となるのは、大きく分けて二つの系

統がある。一つはフルサイズの Model B 系統で、2019 年に最速のラズパイ 4 が発売されて

いる。もう一つはそれを小型化した Zero 系統で、Wi-Fi も BLE も搭載した小型のラズパイ

Zero W がある。 

 

表 5.3.1 ラズパイ一覧 
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図 5.3.1 ラズパイ本体の概要図 
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必要な周辺機器と、接続イメージを示す。 
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〇ラズパイでできること 

プログラミング学習としての利用、簡単な画像判断(じゃんけん画像、動物判断など)を

行うツールを紹介する。 

 

(1) マウス操作でできる「スクラッチ」 

視覚的にプログラミングが可能なツールであり、プログラミング学習にも用いられる。 

 

 

 
 

図 5.3.2 スクラッチの開発画面 
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(2) じゃんけん画像の認識 

視覚的にプログラミングが可能なツール。プログラミング学習にも用いられる。 

 

 
 

図 5.3.3 じゃんけん画像のスクリプト 
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図 5.3.4 じゃんけん画像の学習状況 
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5.2 Raspberry Pi のセッティング 

Raspberry Pi の活用にあたり、機器の組み立て～OS インストール～初期設定について、

WG で講習会を開催のうえ、セッティングを行った。 

 

開催日：令和 3 年 9 月 29 日 

内容：基本的な動作について研修(WEB 会議) 

 

 

 

図 5.2.1 講習会開催状況 
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電源は USB Type-C、ディスプレイは micro HDMI となる。有線 LAN もしくは無線 LAN

に接続のうえ初期設定を実施する。 

 

 

 

図 5.2.2 接続状況の例 

 

起動後、タイムゾーンやユーザ設定を行い初期設定を完了させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.2.3 設定状況の例 
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5.3 Raspberry Pi_カメラモジュールを利用した顔認識 AI 

Raspberry Pi を利用した顔認識システムを本 WG では試行した。 

本件について、下記に示す講習会を実施した。 

 

開催日：令和 4 年 9 月 26 日 

内容：ラズベリーパイに画像認識ツール講習会 

「Raspberry Pi を利用した顔認識システム構築デモ」 

講師： 一般社団法人 近畿建設協会 西尾氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.3.1 開催状況 
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講習会の流れを以下に示す 

 

■ 事前作業 

      ① ラズパイ 本体の作成 

②OS ダウンロード 

■  ラズパイの設定 

      ③OS インストール、初期設定  

      ④開発環境構築（必要な追加機能の実装） 

■  デモプログラムの設定 

      ⑤python プログラムの作成  

⑥顔認識デモ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.3.2 開催状況 

 

 

 

 

 

 

顔写真から目、輪郭を抽出 
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Raspberry Pi を利用した顔認識システム等について、各委員において試行した事例を示す。 

 

■ 報告① 

顔認証事例をサンプルとして試行した。参考例ではフォルダを認識しないため、パスの

書き換えを行い認識できた。うまく認識できた写真もあるが、鼻なども局所的な影を目と

認識する傾向があるように感じられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.3.4 コードの微修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.3.5 顔認識の状況例 
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■ 報告② 

1)試行に際して 

○初めての使用を通じてわかったこと 

・初めての Raspberry Pi 

→Linax 環境になれない使いにくさはあるものの通常の PC 同様である。 

・初めてのプログラミング：顔認識 AI 勉強会 

→Python を理解している必要がある（⇔Python を理解しているとハードルは低い）。 

・両方を通じて 

→ネットワーク接続や使用ライブラリのインストール等の環境整備が一番大変（理解

できていないため、ネット情報等から試行錯誤）。 

→小型の通常 PC であり、エッジコンピュータ※としての活用が有用だと考えられる。 

※中央サーバに集約して処理するのではなく、中央サーバから遠い IoT 端末デバイス

やその近くでデータ処理を行う分散型処理の概念 

○試行方針 

・初心者で自らのプログラミングは難しい⇔公開プログラムの使用はできそう 

・公開プログラムで動かない際の必要な環境構築が大変だと考えられる 

⇒顔認識 AI 勉強会のプログラムを理解し、ネット情報等から拡張を試みることとした。 

 

2)試行概要 

試行の内容及びその結果の概要を下表にとりまとめる。 
 

表 5.3.1 試行概要 

取組内容 結果 

勉強会の顔と顔

内の目の認識に

加え、顔内で笑顔

と眼鏡の認識も

試みる（表 5.6.2 

、表 5.6.3） 

 誤認識 
（異なる場合も 

過度に判定） 

認識精度 
（ある場合に 

認識する精度） 

備考 

眼鏡 多い 低い（過小） 裸眼での眼鏡の誤検出

が多い 
笑顔 多い 高い（過度） 笑顔の特徴となる部分

（目等）が抽出される 
認識の精度向上

を検討（表 5.6.2 

、表 5.6.3） 

○笑顔は特徴部分の検出で過度な認識が多いため、最低必要認識箇所数

を設定することで全体の笑顔として認識させることができた。 
○解像度を上げることを試みた結果、精度が向上した。 

勉強会プログラ

ムの理解及びプ

ログラム改良 
（図 5.6.1） 

○勉強会プログラムの内容をコメントで説明追加 
○上記機能（笑顔・眼鏡・認識精度向上）の追加 
○報告書作成用画像出力機能の追加 

・キーボード p で画像を保存 
・笑顔判定が瞬時に切り替わるため、3 回連続の笑顔判定で保存 
・ファイル名を現在時刻から自動作成で保存 
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3)試行結果 

3-1)眼鏡・笑顔検出 

○改良内容 

顔検出範囲内で目を検出するのと同様、顔検出範囲内で眼鏡と笑顔を認識させた。主な

実施内容は下記の通り。 

・学習済みの眼鏡と笑顔の識別機をダウンロードし、認識させた。 

・認識範囲は、勉強会サンプルにある矩形（rectangle）に加え、円（circle）を用いて、目

と眼鏡の重複検出を表示できるようにした。 

・笑顔検出は、顔内の笑顔の特徴となる部分（目・鼻・口等）を捉えるため、3 箇所以上

の検出で顔全体の笑顔とした。 
 
○検出結果 

下表にカメラでのリアルタイムの動画からの笑顔・眼鏡の検出例を示す。なお、解像度

を上げることでの精度向上検討は後述するが、本結果は、元画像を 2 倍、顔部分を更に 2

倍した解像度での検討結果である。 

・笑顔は、笑顔で無いような場合も笑顔として検出されることが多いが、笑顔を認識さ

せることができた。 

・眼鏡は、検出も片眼であったり、眼鏡で無い場合にも眼鏡として検出されることが多

く、精度は低かった（後述の解像度検討での複数人での検討結果でも同じ）。 
 

表 5.6.2 カメラでのリアルタイムの動画からの笑顔・眼鏡検出例 

 通常（笑顔ではない） 笑顔 

笑顔でないことの 

正常検知 

笑顔として 

誤検知 

笑顔を正常検知 笑顔の 

誤検知 

裸
眼 

笑顔でない顔認識：○ 

眼鏡でない認識：× 

 

笑顔でない認識：× 

眼鏡でない認識：× 

 

笑顔である認識：○ 

眼鏡でない認識：× 

 

笑顔は過

度気味に

検知され

るため、

笑顔なの

に笑顔で

ない判定

の画像は

無し 
眼
鏡 

笑顔でない顔認識：○ 

眼鏡の認識：○× 

 

笑顔でない認識：× 

眼鏡の認識：○× 

 

笑顔である認識：○ 

眼鏡の認識：×× 

 

凡
例 

：顔の認識 ：笑顔認識 

：目の認識 ：眼鏡認識 ：笑顔認識部分 
  

顔の一部 目 目 

顔全体 顔全体 
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3-2)解像度変更検討 

○改良内容 

認識精度の低さは認識部分の画像が小さいことだと考え、解像度を上げることを試みた。

主な実施内容は下記の通り。 

・精度が向上した撮影動画を格納静止画に置き換えることで、一定画像での解像度変更

別の検出結果を比較した。 

・解像度を上げるほど処理時間がかかるようになったため、必要範囲のみの解像度アッ

プで済むように、顔検出の精度に寄与すると考えられる画像全体の解像度アップと顔

内の目・眼鏡・笑顔の検出精度のための顔認識範囲の解像度アップの 2 段階で実施す

ることとした。 
 
○検出結果 

比較結果を次頁に示すが、解像度を上げることで処理時間がかかるようになるものの、

検出数は上がる傾向がみられた。 

ただし、口角を目と検出する等、細かな部分での誤検出も増えた。細かな部分の認識を

上げるためには、更なる解像度の向上や目であれば顔内で可能性の高い 2 箇所を優先して

判定する等のアルゴリズムの改善が考えられる。 
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■ 報告③ 

(1) 試行概要 

ラズベリーパイのカメラモジュールを利用して動体検出を行う。本試行では、固定した

Raspberry Pi とカメラモジュールで、胴体を検知したらアラートを発生させる実験を行った。 

 

(2) サンプルプログラムの作成 

ラズベリーパイのカメラモジュールを利用して動体検出を行うためのプログラムを作成

した。ラズベリーパイのカメラモジュールを利用して動体検出を行い、検出された動体の

輪郭を描画し、アラートを発生させる。具体的には、カメラから取得した 2 つの画像を比

較して差分画像を生成し、差分画像からノイズを取り除く。次に、輪郭を検出し、輪郭の

面積が一定値以上の場合にアラートを発生させる。 

作成したサンプルプログラムを以下に示す。 

 

import cv2 

 

# カメラモジュールを初期化する 

cap = cv2.VideoCapture(0) 

cap.set(cv2.CAP_PROP_FRAME_WIDTH, 640) 

cap.set(cv2.CAP_PROP_FRAME_HEIGHT, 480) 

 

# 背景差分器を初期化する 

fgbg = cv2.createBackgroundSubtractorMOG2() 

 

# アラートを発生させるための閾値を設定する 

THRESHOLD = 200 

 

# 前のフレームで検出された動体の数を初期化する 

prev_contours = 0 

 

# メインループ 

while True: 

    # フレームを取得する 

    ret, frame = cap.read() 

     

    # 背景差分法による前景マスクの取得 

    fgmask = fgbg.apply(frame) 

     

    # 前景マスクをバイナリマスクに変換する 

    _, thresh = cv2.threshold(fgmask, 127, 255, cv2.THRESH_BINARY) 
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    kernel = cv2.getStructuringElement(cv2.MORPH_ELLIPSE, (3, 3)) 

    thresh = cv2.morphologyEx(thresh, cv2.MORPH_OPEN, kernel) 

    thresh = cv2.morphologyEx(thresh, cv2.MORPH_CLOSE, kernel) 

     

    # 輪郭を検出し、面積を計算する 

    contours, _ = cv2.findContours(thresh, cv2.RETR_EXTERNAL, 

cv2.CHAIN_APPROX_SIMPLE) 

    area = sum([cv2.contourArea(cnt) for cnt in contours]) 

     

    # 動体が検出された場合はアラートを発生させる 

    if area > THRESHOLD and len(contours) > prev_contours: 

        print('Motion detected!') 

         

    # 輪郭をフレームに描画する 

    cv2.drawContours(frame, contours, -1, (0, 255, 0), 2) 

     

    # フレームを表示する 

    cv2.imshow('frame', frame) 

     

    # キー入力を待機する 

    key = cv2.waitKey(1) & 0xFF 

     

    # 'q'キーが押された場合はループを中止する 

    if key == ord('q'): 

        break 

     

    # 前のフレームで検出された動体の数を更新する 

    prev_contours = len(contours) 

 

# カメラを解放する 

cap.release() 

 

# すべてのウィンドウを閉じる 

cv2.destroyAllWindows() 
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(3) 試行結果と考察 

サンプルプログラムを用いた実験の様子を以下に示す。動体検知については 100%検知さ

れた。一方で、カメラの振動によっても動体検知と判定されていたこと、カメラの映像が

乱れた場合にも動体検知と判定されていたため、常にアラートが発生する状態であった。 

カメラの振動についてはカメラを安定しているところに固定することで、カメラの映像

が乱れる現象については、カメラの性能を向上させることで解消されると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 5.3.1 実験の様子（左：動体検知の状況、右：アラート発生状況） 

 

Raspberry Pi 及びカメラモジュールを利用した動体検知は、監視カメラとして活用が考えら

れる。監視カメラとして活用する場合は、動体検知した際に静止画や動画を保存するプロ

グラムや携帯端末へ通知が送られるようにすることでより実用的へすることが可能となる。 
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■ 報告④ 機械学習ライブラリ「dlib」を活用した物体検出の実践 

（1）用語の解説 

 1）機械学習とは 

データからパターンや傾向を見つけ、そのパターンや傾向を用いて新たなデータに対

しても予測や判別を行う技術のことを指す。 

2）ライブラリとは 

再利用できるプログラムを集めたものを指す。これをインストールすることで、さま

ざまな機械学習の機能を備えたプログラムを呼び出すことが可能となり、実行したい機

能をゼロからプログラミングする必要が無くなる。 

3）dlib とは 

機械学習モデルを構築するためのプログラムをまとめた「機械学習ライブラリ」の一

種であり、高精度の物体検出が実現できるライブラリである。 

 

（2）物体検出の実践 

1）試行の概要 

Raspberry Pi にカメラモジュールをつなげ、取得した画像データから任意の物体の位

置を検出する。物体の位置は物体の形状（エッジ）を学習することで検出する。 

2）試行の手順 

①画像を撮影する。（今回は 50 枚撮影） 

②撮影した写真から学習させる物体を選択する。 

  

図 5.3.6 学習の対象とする物体の抽出 

 

③学習させる。（dlib を活用し、機械学習モデルを構築） 

 

  

XML SVMdlib
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④ 学習させた結果を使用する。（カメラ映像から学習させた物体を検出）  

  

図 5.3.7 学習させた物体の検出 

 

（3）試行を通して感じたこと 

1）基礎知識の必要性 

Linux 環境、Python 言語（ソースコードの意味）、プログラムに用いられる数学的理論

などの基礎知識が無い状態からのスタートであったため、試行に当たっては分からない

ことを調べるところから始める必要があった。 

実際には、調べても現時点では理解しきれない部分も多くあり、インターネットで公

開されているソースコードを参考に、見よう見まねで試行を行ったというのが正直なと

ころである。よって、今回の結果を応用した試行などには至っておらず、自分自身も学

習を重ねて理解を深めていく必要性を感じた。 

ただし、実際に Raspberry pi を組み立てるところから試行まで、一連の作業を体験す

ることによって、プログラミングや AI 技術について興味が深まったのは事実であり、活

用の可能性は多岐に渡ることを感じた。 

2）応用事例 

図 5.6.3 に示すように、iphone 写真アプリでは、撮影した写真から自動的に人物を識

別し、写真を仕分けする機能があり、今回試行を行った物体検出が応用されている事例

だと考えられる。 

当たり前のように備わっている機能であるが、今回の体験を通じ、この機能を実装す

るために膨大なプログラムが組まれていることと考えると、プログラミング技術に敬意

を払わずにはいられないと感じた。 

 
図 5.3.8 応用事例（iphone 写真アプリ） 
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報告⑤  

 Raspberry Pi を用いたＷＧの取組みとして、各委員でラズベリーパイを用いた活動を行

った。 

 

1) 実施概要 

 本委員会内の講習会で紹介された、顔の輪郭および目の認証ツールを実施し、Raspberry 

Pi に触れた。このツールをベースに、土木分野への適用可能性を検討する。 

 

2）検討結果 

 ・Raspberry Pi を用いた試行結果と考察 

   顔の輪郭および目の認証ツールを実施したところ、セットアップや画像認識ライブ

ラリのインストールなど、事前準備に最も時間を要した。環境構築を終えてしまえば、

ソースコードなどは数多く公開されているため、物体検出などは比較的手軽に実施す

ることができる。一方で、コードの開発や修正にはプログラミングの知識が必要であ

り、実務に適用可能なレベルの高度なプログラムを土木技術者が自身で開発すること

は簡単ではない。 

 

 ・業務への Raspberry Pi の適用、応用 

   Raspberry Pi そのものは小型であり、現地で動画（写真）撮影→簡易的な物体検出

が可能である。顔の輪郭および目の認証ツールを、例えば橋梁補修での適用を目的に、

ひび割れ、剥離・鉄筋露出の認証ツールに改良することで、業務への適用が可能であ

ると考える。①現地で損傷の写真や動画を撮影、②Raspberry Pi を用いて現地で損傷

を判定（物体検出技術を適用）、③損傷判定結果を可視化することによって、損傷確認

作業の効率化が可能である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現地で損傷を撮影                  リアルタイムで損傷を判定 

 

図 5.3.9 橋梁補修での適用イメージ  

 

ラズベリーパイ 
（損傷学習済みモデル） 

ひび割れ L=○○mm W=△mm 

剥離 ○○×□□mm ひび割れ L=△△mm W=□mm 
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3) まとめ 

 Raspberry Pi およびカメラモジュールを使用し顔の輪郭および目の認証ツールを実施し

た。小型で安価な Raspberry Pi は、現場で任意の対象物を判定できる AI システムを構築

することが可能であり、今後、認識対象をインフラの損傷に応用することで実際の業務の

支援になり得る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.3.10  今回使用した機器一式 

 

 

Raspberry Pi 

カメラモジュール 

モニター 

キーボード 

マウス 
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6. AI の利用促進のための調査(調査 WG) 

 

6.1 学識経験者（立命館大学 野村泰稔先生）講義、及び意見交換 

(1) 概要 

・日時 令和 4 年 8 月 5 日(金) 13:00～17:00 

・場所 ドーンセンター 中会議室２（WEB 会議を併用） 

・参加者 AI 分科会メンバー15 名 

・趣旨 ①AI に関する最新研究、取り組みの紹介 

    ②建設コンサルタントが AI を導入する上での課題について意見交換 

(2) プログラム 

  ・以下の内容で講演いただいた。 

  1)AI の最新技術および近年の動向 

   ①深層学習でできること 

   ②土木学会年次学術講演会に見る AI のインフラ維持管理問題への展開 

   ③AI 研究を実施する上での課題と課題解決のための近年の研究動向 

  2)研究事例紹介～上手くいかなかった事例も含めて～ 

   ①深層学習による点検車載カメラ映像からの橋梁桁の損傷検出・進展性把握 

   ②防災気象情報と IoT センサを活用した道路面温度予測 

  3)AI の導入を促進する上での課題～教師データの確保～ 

 
 
 
 
 
 
  
 
  

写真 6.1.1 講演・意見交換会状況         図 6.1.1 講演資料(例) 

  

(3) 意見交換の内容 

分科会の参加者が所属する各企業での AI 導入事例、特に上手くいかなかった事例

について紹介し、課題や解決策について助言いただいた。講演資料及び意見交換会で

使用された資料については巻末に添付した。 

また、今後 AI の導入を促進するにあたっては、AI 活用業務の工期の短さが最大の

問題点であることが結論となった。要因は以下のとおり。 

・工期が短く、AI のモデル改良に十分な時間がとれない(最適解か否かの判断が難しい)。 

・自社で AI プログラムの開発が可能な企業は限られており、AI ベンダーに短期間で再

委託を行おうとすると費用が割高となる。 
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・教育研究機関と連携する場合、学生の卒業研究等に組み込むため、開発期間に 1 年を

確保したい(その場合、必要な費用はベンダーへの再委託と比較して大幅に軽減でき

る可能性がある) 

 

 
図 6.1.2 意見交換資料(例) 

 
6.2 近畿地方整備局企画部との意見交換(AI を推進するための課題など) 

(1) 概要 

・日時 令和 4 年 8 月 23 日(火) 15:00～17:00 

・場所 近畿地方整備局 第一別館 203 共用会議室 

・参加者 

①近畿地方整備局  

安井課長補佐、藤野係長 

②建設コンサルタンツ協会近畿支部 ＩＣＴ研究委員会 ＡＩ分科会 

高根(ICT 研究委員会副委員長兼 AI 分科会幹事)、西本(AI 分科会副幹事）、 

一柳(AI 分科会副幹事）、永岡、春名、藤野 計 6 名 

・趣旨 AI の適用が進む中での課題についての意見交換 

(2) プログラム 

  ・AI 分科会からの説明(分科会の活動内容について) 

  ・国交省からの説明(インフラ DX の取組について) 

  ・AI の活用における、発注者・受注者間の課題について意見交換 
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写真 6.2.1 意見交換会状況         図 6.2.1 意見交換資料(例) 

 

(3) 意見交換の内容 

   AI を適用する業務が増加する中で、発注者・受注者間で発生している、または今

後発生しうる課題について意見交換を行った。意見交換の資料及び議事録は巻末に

添付した。意見交換で主に取り上げられた議題は以下の 4 点である。 
 

  1) AI の信頼性(AI のアルゴリズム、教師データ)の保証について 

   ＜現状＞ 

   ・業務受託者が保有するデータ、各社の技術者が判定した結果を教師として AI が

開発されている。 

   ＜問題点＞ 

   ・第三者視点で、AI の信頼性をどう担保するか。 

・認証制度等が導入されれば活用しやすい。 

    ＜協議結果＞ 

    ・データを作成する人の認定(資格制度等)が現実的かもしれない。 

・調査や点検業務成果の判定データ等は「品質確保済」として扱う。 

・AI の業務では報告書に「教師データとして何のデータを使用したか」の記載が

必要。 

 

  2) 精度向上における問題点(データの蓄積)について 

   ＜現状＞ 

   ・精度向上のためには、より多くの施工関連データを教師データとして組み込む必

要がある。 

   ＜問題点＞ 

   ・業務ごとの守秘義務(特記仕様書等に、「原則として業務成果の転用不可」等の記

載)がある中で、どのように蓄積データを集約させるべきか。 

   ＜協議結果＞ 

   ・不特定多数の人が情報にアクセスできるオープンデータ化は現状では難しい。 

・将来的に、AI を活用する業務が大多数になった時点で、オープンデータ化の議
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論が必要。 

・オープンデータ化には、各データのフォーマットの統一が必要。 

・写真や動画以外のセンシングデータの蓄積も有効性を評価し、検討していくこと

が必要。 

 

  3) AI 関連会社(第三者)へのデータ提供における問題点について 

   ＜現状＞ 

   ・プログラムの自社開発は非常に難解であるため、AI 構築を外注に頼る事例が多

い。 

   ＜問題点＞ 

   ・例えば、現場の写真をもとに AI が判断を行う事例の場合、一般者立入禁止の工

事現場内の写真が外部にもたらされる。特に AI のベンダーは拠点を海外に置く

ものも多い。 

→コンプライアンス、セキュリティの問題が発生する可能性がある 

   ＜協議結果＞ 

   ・これまでの再委託と同様、信頼できる再委託先に依頼し、品質管理は元請けにて

行うことが基本 

 

  4) 初期投資の課題 

   ＜現状＞ 

   ・AI の構築は最初の教師データ収集やプログラム開発に要する費用の割合が極端

に高い。 

   ＜問題点＞ 

   ・複数年発注であれば、業務内で AI ツールを整備して対応する可能性があるが、

工期が数か月といった単発業務では企業としての投資をし難い。 

・投資しても翌年他社が受注することもあり、発件されても足踏みする。 

   ＜協議結果＞ 

   ・2 年目、3 年目の随意契約による業務継続を要望。 

 

 

(4) その他の議題 

   ・既存の業務で AI を活用した場合、受注者の作業効率化に寄与するが、発注者に

とって恩恵はわかりづらい。 

（作業の効率化は受注者メリットであって、発注者に直接のメリットはない） 

・以下の場合、AI の活用で発注者にとって有益となる。 

 1)マンパワーでは困難であった常時観測が可能となる業務 

 2)従来の手法ではコストがかかり過ぎて 1 業務で発注することが現実的でなか

った業務(情報集約、不整合の防止等が期待できる) 
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 3)突発的な事故や災害時の緊急判断に、過去の多数の災害情報に基づく AI が活

用される場合 

 4)技術者によって結果が変わる「定性的な判定」の場合 

 →AI の活用により、統一的な見解が得られるようになる可能性がある。 

 

 

6.3 CIM 分科会との交流・連携 

 CIM 分科会、AI 分科会間の交流・連携として、定例で開催される幹事会中に不定期で意見

交換を行った。以下のような意見をいただいた。 

 (1)令和 2 年度第 3 回幹事会(令和 2 年 12 月 10 日) 

 ・AI 分科会の活動方針について、以下のような意見があった。 

  1)事例 WG について、有望と思われる技術（企業）をいくつか抽出し、ヒアリングを行

うことが考えられる。ICT 委員長名での依頼書発行や、本部 ICT 委員会の委員経由で

依頼することも考えられる。 

2)開発 WG について、委員全員分のラズパイを購入、試行することを検討する。購入ル

ール、資産の取り扱い等について、事前に確認する必要がある。 

3)調査 WG について、立命館大学野村先生との意見交換（オンラインを含む）の可能性

について検討する。 

 

(2)令和 2 年度第 4 回幹事会(令和 3 年 3 月 5 日) 

・ラズベリーパイ実機を用いた研究を実施する業界団体は建コン近畿支部のみと思われ、

対外的に PR できる成果が期待される。 

・コロナ禍のため活動が停滞することはやむを得ないが、単に「集まれなかったので活動

できなかった」とならないよう、オンラインなどを最大限に活用し、活動を促進させた

い。 

 

(3)令和 3 年度第 1 回幹事会(令和 3 年 6 月 16 日) 

・令和 3 年度第 1 回技術部会にて、AI 分科会の活動方針に対して以下のような助言があ

った。 

 1)衛星データの処理や河川流域管理等に AI が活用できないか。 

2)「道路の賢い使い方分科会」や「河川委員会」等と ICT 分野で連携できるのではない

か。 

・BIM/CIM は国の施策と位置付けられているが、AI はまだ研究レベルであり、建コンとし

て何をするべきか悩ましい。国交省へのヒアリングを実施し、発注者ニーズを探ること

も有効である。 

・インフラ研の道路トンネル分科会が AI の活用を検討しており、連携することも考えら

れる。 
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(4)令和 3 年度第 3 回幹事会(令和 3 年 11 月 12 日) 

・CIM モデルをプラットフォームとした分析結果の連動や、設計照査等に AI の導入・連

携が考えられないか検討したい。 

・最近、AI 系の業務発注事例が出てきている。業務での AI 活用にあたっては教師データ

の質、瑕疵責任など、ルールづくりが必要と考えられる。 

 

(5)令和 3 年度第 4 回幹事会(令和 4 年 3 月 4 日) 

・「ラズパイ選手権」を開催するなど、メンバーが Raspberry Pi に積極的に取り組めるよ

うイベント企画を進めたい。 

 

(6)令和 4 年度第 1 回幹事会(令和 4 年 6 月 22 日) 

・建コンの AI 業務事例が少ないため、CIM 分科会メンバーからも事例があれば情報提供

を行う。 

 

(7)令和 4 年度第 2 回幹事会(令和 4 年 9 月 15 日) 

・iPhone LiDAR を用いた構造物のひび割れ抽出において、BIM/CIM と AI が連携できる可

能性がある。 

・Raspberry Pi のセンサーカメラを導入した。これらを活用したツール作成について検

討したい。但し、AI プログラムの開発には長期間を要することから、今期中の完成は

困難とのことであった。 

・受発注者の AI 活用事例調査、ルール検討等を実施し、可能な範囲で提言としてまとめ

ることが望まれる。 

・発注者側の AI 活用に関する意識はまだ低いことから、今後受注者だけでなく発注者で

の活用事例、メリットについても紹介することが有効である。 

 

(8)令和 4 年度第 3 回幹事会(令和 4 年 11 月 22 日) 

・AI の来期の活動計画について、異分野を含めその進展は日進月歩であることから、土

木分野での活用方法を技術、事務の視点から引き続き検討を進める。 
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7. おわりに 

 

AI の活用が進むに連れて、「AI の信頼性に対する保証」、「利用者側の適切な判断」、ある

いは「AI 関連会社（第三者）へ提供に対するリスク管理」、「データのオープン化と蓄積・

管理」等が問題視され始めています。 

当部会においては、これらの問題にいち早く着目し、近畿地方整備局企画部と、これら

の話題について意見交換を行い、令和 4 年度の第 55 回研究発表会（2022.10.14）において、

課題提議をおこなうなどの活動も積極的に進めてまいりました。 

奇しくも、第 2 期の終盤から「OpenAI」が開発した自動応答チャット生成 AI［ChatGPT］

の利用が急速にひろがり、AI の活用がさらに促進されようとしています。 

一方で、公共事業においては、事業特性、重要性から特に正確性、根拠の透明性、守秘

義務、セキュリティが重視され、建設コンサルタントにはこれらに対する適切な対応と判

断力が求められます。 

当分科会においては、建設コンサルタント全体が AI に対する理解を深め、適切な利用、

判断能力のもと効率よく AI を活用できるよう、今後も引き続き研究を重ね、微力ながら貢

献していきたいと考えています。 

 

 

AI 分科会 幹事 

高根 努 
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8. 参考資料 

8.1  建コンＡＩ分科会／講習会・意見交換会 立命館大学 野村泰稔教授 
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建
コ

ン
Ａ

Ｉ分
科

会
／

講
習

会
・
意

見
交

換
会

立
命

館
大

学
理

工
学

部
環

境
都

市
工

学
科

野
村

泰
稔
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発
表

内
容

：

1.
Ａ

Ｉの
最

新
技

術
お

よ
び

近
年

の
動

向
•

改
め

て
深

層
学

習
で

で
き

る
こ

と

•
土

木
学

会
年

次
学

術
講

演
会

に
見

る
AI

の
イ

ン
フ

ラ
維

持
管

理
問

題
へ

の
展

開

•
AI

研
究

を
実

施
す

る
上

で
の

課
題

と
課

題
解

決
の

た
め

の
近

年
の

研
究

動
向

 
デ

ー
タ

の
不

均
衡

性
と

そ
の

緩
和

策

 
説

明
可

能
AI

（
XA

I）
 

数
理

・
物

理
モ

デ
ル

と
の

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

方
法

2.
私

の
研

究
事

例
紹

介
 

上
手

く
い

か
な

か
っ

た
事

例
も

含
め

て

3.
Ａ

Ｉの
導

入
を

促
進

す
る

上
で

の
課

題
 

教
師

デ
ー

タ
の

確
保

3-131



最
も

広
い

概
念

が
人

工
知

能
（
AI
)

人
工

知
能

は
機

械
学

習
を

含
む

深
層

学
習

は
機

械
学

習
の

一
分

野

現
在

の
AI

ブ
ー

ム
は

深
層

学
習

が
牽

引

人
工
知
能
と
は
：
「
人
工
知
能
の
基
礎
」
（
小
林
一
郎
）

人
の
知
能
，
つ
ま
り
，
人
が
行
な
う
知
的
作
業
は
，
推
論
，
記
憶
，
認
識
，
理
解
，

学
習
，

創
造
と
い
っ
た
現
実
世
界
に
適
応
す
る
た
め
の
能
力
を
指
す
．
人
工
の
「
知

能
」
と
は
，

人
の
「
知
能
」
の
あ
る
部
分
を
機
械
に
行
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
創
ら

れ
る
． •

ド
ラ

え
も

ん
，

鉄
腕

ア
ト

ム
な

ど
生

物
や

人
の

知
能

に
迫

る
A

Iの
実

現
は

遠
い

•
チ

ェ
ス

，
将

棋
，

画
像

認
識

な
ど

限
定

的
な

問
題

解
決

や
推

論
（
用

途
限

定

型
）
に

は
非

常
に

強
い

AI
の

基
礎

人
工

知
能

（A
I）

，
機

械
学

習
，

深
層

学
習

と
は

人
工

知
能

機
械

学
習

深
層

学
習
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そ
も

そ
も

機
械

学
習

と
は

（
簡

単
に

言
え

ば
）

 
デ

ー
タ

か
ら

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

に
法

則
性

（
ル

ー
ル

）
を

学
習

さ
せ

，
自

動
的

に
も

の
ご

と

の
判

断
や

予
測

を
行

わ
せ

る
一

連
の

プ
ロ

セ
ス

あ
る

い
は

方
法

で
あ

る
．

 
文

字
通

り
，

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

自
身

が
デ

ー
タ

か
ら

ル
ー

ル
を

学
び

，
問

題
解

決
や

課
題

解
決

な
ど

を
行

う
仕

組
み

デ
ー

タ
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
の

学
習

実
行

ル
ー

ル
を

学
ぶ

未
知

の
デ

ー
タ

分
類

予
測

ク
ラ

ス
タ

リ
ン

グ
な

ど
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機
械

学
習

の
学

習
形

態

 
デ

ー
タ

の
与

え
方

に
よ

り
，

学
習

方
法

が
異

な
る

．

 
教

師
あ

り
学

習
：
標

本
(x
i, y

i)：
デ

ー
タ

を
与

え
る

際
，

正
解
y iも

同
時

に
与

え
る

．
そ

の
入

力
と

正
解

値
を

与
え

る
規

則
を

学
習

す
る

．

•
分

類
：
画

像
の

分
類

な
ど

，
デ

ー
タ

を
適

切
に

分
類

す
る

規
則

を
学

習
す

る
．

出
力

が
離

散
値

•
回

帰
：
数

値
デ

ー
タ

の
予

測
な

ど
，

デ
ー

タ
を

適
切

に
予

測
す

る
規

則
を

学
習

す
る

．
出

力
が

連
続

値

 
教

師
な

し
学

習
：

標
本

(x
i)：

デ
ー

タ
を

与
え

る
際

，
正

解
値

を
与

え
な

い

•
ク

ラ
ス

タ
リ

ン
グ

：
デ

ー
タ

か
ら

相
似

性
に

基
づ

い
て

ク
ラ

ス
タ

（
グ

ル
ー

プ
）に

分
類

す
る

．

•
低

次
元

化
（
次

元
削

減
）
：高

次
元

デ
ー

タ
の

本
質

の
み

を
抽

出
す

る
．

•
異

常
検

知
：
通

常
と

異
な

る
挙

動
の

検
知

な
ど

 
強

化
学

習
：
行

動
後

の
結

果
に

応
じ

て
報

酬
を

与
え

，
徐

々
に

最
適

な
行

動
ル

ー
ル

を
獲

得
さ

せ
る
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教
師

あ
り

学
習

の
方

法
論

 分
類

問
題

用
 

ロ
ジ

ス
テ

ッ
ク

回
帰

 
ニ

ュ
ー

ラ
ル

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

 
（

De
ep

le
ar

ni
ng

含
む

）

 
SV

M
 

決
定

木

 
ラ

ン
ダ

ム
フ

ォ
レ

ス
ト

 
k近

傍
法

（
KN

N）
 

混
合

ガ
ウ

ス
分

布

 
ナ

イ
ー

ブ
ベ

イ
ズ

フ
ィ

ル
タ

 
そ

の
他

 回
帰

問
題

用
 

線
形

回
帰

 
ニ

ュ
ー

ラ
ル

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

 
（

De
ep

le
ar

ni
ng

含
む

）

 
SV

M
（
カ

ー
ネ

ル
回

帰
な

ど
と

呼
ぶ

）

 
ラ

ン
ダ

ム
フ

ォ
レ

ス
ト

 
ガ

ウ
ス

過
程

回
帰

（
GP

）

 
そ

の
他
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出
力

入
力

デ
ー

タ
実

現
す

る
機

能

カ
テ

ゴ
リ

（
そ

れ
が

何
な

の
か

？
）

画
像

画
像

認
識

（
物

体
認

識
）

物
体

と
そ

の
位

置
（
画

像
の

中
に

何
が

ど
こ

に
移

っ
て

い
る

の
か

）
画

像
物

体
検

出

文
章

カ
テ

ゴ
リ

（
記

事
の

分
類

，
ス

パ
ム

メ
ー

ル
の

判
定

な
ど

）
文

章
文

章
の

自
動

仕
分

け

文
字

列
音

声
音

声
認

識

日
本

語
列

（
英

単
語

列
）

英
単

語
列

（
日

本
語

列
）

機
械

翻
訳

期
待

応
答

の
単

語
列

入
力

発
語

の
単

語
列

対
話

シ
ス

テ
ム

異
常

度
な

ど
セ

ン
サ

信
号

異
常

検
知

ア
ク

チ
ュ

エ
ー

タ
出

力
セ

ン
サ

信
号

ロ
ボ

ッ
ト

制
御

入
力

出
力

深
層

学
習

で
で

き
る

こ
と
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•
人

工
知

能
AI

の
基

盤
技

術

音
声

認
識

対
話

シ
ス

テ
ム

異
常

検
出

例
レ

コ
メ

ン
ド

シ
ス

テ
ム

手
書

き
文

字
認

識

顔
画

像
認

識

機
械

翻
訳

深
層

学
習

で
で

き
る

こ
と
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自
動

運
転

同
時

音
声

翻
訳

医
療

画
像

診
断

深
層

学
習

で
で

き
る

こ
と

（将
来

的
な

応
用

）
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深
層

学
習

（
C

N
N

）
の

利
用

例

 
認

識
・
分

類
…

そ
の

画
像

に
何

が
写

っ
て

い
る

の
か

，
そ

れ
は

何
な

の
か

？

 
検

出
…

そ
の

画
像

の
ど

こ
に

何
が

写
っ

て
い

る
の

か
？

（
物

体
の

種
類

と
位

置
を

予
測

）

 
セ

グ
メ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

…
そ

の
画

像
領

域
の

意
味

を
識

別
．

ピ
ク

セ
ル

ご
と

に
カ

テ
ゴ

リ
を

予
測

（
人

・
木

・
車

な
ど

，
自

動
運

転
な

ど
に

応
用

）

認
識

（
イ

ン
ド

象
と

ア
フ

リ
カ

象
の

識
別

例
）

（
暖

色
は

耳
の

大
き

さ
を

見
れ

ば
識

別
で

き
る

こ
と

を
示

唆
） 検

出
セ

グ
メ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン
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深
層

学
習

（
C

N
N

）
の

利
用

例

 
生

成
…

（
教

師
デ

ー
タ

自
体

を
深

層
学

習
で

生
成

）
こ

れ
は

，
教

師
な

し
学

習
で

実
現

可
．

 
不

足
す

る
教

師
デ

ー
タ

を
補

完
す

る
可

能
性

 
キ

ャ
プ

シ
ョ

ン
生

成
…

画
像

を
与

え
る

と
そ

の
画

像
を

説
明

す
る

文
章

を
生

成

（
人

工
的

に
ア

イ
ド

ル
の

顔
を

生
成

し
た

例
）

生
成

a 
w

om
an

 h
ol

di
ng

 a
 te

nn
is 

ra
cq

ue
t 

on
 a

 te
nn

is 
co

ur
t

キ
ャ

プ
シ

ョ
ン

生
成

（
人

工
的

に
ひ

び
割

れ
画

像
を

生
成

し
た

例
）
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IM
A

G
E
-
T
O

-
IM

A
G

E
T
R

A
N

S
L
A

T
IO

N
 

入
力

も
出

力
も

画
像

と
し

て
学

習
す

る

他
に

も
，

•
ノ

イ
ズ

除
去

•
超

解
像

（
低

解
像

度
か

ら
高

解
像

度
化

）
•

自
動

着
色

（
カ

ラ
ー

化
）

な
ど

画
像

を
対

象
と

し
た

も
の

で
も

用
途

が
非

常
に

多
い

．
衛

星
画

像
か

ら
地

図
の

出
力

（
逆

も
あ

る
）

エ
ッ

ジ
検

出

Se
as

on
ch

an
ge

画
風

変
換

：
元

の
写

真
と

ス
タ

イ
ル

画
像

を
利

用

元
の

写
真

の
形

状
を

ほ
ど

ほ
ど

に
保

存
し

て
る

情
報

を
抽

出
し

，
ス

タ
イ

ル
画

像
の

ス
タ

イ
ル

（
画

風
）
を

表
現

し
て

い
る

情
報

を
利

用
し

て
，

新
し

い
画

像
を

生
成

す
る

．
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画
像

類
似

度
判

定

同
一

人
物

or
別

人
2枚

の
画

像

同
一

人
物

別
人
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言
語

系
の

応
用

例
：
対

話
シ

ス
テ

ム
や

機
械

翻
訳

出
力

単
語

列

（
期

待
さ

れ
る

応
答

を
返

す
）

入
力

単
語

列

「
は

じ
め

ま
し

て
．

野
村

と
申

し
ま

す
．

」
「
は

じ
め

ま
し

て
．

野
村

さ
ん

．
私

は
○

○
で

す
．

」

「
日

本
の

首
都

は
？

」
「
東

京
で

す
．

」

「
こ

れ
は

ペ
ン

で
す

．
」

「
Th

is
is

a
pe

n.
」

対
話

シ
ス

テ
ム

の
例

：

機
械

翻
訳

の
例

：
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そ
の

他
の

応
用

例
：
教

師
あ

り
異

常
検

知

正
常

or
異

常
の

ク
ラ

ス
(ラ

ベ
ル

)を
返

す
セ

ン
サ

信
号

教
師

あ
り

学
習

：
正

常
と

異
常

の
サ

ン
プ

ル
が

大
量

に
あ

る
場

合
は

極
め

て
有

効

正
常

異
常
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そ
の

他
の

応
用

例
：
教

師
な

し
異

常
検

知

異
常

レ
ベ

ル
セ

ン
サ

信
号

や
画

像

教
師

な
し

異
常

検
知

が
期

待
で

き
る

ケ
ー

ス

•
異

常
が

滅
多

に
発

生
し

な
い

場
合

の
異

常
検

知
（
こ

の
場

合
の

ほ
う

が
そ

も
そ

も
多

い
）

Au
to

En
co

de
r(A

E:
自

己
符

号
化

器
）
を

利
用

し
て

再
構

成
誤

差
を

評
価

す
る

こ
と

で
，

異
常

レ
ベ

ル
を

推
定

す
る

正
常

デ
ー

タ
の

み
を

利
用
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AE
と

は
，

入
力

デ
ー

タ
を

圧
縮

し
，

そ
こ

か
ら

再
度

入
力

デ
ー

タ
を

復
元

す
る

よ
う

な
ニ

ュ
ー

ラ
ル

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

入
力

デ
ー

タ
と

出
力

デ
ー

タ
が

一
致

す
る

よ
う

に
学

習
す

る

自
己

符
号

化
器

（
Au

to
En

co
de

r）

圧
縮

復
元

学
習

に
用

い
た

デ
ー

タ
は

ほ
ぼ

元
通

り
に

復
元

（
再

構
成

）
さ

れ
る

学
習

に
用

い
ら

れ
て

い
な

い
デ

ー
タ

は
元

通
り

に
復

元
さ

れ
な

い

正
常

デ
ー

タ
の

み
を

学
習

し
た

AE
で

入
力

デ
ー

タ
を

復
元

し
，

元
通

り
に

復
元

で
き

る
か

ど
う

か
で

正
常

か
異

常
か

判
定

で
き

る
．

元
通

り
に

復
元

さ
れ

な
い

ほ
ど

，
異

常
デ

ー
タ

で
あ

る
と

言
え

る
．

復
元

で
き

た
か

ど
う

か
は

，
入

力
デ

ー
タ

と
出

力
デ

ー
タ

の
平

均
2乗

誤
差

な
ど

で
判

断
す

る
．

そ
の

他
の

応
用

例
：
教

師
な

し
異

常
検

知
Au

to
 E

nc
od

er
の

例
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教
師

な
し

異
常

検
知

の
イ

メ
ー

ジ

そ
の

他
の

応
用

例
：
教

師
な

し
異

常
検

知
Au

to
 E

nc
od

er
の

例
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そ
の

他
の

応
用

例
：
教

師
な

し
異

常
検

知
Au

to
 E

nc
od

er
の

例
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A
Iを

利
用

し
た

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

ユ
ー

ス
ケ

ー
ス

を
考

え
る

ht
tp

s:/
/c

om
m

itt
ee

s.j
sc

e.
or

.jp
/s

tr
uc

t1
0/

no
de

/2
0
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令
和

元
年

土
木

学
会

年
次

学
術

講
演

会
に

お
け

る
AI

の
研

究
事

例
紹

介

 
20

17
年

度
か

ら
20

21
年

度
の

土
木

学
会

年
次

学
術

講
演

会
の

講
演

論
文

よ
り

AI
に

関
連

す
る

と
思

わ
れ

る
論

文
を

調
査

 
検

索
キ

ー
ワ

ー
ド

は
以

下
の

通
り

 
SV

M
 

サ
ポ

ー
ト

ベ
ク

タ
ー

マ
シ

ン
，

サ
ポ

ー
ト

ベ
ク

ト
ル

，
su

pp
or

t v
ec

to
r m

ac
hi

ne
 

ニ
ュ

ー
ラ

ル
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
 

ニ
ュ

ー
ラ

ル
ネ

ッ
ト

，
NN

，
AN

N
 

機
械

学
習

 
マ

シ
ン

ラ
ー

ニ
ン

グ
，

m
ac

hi
ne

 le
ar

ni
ng

 
強

化
学

習
 

RL
，

Re
in

fo
rc

ed
 Le

ar
ni

ng
 

自
己

組
織

化
マ

ッ
プ

 
SO

M
 

深
層

学
習

 
デ

ィ
ー

プ
ラ

ー
ニ

ン
グ

，
DL

，
CN

N，
YO

LO
 

人
工

知
能

 
AI
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部
門

別
論

文
数

20
21

20
20

20
19

20
18

20
17

8
9

3
5

3
第

1 部
門

( 構
造

・
力

学
) 

9
16

11
9

3
第

2 部
門

( 水
)

5
7

4
6

5
第

3 部
門

( 土
)

11
8

1
4

2
第

4 部
門

( 計
画

)
11

15
1

9
3

第
5 部

門
( コ

ン
ク

リ
ー

ト
)

34
54

38
10

5
第

6 部
門

( 建
設

)
1

2
1

0
0

第
7 部

門
( 環

境
)

79
66

23
14

2
共

通
セ

ッ
シ

ョ
ン

15
8

17
7

82
57

23
合

計

大
ま

か
な

傾
向

で
す

．
厳

密
で

は
な

い
で

す
．
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産
・
官

・
学

の
割

合

20
21

20
19

20
18

20
17

48
43

16
6

産
9

2
4

0
官

52
21

16
6

学
34

17
17

8
産

学
2

2
2

3
官

・
学

4
3

1
0

産
・
官

9
1

1
0

産
官

学
15

8
89

57
23

合
計
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建
設

作
業

に
お

け
る

論
文

数 2
0
1
7

2
0
1
8

2
0
1
9

計
画

・
設

計
・

事
務

1
4

2
施

工
5

8
2
5

維
持

管
理

1
0

2
5

3
9

そ
の

他
7

2
0

2
3
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維
持

管
理

分
野

に
お

け
る

39
編

（
20

19
年

度
）

•
I-1

91
 深

層
学

習
と

レ
ー

ザ
ー

超
音

波
可

視
化

試
験

に
よ

る
欠

陥
の

自
動

判
定

法
（

CN
N）

•
I-1

98
 構

造
部

材
破

壊
音

判
定

に
お

け
る

NN
と

SV
M

の
比

較
（

3層
NN

，
SV

M
）

•
V-

22
2 

送
電

用
ト

ン
ネ

ル
に

お
け

る
Ａ

Ｉに
よ

る
画

像
点

検
の

導
入

•
V-

43
5 

道
路

画
像

の
深

層
学

習
に

基
づ

く
路

面
ひ

び
割

れ
状

況
の

把
握

に
向

け
た

基
礎

検
討

•
V-

43
9 

Ｍ
Ｍ

Ｓ
を

用
い

た
舗

装
の

評
価

手
法

(そ
の

１
)

•
V-

54
4 

表
面

振
動

測
定

機
構

を
搭

載
し

た
打

撃
試

験
装

置
を

用
い

た
道

路
橋

遊
間

部
に

お
け

る
劣

化
領

域
評

価

•
V-

54
9 

打
音

探
査

へ
の

機
械

学
習

の
適

用
に

つ
い

て

•
V-

56
1 

深
層

学
習

お
よ

び
FD

TD
ｼ
ﾐｭ

ﾚ
ｰ

ｼ
ｮﾝ

を
用

い
た

レ
ー

ダ
画

像
か

ら
の

コ
ン

ク
リ

ー
ト

内
部

の
欠

陥
識

別
に

関
す

る
基

礎
的

検
討

•
Ⅵ

-8
6 

機
械

学
習

に
よ

る
コ

ン
ク

リ
ー

ト
打

継
面

の
良

否
判

定
技

術
に

関
す

る
基

礎
的

検
討

•
Ⅵ

-2
41

 画
像

に
よ

る
レ

ー
ル

継
目

部
の

異
常

抽
出

技
術

の
基

礎
的

検
討

•
Ⅵ

38
9 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

表
層

品
質

の
AI

画
像

診
断

に
基

づ
く
ト

ン
ネ

ル
施

工

•
Ⅵ

44
5 

画
像

認
識

ア
ル

ゴ
リ

ズ
ム

に
よ

る
溶

接
不

良
自

動
検

出
に

関
す

る
検

証

•
Ⅵ

47
0 

構
造

物
診

断
の

た
め

の
Io

T最
先

端
通

信
技

術
(L

PW
A)

導
入

に
向

け
た

調
査

研
究

•
Ⅵ

47
4 

社
会

基
盤

の
維

持
管

理
に

関
す

る
Io

Tと
AI

に
よ

る
支

援
化

の
課

題
と

考
察
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維
持

管
理

分
野

に
お

け
る

39
編

•
Ⅵ

48
0 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

物
の

デ
ジ

タ
ル

画
像

に
含

ま
れ

る
ひ

び
割

れ
検

出

•
Ⅵ

48
2 

深
層

学
習

を
用

い
た

画
像

分
類

の
ひ

び
割

れ
部

位
の

判
別

•
Ⅵ

48
3 

AI
を

用
い

た
画

像
解

析
技

術
に

よ
る

ひ
び

割
れ

点
検

業
務

の
生

産
性

向
上

に
関

す
る

検
討

•
Ⅵ

48
5 

ひ
び

割
れ

画
像

解
析

に
お

け
る

AI
を

用
い

た
ひ

び
割

れ
検

出
技

術
の

検
出

精
度

と
作

業
向

上
効

果
の

確
認

•
Ⅵ

69
5 

ダ
ム

基
礎

岩
盤

に
お

け
る

機
械

学
習

を
用

い
た

割
れ

目
判

定
技

術
の

開
発

•
Ⅵ

77
5.

 深
層

学
習

を
用

い
た

鋼
橋

に
お

け
る

塗
膜

劣
化

の
画

像
処

理
技

術

•
Ⅵ

77
6.

 深
層

学
習

に
よ

る
画

像
認

識
を

用
い

た
橋

梁
添

架
設

備
の

領
域

検
出

技
術

の
研

究

•
Ⅵ

77
7.

 深
層

学
習

に
よ

る
ア

ー
チ

ダ
ム

の
表

面
変

状
の

検
出

と
そ

の
分

布
特

性

•
Ⅵ

77
8.

 ダ
ム

堤
体

管
理

に
お

け
る

深
層

学
習

検
出

情
報

の
定

量
化

の
実

現
 

技
術

：
深

層
学

習
モ

デ
ル

se
m

an
tic

 se
gm

en
ta

tio
nを

用
い

た
物

体
検

出

•
Ⅵ

77
9.

 D
ee

p 
Le

ar
ni

ng
お

よ
び

AI
に

よ
る

変
状

自
動

抽
出

 
技

術
：

De
ep

 Le
ar

ni
ng

に
よ

る
自

動
抽

出
技

術

•
CS

7-
07

橋
梁

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

た
め

の
AI

活
用
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維
持

管
理

分
野

に
お

け
る

39
編

•
CS

10
-0

3
デ

ィ
ー

プ
ラ

ー
ニ

ン
グ

に
よ

る
耐

候
性

鋼
の

外
観

評
点

モ
デ

ル
の

構
築

•
CS

10
-0

4
デ

ィ
ー

プ
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
用

い
た

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

舗
装

の
ひ

び
割

れ
自

動
検

出

•
CS

10
-0

5
深

層
学

習
を

用
い

た
道

路
舗

装
種

別
の

画
像

判
定

技
術

に
関

す
る

基
礎

的
研

究

•
VI

-7
81

 A
Iに

よ
る

打
音

デ
ー

タ
判

定
フ

ロ
ー

•
VI

-7
83

 自
己

組
織

化
マ

ッ
プ

を
用

い
た

打
音

診
断

•
VI

-8
24

地
方

自
治

体
の

管
理

橋
梁

に
お

け
る

AI
活

用
の

一
考

察

•
VI

-8
32

 諸
元

情
報

等
を

考
慮

し
た

デ
ィ

ー
プ

ラ
ー

ニ
ン

グ
モ

デ
ル

に
よ

る
橋

梁
（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
部

材
）
の

劣
化

原
因

・
健

全
度

判
定

•
CS

10
-0

6 
道

路
舗

装
ひ

び
割

れ
判

読
工

程
で

の
機

械
学

習
技

術
適

用
検

討
国

際
航

業

•
CS

10
-0

7 
Lig

ht
GB

M
に

よ
る

コ
ン

ク
リ

ー
ト

表
面

の
ひ

び
割

れ
自

動
検

出

•
CS

10
-0

8 
デ

ィ
ー

プ
ラ

ー
ニ

ン
グ

に
よ

る
ダ

ム
ポ

ッ
プ

ア
ウ

ト
の

自
動

検
出

手
法

の
提

案

•
CS

10
-1

3
ra

nK
SV

M
を

用
い

た
不

均
衡

な
訓

練
デ

ー
タ

か
ら

の
機

械
学

習
と

地
震

被
害

検
知

へ
の

応
用

•
CS

10
-1

7 
深

層
学

習
と

Sf
M

を
用

い
た

河
川

護
岸

の
劣

化
診

断
支

援
手

法

•
CS

10
-1

9 
Se

m
an

tic
 S

eg
m

en
ta

tio
nを

活
用

し
た

橋
梁

3次
元

モ
デ

ル
へ

の
ひ

び
割

れ
位

置
反

映

•
CS

10
-2

0 
セ

マ
ン

テ
ィ

ッ
ク

セ
グ

メ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
に

よ
る

ト
ン

ネ
ル

の
損

傷
検

知
に

関
す

る
取

り
組

み
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維
持

管
理

系
論

文
で

の
AI

の
活

用
例

（
１

）

 
画

像
や

音
を

対
象

と
し

た
研

究
が

ほ
と

ん
ど

．
点

検
支

援
技

術
が

多
い

．
診

断
支

援
も

あ
る

•
画

像
：
認

識
・
検

出
・
セ

マ
ン

テ
ィ

ッ
ク

セ
グ

メ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
 

ひ
び

割
れ

・
剥

落
・
遊

離
石

灰
・
漏

水
・
ダ

ム
ポ

ッ
プ

ア
ウ

ト
な

ど
 

レ
ー

ル
継

目
部

・
溶

接
不

良
・
塗

膜
劣

化
・
腐

食
・
橋

梁
添

架
設

備
 

超
音

波
伝

播
特

性
か

ら
欠

陥
位

置

•
時

系
列

信
号

 
打

撃
音

・
破

壊
音

 
画

像
・
構

造
物

諸
元

・
損

傷
情

報
の

マ
ル

チ
タ

ス
ク

・
マ

ル
チ

ビ
ュ

ー
学

習
の

実
施

 
教

師
デ

ー
タ

が
不

均
衡

で
あ

る
場

合
の

検
討

方
法

論
の

整
理

CN
N，

NN
，

SV
M

，
In

ce
pt

io
n

Re
sN

et
v2

，
VG

G1
6，

VG
G1

9，
Ra

nd
om

 Fo
re

st
, 

Lig
ht

GB
M

, r
an

kS
VM

, S
OM

（
教

師
な

し
学

習
）

音
・
画

像
認

識

YO
LO

v3
, F

as
te

r R
-C

NN
, 

物
体

検
出

Se
gN

et
, U

-N
et

++
, M

as
t R

-C
NN

セ
グ

メ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン

LS
TM

（
リ

カ
レ

ン
ト

ニ
ュ

ー
ラ

ル
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

一
つ

）
信

号
変

換

GA
N，

pi
x2

pi
x

Im
ag

e
to

Im
ag

e 
Tr

an
sla

tio
n
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維
持

管
理

系
論

文
で

の
AI

の
活

用
例

（
２

）

 
画

像
：
認

識
・
検

出
・
セ

マ
ン

テ
ィ

ッ
ク

セ
グ

メ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
を

用
い

た
も

の

•
１

入
力

１
出

力
系

の
学

習
が

多
い

．
（
使

用
す

る
シ

ス
テ

ム
は

複
数

の
実

績
の

あ
る

も
の

か
ら

選
定

し
て

い
た

り
，

独
自

で
構

築
さ

れ
て

い
る

も
の

も
あ

る
）

•
複

数
の

技
術

を
併

用
し

て
い

る
研

究
も

あ
る

．

①
画

像
か

ら
レ

ー
ル

継
目

部
を

検
出

（
物

体
検

出
）
し

，
検

出
さ

れ
た

レ
ー

ル
継

目
部

に
対

し
て

ボ
ル

ト
脱

落
が

生
じ

て
い

る
か

判
定

（
画

像
認

識
）

(V
I-2

41
)

②
画

像
か

ら
ひ

び
割

れ
の

有
無

判
定

（
画

像
認

識
）
と

ひ
び

割
れ

の
本

数
を

評
価

（
画

像
認

識
）

(C
S1

0-
06

)
③

St
ru

ct
ur

e
fro

m
M

ot
io

n
(S

fM
)技

術
で

3次
元

モ
デ

ル
を

作
成

し
，

Sf
M

合
成

画
像

に
対

し
て

，
損

傷
の

検
出

や
セ

グ
メ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

を
行

い
，

点
検

記
録

を
3次

元
管

理
(V

I-7
77

, 7
78

, 
CS

10
-1

7)
④

画
像

か
ら

コ
ン

ク
リ

ー
ト

部
の

み
を

セ
グ

メ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
し

，
そ

の
領

域
に

対
し

て
ひ

び
割

れ
を

検
出

す
る

．
最

後
に

，
ひ

び
割

れ
位

置
を

示
し

た
複

数
の

画
像

か
ら

Sf
M

で
被

写
体

の
3次

元
モ

デ
ル

化
を

行
い

，
点

検
記

録
を

管
理

(C
S1

0-
20

)
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維
持

管
理

系
論

文
で

の
AI

の
活

用
例

（
２

）

 
画

像
・
構

造
物

諸
元

・
損

傷
情

報
の

マ
ル

チ
タ

ス
ク

・
マ

ル
チ

ビ
ュ

ー
学

習
の

実
施

(V
I-8

32
)

•
通

常
，

１
入

力
１

出
力

系
の

学
習

が
多

い
が

，
画

像
＋

構
造

物
諸

元
＋

損
傷

情
報

を
入

力
と

し
て

，
健

全
度

or
劣

化
要

因
を

出
力

と
す

る
系

を
学

習

•
AI

＋
診

断
支

援
シ

ス
テ

ム
の

構
築

は
珍

し
い

？

畳 み 込 み 層

点
検

時
の

画
像

バ ッ チ 正 則 化 層

プ ー リ ン グ 層

×
6

全 結 合 層
諸

元
＋

損
傷

情
報

双 結 合 層

全 結 合 層

出 力 層

健 全 度 or 劣 化 要 因
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維
持

管
理

系
論

文
で

の
AI

の
活

用
例

（
３

）

 
教

師
デ

ー
タ

が
不

均
衡

で
あ

る
場

合
の

教
師

あ
り

学
習

の
検

討
(C

S1
0-

13
)

•
不

均
衡

デ
ー

タ
を

そ
の

ま
ま

訓
練

デ
ー

タ
に

用
い

る
こ

と
は

，
深

刻
な

性
能

低
下

に
つ

な
が

る

•
異

常
検

知
タ

ス
ク

で
は

正
常

デ
ー

タ
に

比
べ

て
異

常
デ

ー
タ

の
取

得
が

難
し

い
こ

と
が

多
い

．

•
デ

ー
タ

数
の

調
整

を
行

わ
ず

不
均

衡
デ

ー
タ

を
そ

の
ま

ま
学

習
に

利
用

で
き

る
機

械
学

習
モ

デ
ル

と
し

て
ra

nk
SV

M
の

利
用

が
提

案

•
ra

nk
SV

M
以

外
に

も
，

不
均

衡
デ

ー
タ

に
対

す
る

対
策

と
し

て
，

ke
ra

sの
ラ

イ
ブ

ラ
リ

で
用

意
さ

れ
て

い
る

．

 
学

習
時

に
デ

ー
タ

数
の

希
少

な
ク

ラ
ス

を
誤

っ
た

際
，

大
き

な
ペ

ナ
ル

テ
ィ

を
課

す

 
ht

tp
s:/

/k
er

as
.io

/ja
/m

od
el

s/
se

qu
en

tia
l/

今
後

必
ず

重
要

な
技

術
と

な
る
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実
応

用
時

に
機

械
学

習
が

直
面

す
る

課
題

と
対

応

学
習

デ
ー

タ
の

不
足

 
大

災
害

や
重

大
事

象
の

発
生

頻
度

の
少

な
さ

 
災

害
事

象
の

個
別

性

意
思

決
定

に
足

る
説

明
性

の
不

足

-
デ

ィ
ー

プ
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
ブ

ラ
ッ

ク
ボ

ッ
ク

ス
性

-
例

外
的

な
事

象
に

対
す

る
脆

弱
性

不
均

衡
デ

ー
タ

へ
の

対
応

-
サ

ン
プ

ル
バ

ラ
ン

シ
ン

グ
-

コ
ス

ト
考

慮
型

学
習

-
異

常
検

知

AI
の

説
明

性
の

向
上

-
説

明
可

能
AI

へ
の

取
り

組
み

-
ベ

イ
ズ

学
習

不
均

衡
デ

ー
タ

へ
の

対
応

・
ア

ノ
テ

ー
シ

ョ
ン

作
業

の
効

率
化

説
明

可
能

AI
へ

の
取

り
組

み
数

理
モ

デ
ル

×
AI

の
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
手

法
ベ

イ
ズ

学
習
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近

年
の

解
決

策
の

一
つ

：
集

団
学

習
（
ア

ン
サ

ン
ブ

ル
学

習
）

 
学

習
の

偏
り

が
原

理
的

に
生

じ
な

い
．

不
均

衡
な

デ
ー

タ
分

布
を

自
然

に
学

習

不
均

衡
デ

ー
タ

に
対

す
る

機
械

学
習
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ア
ノ

テ
ー

シ
ョ

ン
作

業
の

効
率

化
対

策

 
デ

ー
タ

へ
の

ア
ノ

テ
ー

シ
ョ

ン
（
ラ

ベ
ル

付
け

）
作

成
作

業
が

大
変

 
深

層
学

習
の

性
能

向
上

を
少

な
い

デ
ー

タ
の

ア
ノ

テ
ー

シ
ョ

ン
で

実
現

す
る

た
め

の
手

法
は

数
多

く
あ

る
．

例
え

ば
，

 
デ

ー
タ

拡
張

 
デ

ー
タ

水
増

し
（

Da
ta

 A
ug

m
en

ta
tio

n）
 

教
師

な
し

デ
ー

タ
活

用
 

転
移

学
習

や
フ

ァ
イ

ン
チ

ュ
ー

ニ
ン

グ

 
能

動
学

習

 
半

教
師

あ
り

学
習

 
自

己
教

師
あ

り
学

習

 
弱

教
師

あ
り

学
習
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ア
ノ

テ
ー

シ
ョ

ン
作

業
の

効
率

化
対

策

 
デ

ー
タ

拡
張

 
単

純
な

デ
ー

タ
水

増
し

（
Da

ta
 A

ug
m

en
ta

tio
n）

 
画

像
を

反
転

さ
せ

る
Fl

ip
，

ノ
イ

ズ
を

混
ぜ

る
手

法
，

一
部

を
マ

ス
ク

す
る

Cu
t O

ut
や

，
一

部
に

ラ
ン

ダ
ム

な
ノ

イ
ズ

を
加

え
る

Ra
nd

om
 E

ra
sin

g，
複

数
の

画
像

を
混

ぜ
合

わ
せ

る
M

ixu
p，

水
増

し
し

た
デ

ー
タ

を
混

ぜ
合

わ
せ

る
Au

gM
ixな

ど
，

様
々

な
手

法

 
敵

対
的

生
成

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

(G
en

er
at

ive
 A

dv
er

sa
ria

l N
et

w
or

k:
 G

AN
)

（
人

工
的

に
ア

イ
ド

ル
の

顔
を

生
成

し
た

例
）

生
成

（
人

工
的

に
ひ

び
割

れ
画

像
を

生
成

し
た

例
）
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ア
ノ

テ
ー

シ
ョ

ン
作

業
の

効
率

化
対

策

 
教

師
な

し
デ

ー
タ

活
用

（
転

移
学

習
と

フ
ァ

イ
ン

チ
ュ

ー
ニ

ン
グ

）

 
転

移
学

習
（

Tr
an

sfe
r L

ea
rn

in
g）

と
は

，
あ

る
領

域
（
ド

メ
イ

ン
）
で

学
習

し
た

モ
デ

ル
（
学

習
済

み
モ

デ
ル

）
を

別
の

領
域

に
適

用
す

る
こ

と

 
多

く
の

デ
ー

タ
が

手
に

入
る

領
域

で
学

習
さ

せ
た

モ
デ

ル
を

，
少

な
い

デ
ー

タ
し

か
な

い
領

域
に

適
用

さ
せ

た
り

す
る

こ
と

が
可

能
に

な
る

転
移

学
習

：

フ
ァ

イ
ン

チ
ュ

ー
ニ

ン
グ

：

入
力

デ
ー

タ
学

習
済

み
モ

デ
ル

入
力

デ
ー

タ
学

習
済

み
モ

デ
ル

追
加

さ
れ

た
層

出
力

追
加

さ
れ

た
層

出
力

凍
結

訓
練

凍
結

訓
練
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ア
ノ

テ
ー

シ
ョ

ン
作

業
の

効
率

化
対

策

 
教

師
な

し
デ

ー
タ

活
用

（
能

動
学

習
）

 
以

下
の

よ
う

な
分

類
の

場
合

，
境

界
線

上
に

あ
る

デ
ー

タ
を

多
く
ア

ノ
テ

ー
シ

ョ
ン

し
て

学
習

さ
せ

る
こ

と
． 境

界
線

上
に

あ
る

デ
ー

タ
に

対
し

て
ラ

ベ
ル

付
け

す
る
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A
I（

機
械

学
習

）
の

説
明

・
解

釈

 
A

Iは
人

間
よ

り
も

高
い

精
度

で
予

測
や

識
別

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
が

，
そ

の
根

拠
を

説
明

す
る

こ
と

は
苦

手
．

こ
の

A
Iの

「
ブ

ラ
ッ

ク
ボ

ッ
ク

ス
性

」
へ

の
不

安
が

A
I技

術
の

社
会

実
装

を
阻

む
壁

に
な

っ
て

い
る

．
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EX
PL

A
IN
A
B
LE

A
I（

XA
I,

説
明

可
能

AI
）

X
A

Ip
ro

gr
am

ai
m

s
to

cr
ea

te
a

su
it

e
o

f
M

L
te

ch
ni

q
ue

s
th

at
:

•
Pr

od
uc

e
m

or
e

ex
p

la
in

ab
le

m
od

el
s,

w
hi

le
m

ai
nt

ai
ni

ng
a

hi
gh

le
ve

l o
f

le
ar

ni
ng

p
er

fo
rm

an
ce

(p
re

d
ic

ti
o

n
ac

cu
ra

cy
); 

an
d

•
En

ab
le

 h
um

an
u

se
rs

 t
o

 u
nd

er
st

an
d

, a
p

p
ro

p
ri

at
el

y 
tr

u
st

, a
nd

 e
ff

ec
ti

ve
ly

m
an

ag
e

th
e

em
er

gi
ng

g
en

er
at

io
n

o
f

A
Ip

ar
tn

er
s.

D
A

PR
A

@
U

S

h
tt

p
s:

//
as

d
.g

sf
c.

na
sa

.g
o

v/
co

nf
er

en
ce

s/
ai

/p
ro

g
ra

m
/0

03
-X

A
If

o
rN

A
SA

.p
d

f

XA
Iプ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

、
以

下
の

よ
う

な
M

L技
術

群
の

構
築

を
目

指
し

て
い

ま
す

。
高

水
準

の
学

習
性

能
（予

測
精

度
）を

維
持

し
つ

つ
、

よ
り

説
明

可
能

な
モ

デ
ル

を
生

成
す

る
。

人
間

の
ユ

ー
ザ

ー
が

、
新

し
い

世
代

の
AI

パ
ー

ト
ナ

ー
を

理
解

し
、

適
切

に
信

頼
し

、
効

果
的

に
管

理
で

き
る

よ
う

に
す

る
。
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説
明

性
vs

性
能

性 能

D
N

N SV
M

現
状

決
定

木

説
明

性

ht
tp

s:
//

as
d

.g
sf

c.
na

sa
.g

o
v/

co
nf

er
en

ce
s/

ai
/p

ro
g

ra
m

/0
03

-X
A

If
o

rN
A

SA
.p

d
f
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説
明

性
vs

性
能

D
N

N SV
M

現
状

XA
I

決
定

木

説
明

性

性 能

ht
tp

s:
//

as
d

.g
sf

c.
na

sa
.g

o
v/

co
nf

er
en

ce
s/

ai
/p

ro
g

ra
m

/0
03

-X
A

If
o

rN
A

SA
.p

d
f
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XA
Iの

メ
リ

ッ
ト

•
A

Iに
対

す
る

ユ
ー

ザ
ー

の
不

安
を

解
消

さ
せ

，
社

会
に

受
け

入
れ

や
す

く
す

る
．

•
A

Iに
よ

る
出

力
が

こ
れ

ま
で

の
科

学
的

知
見

と
整

合
す

る
形

で
行

わ
れ

て
い

る
の

か
を

説
明

に
基

づ
い

て
調

べ
る

こ
と

に
よ

っ
て

，
A

Iモ
デ

ル
の

妥
当

性
の

検
証

に
使

え
る

．

•
な

ぜ
A

Iが
高

い
精

度
で

の
予

測
や

識
別

を
実

現
し

て
い

る
の

か
を

知
る

手
掛

か
り

と
も

な
る

た
め

，
新

た
な

科
学

的
発

見
に

も
つ

な
が

る
．

ht
tp

s:
//

as
d

.g
sf

c.
na

sa
.g

o
v/

co
nf

er
en

ce
s/

ai
/p

ro
g

ra
m

/0
03

-X
A

If
o

rN
A

SA
.p

d
f
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A
Iの

挙
動

に
関

す
る

説
明

•
ど

ん
な

入
力

を
し

た
ら

ど
ん

な
出

力
と

な
る

の
か

だ
け

を
説

明
す

る
も

の
で

あ
り

，
A

I
の

中
が

ど
の

よ
う

に
な

っ
て

い
る

か
は

気
に

し
な

い
と

い
う

意
味

で
ブ

ラ
ッ

ク
ボ

ッ
ク

ス
的

な
説

明
．

 
デ

ー
タ

の
ど

の
特

徴
が

重
要

だ
っ

た
の

か
•

個
々

の
特

徴
量

の
重

要
度

•
そ

れ
ぞ

れ
の

特
徴

量
が

A
Iの

出
力

結
果

に
ど

の
よ

う
な

影
響

を
与

え
て

い
る

の
か

 
SH

A
P

(S
ha

p
le

y
A

d
d

it
iv

e
ex

Pl
an

at
io

n
s;

Lu
nd

be
rg

+
20

17
,2

02
0)

が
有

名

•
入

力
し

た
画

像
に

お
い

て
A

Iが
注

目
す

る
領

域
を

ハ
イ

ラ
イ

ト
さ

せ
る

こ
と

に
よ

っ
て

（
代

表
例

：G
ra

d
-C

A
M

）
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A
Iの

挙
動

に
関

す
る

説
明

G
R

A
D

-
C

A
M

の
例

：

 
画

像
分

類
で

，
重

要
だ

っ
た

ピ
ク

セ
ル

を
ヒ

ー
ト

マ
ッ

プ
で

表
示

す
る

手
法

犬
を

認
識

し
た

例
（
き

ち
ん

と
顔

を
見

て
判

断
し

て
い

る
）

イ
ン

ド
象

と
ア

フ
リ

カ
象

の
識

別
例

（
耳

の
大

き
さ

を
見

れ
ば

識
別

で
き

る
こ

と
を

示
唆

）
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A
Iの

挙
動

に
関

す
る

説
明

S
H

A
P

の
例

：

 
SH

A
Pは

ゲ
ー

ム
理

論
の

Sh
ap

le
y

va
lu

eに
基

づ
く

も
の

．
（
S
h
ap

le
y値

は
ゲ

ー
ム

に
お

い
て

プ
レ

イ
ヤ

ー
が

連
携

し
た

と
き

の
各

プ
レ

イ
ヤ

ー
の

寄
与

を
あ

ら
わ

す
も

の
）

 
各

説
明

変
数

の
値

が
個

々
の

予
測

に
ど

の
よ

う
に

影
響

し
て

い
る

か
を

算
出

す
る

こ
と

が
で

き
る

．

 
あ

る
説

明
変

数
の

あ
る

値
で

Sh
ap

値
が

正
→

そ
の

値
は

目
的

変
数

に
正

に
寄

与
な

ど
の

評
価

が
可

能
．

 
ラ

ン
ダ

ム
フ

ォ
レ

ス
ト

・
XG

Bo
o

st
な

ど
の

木
構

造
や

畳
み

込
み

ニ
ュ

ー
ラ

ル
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
な

ど
様

々
な

モ
デ

ル
に

適
用

可
能

．

ht
tp

s:
//

gi
th

ub
.c

om
/s

lu
nd

be
rg

/s
ha

p
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ブ
ラ

ッ
ク

ボ
ッ

ク
ス

度
合

い
の

比
較

ニ
ュ

ー
ラ

ル
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
＊

特
に

デ
ィ

ー
プ

ラ
ー

ニ
ン

グ
の

場
合

ラ
ン

ダ
ム

フ
ォ

レ
ス

ト
＊

ア
ン

サ
ン

ブ
ル

学
習

を
行

う
こ

と
で

汎
化

性
能

が
向

上

決
定

木
Y

es
L

<
10

km

M
>

6
H

>
50

0 
km

M
<

4
PG

A
10

00
ga

l
PG

A
10

0
ga

l
PG

A
20

ga
l

PG
A

10
ga

l
PG

A
1

ga
l

N
o

＋

…

yX
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取
り

組
む

項
目

•説
明

変
数

の
重

要
度

•説
明

変
数

と
目

的
変

数
の

関
係

：
全

体
的

な
傾

向

•説
明

変
数

と
目

的
変

数
の

関
係

：
ボ

ス
ト
ン

住
宅

価
格

の
予

測
問

題
で

調
査
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B
O

S
T
O

N
住

宅
デ

ー
タ

の
概

要

13
種

類
の

説
明

変
数

か
ら

そ
の

地
域

の
住

宅
価

格
の

中
央

値
を

予
測

す
る

（
回

帰
問

題
）

13
入

力
1出

力
の

教
師

あ
り

学
習

モ
デ

ル
を

検
討

す
る

．

Bo
st

on
の

住
宅

価
格

デ
ー

タ
（
説

明
変

数
：

13
種

類
）
：

Bo
st

on
_h

ou
sin

g_
da

ta
.c

sv
目

的
変

数

D
IS

：
5
つ

あ
る

ボ
ス

ト
ン

雇
用

セ
ン

タ
ー

ま
で

の
加

重
距

離
＝

「
主

要
施

設
へ

の
距

離
」

C
R

IM
：
町

別
の

「
犯

罪
率

」

R
A

D
：
「
主

要
高

速
道

路
へ

の
ア

ク
セ

ス
性

」
の

指
数

Z
N

：
2
5
,0

0
0
平

方
フ

ィ
ー

ト
を

超
え

る
区

画
に

分
類

さ
れ

る
住

宅
地

の
割

合

T
A

X
：
1
0
,0

0
0
ド

ル
当

た
り

の
「
固

定
資

産
税

率
」

IN
D

U
S

：
町

別
の

「
非

小
売

業
の

割
合

」

P
T

R
A

T
IO

：
町

別
の

「
生

徒
と

先
生

の
比

率
」

C
H

A
S

：
チ

ャ
ー

ル
ズ

川
の

ダ
ミ

ー
変

数
（
区

画
が

川
に

接
し

て
い

る
場

合
は

1
、

そ
う

で
な

い
場

合
は

0
）
＝

「
川

の
隣

か
否

か
」

B
：
「
1
0
0
0
(B

k 
-

0
.6

3
)」

の
二

乗
値

。
B

k＝
「
町

ご
と

の
黒

人
の

割
合

」
を

指
す

N
O

X
：
一
酸
化
窒
素
濃
度

L
S

T
A

T
「
低

所
得

者
人

口
の

割
合

」
R

M
：
1
戸

当
た

り
の

「
平

均
部

屋
数

」

M
E
D

V
:「

住
宅

価
格

」
（
10

0
0
ド

ル
単

位
）
の

中
央

値
A

G
E
：
1
94

0
年

よ
り

前
に

建
て

ら
れ

た
持

ち
家

の
割

合
＝

「
古

い
家

の
割

合
」

C
R
I
M

Z
N

I
N
D
U
S

C
H
A
S

N
O
X

R
M

A
G
E

D
I
S

R
A
D

T
A
X

P
T
R
A
T
I
OB

L
S
T
A
T

M
E
D
V

0.
00

63
18

2.
31

0
0.

53
8

6.
57

5
65

.2
4.

09
1

29
6

15
.3

39
6.

9
4.

98
2
4

0.
02

73
0

7.
07

0
0.

46
9

6.
42

1
78

.9
4.

96
71

2
24

2
17

.8
39

6.
9

9.
14

2
1
.
6

デ
ー

タ
の

詳
細
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ラ
ン

ダ
ム

フ
ォ

レ
ス

ト

機
械

学
習

フ
レ

ー
ム

ワ
ー

ク
sc

ik
it-

le
ar

nで
の

実
装

例
(た

っ
た

こ
れ

だ
け

）

fro
m

 s
kl

ea
rn

.e
ns

em
bl

e
im

po
rt

 R
an

do
m

Fo
re

st
Re

gr
es

so
r

m
od

el
 =

 R
an

do
m

Fo
re

st
Re

gr
es

so
r(

n_
es

tim
at

or
s=

50
0,

 n
_j

ob
s=

-1
)

m
od

el
.fi

t(
X,

 y
)

決
定

木
を

弱
学

習
機

と
す

る
ア

ン
サ

ン
ブ

ル
学

習
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム
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ラ
ン

ダ
ム

フ
ォ

レ
ス

ト
の

内
挿

・
外

挿
結

果

真
値

と
予

測
値

を
可

視
化

す
る

と
，

精
度

良
く
価

格
を

再
現

で
き

て
い

る
こ

と
が

分
か

り
ま

す
．

今
回

は
，

全
デ

ー
タ

か
ら

内
挿

モ
デ

ル
を

構
築

し
，

な
ぜ

ラ
ン

ダ
ム

フ
ォ

レ
ス

ト
が

そ
の

よ
う

な
予

測
結

果
を

し
た

の
か

を
調

査
し

ま
す

．
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S
H

A
P

に
よ

る
評

価
（
1
）

1
サ

ン
プ

ル
を

予
測

さ
せ

た
と

き
の

説
明

変
数

の
影

響

住
宅

価
格

を
高

額
（

49
.6

8）
に

予
測

し
た

サ
ン

プ
ル

Ba
se

 va
lu

e 
(全

体
平

均
）

各
説

明
変

数
の

値
と

そ
れ

が
予

測
に

対
し

て
正

の
方

向
に

働
い

た
も

の
を

赤
色

，
負

の
方

向
に

働
い

た
も

の
を

青
色

と
し

て
プ

ロ
ッ

ト
さ

れ
ま

す
．

例
え

ば
こ

の
サ

ン
プ

ル
に

お
い

て
は

，
L
S
T
A

T
=
3
.7

（
赤

色
）
，

R
M

=
7
.9

2
9
（
赤

）
で

あ
り

，
こ

れ
ら

の
値

は
予

測
に

対
し

て
正

の
方

向
に

影
響

し
て

い
る

と
み

て
取

れ
ま

す
．

つ
ま

り
，

予
測

価
格

を
上

げ
る

の
に

寄
与

し
た

説
明

変
数

が
，

L
S
T
A

T
と

R
M

，
R

T
R

A
T
O

で
あ

る
．

L
S

T
A

T
「
低

所
得

者
人

口
の

割
合

」
R

M
：
1
戸

当
た

り
の

「
平

均
部

屋
数

」
P

T
R

A
T
IO

：
町

別
の

「
生

徒
と

先
生

の
比

率
」
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S
H

A
P

に
よ

る
評

価
（
1
）
つ

づ
き

1
サ

ン
プ

ル
を

予
測

さ
せ

た
と

き
の

説
明

変
数

の
影

響

Ba
se

 va
lu

e 
(全

体
平

均
）

こ
の

例
は

，
住

宅
価

格
を

全
体

平
均

よ
り

も
，

低
額

に
予

測
し

た
サ

ン
プ

ル
で

す
．

こ
の

サ
ン

プ
ル

に
お

い
て

は
，

L
S
T
A

T
=
1
9
.0

1
（
青

色
）
，

R
M

=
5
.9

7
6
（
青

色
）
で

あ
り

，
こ

の
値

は
予

測
に

対
し

て
負

の
方

向
に

影
響

し
て

い
る

と
み

て
取

れ
ま

す
．

（
つ

ま
り

こ
れ

ら
が

予
測

価
格

を
下

げ
る

の
に

寄
与

し
た

特
徴

量
で

あ
る

）

住
宅

価
格

を
高

額
（

49
.6

8）
に

予
測

し
た

サ
ン

プ
ル

で
は

，
L
S
T
A

T
=
3
.7

（
赤

色
）
，

R
M

=
7
.9

2
9
（
赤

）

だ
っ

た
．

L
S

T
A

T
（
低

所
得

者
人

口
の

割
合

）
が

低
く
，

R
M

（
1
戸

当
た

り
の

平
均

部
屋

数
）
が

多
い

方
が

，
住

宅
価

格
が

上
が

る
こ

と
を

示
唆

し
て

い
る

（
た

だ
し

．
こ

れ
は

あ
く
ま

で
一

サ
ン

プ
ル

の
例

）

住
宅

価
格

を
低

額
（

13
.8

4）
に

予
測

し
た

サ
ン

プ
ル
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S
H

A
P

に
よ

る
評

価
（
1
）
つ

づ
き

1
サ

ン
プ

ル
を

予
測

さ
せ

た
と

き
の

説
明

変
数

の
影

響

Ba
se

 va
lu

e 
(全

体
平

均
）

こ
の

サ
ン

プ
ル

に
お

い
て

は
，

L
S
T
A

T
=
1
9
.0

1
（
青

色
）
，

R
M

=
5
.9

7
6
（
青

色
）
で

あ
り

，
こ

の
値

は
予

測
に

対
し

て
負

の
方

向
に

影
響

し
て

い
る

な
ぜ

モ
デ

ル
は

R
M

（
部

屋
数

）
＝

5
.9

8
6
の

と
き

，
価

格
が

下
が

る
と

判
断

し
た

の
か

？
を

深
堀

り
し

て
み

る
．

住
宅

価
格

を
低

額
（

13
.8

4）
に

予
測

し
た

サ
ン

プ
ル
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S
H

A
P

に
よ

る
評

価
（
2
）

全
サ

ン
プ

ル
で

の
説

明
変

数
の

影
響

縦
軸

・
横

軸
の

設
定

は
任

意
に

変
更

可
．

今
回

は
縦

軸
を

モ
デ

ル
出

力
結

果
（
価

格
予

測
結

果
）
，

横
軸

を
RM

（
部

屋
数

）
に

設
定

．
ど

う
や

ら
モ

デ
ル

は
RM

＝
6.

5を
境

界
に

hi
gh

er
/lo

w
er

を
判

断
し

て
そ

う
．

日
本

だ
と

6部
屋

も
あ

る
住

宅
の

価
格

は
と

て
も

高
そ

う
．

た
だ

し
，

ボ
ス

ト
ン

だ
と

6.
5部

屋
以

下
な

ら

平
均

的
な

住
宅

価
格

よ
り

も
安

い
と

モ
デ

ル
は

予
測

し
た

よ
う

で
す

．6.
5
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変
数

重
要

度
の

評
価

目
的

変
数

と
の

相
関

関
係

R
M

は
S
H

A
P

値
が

正
の

方
向

に
赤

い
傾

向
に

あ
る

L
S
T
A

T
は

逆
で

，
S
H

A
P

値
が

正
の

方
向

に
青

く
，

負
の

方
向

に
赤

い
．

 S
H

A
P

値
は

説
明

変
数

の
目

的
変

数
へ

の
寄

与
度

（
正

：
予

測
値

を
上

げ
る

）
．

（
負

：
予

測
値

を
下

げ
る

）

 
R

M
の

値
が

大
き

け
れ

ば
，

予
測

値
も

高
く
な

る
傾

向
に

あ
り

，
R

M
値

の
値

が
小

さ
け

れ
ば

，
予

測
値

も
低

く
な

る
傾

向
が

あ
る

．
目

的
変

数
と

正
の

相
関

こ
と

が
分

か
る

．

 
L
S
T
A

T
の

値
が

大
き

け
れ

ば
，

予
測

値
は

低
く
な

る
傾

向
に

あ
り

，
L
S
T
A

T
の

値
が

小
さ

け
れ

ば
予

測
値

は
高

く
な

る
傾

向
に

あ
る

．
S
H

A
P

値
は

目
的

変
数

へ
の

寄
与

度
を

正
負

で
表

現
可

能
．
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変
数

重
要

度
の

可
視

化

L
S

T
A

T
「
低

所
得

者
人

口
の

割
合

」
R

M
：
1
戸

当
た

り
の

「
平

均
部

屋
数

」

が
重

要
で

あ
る

こ
と

が
分

か
る

．
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A
I自

体
の

仕
組

み
の

説
明

•
モ

デ
ル

の
中

で
ど

の
よ

う
な

作
用

が
働

い
て

出
力

に
至

っ
て

い
る

の
か

を
説

明
す

る
も

の
で

あ
り

，
ホ

ワ
イ

ト
ボ

ッ
ク

ス
的

な
説

明
．

 
複

雑
な

A
Iを

，
可

読
性

の
高

い
モ

デ
ル

（
例

え
ば

決
定

木
や

ル
ー

ル
モ

デ
ル

で
近

似
的

に
表

現
）
に

置
き

換
え

る
．

 
N

BD
T:

N
eu

ra
l-

Ba
ck

ed
D

ec
is

io
n

Tr
ee

s,
 A

lv
in

 W
an

, e
t a

l.,
 

ar
X

iv
:2

00
4.

00
22

1v
3,

 2
02

0.

 
始

め
か

ら
可

読
性

の
高

い
解

釈
可

能
な

モ
デ

ル
を

採
用
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X
A

Iの
補

足

•
予

測
性

能
が

良
け

れ
ば

，
別

に
M

Lモ
デ

ル
は

ブ
ラ

ッ
ク

ボ
ッ

ク
ス

で
も

よ
い

と
い

う
考

え
方

も

あ
り

得
る

．
そ

う
は

言
っ

て
ら

れ
な

い
可

能
性

大
（
特

に
医

療
関

係
）
．

•
X

A
Iに

は
品

質
保

証
と

い
う

観
点

は
含

ま
れ

な
い

．
M

Lモ
デ

ル
の

判
断

理
由

を
知

る
こ

と
が

で
き

れ
ば

，
正

し
く

動
い

て
い

る
か

ど
う

か
は

人
間

が
判

断
で

き
る

と
い

う
考

え
方

を
と

っ
て

い

る
．

そ
の

た
め

，
少

し
で

も
人

間
の

判
断

の
助

け
に

な
れ

ば
よ

い
と

い
う

ス
タ

ン
ス

で
X

A
Iの

研

究
は

進
め

ら
れ

て
い

る
．

•
X

A
Iが

提
供

す
る

も
の

は
補

助
的

な
情

報
で

あ
り

，
A

Iの
全

て
を

説
明

で
き

る
わ

け
で

は
な

い

こ
と

に
留

意
．

•
X

A
Iか

ら
得

ら
れ

る
も

の
は

あ
く
ま

で
「
学

習
済

み
モ

デ
ル

の
説

明
」
で

あ
る

．
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物
理

モ
デ

ル
と

A
Iの

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

に
関

す
る

研
究

例

物
理

モ
デ

ル
の

有
す

る
事

前
知

識
の

反
映

性
・
計

算
の

解
釈

性

×

デ
ー

タ
駆

動
モ

デ
ル

の
有

す
る

柔
軟

な
表

現
力

解
き

た
い

タ
ス

ク

物
理

モ
デ

ル
デ

ー
タ

駆
動

モ
デ

ル

・
計

算
プ

ロ
セ

ス
の

設
計

・
仮

想
デ

ー
タ

の
提

供
・
デ

ー
タ

間
の

関
係

の
表

現
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数
値

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

に
よ

る
デ

ー
タ

生
成

1)

数
値

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

に
よ

り
生

成
さ

れ
た

将
来

台
風

に
発

達
す

る
画

像
の

例
畳

み
込

み
ニ

ュ
ー

ラ
ル

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
よ

る
台

風
発

達
予

測
モ

デ
ル

台
風

の
生

成
を

数
値

解
析

で
再

現
⇒

発
達

過
程

の
雲

画
像

を
学

習
さ

せ
，

台
風

の
発

生
を

予
測

す
る

モ
デ

ル
を

構
築

1)
 D

. M
at

su
ok

a+
(2

01
7)

: D
et

ec
tin

g 
th

e 
Pr

ec
ur

so
r o

f T
ro

pi
ca

l C
yc

lo
ne

 u
sin

g 
De

ep
 N

eu
ra

l N
et

w
or

ks

物
理

モ
デ

ル
と

A
Iの

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

：
デ

ー
タ

不
均

衡
へ

の
対

応
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物
理

モ
デ

ル
と

A
Iの

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

：
デ

ー
タ

不
均

衡
へ

の
対

応

物
理

モ
デ

ル
・

AI
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
に

よ
る

地
震

動
予

測
1)

 
デ

ー
タ

の
豊

富
な

中
小

規
模

の
揺

れ
は

機
械

学
習

が
優

位

 
デ

ー
タ

の
少

な
い

大
規

模
な

揺
れ

は

物
理

的
な

予
測

式
を

援
用

1)
H.

 K
ub

o+
(2

02
0)

: H
yb

rid
 p

re
di

ct
or

 fo
r g

ro
un

d-
m

ot
io

n 
in

te
ns

ity
 w

ith
 m

ac
hi

ne
 le

ar
ni

ng
  a

nd
 

co
nv

en
tio

na
l g

ro
un

d 
m

ot
io

n 
pr

ed
ict

io
n 

eq
ua

tio
n,

 sc
ie

nt
ifi

c r
ep

or
ts
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地
震

に
よ

る
揺

れ
の

強
さ

の
予

測
（

こ
れ

ま
で

）

・・
・・
・

地
震

動
デ

ー
タ

震
源

情
報

地
盤

情
報

回
帰

地
震

動
予

測
式

地
震

情
報

（
位

置
・規

模
な

ど）

揺
れ

の
強

さの
予

測
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ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

予
測

ア
プ

ロ
ー

チ
：

学
習

機
械
学
習

ー

観
測
記
録

学 習

M
or

ik
aw

a
&

Fu
jiw

ar
a

(2
01

3)
の

基
礎

式
震

央
距

離
・地

震
規

模
・震

源
深

さ・
地

盤
情

報
を

説
明

変
数

とす
る

地
震

規
模

と震
源

か
らの

距
離

の
み

を
考

慮

地
震
動
予
測
式
に
よ
る
予
測
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ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

予
測

ア
プ

ロ
ー

チ
：

予
測

地
震
動
予
測
式
に
よ
る
予
測

物
理

モデ
ル

に
基

づ
い

て
お

り、
まれ

な
事

象
で

も
安

定

機
械
学
習
に
よ
る
予
測

デ
ー

タに
合

わ
せ

て
柔

軟
か

つ
高

精
度

な
予

測
が

可
能

＋

ハ
イ
ブ
リッ
ド予

測
双

方
の

長
所

を生
か

した
予

測
へ

学
習

済
み

機
械

学
習

モデ
ル

M
or

ik
aw

a
&

Fu
jiw

ar
a

(2
01

3)
の

基
礎

式

地
震

規
模

と震
源

か
らの

距
離

の
み

を
考

慮
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予
測

結
果

d)
 ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
に

す
る

こ
と

で
，

よ
り

現
実

に
近

い
予

測
が

可
能

に
な

っ
て

い
る

！
！
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機
械

学
習

と
数

理
モ

デ
ル

の
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド

大
量

の
デ

ー
タ

を
学

習

高
精

度
な

予
測

・
識

別

柔
軟

性
が

高
い

ブ
ラ

ッ
ク

ボ
ッ

ク
ス

頻
度

が
低

い
事

象
は

苦
手

近
年

デ
ィ

ー
プ

ラ
ー

ニ
ン

グ
が

大
流

行

ヒ
ト

が
蓄

積
し

て
き

た
知

見
に

基
づ

く

あ
る

程
度

の
予

測
・

識
別

性
能

柔
軟

性
は

低
め

式
ベ

ー
ス

な
の

で
、

ホ
ワ

イ
ト

ボ
ッ

ク
ス

頻
度

が
低

い
事

象
で

も
対

応
可

数
値

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

の
基

礎
と

な
る

機
械

学
習

数
理

モ
デ

ル
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科
学

知
見

と
機

械
学

習
の

統
合

に
関

す
る

論
文

 
In

te
gr

at
in

g
Sc

ie
nt

ifi
cK

no
w

le
dg

e
w

ith
M

ac
hi

ne
Le

ar
ni

ng
fo

r
En

gi
ne

er
in

g
an

d
En

vi
ro

nm
en

ta
l S

ys
te

m
s, 

J.W
ill

ar
d,

 X
.Ji

a,
 S

.X
u,

 M
.S

te
in

ba
ch

, V
.K

um
ar

, 
ar

Xi
v.o

rg
:a

rX
iv

:2
00

3.
04

91
9v

5,
 2

02
1.

7.
レ

ビ
ュ

ー
論

文
：

30
5本
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深
層

学
習

の
不

確
か

さ
を

評
価

す
る

 
Dr

op
ou

ta
sa

Ba
ye

sia
n 

Ap
pr

ox
im

at
io

n:
 R

ep
re

se
nt

in
g 

M
od

el
 

Un
ce

rt
ai

nt
y 

in
 D

ee
p 

Le
ar

ni
ng

, Y
ar

in
Ga

l, 
ar

Xi
v:

15
06

.0
21

42
v6

, 2
01

6.
•

Dr
op

ou
tを

利
用

し
て

回
帰

問
題

・
分

類
問

題
で

の
予

測
結

果
の

不
確

か
さ

が
評

価
で

き
る

．

•
Dr

op
ou

tは
通

常
，

過
学

習
を

緩
和

す
る

手
法

で
あ

る
が

，
予

測
時

に
も

，
Dr

op
ou

t機
能

を
有

効
に

す
る

．

•
予

測
時

（
テ

ス
ト

時
）
に

Dr
op

ou
tを

使
う

こ
と

が
近

似
的

に
ベ

イ
ズ

推
論

に
な

っ
て

い
る

こ
と

が
証

明
さ

れ
て

い
る

．
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ベ
イ

ズ
深

層
学

習

須
山

敦
志

著
，

講
談

社
，

20
19

/8
.
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研
究

事
例

紹
介

別
シ

ー
ト

に
移

動
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

．
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ま
と

め

 
改

め
て

深
層

学
習

で
で

き
る

こ
と

そ
し

て
，

AI
研

究
を

実
施

す
る

上
で

の
課

題
と

課
題

解
決

の
た

め
の

近
年

の
研

究
動

向
を

簡
単

に
紹

介
し

た
．

 
文

献
情

報
を

提
示

し
た

も
の

の
，

お
そ

ら
く
確

認
で

き
な

っ
た

こ
と

と
思

い
ま

す
．

 
詳

細
を

知
り

た
い

方
は

，
い

つ
で

も
お

声
が

け
く
だ

さ
い

．

 
Em

ai
l: 

y-
no

m
ur

a@
fc

.ri
ts

um
ei

.a
c.

jp
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Ａ
Ｉの

最
新

技
術

を
紹

介
す

る
W

eb
サ

イ
ト
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参
考

図
書
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参
考

図
書
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8.2  深層学習による点検車載カメラ映像からの橋梁桁の損傷検出・進展性把握  

立命館大学 野村泰稔教授 
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深
層

学
習

に
よ

る
点

検
車

載
カ

メ
ラ

映
像

か
ら

の
橋

梁
桁

の
損

傷
検

出
・
進

展
性

把
握

立
命

館
大

学
大

学
院

理
工

学
研

究
科

野
村

泰
稔

・
井

上
諒

也

株
式

会
社

か
ん

こ
う

久
保

貴
孝

・
山

崎
博

・
大

和
幸

久

1
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研
究

背
景

 
「
監

視
す

べ
き

社
会

イ
ン

フ
ラ

の
増

大
」

20
15

年
7月

の
道

路
法

の
改

正
に

よ
り

、
ス

パ
ン

2メ
ー

ト
ル

以
上

の
橋

す
べ

て

に
つ

い
て

、
5年

に
1回

、
近

接
目

視
に

よ
る

点
検

が
義

務
づ

け
ら

れ
た

。

2メ
ー

ト
ル

以
上

の
橋

梁
が

70
万

橋
梁

、
存

在

・
「
点

検
後

、
修

繕
が

必
要

な
箇

所
は

、
そ

の
損

傷
（
ひ

び
割

れ
・
き

裂
・
腐

食
等

）

の
進

展
に

よ
り

判
断

さ
れ

る
」

修
繕

箇
所

の
特

定
が

重
要

→
現

状
は

，
修

繕
箇

所
を

「
目

視
で

の
進

展
評

価
」
に

よ
り

判
断

さ
れ

て
き

た
。

・
今

後
の

技
術

者
不

足
に

備
え

，
熟

練
技

術
者

の
点

検
精

度
を

担
保

し
つ

つ
点

検

省
力

化
を

図
る

技
術

開
発

が
重

要

2
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研
究

背
景

・
目

的

 
「
ひ

び
割

れ
検

出
に

特
化

し
た

製
品

化
シ

ス
テ

ム
が

数
多

く
発

表
さ

れ
て

い
る

」

→
数

万
枚

単
位

の
膨

大
な

デ
ー

タ
の

バ
ッ

チ
処

理
に

よ
る

検
出

に
は

適
さ

な
い

。

→
 出

力
の

み
を

表
示

す
る

為
、

過
程

の
ブ

ラ
ッ

ク
ボ

ッ
ク

ス
化

。

→
既

存
の

目
視

点
検

デ
ー

タ
の

活
用

は
で

き
な

い
。

→
 ひ

び
割

れ
検

出
の

精
度

は
高

い
も

の
の

，
進

展
評

価
に

つ
い

て
は

ユ
ー

ザ
が

行
う

・
「
イ

ン
フ

ラ
管

理
業

者
が

蓄
積

し
て

き
た

デ
ー

タ
を

活
用

し
た

ひ
び

割
れ

検
出

と
進

展
評

価
シ

ス

テ
ム

の
開

発
」

イ
ン

フ
ラ

管
理

業
者

が
蓄

積
し

て
き

た
目

視
点

検
デ

ー
タ

を
半

自
動

的
に

学
習

デ
ー

タ
に

転
用

。

損
傷

進
展

箇
所

を
把

握
で

き
る

結
果

の
出

力
と

シ
ス

テ
ム

の
開

発
。

3

過
年

度
点

検
結

果
デ

ー
タ

の
差

分
に

よ
る

ひ
び

割
れ

進
展

性
評

価
（
赤

色
：
進

展
の

可
能

性
の

高
い

領
域

）
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活
用

デ
ー

タ

撮
影

対
象

：
モ

ノ
レ

ー
ル

(約
42

.4
km

程
度

と
推

測
)の

コ
ン

ク
リ

ー
ト

橋
梁

検
出

損
傷

：
「
ひ

び
割

れ
」
と

表
面

か
ら

析
出

し
た

「
遊

離
石

灰
」

正
解

：
技

術
者

が
手

動
で

損
傷

箇
所

を
ト

レ
ー

ス
し

た
「
ト

レ
ー

ス
画

像
」

4

コ
ン

ク
リ

ー
ト

走
行

面
（
A

）

正
解

ト
レ

ー
ス

画
像

コ
ン

ク
リ

ー
ト

走
行

面
（
B

）

正
解

ト
レ

ー
ス

画
像

3-208



シ
ス

テ
ム

フ
ロ

ー
（
１

）

5

入
力

画
像

1
.

損
傷

矩
形

検
出

2
. 
損

傷
精

査

損
傷

損
傷

以
外

物
体

検
出

技
術

画
像

認
識

技
術

3-209



シ
ス

テ
ム

フ
ロ

ー
（
２

）

6

3
. 
画

素
単

位
で

の
損

傷
検

出

色
調

補
正

処
理

メ
デ

ィ
ア

ン
フ

ィ
ル

タ

線
強

調

二
値

化

4
. 
出

力
結

果

モ
ル

フ
ォ

ロ
ジ

ー
処

理
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シ
ス

テ
ム

フ
ロ

ー
（
３

）

7

入
力

画
像

4
. 
出

力
結

果

5
. 
進

展
評

価

進
展

前
進

展
後
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損
傷

矩
形

検
出

（
YO

LO
に

よ
る

物
体

検
出

）

 
物

体
検

出
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム
“

YO
LO

”
オ

ブ
ジ

ェ
ク

ト
に

似
た

候
補

領
域

の
切

り
出

し
と

各
ク

ラ
ス

確
率

の
推

測
を

同
時

に
行

う
。

→
 膨

大
な

デ
ー

タ
で

の
高

速
検

出
に

有
効

。

検
出

対
象

ご
と

に
学

習
デ

ー
タ

（
教

師
デ

ー
タ

）
の

用
意

が
必

須
（
ア

ノ
テ

ー
シ

ョ
ン

作
業

）

→
イ

ン
フ

ラ
管

理
者

が
蓄

積
し

て
き

た
ひ

び
割

れ
・
遊

離
石

灰
の

ト
レ

ー
ス

画
像

を
半

自
動

的

に
教

師
デ

ー
タ

化
す

る

8

3-212



損
傷

矩
形

検
出

（
YO

LO
に

よ
る

物
体

検
出

）

 
ア

ノ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
自

動
化

物
体

検
出

学
習

に
必

要
な

情
報

を
生

成
す

る
作

業
。

・
手

動
ア

ノ
テ

ー
シ

ョ
ン

は
一

枚
数

分

→
 ト

レ
ー

ス
画

像
(技

術
者

の
点

検
結

果
)か

ら
自

動
ア

ノ
テ

ー
シ

ョ
ン

機
能

を
開

発

・
自

動
ア

ノ
テ

ー
シ

ョ
ン

は
一

枚
1秒

未
満

→
 目

視
点

検
デ

ー
タ

の
転

用
を

実
現

。

9
自

動
ア

ノ
テ

ー
シ

ョ
ン

に
よ

る
出

力

“
Y
O

L
O

”
の

学
習

デ
ー

タ
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損
傷

矩
形

検
出

結
果

10

検
出

の
一

例
（
ト

レ
ー

ス
画

像
に

矩
形

を
重

ね
て

い
る

）
8
8
.9

%の
再

現
率

だ
が

過
剰

検
出

が
目

立
つ

。

→
 矩

形
検

出
の

過
剰

検
出

を
補

完
す

る
た

め
に

・・
・
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画
像

分
類

技
術

を
用

い
た

画
像

精
査

 
画

像
分

類
（
画

像
精

査
）

物
体

検
出

に
て

過
剰

検
出

が
課

題
。

→
 検

出
対

象
で

あ
る

ひ
び

割
れ

・
遊

離
石

灰
の

画
像

を
精

査
。

→
 学

習
デ

ー
タ

は
ト

レ
ー

ス
画

像
を

元
に

作
成

。

損
傷

が
確

認
さ

れ
る

画
像

は
「
ひ

び
割

れ
」
「
遊

離
石

灰
」
に

分
類

さ
れ

る

→
 そ

の
後

，
画

素
単

位
で

の
損

傷
検

出
を

行
う

11

V
G

G
1
6

畳
み

込
み

ニ
ュ

ー
ラ

ル
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
用

し
た

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

構
造
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画
像

分
類

技
術

を
用

い
た

画
像

精
査

12

P
re

ci
si

o
n

R
ec

al
l

0
.9

4
0
.9

8
ひ

び
割

れ

0
.9

9
0
.9

6
遊

離
石

灰

0
.9

4
0
.9

2
損

傷
な

し

0
.9

8
0
.9

8
型

枠
線

0
.9

9
0
.9

7
接

合
部

1
.0

0
0
.9

3
そ

の
他

ひ
び

割
れ

遊
離

石
灰

以
降

の
処

理
へ

損
傷

な
し

型
枠

線
接

合
部

そ
の

他

次
処

理
へ

は
活

用
し

な
い

画
像

分
類

の
結

果

精
査

し
た

画
像

分
類

ク
ラ

ス
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モ
ル

フ
ォ

ロ
ジ

ー
処

理

 
モ

ル
フ

ォ
ロ

ジ
ー

処
理

の
目

的

右
の

四
段

階
の

処
理

を
施

し
た

後
に

画
素

単
位

で
の

損
傷

検
出

を
行

う
。

色
調

補
正

（
前

処
理

）
メ

デ
ィ

ア
ン

フ
ィ

ル
タ

処
理

ス
ケ

ー
ル

線
強

調
処

理
二

値
化

処
理

13

画
像

分
類

に
よ

り
精

査
し

た
画

像
色

調
補

正
処

理
を

施
し

た
画

像

色
調

補
正

処
理

な
し

（
ひ

び
割

れ
）

色
調

補
正

処
理

な
し

（
遊

離
石

灰
）

色
調

補
正

処
理

あ
り

（
ひ

び
割

れ
）

色
調

補
正

処
理

あ
り

（
遊

離
石

灰
）
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モ
ル

フ
ォ

ロ
ジ

ー
処

理
（
メ

デ
ィ

ア
ン

フ
ィ

ル
タ

）

 
メ

デ
ィ

ア
ン

フ
ィ

ル
タ

処
理

フ
ィ

ル
タ

サ
イ

ズ
の

領
域

画
素

を
平

滑
化

し
た

画
像

と
処

理
前

の
画

像
の

差
分

を
抽

出
す

る
処

理
。

粒
情

報
や

線
情

報
の

み
を

抽
出

す
る

こ
と

が
可

能
。

→
 粒

と
線

の
混

在
し

て
い

る
状

態
を

改
善

す
る

た
め

に
・
・
・

14
ひ

び
割

れ
の

例
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モ
ル

フ
ォ

ロ
ジ

ー
処

理
（
ス

ケ
ー

ル
線

強
調

）

 
ス

ケ
ー

ル
線

強
調

処
理

「
進

行
方

向
の

濃
度

変
化

が
小

さ
く
、

垂
直

方
向

の
濃

度
変

化
が

大
き

い
」

と
い

う
特

性
を

生
か

し
て

線
特

徴
の

領
域

を
強

調
す

る
処

理
を

施
す

。

→
 二

値
化

へ

15
ひ

び
割

れ
の

例
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モ
ル

フ
ォ

ロ
ジ

ー
処

理
（
二

値
化

）

 
二

値
化

損
傷

領
域

と
そ

れ
以

外
の

領
域

の
画

素
単

位
で

の
分

離
に

成
功

。

→
 原

画
像

へ
貼

付
け

る
こ

と
に

よ
り

，
画

像
全

体
か

ら
損

傷
発

生
箇

所
を

描
画

す
る

。

16

画
像

分
類

後
に

よ
り

精
査

し
た

画
像

二
値

化
を

施
し

た
画

像

色
調

補
正

処
理

な
し

（
ひ

び
割

れ
）

色
調

補
正

処
理

な
し

（
遊

離
石

灰
）

二
値

化
処

理
あ

り
（
ひ

び
割

れ
）

二
値

化
処

理
あ

り
（
遊

離
石

灰
）
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損
傷

検
出

結
果

（
１

）

17

A
 )

 損
傷

ト
レ

ー
ス

デ
ー

タ
(正

解
)

B
 )

 損
傷

検
出

結
果

(予
測

)

点
検

技
術

者
に

よ
る

ト
レ

ー
ス

欠
落

も
検

出
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損
傷

検
出

結
果

（
２

）

18

A
 )

 き
裂

ト
レ

ー
ス

デ
ー

タ
(正

解
)【

走
行

面
B

】

B
 )

 き
裂

検
出

結
果

(予
測

結
果

)【
走

行
面

B
】
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検
出

シ
ス

テ
ム

動
作

結
果

・
考

察

 
検

出
精

度
の

結
果

お
よ

び
考

察

P
re

c
is

io
n
（
適

合
率

）
に

は
課

題
が

あ
る

が
、

R
e
c
al

l（
再

現
率

）
は

比
較

的
高

い
値

を
獲

得
し

た
。

→
精

度
の

評
価

に
は

注
意

が
必

要

「
正

解
で

あ
る

ト
レ

ー
ス

画
像

に
ズ

レ
や

欠
落

が
存

在
す

る
」

→
 ト

レ
ー

ス
画

像
も

手
動

で
プ

ロ
ッ

ト
ソ

フ
ト

に
よ

り
描

画
さ

れ
て

い
る

。

→
 点

検
技

術
者

と
連

携
し

た
ト

レ
ー

ス
画

像
の

精
査

が
必

要
性

。

19

Re
ca

ll
Pr

ec
isi

on

0.
76

6
0.

44
1

走
行

面
A

0.
66

2
0.

28
9

走
行

面
A

0.
61

2
0.

35
0

走
行

面
A

0.
71

7
0.

27
9

走
行

面
A

0.
39

0
0.

17
5

走
行

面
A

0.
72

1
0.

28
5

走
行

面
A

0.
98

0
0.

38
3

走
行

面
B

0.
97

1
0.

28
5

走
行

面
B

0.
98

4
0.

35
5

走
行

面
Bシ
ス

テ
ム

検
証

の
結

果

原
画

像

ト
レ

ー
ス

画
像

予
測

結
果

予
測

結
果

ト
レ

ー
ス

画
像

（
欠

落
）

ト
レ

ー
ス

画
像

（
ズ

レ
）
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進
展

性
評

価

当
期

点
検

時
画

像
に

て
損

傷
と

し
て

検
出

さ
れ

た
画

素
（
座

標
）
で

，

過
年

度
点

検
時

画
像

に
て

損
傷

と
し

て
検

出
さ

れ
て

い
な

い
場

合

→
進

展
が

発
生

し
て

い
る

と
し

て
着

色

過
年

度
を

含
む

複
数

年
度

の
画

像
間

の
位

置
ズ

レ
が

1p
xも

許
さ

れ
な

い
場

合
に

の
み

適
用

可
能

で
あ

る
。

→
 本

研
究

で
扱

う
画

像
で

は
画

角
が

完
全

に
統

一
さ

れ
て

い
る

わ
け

で
は

な
い

。

→
 二

画
像

の
位

置
ズ

レ
を

許
容

し
た

ア
ル

ゴ
リ

ズ
ム

を
提

案
。

20

進
展

前
画

像
進

展
後

画
像

進
展

差
分

進
展

前
画

像
進

展
後

画
像

線
部

分
を

抽
出

画
素

単
位

で
抽

出

3-224



進
展

性
評

価
の

フ
ロ

ー

最
新

の
点

検
結

果
（画

像
A）

と
1期

前
の

点
検

結
果

（画
像

B）
を

用
意

し
，

2枚
の

画
像

間
で

1画
素

毎
に

損
傷

結
果

を
調

査

①
画

像
Aに

お
け

る
損

傷
Xの

座
標

情
報

(x
, y

)を
抽

出
し

，

画
像

Bに
お

け
る

座
標

情
報

(x
, y

)に
該

当
す

る
損

傷
X’

の
存

在
を

確
認

→
1p

xも
ズ

レ
が

な
く
損

傷
発

生
領

域
Xと

X’
が

一
致

し
て

い
る

場
合

，
進

展
な

し
（白

）

②
画

像
Bに

て
座

標
情

報
(x

±
α,

y±
α)

の
範

囲
内

に
損

傷
が

存
在

す
る

か
を

確
認

→
0≨α≦

3,
 3
≨α≦5

, 5
≨α≦1

0,
 1

0≨α≦
15

, 1
5≨α≦

20
の

範
囲

に

損
傷

が
見

つ
か

れ
ば

段
階

的
に

そ
れ

ぞ
れ

，
青

色
，

シ
ア

ン
，

緑
色

，
黄

色
で

着
色

→
周

囲
20

px
を

超
え

て
も

，
画

像
Bに

て
損

傷
X’

が
見

つ
か

ら
な

い
場

合
，

画
像

Aの
損

傷
Xは

，
「新

た
な

損
傷

で
あ

る
可

能
性

が
高

い
」と

判
断

し
，

赤
色

で
着

色

21

進
展

前
画

像
進

展
後

画
像

進
展

差
分

進
展

前
画

像
進

展
後

画
像

線
部

分
を

抽
出

画
素

単
位

で
抽

出
画

像
全

体
の
ズ
レ

5
px
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進
展

性
評

価
の

フ
ロ

ー

進
展

後
の

損
傷

位
置

と
進

展
前

の
損

傷
位

置
が

ど
の

程
度

ズ
レ

て
い

る
か

を
段

階
的

に
考

慮
。 22

進
展

前
画

像
進

展
後

画
像

進
展

差
分

進
展

前
画

像
進

展
後

画
像

線
部

分
を

抽
出

画
素

単
位

で
抽

出
画

像
全

体
の
ズ
レ

5
px

表
示

色
許

容
誤

差
(p

x)

白
0p

x（
完

全
一

致
）

青
0 

〜
3p

x

シ
ア

ン
3 

〜
5p

x

緑
5 

〜
10

px

黄
10

 〜
20

px

赤
20

px
 〜

赤
色

の
場

合
は

進
展

で
あ

る
可

能
性

が
高

い

進
展

後
で

の
検

出
領

域
が

存
在

進
展

前
で

数
画

素
内

に
損

傷
領

域
が

発
生

し
て

い
る

黄
ー
緑
ー
シ
ア
ン
ー
青
の
場
合

白
色

の
場

合
、

進
展

前
後

の
画

像
で

共
通

し
て

検
出
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進
展

性
評

価
結

果

23

進
展

評
価

画
像

（
2
0
1
3
→

2
0
1
5
）

進
展

評
価

画
像

（
2
0
1
5
→

2
0
1
6
）
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進
展

性
評

（
ひ

び
割

れ
）

24
現

在
ひ

び
割

れ
の

進
展

過
去
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進
展

性
評

（
遊

離
石

灰
）

25
現

在
遊

離
石

灰
の

進
展

過
去

3-229



ま
と

め
と

今
後

の
課

題

 
ま

と
め

目
視

点
検

デ
ー

タ
を

半
自

動
的

に
学

習
デ

ー
タ

に
転

用
し

た
。

遊
離

石
灰

や
ひ

び
割

れ
の

進
展

箇
所

を
赤

色
で

の
着

色
化

に
成

功
し

た
。

→
膨

大
な

点
検

時
画

像
か

ら
損

傷
進

展
箇

所
の

把
握

が
省

力
化

さ
れ

た
。

・
今

後
の

課
題

ト
レ

ー
ス

結
果

の
精

査
を

点
検

技
術

者
と

確
認

を
取

り
な

が
ら

進
め

る
。

→
画

像
分

類
学

習
に

お
け

る
学

習
デ

ー
タ

へ
の

適
用

や
精

度
評

価
へ

展
開

。

精
度

向
上

に
努

め
る

た
め

、
画

像
分

類
学

習
に

お
け

る
デ

ー
タ

の
拡

張
。

モ
ル

フ
ォ

ロ
ジ

ー
処

理
に

お
け

る
ノ

イ
ズ

の
低

減
化

。

26

損
傷

自
動

検
出

バ
ッ

チ
処

理
（
数

十
万

枚
も

自
動

処
理

）
進

展
可

視
化

と
定

量
化

進
展

前

進
展

後

進
展

評
価
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深
層

学
習

お
よ

び
画

像
処

理
を

用
い

た
点

検
車

載
カ

メ
ラ

映
像

か
ら

の
鋼

桁
腐

食
進

展
評

価

立
命

館
大

学
大

学
院

理
工

学
研

究
科

野
村

泰
稔

・
井

上
諒

也

株
式

会
社

か
ん

こ
う

久
保

貴
孝

・
山

崎
博

・
大

和
幸

久
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デ
ー

タ
と

シ
ス

テ
ム

の
概

要

 
シ

ス
テ

ム

物
体

検
出

技
術

で
あ

る
Y
O

L
O

を
用

い
て

，
腐

食
検

出
を

行
う

.

腐
食

検
出

に
て

出
力

し
た

腐
食

領
域

の
画

像
に

対
し

て
，

色
の

加
算

手
法

を
適

用
し

て
進

展
評

価
を

試
み

る
. 

 
デ

ー
タ

2
0
2
0
年

か
ら

2
0
2
1
年

に
か

け
て

，
モ

ノ
レ

ー
ル

橋
を

点
検

車
載

カ
メ

ラ
か

ら
撮

影
し

た
画

像
2
2
8
2
枚

を
用

い
る

.

2
0
2
0
年

(点
検

車
載

カ
メ

ラ
か

ら
撮

影
し

た
画

像
)

2
0
2
1
年

(点
検

車
載

カ
メ

ラ
か

ら
撮

影
し

た
画

像
)
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色
の

加
算

手
法

：
加

法
混

色
法

 
進

展
前

と
進

展
後

の
二

画
像

を
着

色
し

，
進

展
前

後
で

変
化

し
た

領
域

を
色

の
変

化
と

し
て

抽
出

す
る

こ
と

で
，

腐
食

の
進

展
評

価
を

試
み

る
.

 
2
0
2
0
年

デ
ー

タ
の

画
像

を
レ

ッ
ド

ス
ケ

ー
ル

，
2
0
2
1
年

デ
ー

タ
の

画
像

を
シ

ア
ン

ス
ケ

ー
ル

に
変

換
す

る
．

レ
ッ

ド
と

シ
ア

ン
を

混
合

す
る

と
，

白
色

化
さ

れ
る

性
質

を
利

用
し

，
進

展
部

だ
け

，
シ

ア
ン

色
あ

る
い

は
レ

ッ
ド

色
に

な
り

ま
す

．
本

研
究

で
は

こ
れ

を
進

展
評

価
に

利
用

す
る

．

加
法

混
色

法
の

概
要

図
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ア
ノ

テ
ー

シ
ョ

ン

 
ア

ノ
テ

ー
シ

ョ
ン

と
は

対
象

物
に

座
標

デ
ー

タ
を

与
え

る
作

業
に

な
る

意
味

づ
け

す
る

作
業

で
あ

る

 
画

像
の

中
に

あ
る

「
人

」
「
モ

ノ
」
「
テ

キ
ス

ト
」
な

ど
の

対
象

物
の

領
域

を
指

定
し

，
そ

の
対

象
物

に
関

す
る

メ
タ

デ
ー

タ
を

付
与

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

，
画

像
内

の
対

象
物

を
AI

が
認

識
で

き
る

よ
う

に
す

る
．

ア
ノ

テ
ー

シ
ョ

ン
図
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実
証

試
験

：
教

師
画

像
の

区
別

 
技

術
者

が
腐

食
と

判
定

し
た

画
像

を
画

像
群

A
と

し
，

目
視

で
腐

食
と

判
断

で
き

る
が

，
ラ

ベ
ル

で
は

腐
食

と
判

断
さ

れ
て

い
な

い
箇

所
に

関
し

て
は

，
追

加
で

ア
ノ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

行
っ

た
（
こ

れ
を

画
像

群
B

と
す

る
）
．

画
像

群
A

画
像

群
B
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実
証

試
験

：
Y
O

L
O

に
よ

る
腐

食
検

出
結

果

 
実

証
実

験
に

活
用

し
た

デ
ー

タ
は

技
術

者
が

撮
影

し
た

2
2
8
2
枚

の
画

像
で

あ
る

.

 
本

研
究

で
は

2
0
2
0
年

の
画

像
の

う
ち

，
腐

食
部

分
が

存
在

す
る

画
像

に
限

定
し

，
ア

ノ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
行

っ
た

.

 
学

習
デ

ー
タ

を
3
7
6
枚

と
検

証
デ

ー
タ

の
3
6
枚

，
バ

ッ
チ

サ
イ

ズ
を

8
，

エ
ポ

ッ
ク

数
を

1
0
0
0
と

設
定

し
た

.

 
2
0
2
0
年

の
画

角
が

統
一

さ
れ

て
い

る
5
7
0
枚

の
う

ち
1
0
7
枚

で
腐

食
が

検
出

さ
れ

た
．

 
最

終
的

に
，

画
像

群
B

を
学

習
し

た
場

合
で

は
，

目
視

確
認

の
結

果
，

腐
食

の
見

落
と

し
は

減
少

．

32

Y
O

L
O

に
よ

る
腐

食
検

出
結

果
Y
O

L
O

に
よ

る
腐

食
検

出
結

果
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実
証

試
験

：
Y
O

L
O

に
よ

る
腐

食
検

出
結

果

33

図
1

画
像

群
A

で
の

結
果

図
2

画
像

群
B

で
の

結
果

図
3

画
像

群
A

で
の

結
果

図
4

画
像

群
B

で
の

結
果
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実
証

試
験

：
加

法
混

色
法

 
腐

食
検

出
し

た
10

7枚
の

内
に

進
展

性
が

見
ら

れ
た

の
は

，
32

枚
で

あ
る

．
20

20
年

画
像

と
20

21
年

画
像

を
比

較
す

る
と

腐
食

が
広

が
っ

て
い

る
箇

所
が

確
認

で
き

る
.そ

れ
ぞ

れ
を

，
レ

ッ
ド

ス
ケ

ー
ル

を
，

シ
ア

ン
ス

ケ
ー

ル
に

変
換

し
，

両
画

像
に

加
色

混
合

法
を

適
用

し
た

．

34
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加
法

混
色

法
の

評
価

：
腐

食
に

進
展

が
な

い
場

合

元
画

像
レ

ッ
ド

ス
ケ

ー
ル

シ
ア

ン
ス

ケ
ー

ル
合

成
し

た
画

像

変
化

な
し

た
だ

し
，

こ
れ

は
進

展
が

な
い

場
合

を
模

擬
す

る
た

め
，

同
じ

画
像

を
レ

ッ
ド

ス
ケ

ー
ル

化
，

シ
ア

ン
ス

ケ
ー

ル
化

し
て

，
混

色
処

理
し

て
い

る
．
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加
法

混
色

法
の

評
価

：
腐

食
に

進
展

が
あ

る
場

合

レ
ッ

ド
ス

ケ
ー

ル
化

20
21

年
2
0
2
0
年

シ
ア

ン
ス

ケ
ー

ル
化
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腐
食

の
進

展
領

域
の

み
が

検
出

で
き

て
い

る

２
０

２
０

年
２

０
２

１
年

前
頁

画
像

の
腐

食
部

分
が

あ
る

領
域

の
拡

大
画

像

加
法

混
色

法
の

評
価

：
腐

食
に

進
展

が
あ

る
場

合
（
つ

づ
き

）

混
色

結
果
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加
法

混
色

法
の

評
価

：
腐

食
に

進
展

が
あ

る
場

合
（
つ

づ
き

）

 
腐

食
進

展
部

分
が

赤
色

に
着

色
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
わ

か
る

．

 
右

下
部

分
の

赤
枠

内
に

お
い

て
，

薄
い

赤
色

と
青

色
に

着
色

さ
れ

て
い

る
原

因
．

 
点

検
車

載
カ

メ
ラ

で
写

真
を

撮
る

と
き

に
橋

の
振

動
な

ど
で

カ
メ

ラ
の

位
置

が
ず

れ
て

い
る

た
め

と
考

え
ら

れ
る

．

38

2
0
2
0
年

加
法

混
色

法
2
0
2
1
年
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加
法

混
色

法
の

評
価

：
腐

食
に

進
展

が
あ

る
場

合
（
つ

づ
き

）

2
0
2
0
年

加
法

混
色

法
2
0
2
1
年

2
0
2
0
年
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ま
と

め

腐
食

検
出

に
つ

い
て

•
ア

ノ
テ

ー
シ

ョ
ン

デ
ー

タ
（
教

師
デ

ー
タ

）
を

増
や

す
こ

と
で

，
腐

食
検

出
は

概
ね

成
功

し
た

．

•
腐

食
部

と
健

全
部

が
明

確
に

異
な

る
の

で
，

ひ
び

割
れ

検
出

よ
り

は
容

易
で

あ
る

（
個

人
的

感
想

）
．

腐
食

進
展

評
価

に
つ

い
て

•
加

法
混

色
法

を
用

い
る

こ
と

で
，

進
展

箇
所

の
み

を
把

握
で

き
る

．
た

だ
し

，
両

画
像

で
画

角
が

統
一

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

前
提

で
あ

る
．

今
後

の
シ

ス
テ

ム
の

方
針

•パ
ノ

ラ
マ

画
像

で
の

腐
食

検
出
 

腐
食

領
域

の
多

い
パ

ノ
ラ

マ
画

像
間

で
加

法
混

色
法

に
よ

り
進

展
評

価
を

行
う
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課
題

と
今

後
の

取
組

み

現
在

の
課

題
•

画
角

が
統

一
さ

れ
て

い
る

パ
ノ

ラ
マ

画
像

が
少

な
い

．

今
後

の
取

り
組

み
方

針

•
加

法
混

色
法

を
適

用
す

る
た

め
に

前
提

と
な

る
画

角
統

一
に

関
す

る
方

法
を

検
討

す
る

予
定

で
あ

る
．

•
画

角
統

一
に

関
し

て
は

，
車

載
カ

メ
ラ

で
撮

影
さ

れ
た

画
像

群
か

ら
対

象
構

造
物

の
3
次

元
モ

デ
ル

を
構

築
し

，
モ

デ
ル

間
で

画
角

統
一

が
と

れ
る

か
明

ら
か

に
し

，
加

法
混

色
法

が
適

用
可

能
か

調
査

す
る

予
定

で
あ

る
．

•画
角

統
一

の
た

め
の

画
像

レ
ジ

ス
ト

レ
ー

シ
ョ

ン
を

検
討
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結
果

（
AK

AZ
E特

徴
点

抽
出

）

3-246



結
果

（
特

徴
点

マ
ッ

チ
ン

グ
）
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②
’

画
像

レ
ジ

ス
ト

レ
ー

シ
ョ

ン
結

果
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画
像

レ
ジ

ス
ト

レ
ー

シ
ョ

ン
実

装
に

よ
り

得
た

画
像

①
, ②

’の
精

度
評

価
を

画
像

相
関

法
に

よ
り

行
う

.

表
面

力
学

状
態

把
握

の
た

め
の

画
像

相
関

法
の

実
行
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～
結

果
～

0.
85

80
99

相
関

度
平

均
値

19
4

0.
80

以
上

28
0.

70
以

上
0.

80
未

満
0

0.
60

以
上

0.
70

未
満

0
0.

60
未

満
22

2
テ

ン
プ

レ
ー

ト
数

表
１

相
関

度
度

数
分

布
表

①
と

②
’の

間
に

表
面

の
力

学
状

態
に

変
化

な
し

と
い

う
こ

と
を

示
し

て
い

ま
す

．
（
ほ

ぼ
同

じ
時

間
帯

に
撮

影
し

て
い

る
の

で
当

然
の

結
果

で
す

…
）

両
画

像
の

画
角

で
近

い
と

き
は

従
来

型
画

像
処

理
技

術
で

上
手

く
い

く

画
角

が
大

き
く
異

な
る

と
き

は
難

し
い

．
 

医
療

分
野

で
Ａ

Ｉを
活

用
し

て
い

る
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Ｃ
Ｎ

Ｎ
と

ア
フ

ィ
ン

変
換

を
適

用
す

る
方

法

sr
c：

変
換

を
行

う
画

像

tg
t：

位
置

合
わ

せ
で

参
照

す
る

画
像

af
f：

ア
フ

ィ
ン

変
換

の
み

を
用

い
た

画
像

tp
s：

CN
Nに

よ
る

変
換

の
み

を
用

い
た

画
像

af
f+

tp
s：

ア
フ

ィ
ン

変
換

と
CN

Nの
両

方
を

用
い

た
画

像

47

ht
tp

s:/
/q

iit
a.

co
m

/m
ot

ok
im

ur
a/

ite
m

s/
4d

3b
56

19
0e

48
10

41
d5

5a

Co
nv

ol
ut

io
na

l N
eu

ra
l N

et
w

or
k 

Ar
ch

ite
ct

ur
e 

fo
r G

eo
m

et
ric

 M
at

ch
in

g
著

者
：

Ig
na

cio
 R

oc
co

，
Re

lja
 A

ra
nd

je
lo

vi
ć，

Jo
se

f S
iv

ic
ht

tp
s:/

/o
pe

na
cc

es
s.t

he
cv

f.c
om

/c
on

te
nt

_c
vp

r_
20

17
/p

ap
er

s/
Ro

cc
o_

Co
nv

ol
ut

io
na

l_
Ne

ur
al

_N
et

w
or

k_
CV

PR
_2

01
7_

pa
pe

r.p
df
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8.3 防災気象情報と IoT センサを活用した道路面温度予測 
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防
災

気
象

情
報

と
Io

Tセ
ン

サ
を

活
用

し
た

道
路

面
温

度
予

測

○
野

村
泰

稔
（
立

命
館

大
学

理
工

学
部

）
高

田
直

斗
（
元

立
命

館
大

学
生

）

高
田

守
康

（
日

本
ﾏ
ﾙ

ﾁ
ﾒ
ﾃ
ﾞｨ

ｱ
･ｲ

ｸ
ｲ
ｯ
ﾌ
ﾟﾒ

ﾝ
ﾄ）

花
坂

弘
之

（
日

本
ﾏ
ﾙ

ﾁ
ﾒ
ﾃ
ﾞｨ

ｱ
･ｲ

ｸ
ｲ
ｯ
ﾌ
ﾟﾒ

ﾝ
ﾄ）

永
井

利
幸

（
日

本
ﾏ
ﾙ

ﾁ
ﾒ
ﾃ
ﾞｨ

ｱ
･ｲ

ｸ
ｲ
ｯ
ﾌ
ﾟﾒ

ﾝ
ﾄ）

織
野

雅
彦

（
日

本
ﾏ
ﾙ

ﾁ
ﾒ
ﾃ
ﾞｨ

ｱ
･ｲ

ｸ
ｲ
ｯ
ﾌ
ﾟﾒ

ﾝ
ﾄ）

戸
部

浩
（
沼

田
土

建
）

吉
田

美
由

紀
（
沼

田
土

建
）
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近
年

，
大

雪
に

よ
る

被
害

が
各

地
で

見
受

け
ら

れ
る

．

除
雪

作
業

等
の

道
路

維
持

管
理

業
務

は
，

現
状

，
気

象
庁

か
ら

発
表

さ
れ

る
防

災
気

象
情

報
を

も
と

に
，

熟
練

技
術

者
の

経
験

則
に

よ
っ

て
，

様
々

な
計

画
を

策
定

し
て

い
る

．

た
だ

し
，

防
災

気
象

情
報

は
広

域
か

つ
，

あ
く
ま

で
予

報

 
熟

練
技

術
者

の
経

験
則

を
も

っ
て

し
て

も
，

重
点

監
視

ポ
イ

ン
ト

の
道

路
面

の
状

況
を

推
定

す
る

こ
と

は
困

難

 
道

路
面

の
状

況
の

内
，

路
面

温
度

を
高

精
度

に
予

測
可

能
と

な
れ

ば
，

凍
結

防
止

剤
の

最
適

な
散

布
時

間
が

明
ら

か
に

な
り

，
ス

リ
ッ

プ
事

故
等

の
防

止
に

繋
が

る
．

h
tt

p
s:

/
/
w

w
w

.n
ik

ke
i.c

o
m

/
ar

ti
c
le

/
D

G
X
M

Z
O

5
2
3
8
9

6
4
0
Q

9
A

1
2
1
C

1
9
6
2
M

0
0
/

研
究

背
景
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凍
結

防
止

剤
散

布
の

出
動

タ
イ

ミ
ン

グ
の

適
正

化
を

目
的

と
し

て
，

道
路

管
理

者
が

重
点

的
に

監
視

し
て

い
る

道
路

上
に

，
Io

T
セ

ン
サ

を
設

置
し

，
路

面
温

度
を

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

す
る

と
と

も
に

，
Io

T
セ

ン
サ

か
ら

得
ら

れ
た

路
面

温
度

デ
ー

タ
と

，
日

々
公

表
さ

れ
る

防
災

気
象

情
報

デ
ー

タ

を
組

み
合

わ
せ

て
翌

日
26

時
間

分
の

路
面

温
度

の
予

測
が

可
能

か
ど

う
か

調
査

す
る

．

 
全

結
合

型
ニ

ュ
ー

ラ
ル

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
使

用
し

，
Io

T
セ

ン
サ

情
報

の
み

を
利

用
す

る
場

合
，

Io
T

セ
ン

サ

情
報

に
加

え
防

災
気

象
情

報
を

利
用

す
る

場
合

の
比

較
を

行
う

．

研
究

目
的
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Io
T

セ
ン

サ
に

よ
っ

て
計

測
さ

れ
た

路
面

温
度

2
4
時

間
分

と
防

災
気

象
情

報
（
気

象
庁

の
「
雪

氷
予

測
」

デ
ー

タ
か

ら
，

Io
T
セ

ン
サ

設
置

エ
リ

ア
の

2
6時

間
先

ま
で

の
路

面
温

度
を

全
結

合
型

N
N

に
よ

り
予

測
す

る
．

路 面 温 度 ＋ 防 災 気 象 情 報

路 面 温 度

シ
ス

テ
ム

の
構

成
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Io
T
セ

ン
サ

に
よ

る
路

面
温

度
最

近
隣

エ
リ

ア
の

気
象

情
報

（予
測

情
報

）

Io
T

セ
ン

サ
設

置
エ

リ
ア

の
2
6
時

間
先

ま
で

の
路

面
温

度
を

予
測

す
る

全
結

合
型

N
N

シ
ス

テ
ム

概
要
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Io
T
セ

ン
サ

設
置

箇
所

理
由

場
所

維
持

工
事

区
間

中
最

も
標

高
が

高
い

地
点

三
国

除
雪

S
T

谷
あ

い
に

あ
り

最
も

風
が

強
い

地
帯

三
坂

待
避

所

区
間

中
最

も
き

つ
い

勾
配

が
あ

り
凍

結
が

多
発

す
る

永
井

橋

勾
配

が
あ

る
長

い
橋

で
あ

り
、

凍
結

が
起

こ
り

や
す

い
。

月
夜

野
IC

で
下

車
し

た
車

両
が

頻
繁

に
ス

タ
ッ

ク
す

る

月
夜

野
大

橋

勾
配

が
あ

る
長

い
橋

で
あ

り
、

凍
結

が
起

こ
り

や
す

い
沼

田
大

橋
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Io
T
セ

ン
サ

に
よ

る
デ

ー
タ

計
測

・
収

集
プ

ロ
セ

ス

 
重

点
監

視
ポ

イ
ン

ト
に

設
置

し
た

Io
T

セ
ン

サ
ー

（
路

面
に

埋
設

し
た

熱
電

対
）
に

よ
り

1
0
分

に
1
回

の
ペ

ー
ス

で
路

面
温

度
，

気
温

，
湿

度
，

風
速

，
風

向
を

計
測

．

•
計

測
さ

れ
た

路
面

温
度

等
の

バ
イ

ナ
リ

デ
ー

タ
は

，
Io

T
ゲ

ー
ト

ウ
ェ

イ
を

介
し

て
L
o
R

aW
A

N
サ

ー
バ

に
収

集
・
一

時
保

管
さ

れ
る

．

•
順

次
Io

T
通

信
に

適
し

た
M

Q
T
T
プ

ロ
ト

コ
ル

に
よ

り
自

営
の

サ
ー

バ
に

転
送

後
，

テ
キ

ス
ト

デ
ー

タ
に

変
換

し
て

数
値

化
・
可

視
化

・
保

管
さ

れ
る

．
デ

ー
タ

は
ク

ラ
ウ

ド
サ

ー
ビ

ス
の

B
O

X
で

情
報

共
有

し
た

．
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Io
T
セ

ン
サ

の
異

常
値

＋
欠

損
値

の
扱

い

*
異

常
値

の
扱

い
：範

囲
設

定
外

を
異

常
値

と
し

て
検

出

 
気

温
：
-
3
0～

30
℃

 
湿

度
：
0
～

1
0
0%

 
風

速
：
0
～

3
0m

/
s

 
風

向
：
0
～

15

 
路

面
温

度
：
-
30

～
30

℃

*
欠

損
値

の
扱

い

 
Io

T
セ

ン
サ

は
屋

外
の

自
然

環
境

に
設

置
さ

れ
て

い
る

た
め

，
周

囲
の

状
況

や
タ

イ
ミ

ン
グ

に
よ

り
計

測
デ

ー
タ

が
欠

損
す

る
場

合
が

あ
る

．
デ

ー
タ

欠
損

を
勘

案
し

て
予

め
多

め
に

デ
ー

タ
を

取
得

し
前

後
の

デ
ー

タ
の

平
均

値
に

よ
る

補
完

を
実

施
し

デ
ー

タ
欠

損
を

防
い

で
い

る
．

 
気

温
、

湿
度

、
路

面
温

度
：平

均
6回

/h

 
風

速
、

風
向

：平
均

50
回

/h
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日
本

気
象

協
会

が
提

供
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る
防

災
気

象
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報
サ

イ
ト

の
個

別
-高

崎
河

川
国

道
-
冬

季
路

面
状

況
予

測
に

毎
日

1
6
時

に
発

表
さ

れ
る

雪
氷

予
測

デ
ー

タ
を

W
eb

ス
ク

レ
イ

ピ
ン

グ
技

術
に

よ
り

自
動

収
集

す
る

シ
ス

テ
ム

を
構

築
し

た
．

防
災

気
象

情
報
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防
災

気
象

情
報

の
ス

ク
レ

イ
ピ

ン
グ

結
果
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本
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供
す

る
防

災
気

象
情

報
サ

イ
ト

の
個

別
-高

崎
河

川
国

道
-
冬

季
路

面
状

況
予

測
に

毎
日

1
6
時

に
発

表
さ

れ
る

雪
氷

予
測

デ
ー

タ
を

W
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ク

レ
イ
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ン
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技
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に
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り

自
動
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集

す
る

シ
ス
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を
構

築
し

た
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1
.

群
馬

県
月

夜
野

タ
ー

ミ
ナ

ル
に

配
置

さ
れ

た
Io

T
セ

ン
サ

に
よ

っ
て

2
0
21

年
12

月
1
日

か
ら

2
02

2
年

1
月

3
1
日

ま
で

の
間

に
1
時

間
ご

と
に

計
測

さ
れ

た
路

面
温

度
デ

ー
タ

．

2
.
国

土
交

通
省

が
公

開
す

る

防
災

気
象

情
報

（沼
田

＋
三

国
）

訓
練

デ
ー

タ
と

し
て

学
習

1
月

2
6
～

3
1で

テ
ス

ト

路
面

温
度

予
測

に
使

用
す

る
デ

ー
タ

（
月

夜
野

）
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予
測

開
始

時
期

：(
i+

1)
日

1
6時

目
的

変
数

：
Io

T
セ

ン
サ

設
置

場
所

の
(i
+1

)日
1
9:

0
0か

ら
(i
+
2)

日
2
0:

0
0ま

で
の

2
6時

間
分

路
面

温
度

モ
デ

ル
別

説
明

変
数

モ
デ

ル
1
：
(i
)日

1
9:

0
0か

ら
(i
+
1)

日
1
6:

0
0の

間
に

Io
T
セ

ン
サ

に
よ

っ
て

計
測

さ
れ

た
路

面
温

度
デ

ー
タ

モ
デ

ル
2
：
上

記
の

Io
T
セ

ン
サ

デ
ー

タ
に

加
え

，
目

的
変

数
の

時
間

帯
に

お
け

る
周

辺
エ

リ
ア

の
防

災
気

象
情

報
(気

温
・路

面
温

度
予

報
)

説
明

変
数

・
目

的
変

数
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入
力

次
元

：
1
26

 
16

時
公

表
の

防
災

気
象

情
報

に
お

け
る

沼
田

エ
リ

ア
・
三

国
エ

リ
ア

の
気

温
と

路
面

温
度

（
19

時
か

ら
翌

日
2
0
時

）
 

（
気

温
2
6次

元
＋

路
温

26
次

元
）
×

2エ
リ

ア
（沼

田
と

三
国

エ
リ

ア
）＝

1
04

次
元

 
Io

T
セ

ン
サ

に
よ

る
ピ

ン
ポ

イ
ン

ト
路

面
温

度
 

1
9
時

か
ら

1
6時

の
デ

ー
タ

：
2
2次

元

 
合

計
：
1
2
6次

元

出
力

次
元

：
26

 
1
9
時

か
ら

翌
日

20
時

の
路

面
温

度

ア
ン

サ
ン

ブ
ル

学
習

の
実

施

 
5
つ

の
N

N
モ

デ
ル

の
出

力
平

均
化

E
ar

ly
st

o
p
pi

n
gの

導
入

 
過

学
習

を
回

避
す

る
た

め
に

導
入

中
間

層
の

構
成

NN
5

NN
4

NN
3

NN
2

NN
1

35
30

50
70

60

30
25

40
60

50

25
20

30
50

40

損
失

関
数

：
平

均
二

乗
誤

差
（
M

S
E
）

最
適

化
関

数
：
A

da
m

ニ
ュ

ー
ラ

ル
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
成

（
モ

デ
ル

2
）
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凍
結

が
発

生
し

や
す

い
0℃

の
予

測
が

重
要

精
度

が
低

く
説

明
変

数
の

変
更

が
必

要
で

あ
る

．

平
均

二
乗

誤
差

：
9.

0
平

均
二

乗
誤

差
：
5.

7

過
学

習
を

防
ぐ

E
ar

ly
 S

to
p
pi

n
gを

適
用

す
る

と
と

も
に

，
ア

ン
サ

ン
ブ

ル
学

習
を

行
う

と
0
℃

付
近

の
予

測
精

度
が

向
上

し
た

．

2
. 
Io

T
デ

ー
タ

と
防

災
気

象
情

報
を

入
力

1
. 
Io

T
デ

ー
タ

の
み

入
力

予
測

結
果
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モ
デ

ル
2
の

各
予

測
時

刻
に

お
け

る
絶

対
誤

差
(℃

)

ア
ン

サ
ン

ブ
ル

学
習

と
近

隣
エ

リ
ア

の
気

象
情

報
を

活
用

す
る

こ
と

で
精

度
が

向
上

し
て

い
る

一
方

，
路

面
温

度
が

高
い

1
2時

か
ら

1
6時

の
間

に
お

い
て

は
予

測
精

度
が

十
分

で
な

い
．

2
. 
Io

T
デ

ー
タ

と
防

災
気

象
情

報
を

入
力

結
果

の
考

察
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ま
と

め
と

今
後

の
課

題

ま
と

め
：

 
Io

T
セ

ン
サ

デ
ー

タ
の

み
入

力
す

る
よ

り
も

，
近

隣
の

気
象

情
報

も
活

用
す

る
こ

と
で

予
測

精
度

が
向

上
す

る
こ

と
が

分
か

っ
た

．

 
路

面
温

度
が

上
昇

す
る

時
間

帯
を

十
分

に
予

測
で

き
な

か
っ

た
も

の
の

，
冬

季
の

デ
ー

タ
を

数
年

間
学

習
す

る
こ

と
で

改
善

が
期

待
で

き
る

．

今
後

の
課

題
：

 
全

結
合

型
N

N
か

ら
L
S
T
M

等
，

時
系

列
デ

ー
タ

の
予

測
に

有
用

な
統

計
モ

デ
ル

や
機

械
学

習
モ

デ
ル

を

再
検

討

 
説

明
変

数
の

検
討

 
Io

T
セ

ン
サ

情
報

は
路

面
温

度
し

か
活

用
で

き
て

い
な

い
．

 
路

面
温

度
以

外
の

気
温

・湿
度

・風
速

・風
向

も
同

時
に

計
測

し
て

い
る

．
こ

れ
ら

の
活

用
に

よ
る

検
討

 
防

災
気

象
情

報

 
気

温
と

路
面

温
度

し
か

利
用

し
て

い
な

い
．

他
の

予
測

情
報

も
活

用
す

る
こ

と
を

検
討
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8.4 調査 WG_AI 導入事例 
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記載例 
AI 導入事例〜うまくいかなかった例について〜 

所属会社（(株)日建技術コンサルタント） 

WG(調査・事例・開発) 

氏名（西本 雄亮） 
 
1.AI を導入しようとした業務の概要 
・新旧航空写真による家屋異動(新築、増改築、滅失)の判読を行う業務(R3 年度)。 
・地図情報 1/500 以上の精度で、限りなく 100％の精度を要求された。 
・変動箇所の抽出に基準等はなく、発注者は「目視判読で少しでも変化しているように見え
た建物」については、人家以外の小屋や倉庫であっても全て抽出するよう指示。 
・業務全体の工期は約 6 ヶ月であったが、空中写真の撮影も含まれており、実際に家屋の判
読に使える期間は約 3 ヶ月弱(当初想定)。 
・業務面積は約 100km2、市街化区域と市街化調整区域の割合はほぼ 1：1。 
 
2.AI の導入を検討した作業および導入経緯について 
・2 枚の画像(新旧航空写真)の変動箇所の抽出について、AI 化の導入を検討。 
・発注者の指示事項に対応するため、当初から完全な AI 化は不可能と想定し、AI を活用す
ることで人力作業の軽減につなげることを目標とした。 
・社内には AI のプログラム開発実績はなかったため、ベンダーと協議。 
 
3.うまくいかなかった内容と、想定される要因について 
（ベンダーとの当時の協議結果） 
・AI のみで発注者の求める精度を得ることは不可能(想定通り)。 
・変動箇所の抽出基準が定まっていないため、プログラムの調整に長期間を要する。 
(教師データを収集・整理した上で満足のできる AI プログラムに仕上がるか、2 ヶ月程度

では確実性に欠ける) 
・部分的な AI 活用とした場合、削減できる人件費と導入費用が全く割に合わない。 
(結局目視による全数チェックが必要となるため) 

→AI の導入は断念 
4.その他 自由記載欄 
・同種業務を今後も受注する可能性が高ければ、先行投資として、プログラムの調整を進め
ておく意義はあるが、現段階では不透明である。 

3-272



AI 導入事例〜うまくいかなかった例について〜 
所属会社（株式会社日本インシーク） 

WG(調査・事例・開発) 

氏名（永岡 孝二） 
8 月 5 日に AI 分科会の調査 WG が主体となって立命館大学の野村教授との意見交換会が

行われることとなりました。その際の資料として使用するため、「各受注者さんが AI を導
入しようとして、うまくいかなかった事例」について、可能な範囲で整理していただくよう、
ご協力よろしくお願いいたします。なお、調査 WG 長の西本の事例を次頁に掲載しており
ますので、参考にしていただければと思います。 
 
1.AI を導入しようとした業務の概要(工期や数量等) 
・交通量調査 

自転車利用環境整備に伴う設計業務の一環として、交通状況を把握するための交通量調
査で使用した。ビデオカメラで交通状況を撮影し、AI 画像解析ソフトを用いて、交通量を
カウント及び集計し、とりまとめを行った。（平日 1 日、24 時間調査） 
 
2.AI の導入を検討した作業および導入経緯について 
・一般的に交通量調査は多くの計測員を必要とすることから効率化を図るため。 
・多くの計測員の確保が不要となり、計測日程の変更等が容易に行うことが可能。 
・計測員による計測誤差が生じない。 
 
3.うまくいかなかった内容と、想定される要因について 
①設置したカメラに大きく映り込む形でトラックが停車し、その横を車両が通る状態が 3 分
ほど続いた。この間に車両は 34 台通過したが、機械観測で観測されたのは小型車1 台、大
型車1 台の計 2 台のみであった。 
②車種判別において、夜間における機械観測で、バイクを車両として観測している事例が複
数回（両方向で計 5 回）確認された。また、夜間に車両が通過した直後の影のみが映った画
像を小型車として観測しているケースもあった。 
①は、カメラ設置位置に想定外の状況にも対応出来る工夫が必要であり、②は更なる技術開
発を行い、画像判定精度の改良に取り組む必要がある。 
 
4.その他 自由記載欄 
・人手観測結果と比較した場合、24 時間の車両計で方向 1 は 97.8％、方向 2 は 99.6％と良
好な観測精度を得られていることがわかった。しかし、時間帯別や車種別では差異もみられ
た部分も確認されている。 
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AI 導入事例〜うまくいかなかった例について〜 
所属会社（国際航業株式会社） 

WG(調査・事例・開発) 

氏名（春名 曜） 
 
1.AI を導入しようとした業務の概要(工期や数量等) 

猛禽類調査業務における猛禽類の生息種別の把握を行った。 
 
2.AI の導入を検討した作業および導入経緯について 

猛禽類の生息種類の調査は、目視による確認であったが、長時間にわたる観察が必要であ
り、また、調査員の経験により判別にバラツキが出ることが課題であっら。 

そこで、猛禽類の鳴き声を IC レコーダーで取り込み、AI 技術を活用し判別することとし
た。 
 
3.うまくいかなかった内容と、想定される要因について 
問題① 

AI 導入時に中心となって開発していた技術者が退職したため、仕組みについての説明を
発注者にできる人員が現在のところいない。 
課題：開発にかかわる技術者の不足、個人が開発した AI 技術である場合継承が困難 
 
問題点② 

現在、猛禽類の生息種類の把握は可能な段階であるが、個体数（生息数）の把握（割合の
把握）はできていない。 
課題：同種内での個体による鳴き声の判別が必要 
 
4.その他 自由記載欄 
その他 

希少種については、そもそも教師データの収集が困難である。誤判読により、希少種の鳴
き声が埋没していないかの検証方法について意見を伺いたい。 
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AI 導入事例〜うまくいかなかった例について〜 
所属会社（エイト日本技術開発） 

WG(調査) 
氏名（藤野 大地） 

8 月 5 日に AI 分科会の調査 WG が主体となって立命館大学の野村教授との意見交換会が
行われることとなりました。その際の資料として使用するため、「各受注者さんが AI を導
入しようとして、うまくいかなかった事例」について、可能な範囲で整理していただくよう、
ご協力よろしくお願いいたします。なお、調査 WG 長の西本の事例を次頁に掲載しており
ますので、参考にしていただければと思います。 
 
1.AI を導入しようとした業務の概要(工期や数量等) 
（前提として、実際に AI を導入しようとした事例がなかったため、AI を導入できれば作業
が楽になるなと漠然と感じている事例について記載します。） 

道路設計業務全般。 
2.AI の導入を検討した作業および導入経緯について 
【作業】 
・現地踏査写真における、道路幅員・水路・BOX・擁壁などについて、幅員やサイズ、勾配
などの情報の自動抽出。 
【経緯】 
・定型的な作業で、比較的導入が進んでいる画像認識にかかわる作業のため。 
3.うまくいかなかった内容と、想定される要因について 
【うまくいかなかった内容（導入しようとしていない理由）】 
・導入する手間より、人が確認して作業した方が早いと考えているため。（導入が容易で便
利なルーツがあれば利用する気がします。） 
4.その他 自由記載欄 
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AI 導入事例〜うまくいかなかった例について〜 
所属会社（(株)オリエンタルコンサルタンツ） 

WG(調査・事例・開発) 

氏名（高根 努） 
 
1.AI を導入しようとした業務の概要(工期や数量等) 
※発注者名や地域が特定できるキーワードは記載可能な範囲で結構です。 
・トンネルの地山等級判定にトンネル切羽写真とその切羽における支保パターンを教師デ

ータとしたＡＩを導入しようとした。 
 
2.AI の導入を検討した作業および導入経緯について 
・トンネルの地山等級を判定できる熟練技術者が発注者、コンサルタント、ゼネコンにおい

ても減ってきており、現在、熟練技術者が判定しているデータを有効活用し、判定できる
ＡＩを導入できないかという話となった。 

 
3.うまくいかなかった内容と、想定される要因について 
・約 5000 データを用いてトンネル切羽写真から支保パターンを判定するＡＩを構築した。

判定者と全く同じ判定をする一致率は平均して 70%程度であったが、判定者においても
判定は 2 ランクを悩むため、前後に 1 ランクずれることを許容すると 95%程度の一致率
が確保された。 

・一方で土木研究所 トンネル研究室の指摘を受け、ＡＩの判定が切羽以外に特徴量を以っ
ていないかを GradCam、LayerCam により検証したところ、切羽以外に着目しているケ
ースが多数あり、切羽以外の領域を切り取り再検証すると一致率は 55%程度となった。 

 
参考：誤った特徴量を抽出された例 

https://www.pwri.go.jp/jpn/about/pr/mail-mag/webmag/wm065/kenkyu.html 
 
4.その他 自由記載欄 
・トンネル切羽のようにＡＩが特徴をつかみにくい対象物の場合（土木では多い）、本来評

価すべきものよりも特徴がつかみやすく、ある程度の規則性をもったデータを特徴量と
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してとらえて判定する可能性があり、一見精度のよいＡＩを構築しているような結果を
導く可能性がある。 

・ただし、本来判定したい変化が、現れた場合にも本来でない規則性により判定をおこなっ
てしまう誤判定が発生する恐れがある。 

・一致率だけでなく、特徴量の確認が必要と思われる。 
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8.5 インフラ DX の取り組み（近畿地方整備局より受領） 
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8-6 近畿地整－建コンＡＩの活用に関する意見交換議事録  
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（一社）建設コンサルタンツ協会 近畿支部 ＩＣＴ研究委員会 

ＡＩ分科会 第２回 近畿地方整備局打合せ 

～ 建設コンサルタント業務におけるＡＩ導入の課題等について ～ 

 

 

議事録 

 

１．概要 

（１）日 時 令和 4 年 8 月 23 日（火）15:00～17:00 

（２）場 所 近畿地方整備局 第一別館 203 共用会議室 

（３）出席者 近畿地方整備局  

安井課長補佐、藤野係長 

       建設コンサルタンツ協会近畿支部 ＩＣＴ研究委員会 ＡＩ分科会 

高根（ICT 研究委員会副委員長兼 AI 分科会幹事)、西本（AI 分科会副幹事）、 

一柳（AI 分科会副幹事）、永岡、春名、藤野 計 6 名 

  

（４）配布資料 

 【建設コン】  

① 近畿地方整備局 意見交換会 議事次第 

② 資料-1_前回議事録の確認 

③ 資料-2_ICT 研究委員会 中間報告 

④ 資料-3_AI のフェーズと建設コンサルタントの関わり 

【近畿地方整備局】  

① 「インフラ DX の取組」 

 

２．議事 

（１）AI 分科会からの説明 

  ・前回の意見交換会の議事録の説明を行った。 

  ・現在、建設コンサルタンツ協会近畿支部ＩＣＴ研究委員会ＡＩ分科会で実施している活動 

内容について、昨年度の中間成果発表会資料を基にして説明を行った。 

（２）国交省における AI の取り組み（近畿地整）  

 ・配布資料「インフラ DX の取組」を基に説明が行われた 

 ・AI を専門に扱う職員はおらず、インフラ DX の取組の一部として AI の活用を進めている。 

 ・現在は交通量調査の動画分析に AI を活用している。また、遊水池の巡視に AI の活用(UAV の

動画分析)を検討している事例がある。 

・現状、整備局レベルでは AI 活用の促進はしていないが、所長クラスの人の考え方次第で今

後状況が変わる可能性がある。 
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  （３）議題 

＜議題 1＞AI の信頼性(アルゴリズム・教師データ)の保証について 

(現 状)業務受託者が保有するデータ、自社の技術者の判断結果の蓄積をもとに AI が開発され

ている。 

(問題点)第三者視点で、AI の信頼性をどう担保するか。 

認証制度等が導入されれば活用しやすい。 

(協議結果) 

・作成された教師データそのものの認証や第三者による品質評価は難しい 

・データを作成する人の認定(資格制度等)が現実的と思われる 

・過年度業務の成果のデータは「品質確保済」として扱ってよいと思われる (点検や判定の結果

等) 

・AI の業務では報告書に「教師データとして何のデータを使用したか」の記載が必要と思われる。 

 

＜議題 2＞精度向上における問題点について 

(現 状)精度向上のためには、より多くの施工関連データを教師データとして組み込む必要があ

る。 

(問題点)業務ごとの守秘義務(特記仕様書等に、「原則として業務成果の転用不可」等の記載あり)

がある中で、どのように蓄積データを集約させるべきか。建設コンサルタンツ協会として、オー

プンデータ化の要望。 

(協議結果) 

・不特定多数の人が情報にアクセスできるオープンデータ化は現状では難しい。 

・発注者が業務着手時に可能な限り多くの過年度成果データを受注者に貸与するよう、整備局と

して告知したい。 

・将来的に、AI を活用する業務が大多数になった時点で、オープンデータ化の議論の必要が出て

くると思う。 

・オープンデータ化には、各データのフォーマットの統一が必要(例えば、工事写真でポールを持

った人が写っていると、そのままでは AI の教師データとしては使えない) 

・写真や動画は過年度の成果データの蓄積がそれなりに行われているが、例えば打音検査の音の

データは現状成果データとして提出されておらず、今後データを一から蓄積する必要がある。 

 

＜議題 3＞AI 関連会社(第三者)へのデータ提供における問題点について 

(現 状)プログラムの自社開発は非常に難解であるため、AI 構築を外注に頼る事例が多い。 

(問題点)例えば、現場の写真をもとに AI が判断を行う事例の場合、一般者立入禁止の工事現場内

の写真が外部にもたらされる。特に AI のベンダーは拠点を海外に置くものも多い。 

→コンプライアンス、セキュリティの問題が発生する可能性がある。 

(協議結果) 

・これまでの再委託と同様、信頼できる再委託先に依頼し、品質管理は元請けにて行うこと。 
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＜議題 4＞初期投資の問題 

(現 状)AI の構築は最初の教師データ収集やプログラム開発に要する費用の割合が極端に高い。

一度 AI のプログラムが完成すれば、同種業務の場合、2 事例目からはコストが大幅に圧縮

される。 

(問題点)最初は赤字覚悟で受注する必要がある。(見積価格に影響) 

複数年発注であれば、業務内で AI ツールを整備して対応する可能性があるが、工期が数か月とい

った単発業務では企業としての投資をし難いところがある。 

(協議結果) 

・2 年目、3 年目の随意契約による業務継続を推進していきたい。 

 

＜その他＞ 

(協議結果) 

・既存の業務で AI を活用した場合、受注者の作業効率化に寄与するが、発注者にとって恩恵はわ

かりづらいという問題がある。 

・従来からある業務分野では、基本的に発注者作成の仕様書には AI の記載がなく、受注者が AI

活用を提案し、発注者が了承する流れとなる。 

・AI の活用で、マンパワーでは困難であった常時観測が可能となる業務、従来の手法ではコスト

がかかり過ぎて一本の業務として発注することが現実的でなかった業務では発注者にとって有益。 

・技術者によって結果が変わる「定性的な判定」の場合、AI の活用により、統一的な見解が得ら

れるようになる可能性がある。 

・AI のシステム構築には膨大な時間や費用がかかるが、完成して安定稼働できる状況になればリ

アルタイムでの観測や分析が可能となり、突発的な事故や災害時の緊急点検がスムーズにできる

ようになる。 

・新分野で、人材育成から行う必要がある場合、最初から AI 活用を前提とした仕様、指針とする

ことができる。 

・現状、整備局内部で BIMCIM の講習会を定期的に行っている。インフラ DX の枠組として、そこ

に AI を組み込んだ研修等を今後検討したい。 

 

以上 
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8.7 AI 分科会 全体会議 議事録一式 
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（一社）建設コンサルタンツ協会 近畿支部 ＩＣＴ研究委員会 

令和２年度 第１回 ＡＩ分科会 議事録 

 
１．概要 

（１）日時 ： 令和 2 年 7 月 9 日（水）12:00～16:00 
（２）場所 ： 株式会社建設技術研究所 大阪本社 12F 会議室 A（WEB 会議を併用） 
（３）出席者（会社名 50 音順）：計 17 名（○：現地参加、●：WEB 参加、×：欠席） 

種別 所属 氏名 出欠 所属 氏名 出欠 

幹事 ㈱オリエンタルコンサルタンツ 高根 努 ○ 協和設計㈱ 村井 茂樹 〇 

副幹事 ㈱建設技術研究所 小林 猛嗣 ○ (株)極東技工コンサルタント 谷垣 寿春 ○ 

副幹事 ㈱ニュージェック 一柳 知之 ○ ㈱建設技術研究所 宮田 昇平 ○ 

副幹事 ㈱日建技術コンサルタント 西本 雄亮 〇 ㈱建設技術研究所 宮本 堅治 ○ 

ICT 委員長 中央復建コンサルタンツ㈱ 森 博昭 ○ 国際航業㈱ 春名 曜 × 

アドバイザ ㈱ニュージェック 寺尾 敏男 × JR 西日本コンサルタンツ㈱ 清水 智弘 ● 

アドバイザ ㈱建設技術研究所 大西 博 × 中央復建コンサルタンツ㈱ 井上 裕司 × 

アドバイザ 協和設計㈱ 北野 俊介 × (株)日本インシーク 永岡 孝二 ○ 

 ㈱エイト日本技術開発 藤野 大地 ○ ㈱ニュージェック 増満 岳也 〇 

 ㈱オリエンタルコンサルタンツ 加藤 亮平 ○ 三井共同建設コンサルタント㈱ 近者 敦彦 ○ 

 ㈱オリエンタルコンサルタンツ 中西 一仁 ● 八千代エンジニヤリング㈱ 真島 君騎 ○ 

 
（４）配布資料 

・議事次第（本資料） 
【資料-1】ICT 研究委員会員募集のご案内 
【資料-2】ICT 研究委員会 名簿（令和 2 年 6 月 17 日現在） 
【資料-3】(一社)建設コンサルタンツ協会近畿支部の会議開催について 
【資料-4】情報共有システム登録名簿の様式 

 
（５）議題 

■ICT 研究委員会について 
 1) 自己紹介 
  2) 第 1 期の活動概要 
 3) 第 2 期の活動方針 
 4) 名簿の確認 
 

■審議事項 
5) 第 2 期の体制 
6) WG メンバーの割り振り 
7) 第 1 期報告書の公開 
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8) 第 2 期の研究期間 
9) 近畿地方整備局との意見交換 
10) 日刊建設通信新聞社主催の座談会 
 

■報告事項 
11）近畿支部での会議開催 
12) 情報共有システム 
13) WEB 会議システム 
14) 健康本部功労賞 
 

■その他 
15)その他、今後の予定等 
 

２．議事 

（１）自己紹介 

・各委員から自己紹介があった。 
 

（２）第 1 期の活動の概要等について 

  ・平成 29 年に（一社）近畿建設協会令が主催で「土木と AI 検討委員会」は発足され、

これに追従する形で建コンにおいても AI 分科会が設立された。 

  ・第 1 期は令和 2 年 3 月で完了し、第 2 期として引き続き実施することになった。 

・ICT 研究委員会の CIM 分科会は、CIM の使い方、CIM の照査手法、発注者・施工者・

ソフトウェア会社からの講習、ICT 機器の調査などを行っている 

・AI の活用については、建コンは他業界より遅れている。 

・技術系と事務系で行われている AI の使用事例について収集を行った。 

・学識経験者の講習や意見を聞いた。 

・現場で使用している AI について見学会を実施した。 

・プログラムの体験を実施した。 

・報告書は査読が行われ、HP で公開される。 

・本部より ICT 研究委員会が表彰され、副賞として 20 万円分のクーポン券を近畿支部

で預かっている。CIM 分科会と AI 分科会の人数比で案分する。コロナ感染が収まった

のち、懇親会等で利用する予定とする。 

 

（３）第 2 期の活動方針 
・今期はメンバーに学識経験者に入ってもらう。 

・情報共有システムは引き続き使用する。 

・予算は ICT 研究員会で 140 万円あり、その内 AI 分科会では 60 万円が予算となる。 

・活動期間は新型頃コロナの影響で開始が遅れたこともあり、3 カ年で実施する。 

・ワーキンググループを、①技術調査 WG、②事例 WG、③開発 WG の３つに分けて実施す
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る。 

・各 WG 長が副幹事を兼ねる。 

・各ワーキンググループで活動を行い、総会として 12 月に全委員で集まる。 

・副幹事は ICT 研究委員会幹事会へ出席する。 

・講演会は別途実施し、時間がある場合はその後にも総会を行う。 

・ICT 研究委員会及び AI 分科会の活動は R2 がコロナウイルスの影響により短縮された

ため、活動期間を R2.4～R5.4 までの 3 ヶ年とする。（CIM 分科会も同じ） 

・今年度については、中間報告はおこなわない。 

・予算は ICT 研究委員会の年間予算を CIM、AI の人数で案分する。 

 

（４）委員長、幹事、副幹事について 

  ・以下のとおりで承認された。 

委員長：森 

 副委員長：高根 

 アドバイザ：寺尾、大西、北野 

 CIM 幹事：大森 

 CIM 副幹事：赤坂（橋梁 WG 長）、逢坂（道路 WG 長）、漆谷（河川 WG 長） 

 AI 幹事：高根 

 AI 副幹事：西本（調査 WG 長）、一柳（事例 WG 長）、小林（開発 WG 長） 
・ワーキンググループのメンバー、ワーキング長は以下の通りとする。 
① 調査 WG：西本 WG 長、高根委員、藤野委員、永岡委員、真島委員、春名委員 
② 事例 WG：一柳 WG 長、加藤委員、宮田委員、清水委員、増満委員、井上委員 
③ 開発 WG：小林 WG 長、中西委員、村井委員、谷垣委員、宮本委員、近者委員 

 

３．その他、今後の予定等 

・7 月に幹事会を開催し、方針をすりあわせ、以降は各 WG で進める。 

 ・各ワーキング長は WG スケジュールを策定し、メールで幹事、副幹事(WG 長)に共有す

る。 

 ・各分科会の全体会議は、年 2 回程度とする。 

・幹事会は年 4 回程度開催する。 

  

・次回、AI 分科会を以下のとおり実施する予定。 

令和 2 年 12 月に総会 

 
                            以上 
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（一社）建設コンサルタンツ協会 近畿支部 ＩＣＴ研究委員会 

令和３年度 第１回 ＡＩ分科会 議事録 

 
１．概要 

（１）日時 ： 令和 3 年 6 月 9 日（水）13:30～15:00 
（２）場所 ： WEB 会議 
（３）出席者（会社名 50 音順）：計 15 名（●：WEB 参加、×：欠席） 

種別 所属 氏名 出欠 所属 氏名 出欠 

幹事 ㈱オリエンタルコンサルタンツ 高根 努 ● 協和設計㈱ 村井 茂樹 ● 

副幹事 ㈱建設技術研究所 小林 猛嗣 ● (株)極東技工コンサルタント 谷垣 寿春 ● 

副幹事 ㈱ニュージェック 一柳 知之 × ㈱建設技術研究所 宮田 昇平 ● 

副幹事 ㈱日建技術コンサルタント 西本 雄亮 × ㈱建設技術研究所 宮本 堅治 ● 

ICT 委員長 中央復建コンサルタンツ㈱ 森 博昭 ● 国際航業㈱ 春名 曜 ● 

アドバイザ ㈱ニュージェック 寺尾 敏男 × JR 西日本コンサルタンツ㈱ 中嶋 俊輔 ● 

アドバイザ ㈱建設技術研究所 大西 博 × 中央復建コンサルタンツ㈱ 井上 裕司 × 

アドバイザ 協和設計㈱ 北野 俊介 × (株)日本インシーク 永岡 孝二 ● 

 ㈱エイト日本技術開発 藤野 大地  ㈱ニュージェック 増満 岳也 ● 

 ㈱オリエンタルコンサルタンツ 藤原 円 ● 三井共同建設コンサルタント㈱ 近者 敦彦 ● 

 ㈱オリエンタルコンサルタンツ 中西 一仁 ● 八千代エンジニヤリング㈱ 島本 ゆり ● 

 
（４）配布資料 

・議事次第 
【資料 1】ICT 研究委員会 AI 分科会名簿（R3.5.19 現在） 
【資料 2】令和 2 年度 第 1 回調査 WG 議事録（R2.8.28(金)） 
【資料 3】令和 2 年度 第 2 回調査 WG 議事録（R3.1.29(金)） 
【資料 4】令和 2 年度 第 1 回事例 WG 議事録（R2.8.5(水)） 
【資料 5】令和 2 年度 第 2 回事例 WG 議事録（R2.9.14(月)） 
【資料 6】令和 2 年度 第 3 回事例 WG 議事録（R2.11.4(水)） 
【資料 7】令和 3 年度 第 1 回事例 WG 議事録（R2.4.21(水)） 
【資料 8】令和 2 年度 第 1 回開発 WG 議事録（R2.8.25(水)） 
【資料 9】ICT 研究員会の研究期間延長（1 年延長）のお知らせ（追記） 
【資料 10】ICT 研究委員会第 1 期報告書の関連資料 
【資料 11】情報共有システム（basepage）注文書 
【資料 12】情報共有システム登録メンバー 
【資料 13】i-Construction における品質確保検討委員会の関連資料 
【資料 14】建コン本部 ICT セミナー2020 の関連資料 
【資料 15】令和 2 年度 第 4 回幹事会議事録（R3.3.5(金)） 
【資料 16】地盤工学会 関西支部との意見交換依頼 
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【資料 17】第 5 回近畿ブロック i-Construction 推進連絡調整会議資料（R3.5.20(木)) 
【資料 18】令和 3 年度 第 1 回技術部会（R3.6.1(火)）での ICT 研究委員会報告資料 
【資料 19】近畿インフラ DX 推進センターに関する情報 
【資料 20】本省インフラ DX ルームに関する情報 
【資料 21】国総研 建設 DX 実験フィールドに関する情報 
【資料-22】 活動報告及び今年度活動方針のとりまとめについて 
【資料-23】NEXCO との BIMCIM 意見交換会 

 
２．議事 

（１）自己紹介 

・新委員(藤田委員、島本委員、中嶋委員)から自己紹介があった。 
 

（２）報告事項 

  ・最新の名簿を確認した。修正がある場合は連絡すること。 

  ・各 WG(調査 WG、事例 WG、開発 WG)の議事録をもとに、昨年度の活動内容を確認した。 

・AI 分科会第 1 期の成果が HP で掲載されていることの紹介があった。 

・i-Construction における品質確保検討委員の状況報告があった。現段階では、コロ

ナ禍ということもあり日程が未確定である。今後、進展があれば報告を行う。 

・鍋島先生との意見交換会についても日程が未確定である。 

・CICT 研究委員会 幹事会の活動報告があった。 

・森委員長から 6/1 の技術部会の報告があった。今年度の予算、今後の報告会等のスケ

ジュールの確認があった。また、近畿地整のインフラ DX センターを活用することの紹

介があった。 

 

（３）今後の活動方針 

  ・調査 WG として、活用実態・ニーズ調査のため、国土交通省へヒアリングを行う。業

務成果として AI を活用することの根拠について、発注者側の見解を聞いてほしいと

いう意見があった。 

  ・調査 WG として、野村先生の講習会を行うことを予定する。このとき、事前に資料を

いただければ内容理解や質疑がスムーズになるという意見があった。 

  ・事例 WG として、使えそうなＡＩ技術にしぼって，深堀することを検討する。 

  ・事例 WG として、各社のＡＩ技術を収集する．8 月ごろに各社に依頼する予定である。 

・開発 WG として、ラズベリーパイの勉強会を行う 。AI ツールに長じた委員(藤田委員、

中西委員、島本委員)と調整のうえ、日程を設定する。過年度で検討された EXCEL 等の

AI ツールの活用は、ラズベリーパイの活用を優先し、作業が発散しないように留意して

対応する。ラズベリーパイの活用にあたり、ファンが必要となる可能性がある。 
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（４）その他 

  ・学識アドバイザーとして、立命館大学理工学部環境都市工学科 野村泰稔教授に依頼

する予定である。今後の委員会等で承認いただいたうえで、依頼を行うものとする。 

  ・データの入力の仕様や方法の規格化は、今後の重要な課題である。AI の活用前提と

した業務データの整理方法など、今後の課題として整理する。 

                            以上 
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（一社）建設コンサルタンツ協会 近畿支部 ＩＣＴ研究委員会 

令和４年度 第 1 回 ＡＩ分科会 議事録 

 
１．概要 

（１）日時 ： 令和 4 年 8 月 5 日（水）13:00～17:00 
（２）場所 ： ドーンセンター 中会議室２（WEB 会議を併用） 
（３）出席者（会社名 50 音順）：計 15 名（○：現地参加、●：WEB 参加、×：欠席） 

種別 所属 氏名 出欠 所属 氏名 出欠 

幹事 ㈱オリエンタルコンサルタンツ 高根 努 ○ 協和設計㈱ 村井 茂樹 ● 

副幹事 ㈱建設技術研究所 小林 猛嗣 ○ (株)極東技工コンサルタント 谷垣 寿春 × 

副幹事 ㈱ニュージェック 一柳 知之 〇 ㈱建設技術研究所 宮田 昇平 ○ 

副幹事 ㈱日建技術コンサルタント 西本 雄亮 〇 ㈱建設技術研究所 宮本 堅治 ○ 

ICT 委員長 中央復建コンサルタンツ㈱ 森 博昭 × 国際航業㈱ 春名 曜 ○ 

アドバイザ ㈱ニュージェック 寺尾 敏男 × JR 西日本コンサルタンツ㈱ 中嶋 俊輔 × 

アドバイザ ㈱建設技術研究所 大西 博 × 中央復建コンサルタンツ㈱ 井上 裕司 × 

アドバイザ 協和設計㈱ 北野 俊介 × (株)日本インシーク 永岡 孝二 〇 

学識オブザーバ 立命館大学 野村 泰稔 〇 ㈱ニュージェック 増満 岳也 〇 

 ㈱エイト日本技術開発 藤野 大地 ○ 三井共同建設コンサルタント㈱ 近者 敦彦 ○ 

 ㈱オリエンタルコンサルタンツ 藤原 円 × 八千代エンジニヤリング㈱ 嶋本 ゆり ● 

 ㈱オリエンタルコンサルタンツ 中西 一仁 〇    

 
（４）配布資料 

・議事次第（本資料） 
【資料-1】第1回ICT研究委員会_AI分科会（2022.5.27）_議事録 

【資料-2】第1回ICT研究委員会_幹事会（2022.6.22）_議事録 

【資料-3】【令和4年度研究発表会】プログラム（案） 

【資料-4】建コン本部 ICT委員会 10月28日（金）開催について（メール） 

【資料-5】建設通信新聞社座談会の取材について（メール） 

【資料-6】近畿インフラDXシンポジウム_20220629 

【資料-7】建設技術展に関する会議開催について 

【資料-8】令和4年度第1回AI分科会事例WG議事録 

【資料-9】資料-9：近畿地整局との意見交換会の進捗状況 

 

（５）議題 

■報告事項 

1）立命館大学野村教のオブザーバー就任ご挨拶 

2）第 1 回 ICT 研究委員会_AI 分科会（2022.5.27）_議事録の確認 
3）第 1 回 ICT 研究委員会_幹事会（2022.6.22）_議事録の確認 
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4）【令和 4 年度研究発表会】10 月 14 日開催の確認 
5）建コン本部 ICT 委員会 10 月 28 日（金）開催の確認 

6）建設通信新聞社座談会の取材についての確認 

7）近畿インフラ DX シンポジウム_20220629 ついての確認 

 

■審議事項 
1）各 WG の活動状況報告（中間成果発表に向けての中間成果報告） 

2）令和 4 年度研究発表会への対応について 

3）建設技術展への対応について 

 

２．議事 

1）立命館大学野村教のオブザーバー就任ご挨拶 

 ・今後も分科会についてはご参加いただいた。 

 ・本日 15:00～ご講演、意見交換に参加いただいた。 

 ・ご講演では、AI の基礎に加え、先生の研究室で最新の取り組みを紹介いただいた。 

 ・分科会からは導入に失敗した事例を紹介し、失敗した要因、AI に向かない事例につ

いて先生にご意見をいただいた。 

2）第 1 回 ICT 研究委員会_AI 分科会（2022.5.27）_議事録の確認 

 ・特に指摘事項はなく承認された。 
3）第 1 回 ICT 研究委員会_幹事会（2022.6.22）_議事録の確認 

 ・－ 

4）【令和 4 年度研究発表会】10 月 14 日開催の確認 

 ・発表は高根幹事が対応する。 

 ・発表会資料については各 WG 長で作成のうえ、お盆明けを目途に高根幹事に提出、

高根幹事がとりまとめる。 
5）建コン本部 ICT 委員会 10 月 28 日（金）開催の確認 

 ・幹事、副幹事で出席予定とする。 
6）建設通信新聞社座談会の取材についての確認 

 ・例年とおり、森委員長、CIM 分科会メンバーに AI 分科会代表として高根幹事が参加

する。 
7）近畿インフラ DX シンポジウム_20220629 ついての確認 

  ・－ 

３．その他、今後の予定等 

  ・－ 

                                    以上 
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（一社）建設コンサルタンツ協会 近畿支部 ＩＣＴ研究委員会 

令和４年度 第２回 ＡＩ分科会 議事録 

 
１．概要 

（１）日時 ： 令和 4 年 9 月 26（月）13:00～15:00 ※15:00～ラズパイ講習会 
（２）場所 ： エルおおさか本館 10F 「研修室 5」 
（３）出席者（会社名 50 音順）：計 11 名（○：現地参加、×：欠席） 

種別 所属 氏名 出欠 所属 氏名 出欠 

幹事 ㈱オリエンタルコンサルタンツ 高根 努 ○ 協和設計㈱ 村井 茂樹 ○ 

副幹事 ㈱建設技術研究所 小林 猛嗣 ○ (株)極東技工コンサルタント 谷垣 寿春 ○ 

副幹事 ㈱ニュージェック 一柳 知之 ○ ㈱建設技術研究所 宮田 昇平 ○ 

副幹事 ㈱日建技術コンサルタント 西本 雄亮 ○ ㈱建設技術研究所 宮本 堅治 × 

ICT 委員長 中央復建コンサルタンツ㈱ 森 博昭 × 国際航業㈱ 春名 曜 × 

アドバイザ ㈱ニュージェック 寺尾 敏男 × JR 西日本コンサルタンツ㈱ 中嶋 俊輔 ○ 

アドバイザ ㈱建設技術研究所 大西 博 × 中央復建コンサルタンツ㈱ 井上 裕司 × 

アドバイザ 協和設計㈱ 北野 俊介 × (株)日本インシーク 永岡 孝二 × 

学識オブザーバ 立命館大学 野村 泰稔 ○ ㈱ニュージェック 増満 岳也 ○ 

 ㈱エイト日本技術開発 藤野 大地 × 三井共同建設コンサルタント㈱ 近者 敦彦 × 

 ㈱オリエンタルコンサルタンツ 藤原 円 × 八千代エンジニヤリング㈱ 嶋本 ゆり × 

 ㈱オリエンタルコンサルタンツ 中西 一仁 ○    

 
（４）配布資料 

・議事次第（本資料） 
【資料-1】第1回ICT研究委員会_AI分科会（2022.8.5）_議事録 

【資料-2】第2回ICT研究委員会_幹事会（2022.9.15）_議事録・資料一式 

【資料-3】研究発表会の申し込み案内 

【資料-4】【資料-4】ICT研_中間報告_様式 

【資料-5】【資料-5】建設技術展_ICT研_ポスタ-_様式 

 

（５）議題 

■報告事項 

1）第 2 回 ICT 研究委員会_AI 分科会（2022.8.5）_議事録の確認 
2）第 2 回 ICT 研究委員会_幹事会（2022.9.15）_議事録の確認 

3）研究発表会の申し込みについて 

 

■審議事項 
1）各 WG の活動状況報告（中間成果発表に向けての中間成果報告） 

2）令和 4 年度研究発表会への対応について 
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3）建設技術展への対応について 

 

２．議事 

■報告事項 

1）第 2 回 ICT 研究委員会_AI 分科会（2022.8.5）_議事録の確認 

・指摘はなく、承認された。 

 

2）第 2 回 ICT 研究委員会_幹事会（2022.9.15）_議事録の確認 

・内容について特に再確認事項はなし。  

 

3）研究発表会の申し込みについて 

・6 月開催予定とし、会場予約についても合意することとした。 

 

■審議事項 

1）各 WG の活動状況報告（中間成果発表に向けての中間成果報告） 

・事例 WG：各社事例収集、発注事例の整理を進めている。 

・開発 WG：ラズパイ勉強会の内容を整理している。 

・調査 WG：野村先生の講演会及び近畿地方整備局との意見交換会の内容を整理している。 

 

2）令和 4 年度研究発表会への対応について 

・発表は高根幹事がおこなう。 

・各 WG 長が最終版の発表用資料を整理する。 

 

3）建設技術展への対応について 

・幹事、副幹事で各 1 日づつを立ち合いを調整する。 

 

３．その他、今後の予定等 

・－ 

 

                                    以上 
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（一社）建設コンサルタンツ協会 近畿支部 ICT 研究委員会 AI 分科会 

令和４年度 第 1 回事例 WG 会合 議事録 

 

１． 概要 

（１） 日時 ： 令和 4 年 7 月 5 日（火）10:00～11:30 

（２） 場所 ： Web 会議 

（３） 出席者 

種別 所 属 氏 名 出欠 所属 氏名 出欠 

WG 長 ㈱ニュージェック 一柳知之 〇 ㈱建設技術研究所 宮田昇平 〇 

副 WG 長 JR 西日本コンサルタンツ㈱ 中嶋俊輔 ○ 中央復建コンサルタンツ㈱ 井上裕司 〇 

副 WG 長 ㈱ニュージェック 増満岳也 〇    

 

 

２． 議題 

（１） 事例について 

以下の事例等について、各委員より紹介があった。 

 

・井上委員：道路における災害時の被災状況確認の迅速化および平常時の管理・運営の

高度化に向けた実証 

：ローカル 5G と AI 技術を用いた鉄道駅における車両監視の高度化 

・宮田委員：「建設分野における AI 活用の最前線」シンポジウム 

講演題目 

①インフラ点検におけるＡＩの活用 

②土木技術の暗黙知と AI 

③AI による河川カメラ監視の高度化に向けた取組み事例紹介 

④AI 画像解析に基づく水生生物生息場評価の可能性 

⑤医学医療における AI とシステムバイオロジーの協奏 

・増満委員：AI を使って実施する今年度の発注業務の紹介 

 

（２） 分科会の開催について 

・野村先生の講演と分科会を 7 月 22 日の午後からに予定している（8 月 5 日の午後か

らに変更）。 

 

（３） 今後の作業について 

・AI 分科会の委員および ICT 研究会の委員に対して、各社における AI の事例についての

紹介を再度お願いする。集まった事例については、中間報告として整理を行う。 

 

（４） 次回 WG の日程について 

分科会の開催後に実施しようと思いますので、日程調整のための一柳からメールし

ます。                                以上 
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（一社）建設コンサルタンツ協会 近畿支部 ICT 研究委員会 AI 分科会 

令和 4 年度 第 2 回事例 WG 会合 議事次第 

 

１． 概要 

（１） 日時 ： 令和 4 年 9 月 14 日（水）15:00～17:00 

（２） 場所 ： Web 会議 

（３） 出席者 

種別 所 属 氏 名 出欠 所属 氏名 出欠 

WG 長 ㈱ニュージェック 一柳知之 〇 ㈱建設技術研究所 宮田昇平 〇 

副 WG 長 JR 西日本コンサルタンツ㈱ 中嶋俊輔 ○ 中央復建コンサルタンツ㈱ 井上裕司 〇 

副 WG 長 ㈱ニュージェック 増満岳也 〇    

 

 

２． 議題 

（１） 令和 4 年度 第 1 回 AI 分科会 事例 WG 議事録の確認 資料－１ 

 

（２） 第 2 回 近畿地方整備局打合せ 資料－２ 

 

（３） 令和 4 年度 第 3 回 AI 分科会 

・9/26（月）13:00～15:00。 

・場所はエルおおさか本館 10F「研修室５」。 

・ラズパイの講習会。 

・10 月の中間成果発表会に向けての作業分担等。  

 

（４） 事例紹介 資料－３ 

① 令和 4 年度 建設コンサルタント業務研究発表会（インフラストラクチャー研究

会）：一柳委員 

② 高根幹事からの AI 事例紹介：一柳委員 

③ 機械学習および堆積履歴を活用した地層推定の試み：中嶋委員 

 

（５） AI に関係する業務一覧 資料－４ 

 

（６） 今後の作業について 

・事例集をとりまとめて、中間報告としての整理を行う。 

 

（７） 次回 WG の日程について 

分科会の開催後に実施しようと思いますので、日程調整のための一柳からメールし

ます。                                以上 
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第 4 編 中間報告会、建設技術展 

 

1. 第 54 回研究発表会（2021 年 10 月 5 日）中間報告会資料 

 

2021 年 10 月 5 日（火）建設コンサルタンツ協会 近畿支部が開催した第 54 回研究発表

会において、ICT 研究委員会が中間報告を行った。次頁以降に中間報告資料を添付する。 
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令和3年10月5日（火） 第54回研究発表会

第54回（令和3年度）研究発表会

ＩＣＴ研究委員会 中間報告
～ 社会インフラ整備の主役へ ～

1

令和3年10月5日（火） 第54回研究発表会 2

ＩＣＴ研究委員会の概要

（一社）建設コンサルタンツ協会 近畿支部

ＩＣＴ研究委員会 委員長

森 博昭
（所属：中央復建コンサルタンツ株式会社）
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令和3年10月5日（火） 第54回研究発表会

ＩＣＴ研究委員会 設置の背景

 近年、土木分野でのICT利活用の動きが活発化

 国交省インフラDX、i-Con、BIM/CIM、AI、ビッグデータ、5G 等

 建コン近畿支部でもICT利活用への対応が必要

 ICT研究委員会 第1期（2018（H30）年4月～2020（R2）年3月）

 ICT研究委員会 第2期（2020（R2）年4月～2023（R5）年3月）

 社会インフラ整備に対する社会的要請への対応

 建コンの働き方改革

 新3K（休暇、給与、希望）の実現

 業界全体の魅力向上、優秀な人材の獲得等

3

令和3年10月5日（火） 第54回研究発表会

ＩＣＴ研究委員会 活動方針

 ＣＩＭ分科会とＡＩ分科会の設置

 CIMやi-Construction、AI、IoT、ビッグデータ等、ＩＣＴの活用方
法、効果、実現に向けた課題と解決策等について研究。

 建コン本部、近畿地方整備局との連携

 建コン本部ICT委員会（親委員会）、ICT委員会ICT普及専門委
員会への参加。

 近畿地方整備局企画部との意見交換を実施し、活動に反映。

 情報共有システムの利用

 会議資料や議事録等の共有・一元管理、近畿支部会議室予約、
会議スケジュール管理等。

 研究成果の発信

 報告書の近畿支部ＨＰでの公開、シンポジウムの開催等。

4
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令和3年10月5日（火） 第54回研究発表会

ＩＣＴ研究委員会 体制（2021年度）

役割 氏名 所属

委員長 森 博昭 中央復建コンサルタンツ（株）

副委員長 高根 努 （株）オリエンタルコンサルタンツ

役割 氏名 所属

幹事 大森 映宏 協和設計（株）

副幹事 兼 橋梁ＷＧ長 赤坂 好敬 （株）ニュージェック

副幹事 兼 道路WG長 逢坂 直樹 国際航業（株）

副幹事 兼 河川WG長 漆谷 悟 ㈱修成建設コンサルタント

技術調査WG長 森 博昭 中央復建コンサルタンツ（株）

役割 氏名 所属

幹事 高根 努 （株）オリエンタルコンサルタンツ

副幹事 兼 調査WG長 西本 雄亮 （株）日建技術コンサルタント

副幹事 兼 事例WG長 一柳 知之 （株）ニュージェック

副幹事 兼 開発WG長 小林 猛嗣 （株）建設技術研究所

5

■ 幹事会 （委員長、副委員長、各分科会幹事、副幹事、アドバイザ、計12名）

■ ＣＩＭ分科会（34名）

■ ＡＩ分科会（18名）

令和3年10月5日（火） 第54回研究発表会

ＩＣＴ研究委員会（全体）第2期 活動実績

6

名称 内容 回数

幹事会 各分科会、各ＷＧの活動状況の確認 6回

建設技術展（R2、10/21～10/22） ＩＣＴ研のパネル展示、動画放映 1回

日刊建設通信新聞社主催の座談会 R2、10/30関西ＩＣＴ特集号に記事掲載 1回

第1期（H30～R1）報告書 R2、12/24HP公開、建設通信新聞掲載 1回

兵庫県との意見交換 R2、6/3意見交換（ＷＥＢ） 1回

近畿整備局、和歌山県との意見交換 R2、7/15意見交換 1回

近畿整備局、ＪＡＣＩＣとの意見交換 R2、7/22意見交換 1回

国交省i-Conコンソーシアムi-Con大賞 R2、9/30応募、落選 1回

豊岡河川国道事務所BIM/CIM勉強会 R2、12/22講演 1回

第5回近畿i-Con推進連絡調整会議 R3、5/20参加 1回

NEXCO西日本との意見交換 R3、6/11意見交換 1回

第1回i-Conにおける品質確保検討会 R3、7/12参加 1回

日刊建設工業新聞社主催の鼎談 R3、8/4建設工業新聞掲載 1回

日刊建設通信新聞社主催の座談会 R3、10月に建設通信新聞に掲載予定 1回

第54回研究発表会 R3、10/5 ICT研の中間報告 1回

建設技術展（R3、10/27～10/28） ICT研のパネル展示、動画放映（予定） 1回
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令和3年10月5日（火） 第54回研究発表会

第1期（H30～R1）報告書の支部HP公開

7

令和3年10月5日（火） 第54回研究発表会

第1期（H30～R1）報告書の支部HP公開

8

建設通信新聞（令和2年12月24日）
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令和3年10月5日（火） 第54回研究発表会

国交省i-Con大賞への応募（R2、9/30）

9

令和3年10月5日（火） 第54回研究発表会

建設技術展（R2、10/23、10/24）での展示

10
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令和3年10月5日（火） 第54回研究発表会

建設通信新聞の座談会（R2、10/30掲載）

建設通信新聞 特集記事
（令和2年10月30日）
「深化する関西の建設ICT」
建コン近畿支部ICT研究委員会の
座談会記事が掲載

11

令和3年10月5日（火） 第54回研究発表会

建設工業新聞の鼎談（R3、8/4掲載）

12

建設工業新聞（令和3年8月4日）
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令和3年10月5日（火） 第54回研究発表会 13

引き続き、

CIM分科会、AI分科会から

中間報告いたします。

令和3年10月5日（火） 第54回研究発表会

CIM分科会の中間報告

（一社）建設コンサルタンツ協会 近畿支部

ICT研究委員会 CIM分科会 幹事

大森 映宏
（所属：協和設計株式会社）

14
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令和3年10月5日（火） 第54回研究発表会

ＣＩＭ分科会の設立（平成27年度～平成29年度）

 国土交通省では平成24年度からＣＩＭの導入に向けた取り組みを開始
 全国の整備局で試行業務や試行工事が実施

 ＣＩＭの取り組みは、発注者・受注者の双方が一体となって進めていく取り組み
 この動きに対応するべく 「建設コンサルタントにとって役立つＣＩＭ、その実現の

ために解決すべき課題と解決方法」 の視点で、平成27年度、インフラ維持管理
研究委員会の下に 『ＣＩＭ分科会』 を設置
 研究期間：平成27年度～平成29年度、3年間
 委員人数：13名

 平成29年3月、国土交通省より「ＣＩＭ導入ガイドライン（案）」が公開
 平成29年度から全国の整備局でＣＩＭ活用業務が実施

 ＣＩＭの本格運用に向けては多くの課題、改善の余地あり

 分科会会議や発注者・施工業者との意見交換等を通じて、実務者からの視点
でＣＩＭの本格運用に向けた課題を整理、情報発信
 「ＣＩＭで何を実現するのか」という目指すべき姿・仕事のやり方について共通認識を

持ち、その実現のために建コンとしてどうすべきか

 他人事ではなく、我々のための取り組みであるとの認識を持つ必要がある

15

令和3年10月5日（火） 第54回研究発表会

ＣＩＭ分科会報告書（平成27年度～平成29年度）

 建設コンサルタンツ協会 近畿支部ホームページに公開

 http://www.kk.jcca.or.jp/infra/report.html

16
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令和3年10月5日（火） 第54回研究発表会

ＩＣＴ研究委員会の設立（平成30年度～令和元年度）

 平成27年度～29年度：インフラ維持管理研究委員会-ＣＩＭ分科会
→ 抽出した課題すべてに対し解決の方向性を見出した訳ではない

 ＣＩＭの本格運用に向けて、今後も引き続き受注者・発注者が一体と
なり議論を深めていく必要がある

 i-Construction、ＡＩ、ＩｏＴなど、ＩＣＴが急速に進展

 平成30年度、『ＩＣＴ研究委員会』 を新設
 その下に『ＣＩＭ分科会』 『ＡＩ分科会』を設置、研究を継続、情報発信

 活動期間：平成30年度～平成31年度(令和元年度)、2年間

【ＣＩＭ分科会】 委員人数：32名
実務者の視点でＣＩＭのあるべき姿やその実現に向けた課題、解決方法等について
提案、情報発信

【ＡＩ分科会】 委員人数：19名
ＡＩを導入・活用するために必要な知識・情報を発信するとともに、異業種を含めた
産官学との意見交換により、建コン業界に求められるニーズやシーズを情報展開

17

令和3年10月5日（火） 第54回研究発表会

ＣＩＭ分科会の研究テーマ（平成30年度～令和元年度）

 実践的なＣＩＭフローの提案

 ＣＩＭモデルの照査方法の提案

 発注者、施工業者、ソフトウェア会社等との意見交換

 ＩＣＴ機器の試行

 ＩＣＴ最新技術の調査

 建コン協本部 ＩＣＴ委員会との連携・情報共有

 AI分科会との連携

18
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令和3年10月5日（火） 第54回研究発表会

実践的なＣＩＭフローの提案

 ＣＩＭによる業務フローの変化を視覚的に表現
 従来（近畿地整の標準設計フロー）に対し、①近い将来（5年後に実運用）、遠い将来

（30年後に実運用）のフローを各分野（道路/橋梁/河川）で作成、対比
 手間の変化・・・フローの枠の大きさ、文字の色（赤字（手間増）、青字（効率化））
 ＣＩＭを適用した場合の変化、追加・削除項目、ポイント等を整理・解説

19

令和3年10月5日（火） 第54回研究発表会

実践的なＣＩＭフローの提案

 道路設計における詳細度定義（案）を提案
 ＣＩＭ導入ガイドライン（案）には道路編がなく、モデル詳細度が定義されていない
 設計段階と詳細度を関連付け、フローに示す詳細度を補完

20
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令和3年10月5日（火） 第54回研究発表会

ＣＩＭモデルの照査方法の提案

 令和元年5月、国土交通省より「ＢＩＭ/ＣＩＭ設計照査シートおよび同運用
ガイドライン（案）」が公開

 橋梁WG…実運用する上での改良案、具体的な活用方法を検討
 近畿地方整備局より、過年度のＣＩＭ業務成果を借用

ＣＩＭ活用工事（橋梁上部工）1件、ＣＩＭ活用業務（橋梁詳細設計）2件

 実際に「BIM/CIM設計照査シート」で照査した場合の課題抽出・改善提案

21

 橋梁編のみ

令和3年10月5日（火） 第54回研究発表会

ＣＩＭモデルの照査方法の提案

 道路WG・河川WG…「ＢＩＭ/ＣＩＭ設計照査シート」の作成
 橋梁編を参考に道路編、河川編を作成

 それら照査項目の具体的な照査手法例を検討

22
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令和3年10月5日（火） 第54回研究発表会

ＪＡＣＩＣ、施工業者との意見交換

 ＪＡＣＩＣ本部との意見交換

 日時：平成30年11月16日（金）10:00

 場所：ＪＡＣＩＣ本部（東京）

 施工業者（前田建設工業㈱）との
意見交換

 日時：平成30年11月16日（金）15:00

 場所：中央復建コンサルタンツ（株）
東京本社

23

令和3年10月5日（火） 第54回研究発表会

360度カメラ、ＶＲゴーグルの試行

 360度カメラ、ＶＲゴーグルの購入

 リコー社のシータ（360度カメラ）1個、VRゴーグル4個 等

 近畿建設技術展での展示

 ＣＩＭの効果として、合意形成の円滑化、意思決定の迅速化

 360度カメラで撮影した画像に計画構造物を重ね合わせた画像
をＶＲゴーグルで見る「360度画像体験」を展示

現況３６０度画像に計画構造物を重ね合わせ
（提供：中央復建コンサルタンツ（株））

24
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令和3年10月5日（火） 第54回研究発表会

３次元ＣＡＤ講習会開催

 実際にＰＣを操作しながら学ぶ体験型の講習会を開催

 日程：令和元年11月29日（金）

 場所：建設コンサルタンツ協会 近畿支部

 参加者：20名

 ３次元ＣＡＤの基本操作、モデルの作成・活用方法等を講習

25

令和3年10月5日（火） 第54回研究発表会

ＩＣＴ研究委員会報告書（平成30年度～令和元年度）

 建設コンサルタンツ協会 近畿支部ホームページに公開

 http://www.kk.jcca.or.jp/

26
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令和3年10月5日（火） 第54回研究発表会

 土木分野でのICT利活用の動きが更に活発化
 令和2年7月29日、「第1回国土交通省インフラ分野のDX推進本部」開設

 令和3年度：大規模構造物の詳細設計でBIM/CIM原則適用

 令和4年度：小規模を除く全ての詳細設計でBIM/CIM原則適用

 令和5年度：小規模を除く全ての公共工事でBIM/CIM原則適用

 社会インフラ整備に対する社会的要請への対応
 建コンの働き方改革

 新3K（休暇、給与、希望）の実現

 業界全体の魅力向上、優秀な人材の獲得等

 ＩＣＴ研究委員会（ＣＩＭ分科会、ＡＩ分科会）の継続
 活動期間：令和2年度～令和4年度 （2年間→3年間に延長）

 委員人数：CIM分科会34名、AI分科会18名 （R3.10.1現在）

27

ＩＣＴ研究委員会の継続（令和2年度～令和4年度）

令和3年10月5日（火） 第54回研究発表会

 道路WG/橋梁WG/河川WG：分野別に具体的な活動
 委員は、いずれかのWGに所属

 技術調査WG：意見交換、講習会、情報発信等の企画運営
ICT機器や最新技術、AI連携等の試行・調査・企画

 道路WG/橋梁WG/河川WGとは別に、希望者が兼務

28

ＣＩＭ分科会の体制（令和2年度～令和4年度）

役 割 氏 名 所 属

幹事 大森 映宏 協和設計（株）

副幹事 兼 道路WG長 逢坂 直樹 国際航業（株）

副幹事 兼 橋梁WG長 赤坂 好敬 （株）ニュージェック

副幹事 兼 河川WG長 漆谷 悟 （株）修成建設コンサルタント

委員長 兼 技術調査WG長 森 博昭 中央復建コンサルタンツ（株）

CIM分科会 全体会議 （34名）

道路WG （14名） 橋梁WG （14名） 河川WG （6名）

技術調査WG （6名）
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令和3年10月5日（火） 第54回研究発表会

建設コンサルタンツ協会本部の対応組織と連携

29

CIM技術専門委員会

ICT委員会

常任委員会

情報委員会

対外活動部会

総務部会

企画部会

技術部会

総括技術委員会

情報部会

資格・CPD部会

ICT普及専門委員会
GIS講習会（協力︓GISベンダー）

ICTセミナー（協力︓OCF）

CIMハンズオン講習会

【支部】
北海道・東北・関東・北陸

中部・近畿・中国・四国・九州

支部傘下の
ICTおよび情報
関連委員会

【本部】

共催

委員連携
（兼務）

生産性向上WG

連携

未来塾対応SWG

【近畿支部】
技術部会

ICT研究委員会
CIM分科会

令和3年10月5日（火） 第54回研究発表会

令和2年度の主な活動実績（令和2年度～令和4年度）

30

名称 内容 回数

幹事会 各分科会、各ＷＧの活動状況の確認 4回

ＣＩＭ分科会 全体会議 活動方針の議論、ＷＧ活動内容の共有等 2回

道路ＷＧ 道路分野の研究 3回

橋梁ＷＧ 橋梁分野の研究 2回

河川ＷＧ 河川分野の研究 3回

技術調査ＷＧ 意見交換、講習会、情報発信等の企画運営 1回

兵庫県との意見交換 BIM/CIMに関する意見交換（6/3ＷＥＢ） 1回

近畿地方整備局、和歌山県との意見交換 BIM/CIMに関する意見交換（7/15） 1回

近畿地方整備局、ＪＡＣＩＣとの意見交換 BIM/CIMに関する意見交換（7/22） 1回

日刊建設通信新聞社主催の座談会 9/17 開催 →関西ＩＣＴ特集号に掲載（10/30） 1回

国交省 i-Construction推進コンソーシアム
i-Construction大賞への応募

9/30 応募 －

建設技術展への出展 パネル展示、動画放映（10/21～22） 1回

豊岡河川国道事務所 BIM/CIMに関する勉強会 建コン協CIM分科会の活動概要を講演（12/22） 1回

近畿地方整備局、地盤工学会との意見交換 延期
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令和3年10月5日（火） 第54回研究発表会

ＣＩＭ分科会の研究テーマ（令和2年度～令和4年度）

 BIM/CIM対応・リクワイヤメント対応ソフトウェア調査

 詳細度ごとのモデル試作

 実践的なCIMフローの検証

 データ連携の検証

 3DAモデル試作・問題点抽出

 維持管理への活用検討

 ＩＣＴ機器の試行、ICT最新技術の調査

 建コン協本部 ICT委員会との連携・情報共有

31

令和3年10月5日（火） 第54回研究発表会

BIM/CIM対応・リクワイヤメント対応ソフトウェア調査

 BIM/CIM業務 ： 作成・更新、活用、照査、納品
 基準・要領等の改定・策定に向けた課題抽出

 ソフトウェアの技術開発事項等を提案

 ソフトウェアを調査・整理
 調査対象：OCF認定ソフトウェア（10社）

 調査方法：コロナ禍を考慮し、机上調査が中心

 調査項目：

・対応する主な作業項目（測量・地質調査、計画・設計など）

・作成可能なモデル

・対応ファイル形式

・リクワイヤメント対応状況 など

32

実現可能なソフトウェアは？
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令和3年10月5日（火） 第54回研究発表会

 様式を定め、ソフトウェア毎に調査・整理

33

BIM/CIM対応・リクワイヤメント対応ソフトウェア調査

令和3年10月5日（火） 第54回研究発表会 34

BIM/CIM対応・リクワイヤメント対応ソフトウェア調査
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令和3年10月5日（火） 第54回研究発表会

 建コン協におけるBIM/CIMの取り組みについて講演
 日程：令和2年12月22日（火）13：00～17：00

 場所：但馬地域地場産業振興センター（じばさん）

 参加者：約120名

35

豊岡河川国道事務所 BIM/CIMに関する勉強会での講演

【第1期報告書に関するチラシ】

令和3年10月5日（火） 第54回研究発表会

令和3年度の主な活動実績（令和2年度～令和4年度）

36

名称 内容 回数

幹事会 各分科会、各ＷＧの活動状況の確認 2回

ＣＩＭ分科会 全体会議 活動方針の議論、ＷＧ活動内容の共有等 1回

道路ＷＧ 道路分野の研究 1回

橋梁ＷＧ 橋梁分野の研究 3回

河川ＷＧ 河川分野の研究 2回

技術調査ＷＧ 意見交換、講習会、情報発信等の企画運営 4回

NEXCO西日本との意見交換 BIM/CIMに関する意見交換（6/11） 1回

新都市社会技術融合創造研究会 第1回参加（7/12） →今後も継続参加 1回

日刊建設工業新聞社主催の鼎談（ていだん） 7/20 開催 →紙面掲載（8/14） 1回

近畿インフラDX推進センター視察・意見交換 8/20 企画 延期

日刊建設通信新聞社主催の座談会 9/1開催 →10月初旬掲載予定 1回

ソフトウェア会社との意見交換 基準等の対応状況など意見交換（9/3） 1回

UAV測量による3次元地形モデル作成講習会 9/14 企画 中止

第54回（令和3年度）研究発表会 ICT研の活動報告（中間）(10/5) 本日

建設技術展への出展 パネル展示（10/27～28） 予定

近畿地方整備局、地盤工学会との意見交換 予定

4-19



令和3年10月5日（火） 第54回研究発表会

■各WGにて、分野毎に基準類の読み合わせを行い、
項目別に、概要・利点・問題・課題等を表形式で集約整理

⇒ 次年度、課題への対応策を検討予定 （→ 近畿地整他と意見交換）

関連基準類の読み合わせ、利点/課題/対応策検討

■令和3年3月：BIM/CIM関連基準やリクワイヤメントの改定
 ICTの全面的な活用の推進に関する実施方針

 BIM/CIM活用ガイドライン（案）

 3次元モデル成果物作成要領（案）

 BIM/CIMモデル等電子納品要領（案）及び同解説 など

37

新たな基準類に対する理解が不十分
→ 委員が理解度を深める必要がある。

【BIM/CIM 活用ガイドライン（案）第 1 編 共通編】 

「はじめに～第 1 章」 

 

項 目 概 要 良いと思ったこと ？？と思ったこと 

はじめに 

P.1～2 

ガイドラインの位置づけ ・すべてに準拠することを求めるものではなく、柔軟に 

適用できると明記されている。 

・3 次元モデル成果物作成要領（案）についても各段階

での目安と位置づけされている。 

 

令和3年10月5日（火） 第54回研究発表会

ソフトウェア会社との意見交換

38

要求事項に沿った対応が可能であるか？
（問題やソフト改良の方向性など）

■令和3年3月：BIM/CIM関連基準やリクワイヤメントの改定
 ICTの全面的な活用の推進に関する実施方針

 BIM/CIM活用ガイドライン（案）

 3次元モデル成果物作成要領（案）

 BIM/CIMモデル等電子納品要領（案）及び同解説 など

■ソフトウェアの対応状況や操作方法について、ソフトウェア
メーカーと意見交換を実施

 日時：9/3(金)10:00～12:00

 ソフトウェア会社：2社

 委員出席者：約20名

※緊急事態宣言中のため、WEB開催
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令和3年10月5日（火） 第54回研究発表会 39

【主な内容】

 属性情報4階層の付与方法

 3次元モデルからの
2D図面切り出し方法

 3DAモデルの対応状況

 モデルの照査方法や
ソフトでのチェック機能 等

【今後の方針】

・ソフトウェアによって、対応状況やできる内容は異なる。

・照査機能拡充や属性情報付与方法など、ソフトウェアへの期待大

⇒ 今後も引き続き、意見交換等を通じて情報交換・共有

ソフトウェア会社との意見交換

令和3年10月5日（火） 第54回研究発表会

UAV測量の基礎知識を習得し、UAV操作と3次元地形作成を体験しよう！

 開催日時：令和3年9月14日（火）

※雨天時：令和3年9月17日（金）

 参加人数：約20名

 会場：

貝塚市ドローン・クリケットフィールド

※UAV測量の更なる発展のために創設

ＵＡＶ測量による3次元地形モデル作成講習会

■BIM/CIM：2023年度（令和5年度）には国交省の全直轄事業で適用

■建設コンサルタントが確実に対応するためには、人材育成が重要

■BIM/CIMモデルの基礎となる

「UAV測量による3次元地形モデル作成」の講習会を計画

40
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令和3年10月5日（火） 第54回研究発表会 41

ＵＡＶの基礎知識と3次元測量イメージ

ＵＡＶ操作および撮影実習イメージ

Sfm解析講習イメージ

【注意】 緊急事態宣言下のため、本講習会は中止いたしました。
来年度改めて再企画予定ですので、奮ってご参加ください。

ＵＡＶ測量による3次元地形モデル作成講習会

令和3年10月5日（火） 第54回研究発表会

■「iPhone12 PRO」や「iPad PRO」に

搭載されている「LiDARスキャナ」を

利用した簡易計測手法について

その機能や精度を検証、各分野

での活用可能性について検証

簡易３次元地形測量の試行

42

■i-ConstructionやBIM/CIMへ対応するためには、
3次元データの取得は必要不可欠

■レーザスキャナやドローンによる計測は、
専門知識を要し、気軽に利用できない

レーザースキャナやドローンを使用せず、
現場調査等で簡易な計測手法はないか︖
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令和3年10月5日（火） 第54回研究発表会

簡易３次元地形測量の試行

43

 各ＷＧで精度等検証作業中

 対象物からの距離（1m、3m、5m）、天候、アプリ等の違い 等

⇒ 特徴や利点、課題等を抽出・整理
⇒ 測定精度検証作業を経て、活用案を策定予定

令和3年10月5日（火） 第54回研究発表会 44

ご清聴ありがとうございました。

引き続き、AI分科会からの中間報告いたします。
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令和3年10月5日（火） 第54回研究発表会 45

ＡＩ分科会 中間報告

ＡＩ分科会 幹事
高根 努

（所属：株式会社オリエンタルコンサルタンツ）

令和3年10月5日（火） 第54回研究発表会

ＡＩ分科会の研究テーマ

ＡＩの活用が身近なものとなることを目指し、以下をテー
マに活動しています

（1）建設コンサルコンサルタントで活用可能な最新ＡＩ情報
の共有

（2）学識経験者、発注者、施工業者、異業種、ベンチャー
企業等との意見交換を通じた活用のための基礎知識と
創造力の向上

（3）AIエンジニアと協働するための基礎知識の習得、発信
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令和3年10月5日（火） 第54回研究発表会

これまでの主な活動実績（令和元年度）

 今後の主な活動予定
名称 内容 回数

建設技術展での出展 パネルの出典（10/5～10/6）

ＩＣＴ研究委員会 中間報告会 研究成果の報告会（10/5）

第2回AIプログラムミング講習会 分科会に配布したラズベリーパイによるAI判定（10月中）

学識経験者意見交換会 11月中で調整中

国土交通省情報交換会 11～12月で調整中

名称 内容 回数

AI分科会 全体会議 活動方針の議論、ＷＧ活動内容の共有等 1回

AI分科会 幹事会 各WGの活動状況と方針の確認、WG間の摺合せ 3回

事例ＷＧ 収集事例の対象、収集方法、ファーマット、調査事
例の共有等

7回

調査ＷＧ 調査先候補の調整、意見交換テーマの確認等
プログラミング講習会

3回

開発ＷＧ 開発対象、講習会の方法等 1回

 令和２～３年度

令和3年10月5日（火） 第54回研究発表会

ＷＧの設置

（1）事例WG
・ＡＩに関する最新情報を土木分野に限らず、NET・新聞情報を毎日分科会に配信

・建コン各社が公表したAIをワンシートに整理し、情報を共有

・建設コンサルタントに発注されるAI関係業務をリスト化（発注動向を把握）

（2）調査WG
・学識経験者、発注者、施工業者、異業種、ベンチャー企業等と建設コンサルタン
トにおけるAI適用の課題や異業種での対応策等について情報収集・意見交換

（3）開発WG
・実際に簡易なＡＩプログラムを試行するなどにより開発のための基礎力を向上

 ＡＩ分科会のメンバーは、技術系WG、事務系WG、技術調査WGのいずれかに所属

ＷＧ名 人数 ＷＧ長

事例ＷＧ 6名 一柳 知之 （株）ニュージェック

調査ＷＧ 6名 西本 雄亮 （株）日建技術コンサルタント

開発ＷＧ 7名 小林 猛嗣 （株）建設技術研究所
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令和3年10月5日（火） 第54回研究発表会

ＡＩのフェーズと建設コンサルタントの関わり

☑事例WG：①～②、調査WG①及び全体、開発WG：③～⑦に対応

利用目的の決定

どういうデータがあるか
確認・使えそうか

データを収集

最適な機械学習の手法、
学習方法、アルゴリズム

を選択

モデルのトレーニング

推論

学習済みモデルに評価
データを判定させる

②
デ
ー
タ

の
準
備

③
手
法
の
選
択

活用可能なデータ
の選別

②〜⑤の繰り返し

最適モデルの確立

⑥
モ
デ
ル
の
評
価

⑦
活
用

アノテーション
（データへのラベル付け）

④
前
処
理

⑤
モ
デ
ル
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ

①
利
用
目
的
の

決
定

建コン（創造）
※ニーズ把握、情報

把握、創造

AI開発者・ｻｰﾋﾞｽ者

建コン（知見）
※データに関する知見

建コン（力技＋知見）
・多大な労力
・良質なデータが多量

に必要 ※建設分野
の課題)

建設（知見）
※データに関する知見

建コン（力技＋知見）
・多大な労力
・ラベル付けに専門知識を要する
・ラベル(答え)が曖昧で唯一でない
※防災等未然に防ぐため、災害発生

(正解ラベル)が不正解も

AI開発者・ｻｰﾋﾞｽ者

建コン（創造）
AI開発者・ｻｰﾋﾞｽ者
・適合性確認

①教えなければ(育てなければ)判定は
してくれない

②教えたﾃﾞｰﾀがﾛｰｶﾙなら活用もﾛｰｶﾙ

令和3年10月5日（火） 第54回研究発表会 50

事例WG 活動報告

 ＡＩ最新情報の日々配信（2018.9～）
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令和3年10月5日（火） 第54回研究発表会 51

 建設コンサルタントにおけるAI活用事例

 参加会社におけるAI活用事例の収集

令和3年10月5日（火） 第54回研究発表会 52

 建設コンサルタント業務におけるAI活用業務の発注状況

 近年、建設コンサルタント業務におけるAIを活用する項目を含
む業務の発注状況の収集

公示年 発注機関 事務所 業務件名 同種業務 類似業務

2019 （独）水資源機構 関西・吉野川支社吉野川本部
AI的予測手法を用いた低水時のダム流入量予測システ

ム構築業務

AI的手法(人工知能)を用いた河川流量・河川水位・ダム諸量等

の水管理情報の提供システムの検討または作成に関する検討。

工事において実施したものも含む。

河川流量・河川水位・ダム諸量等の水管理情報の提供システム

の検討または作成に関する検討。工事において実施したものも含

む。

2019 近畿農政局 南近畿土地改良調査管理事務所
令和元年度 南近畿調査管理 広域農業基盤整備管理調

査　大迫ダム流入予測（ＡＩ的手法）検討業務
当該業務部門：水文・水利（大分類）－統計・解析（中分類） -

2019 近畿地整 京都国道事務所 京都市域観光交通対策調査設計他業務
ETC2.0データまたはA I技術を用いて交通分析及び渋滞対策を検

討した業務
交通分析及び渋滞対策を検討した業務

2020 山口県 土木建築部
「ＡＩによるインフラ点検・診断システム」設計業務委

託
橋梁点検に新技術・ＩＴ技術の活用・導入検討を実施した業務

道路施設維持管理に新技術・ＩＴ技術の活用・導入検討を実施し

た業務

2020 九州地整 九州技術事務所 令和２年度　冬期道路管理基礎調査業務
道路又は河川事業においてＡＩを活用し解析又は予測を実施した

業務
道路事業において雪氷対策計画を検討した業務

2020 近畿農政局 南近畿土地改良調査管理事務所

令和2年度　国営造成水利施設ストックマネジメント推

進事業　下渕頭首工他流入予測（ＡＩ的手法）検討業

務

当該業務部門：水文・水利（大分類）－統計・解析（中分類） -

2021 近畿地整 京都国道事務所 京都市域観光交通対策分析他業務
ETC2.0以外のICT･AI技術を用いて交通分析および渋滞対策検

討を行った業務
交通分析および渋滞対策を検討した業務

2021 四国地整 本局 令和３年度　既存ダム操作等運用検討業務
国土交通省又は内閣府沖縄総合事務局の管理するダムにおける

「ＡＩ（人工知能）又はダム操作に係る調査・計画業務」

ダムにおける「ＡＩ（人工知能）又はダム操作に係る調査・計画

業務」

2021 四国地整 四国技術事務所 令和３年度 ダム管理手法高度化検討業務 ダム管理かつＡＩに関する検討を行った業務 ダム管理に関する検討を行った業務

2021 群馬県
令和３年度　単独道路計画調査事業　AIを活用した交

通量調査の実証実験業務委託
人工知能（AI）を活用した画像認識による交通量調査業務 人工知能（A I）を活用した画像認識に係る業務

2021 山口県
令和3年度「ＡＩによるインフラ点検・診断システム」設

計業務委託
橋梁点検に新技術・ＩＴ技術の活用・導入検討を実施した業務

道路施設維持管理に新技術・ＩＴ技術の活用・導入検討を実施し

た業務

2021 山口県
令和3年度県道笠戸島公園線（笠戸大橋）「ＡＩの

データ解析による損傷予測構築」に伴う設計業務委託

・橋梁点検に新技術・ＩＴ技術の活用・導入検討を実施した業務

・橋梁モニタリングを実施した業務（※１）

※１モニタリングとは、加速度計やひずみ計等設置し、桁の挙動

やひび割れ状況等を計測し、監視又は試験したものをいう。

道路施設管理に新技術・ＩＴ技術の活用・導入検討を実施した業

務

2021 山口県

令和3年度県道白木漁港佐連線（沖家室大橋）「ＡＩ

のデータ解析による損傷予測構築」に伴う設計業務委

託

・橋梁点検に新技術・ＩＴ技術の活用・導入検討を実施した業務

・橋梁モニタリングを実施した業務（※１）

※１モニタリングとは、加速度計やひずみ計等設置し、桁の挙動

やひび割れ状況等を計測し、監視又は試験したものをいう。

道路施設管理に新技術・ＩＴ技術の活用・導入検討を実施した業

務

2021 九州地整 九州技術事務所 令和３年度冬期道路管理支援検討業務
ＡＩを活用した業務及び路面凍結予測検討業務（同一業務でなく

てもよい）
ＡＩを活用した業務又は路面凍結予測検討業務
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令和3年10月5日（火） 第54回研究発表会 53

調査WG 活動報告

 立命館大学 野村泰稔先生の講演・意見交換

 日時：(10月-11月中で調整中)

 場所：建設コンサルタント協会近畿支部（予定）

写真は前回開催時 2019年4月 立命館大学理工学部 環境都市工学科 教授に着任

令和3年10月5日（火） 第54回研究発表会 54

 趣旨：分科会メンバーのAI 基礎技術のスキルアップ、
AI に関する最新研究、取り組みの紹介

 プログラム

①AIの基礎、最新技術および近年の動向

②研究内容の紹介

③建コンで活用できるAI技術、および導入を促進する上での課題

前回講演資料(UAVとAiの連携)
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令和3年10月5日（火） 第54回研究発表会 55

 近畿地方整備局企画部との意見交換（調整中）

 日時：10月末～11月中旬頃

 技術管理課 基準第二係長との意見交換を予定

 主なテーマ ～AIの適用が進む中での課題～

①AIの信頼性→AIのアルゴリズム、教師データの信頼性

（現状）自社保有のデータ、自社の技術者の判断結果をベースに開発

（問題点）信頼性をどう担保するか。認証制度等が必要

②精度向上における課題

(理想)より多くの関連データを教師データに組み込みたい

(問題点)業務ごとの守秘義務、蓄積されたデータ集約のノウハウ

③AI関連会社(第三者)へのデータ提供における課題

（現状）現場の写真をAI関連会社に提供→AI構築は外注

（問題点）工事現場内(一般者立入禁止)の写真が外部にもたらされる

→コンプライアンス、セキュリティの問題

令和3年10月5日（火） 第54回研究発表会

開発WG 活動報告

 Raspberry Pi（ラズベリーパイ）の分科会への配布

ラズパイ：2012年にイギリスのラズベリーパイ財団によって、教育目
的で開発されたワンボードコンピュータ

スターターキットを配布しました

56
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令和3年10月5日（火） 第54回研究発表会

AＩ分科会の活動状況（令和3年度）

 ラズベリーパイを用いた研修状況
 令和3年9月29日 基本的な動作について研修(WEB会議)
 欠席者には講習動画を配信

57

令和3年10月5日（火） 第54回研究発表会 58

ご清聴ありがとうございました。
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2. 第 55 回研究発表会（2022 年 10 月 14 日）中間報告会資料 

 

2022 年 10 月 14 日（金）建設コンサルタンツ協会 近畿支部が開催した第 55 回研究発表

会において、ICT 研究委員会が中間報告を行った。次頁以降に中間報告資料を添付する。 
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（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 12022年10月14日（金） 第55回研究発表会 ＩＣＴ研究委員会 中間報告

第55回（令和4年度）研究発表会

ＩＣＴ研究委員会 中間報告

（一社）建設コンサルタンツ協会 近畿支部 ICT研究委員会

委員長 森 博昭

（所属会社：中央復建コンサルタンツ（株））

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 22022年10月14日（金） 第55回研究発表会 ＩＣＴ研究委員会 中間報告

ＩＣＴ研究委員会 設置の背景

 近年、土木分野でのICT利活用の動きが活発化
 国交省インフラDX、i-Con、BIM/CIM、AI、ビッグデータ、5G 等

 社会インフラ整備に対する社会的要請への対応
 建コンの働き方改革

 新3K（休暇、給与、希望）の実現

 業界全体の魅力向上、優秀な人材の獲得等

 建コン近畿支部にICT研究委員会を設置
 ICT研究委員会 第1期（2018（H30）年4月～2020（R2）年3月）

 ICT研究委員会 第2期（2020（R2）年4月～2023（R5）年3月）
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（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 32022年10月14日（金） 第55回研究発表会 ＩＣＴ研究委員会 中間報告

ＩＣＴ研究委員会 活動方針

 ＣＩＭ分科会とＡＩ分科会の設置

 BIM/CIMやi-Construction、AI、IoT、ビッグデータ等、ＩＣＴの活用方法、効果、
実現に向けた課題と解決策等について研究。

 建コン本部、近畿地方整備局との連携

 建コン本部ICT委員会（親委員会）、ICT委員会ICT普及専門委員会への参加。

 近畿地方整備局企画部との意見交換を実施し、活動に反映。

 情報共有システムの利用

 会議資料や議事録等の共有・一元管理、近畿支部会議室予約、会議スケ
ジュール管理等。

 研究成果の発信

 報告書の近畿支部ＨＰでの公開、シンポジウムの開催等。

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 42022年10月14日（金） 第55回研究発表会 ＩＣＴ研究委員会 中間報告

ＩＣＴ研究委員会 体制（2022年度）

役割 氏名 所属

委員長 森 博昭 中央復建コンサルタンツ（株）

副委員長 高根 努 （株）オリエンタルコンサルタンツ

役割 氏名 所属

幹事 大森 映宏 協和設計（株）

副幹事 兼 橋梁ＷＧ長 赤坂 好敬 （株）ニュージェック

副幹事 兼 道路WG長 逢坂 直樹 国際航業（株）

副幹事 兼 河川WG長 漆谷 悟 ㈱修成建設コンサルタント

技術調査WG長 森 博昭 中央復建コンサルタンツ（株）

役割 氏名 所属

幹事 高根 努 （株）オリエンタルコンサルタンツ

副幹事 兼 調査WG長 西本 雄亮 （株）日建技術コンサルタント

副幹事 兼 事例WG長 一柳 知之 （株）ニュージェック

副幹事 兼 開発WG長 小林 猛嗣 （株）建設技術研究所

■ 幹事会 （委員長、副委員長、各分科会幹事、副幹事、アドバイザ、計12名）

■ ＣＩＭ分科会 （31名）

■ AI分科会（18名）
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（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 52022年10月14日（金） 第55回研究発表会 ＩＣＴ研究委員会 中間報告

研究成果の発信 (2021(R3)年度)

建コン近畿支部 第54回研究発表会（2021(R3).10.5）での発表豊岡河川国道事務所 BIM/CIMに関する勉強会（2021(R3).12.22）での発表

建設技術展2021近畿（2021(R3).10.27～28）での展示

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 62022年10月14日（金） 第55回研究発表会 ＩＣＴ研究委員会 中間報告

研究成果の発信 (2021(R3)年度)

建設工業新聞の鼎談（2021（R3）.8.4掲載） 建設通信新聞の座談会（2021(R3).10.29掲載）

4-34



（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 72022年10月14日（金） 第55回研究発表会 ＩＣＴ研究委員会 中間報告

ご清聴ありがとうございました。

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 12022年10月14日（金） 第55回研究発表会 ＩＣＴ研究委員会 中間報告

（一社）建設コンサルタンツ協会 近畿支部 ICT研究委員会

ＣＩＭ分科会 幹事 大森 映宏

（所属会社：協和設計（株））

ＣＩＭ分科会の中間報告
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（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 22022年10月14日（金） 第55回研究発表会 ＩＣＴ研究委員会 中間報告

CIM分科会の体制 (2022(R4)年度)

 道路WG/橋梁WG/河川WG：分野別に具体的な活動

 委員は、いずれかのWGに所属

 技術調査WG：意見交換、講習会、情報発信等の企画運営
ICT機器や最新技術、AI連携等の試行・調査・企画

 道路WG/橋梁WG/河川WGとは別に、希望者が兼務

CIM分科会 全体会議 （31名）

道路WG （12名） 橋梁WG （13名） 河川WG （6名）

技術調査WG （6名）

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 32022年10月14日（金） 第55回研究発表会 ＩＣＴ研究委員会 中間報告

建設コンサルタンツ協会本部の対応組織と連携

CIM技術専門委員会

ICT委員会

常任委員会

情報委員会

対外活動部会

総務部会

企画部会

技術部会

総括技術委員会

情報部会

資格・CPD部会

ICT普及専門委員会
GIS講習会（協力︓GISベンダー）

ICTセミナー（協力︓OCF）

CIMハンズオン講習会

【支部】
北海道・東北・関東・北陸

中部・近畿・中国・四国・九州

支部傘下の
ICTおよび情報
関連委員会

【本部】

共催

委員連携
（兼務）

生産性向上WG

連携

未来塾対応SWG

【近畿支部】
技術部会

ICT研究委員会
CIM分科会
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（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 42022年10月14日（金） 第55回研究発表会 ＩＣＴ研究委員会 中間報告

これまでの主な活動実績 (2020(R2)年度～2022(R4)年度10月)
名 称 内 容 回数

幹事会 各分科会、各ＷＧの活動状況の確認 10回

ＣＩＭ分科会 全体会議 活動方針の議論、ＷＧ活動内容の共有等 5回

道路ＷＧ 道路分野の研究 9回

橋梁ＷＧ 橋梁分野の研究 9回

河川ＷＧ 河川分野の研究 9回

技術調査ＷＧ 意見交換、講習会、情報発信等の企画運営 11回

近畿地方整備局企画部との意見交換 BIM/CIMに関する意見交換（R3.11.17）、BIM/CIMデータ受け渡し検討（R4.1.13/R4.2.17/R4.3.4） 4回

近畿インフラDX推進センター視察、意見交換 視察、BIM/CIMに関する意見交換（R3.12.15） 1回

ＪＡＣＩＣ、近畿地方整備局企画部との意見交換 BIM/CIMに関する意見交換（R2.7.22） 1回

NEXCO西日本との意見交換 BIM/CIMに関する意見交換（R3.6.11） 1回

兵庫県 技術管理課との意見交換 BIM/CIMに関する意見交換（R2.6.3ＷＥＢ） 1回

和歌山県 技術調査課、近畿地方整備局企画部との意見交換 BIM/CIMに関する意見交換（R2.7.15） 1回

ソフトウェア会社との意見交換 基準等の対応状況など意見交換（R3.9.3） 1回

日刊建設通信新聞社主催の座談会 R2.9.17（R2.10.30掲載）/R3.9.1（R3.10.29掲載）/R4.8.30（R4.10末掲載予定） 3回

日刊建設工業新聞社主催の鼎談（ていだん） R3.7.20（R3.8.14掲載） 1回

建設技術展への出展 パネル展示、動画放映（R2.10.21～22/R3.10.27～28/R4.11.9～10<予定>） 2回

国交省 i-Construction推進コンソーシアム i-Construction大賞への応募 R2.9.30 応募 －

豊岡河川国道事務所 BIM/CIMに関する勉強会 建コン協の取り組みや活用事例を紹介（R2.12.22/R3.12.22） 2回

近畿インフラDX推進センターにおけるBIM/CIM研修での講師 設計者からみたBIM/CIM活用の現状と展望（R4.6.2） 1回

インフラDXシンポジウムでのリレートーク DXに向けた建コン近畿支部の挑戦（R4.6.29） 1回

UAV測量による３次元地形モデル作成講習会 BIM/CIMの動向、UAV測量の基礎知識、UAV操作・撮影実習など（R4.8.29） 1回

研究発表会での中間報告 ICT研の活動報告(R3.10.5/R4.10.14<本日>) 2回

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 52022年10月14日（金） 第55回研究発表会 ＩＣＴ研究委員会 中間報告

CIM分科会 第２期研究テーマ (2020(R2)～2022(R4)年度)

 BIM/CIM対応・リクワイヤメント対応ソフトウェア調査

 BIM/CIM基準類の読み合わせ、良い点・疑問点の整理

 詳細度ごとのモデル検討（道路WG）

 実践的なCIMフローの検証（橋梁WG）

 維持管理への活用検討（河川WG）

 ICT機器の試行（スマホLiDARの試行・検証など）

 UAV・SfM勉強会の開催

 近畿地方整備局企画部との意見交換（J-LandXML対応など）

 建コン協本部 ICT委員会との連携・情報共有 など
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（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 62022年10月14日（金） 第55回研究発表会 ＩＣＴ研究委員会 中間報告

BIM/CIM対応・リクワイヤメント対応ソフトウェア調査 (2020(R2)年度)

 BIM/CIM業務 ： 作成・更新、活用、照査、納品
 基準・要領等の改定・策定に向けた課題抽出

 ソフトウェアの技術開発事項等を提案

実現可能なソフトウェアは？

 ソフトウェアを調査・整理
 調査対象 ： 一般社団法人OCF 活動参加ソフトウェア（10社）

 調査方法 ： コロナ禍のため、机上調査が中心

 調査項目 ：

・対応する主な作業項目（測量・地質調査、計画・設計など）

・作成可能なモデル

・対応ファイル形式

・リクワイヤメント対応状況 など

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 72022年10月14日（金） 第55回研究発表会 ＩＣＴ研究委員会 中間報告

BIM/CIM対応・リクワイヤメント対応ソフトウェア調査 (2020(R2)年度)

 様式を定め、ソフトウェア毎に調査・整理
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（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 82022年10月14日（金） 第55回研究発表会 ＩＣＴ研究委員会 中間報告

BIM/CIM対応・リクワイヤメント対応ソフトウェア調査 (2020(R2)年度)

2021(R3)年度：
一般社団法人OCFのHP

各ソフトウェアに対する
リクワイヤメント対応情報
が掲載 →R3年度は調査中止
https://ocf.or.jp/cim/cimrequirement/

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 92022年10月14日（金） 第55回研究発表会 ＩＣＴ研究委員会 中間報告

ソフトウェア会社との意見交換 (2021(R3)年度)

 2021(R3)年3月：BIM/CIM関連基準やリクワイヤメントの改定
 ICTの全面的な活用の推進に関する実施方針

 BIM/CIM活用ガイドライン（案）

 ３次元モデル成果物作成要領（案）

 BIM/CIMモデル等電子納品要領（案）及び同解説 など

 対応状況や操作方法について、ソフトウェアメーカーと意見交換
 日時：2021年9月3日(金)10:00～12:00

 ソフトウェア会社：２社

 委員出席者：約20名

※緊急事態宣言中のため、WEB開催

要求事項に沿った対応が可能であるか？
（問題やソフト改良の方向性など）
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（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 102022年10月14日（金） 第55回研究発表会 ＩＣＴ研究委員会 中間報告

【主な内容】

 属性情報４階層の付与方法

 ３次元モデルからの
２D図面切り出し方法

 ３DAモデルの対応状況

 モデルの照査方法や
ソフトでのチェック機能 等

【今後の方針】

 ソフトウェアによって、対応状況やできる内容は異なる。

 照査機能拡充や属性情報付与方法など、ソフトウェアへの期待大

⇒ 今後も引き続き、意見交換等を通じて情報交換・共有

ソフトウェア会社との意見交換 (2021(R3)年度)

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 112022年10月14日（金） 第55回研究発表会 ＩＣＴ研究委員会 中間報告

基準類の読み合わせ、良い点・疑問点の整理 (2021(R3)～2022(R4)年度)

 各WGにて、自分野で主に関連する基準類の読み合わせを行い、

項目別の概要・良い点・疑問点(更なる検討が必要な点)を整理

⇒ 近畿地方整備局と意見交換予定

新たな基準類に対する理解が不十分
→ 委員が理解度を深める必要がある。

 2021(R3)年3月：BIM/CIM関連基準やリクワイヤメントの改定
 ICTの全面的な活用の推進に関する実施方針

 BIM/CIM活用ガイドライン（案）

 ３次元モデル成果物作成要領（案）

 BIM/CIMモデル等電子納品要領（案）及び同解説 など
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（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 122022年10月14日（金） 第55回研究発表会 ＩＣＴ研究委員会 中間報告

 関連基準
 BIM/CIM活用ガイドライン（案）－第１編 共通編－

 良い点
 BIM/CIMは３次元モデルの作業だけでなく、属性などの情報を含むモデルである

と明記されていることは重要である。

 地図情報レベル別の測量方法がわかりやすく表整理されており、参考になる。

 疑問点(更なる検討が必要な点)
 事業管理の目標設定は誰が行うのか明確に記載されていないため、受発注者間

でのすみ分けに不明瞭な点がある。

 詳細設計段階ではUAVを用いた測量の実施が目安とされているが、実情にあって
いるか精査が必要である。

基準類の読み合わせ、良い点・疑問点の整理 (2021(R3)～2022(R4)年度)

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 132022年10月14日（金） 第55回研究発表会 ＩＣＴ研究委員会 中間報告

 関連基準
 BIM/CIM活用ガイドライン（案）－第２編 河川編－

 良い点
 ほぼ全ての業務項目に活用事例が示されており、参考になる。

 標準的な設計フローや共通仕様書と、作成すべきBIM/CIMモデルの関係性が
わかりやすく整理されており、参考になる。

 疑問点(更なる検討が必要な点)
 現地踏査、図面作成等の各項目で具体的にどういった問題点が解決され、どの

ような効果があるのか検証が必要である。

 概算工事費の算出で「モデルを活用して算出」とあるが、具体的な活用方法を
検討する必要がある。

基準類の読み合わせ、良い点・疑問点の整理 (2021(R3)～2022(R4)年度)

4-41



（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 142022年10月14日（金） 第55回研究発表会 ＩＣＴ研究委員会 中間報告

 関連基準
 BIM/CIM活用ガイドライン（案）－第５編 道路編（内、道路・トンネル）－

 良い点
 概略・予備設計、詳細設計といった設計段階に合わせた構成に改訂され、実施

したい設計レベルに応じて、内容を確認できるようになった。

 疑問点(更なる検討が必要な点)
 道路土工の基準しかないため、道路を構成する排水構造物や附属構造物等の

BIM/CIMモデルの取り扱いを検討する必要がある。

 毎年改定される基準類について、改定箇所が明示された新旧対照表を同時公開
して頂けると助かる。

基準類の読み合わせ、良い点・疑問点の整理 (2021(R3)～2022(R4)年度)

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 152022年10月14日（金） 第55回研究発表会 ＩＣＴ研究委員会 中間報告

 関連基準
 BIM/CIM活用ガイドライン（案）－第５編 道路編（内、橋梁）－

 良い点
 関係協議での活用方法など、具体的な活用事例が掲載されておりイメージがつき

やすい。

 施工や維持管理での活用事例が紹介されており、設計段階から後工程をイメージ
しやすい。

 疑問点(更なる検討が必要な点)
 干渉チェックのために付属物などのモデル詳細度を向上させることは、必ずしも効

率的ではない可能性がある（B/Cに劣る）。

 現地踏査段階から架空線や埋設物などのモデル化を行うと作業量が膨大となって
しまう恐れがあるため、活用目的に応じた受発注者協議が重要である。

基準類の読み合わせ、良い点・疑問点の整理 (2021(R3)～2022(R4)年度)
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（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 162022年10月14日（金） 第55回研究発表会 ＩＣＴ研究委員会 中間報告

 関連基準
 設計－施工間の情報連携を目的とした４次元モデル活用の手引き（案）

 良い点
 ４次元モデルの活用は効果的ではあるが、作成手間の問題もあるため、粒度は

必要な部分のみ詳細として、それ以外は過度な作り込みをしない等の注意点が
わかりやすく記載されている。

 活用目的に即した適切なLODが紹介されており、参考になる。

 疑問点(更なる検討が必要な点)
 発注者が必要となる４DモデルやLODを指示することが基本方針となっているが、

詳細度や粒度にばらつきが生じないように一定の目安を検討する必要がある。

 ４Dモデル操作には専用ソフトが必要であるため、ソフト間の互換性を確保する
必要がある。

基準類の読み合わせ、良い点・疑問点の整理 (2021(R3)～2022(R4)年度)

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 172022年10月14日（金） 第55回研究発表会 ＩＣＴ研究委員会 中間報告

 関連基準
 ３次元モデル成果物作成要領（案）

 良い点
 ２次元図面と３次元モデルの照査のすみ分けが記載されており、３次元モデルの

活用効果が分かりやすい。

 ２次製品のモデル化は不要など、モデル別に作成レベルが記載されており、
参考になる。

 概略設計から維持管理段階まで必要な属性情報の詳細度(LOI)が追加された。

 疑問点(更なる検討が必要な点)
 発注者側に３Dモデルの閲覧環境がない場合の対処方法について準備が必要。

 ２D図面と３Dモデルの整合性修正は合理的に行えるようにとの記載があるが、
合理的な修正方法についてソフトウェアの改善を含めて検討が必要である。

基準類の読み合わせ、良い点・疑問点の整理 (2021(R3)～2022(R4)年度)
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（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 182022年10月14日（金） 第55回研究発表会 ＩＣＴ研究委員会 中間報告

３次元簡易計測（スマホLiDAR）の試行 （2022(R4)年度）

■ i-ConstructionやBIM/CIMへ対応 → ３次元地形データの取得は必要不可欠

■ レーザスキャナ・ドローンによる計測 → 専門知識を要し、気軽に利用できない

■ 「iPhone12 PRO」 や 「iPad PRO」に搭載されている
「LiDARスキャナ」を利用した簡易な計測手法（= ３次元
点群データ取得）について、その機能や精度を検証、
各分野での活用可能性を検討

※３次元点群データ：座標と色の情報から構成されており、
距離や角度、密度などが計測可能

レーザースキャナやドローンを使用しない、
簡易な計測手法はないか？

※Apple公式HPより転載

LiDARスキャナー

座標と色の情報を持つ
点データの集合

※イメージ画像

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 192022年10月14日（金） 第55回研究発表会 ＩＣＴ研究委員会 中間報告

 現場調査や維持管理での活用を想定して試行

 試行場所：近畿地方整備局 近畿技術事務所の屋外施設
※不具合事例を学習するための実物大構造物が設置

 計測方法：LiDAR機能を用いた簡易計測と巻き尺等での人手計測

 取得した 『３次元点群データ』 と 『人手計測』 を比較検証

⇒ 概ね両計測値の一致を確認。

※クラック幅など、詳細な精度は期待できないが、
現場調査：巻き尺での計測程度であれば、十分
効果を発揮（後日、確認も可能）。

３次元簡易計測（スマホLiDAR）の試行 （2022(R4)年度）

ブロック積擁壁 計測状況

As舗装クラック 計測状況

2cm程度の差

樋門函体の例

＜現場写真＞ ＜３次元点群データ＞

4-44



（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 202022年10月14日（金） 第55回研究発表会 ＩＣＴ研究委員会 中間報告

 カルテとして整理

⇒ 「スマートフォンのLiDAR機能を活用した簡易計測のパンフレット」 として整理中

⇒ 業務等での活用の可能性について、近畿地方整備局と意見交換予定

３次元簡易計測（スマホLiDAR）の試行 （2022(R4)年度）

■３次元点群データ■現場写真

■計測値（人手）

■撮影時の条件
・天候
・使用アプリ/設定
・撮影距離 など

■計測値（点群）

■考察（コメント）

■今後の展望

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 212022年10月14日（金） 第55回研究発表会 ＩＣＴ研究委員会 中間報告

ＵＡＶ測量による３次元地形モデル作成講習会 (2022(R4)年度）

UAV測量の基礎知識を習得し、UAV操作と３次元地形作成を体験しよう！

 開催日時 ： 令和4年8月29日（月）

 参加人数 ： 20名

 会場 ： 貝塚市ドローン・クリケットフィールド

※UAV測量の更なる発展のために創設

■ BIM/CIM：2023(R5)年度には国交省の全直轄事業で適用

■ 建設コンサルタントが確実に対応するためには、
設計に使用する３次元地形データを十分に理解する人材育成が重要

■ BIM/CIMモデルの基礎となる
「UAV測量による３次元地形モデル作成」の講習会を計画
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（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 222022年10月14日（金） 第55回研究発表会 ＩＣＴ研究委員会 中間報告

ＵＡＶ測量による３次元地形モデル作成講習会 (2022(R4)年度）

① BIM/CIMの最新動向について

⑤ ＵＡＶ測量の最新動向について

② ＵＡＶの基礎知識と３次元測量

③ ＵＡＶ操作および撮影実習

④ SfＭ解析講習

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 232022年10月14日（金） 第55回研究発表会 ＩＣＴ研究委員会 中間報告

ＵＡＶ測量による３次元地形モデル作成講習会 (2022(R4)年度）

 ＵＡＶの基礎知識と３次元測量
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（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 242022年10月14日（金） 第55回研究発表会 ＩＣＴ研究委員会 中間報告

ＵＡＶ測量による３次元地形モデル作成講習会 (2022(R4)年度）

 ＳｆＭ解析講習

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 252022年10月14日（金） 第55回研究発表会 ＩＣＴ研究委員会 中間報告

ＵＡＶ測量による３次元地形モデル作成講習会 (2022(R4)年度）

 ＵＡＶ操作および撮影実習
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（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 262022年10月14日（金） 第55回研究発表会 ＩＣＴ研究委員会 中間報告

ご清聴ありがとうございました。

2022年10月14日（金） 第55回研究発表会 ＩＣＴ研究委員会 中間報告 （一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 1

ＡＩ分科会 中間報告

ＡＩ分科会 幹事
高根 努

（所属：株式会社オリエンタルコンサルタンツ）
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2022年10月14日（金） 第55回研究発表会 ＩＣＴ研究委員会 中間報告 （一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会

ＡＩ分科会の研究テーマ

ＡＩの活用が身近なものとなることを目指し、以下をテー
マに活動しています

（1）建設コンサルタントにおけるＡＩ活用状況・動向の共有

（2）AI活用を底上げするための課題把握と課題解決

（3）AIを活用するための創造力の育成

（4）AIエンジニアと協働するための基礎知識習得

2022年10月14日（金） 第55回研究発表会 ＩＣＴ研究委員会 中間報告 （一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会

これまでの主な活動実績（令和４年度）

名称 内容 回数

AI分科会 全体会議 ・活動方針の議論、ＷＧ活動内容の共有
・３WGの成果を踏まえた建設コンサルタントにおけるＡＩの

係わり方の意見交換、とりまとめ

3回

AI分科会 幹事会 ・各WGの活動状況と方針の確認、WG間の摺合せ 2回

事例ＷＧ ・収集事例の対象、収集方法、ファーマット、調査事例の
共有等

2回

調査ＷＧ ・外部意見交換者の選定、意見交換テーマの確認等 2回

開発ＷＧ ・Raspberry Pi 4を利用したＡＩプログラムの概要に対する
理解の促進について（モジュールの追加と講習会開催）

1回

近畿地方整備局との意見交換会
[近畿地方整備局 企画部]

・建設コンサルタント業務におけるAI推進の実情と課題、
発注者へ望むことについて

1回

学識経験者
・立命館大学 野村泰稔教授

・最近のＡＩ技術、研究室で取り組まれているAIの状況、建
設コンサルタントでAIを推進上での課題と対応策について

1回

Raspberry Pi 4によるＡＩプログラミ
ングの流れ講習会
・近畿建設協会 西尾彰宣氏

・Raspberry Pi 4（R3年度購入）にカメラモジュールを設置
し、顔認識AIを作成する手順を実演により講習

1回

 令和４年度
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2022年10月14日（金） 第55回研究発表会 ＩＣＴ研究委員会 中間報告 （一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会

これまでの主な活動実績（令和４年度）

 今後の主な活動予定
名称 内容 回数

ＩＣＴ研究委員会 中間報告会 研究成果の報告会（10/14） 1

建設技術展での出展 パネルの出典（11/9～11/11） 1

2022年10月14日（金） 第55回研究発表会 ＩＣＴ研究委員会 中間報告 （一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会

ＷＧの設置

（1）事例WG
・分科会に参加する各社が公表したAIをワンシートに整理し、情報を共有

・建設コンサルタントに発注されるAI関係業務をリスト化（発注動向を把握）

（2）調査WG
・発注者、学識経験者と建設コンサルタントにおいてAIを促進するための課題や対
応方針について情報収集・意見交換

（3）開発WG
・簡易なＡＩプログラムを試行することによりＡＩを構築する流れや必要なデータ等に
ついて理解を深める。

 ＡＩ分科会のメンバーは、技術系WG、事務系WG、技術調査WGのいずれかに所属

ＷＧ名 人数 ＷＧ長

事例ＷＧ 6名 一柳 知之 （株）ニュージェック

調査ＷＧ 6名 西本 雄亮 （株）日建技術コンサルタント

開発ＷＧ 7名 小林 猛嗣 （株）建設技術研究所
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2022年10月14日（金） 第55回研究発表会 ＩＣＴ研究委員会 中間報告 （一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会

ＡＩのフェーズと建設コンサルタントの関わり

☑事例WG：①～②、調査WG①及び全体、開発WG：③～⑦に対応

利用目的の決定

データの有無・数の確認

教師データの信頼性確
認（公的評価の確認）

最適な機械学習の手法、
学習方法、アルゴリズム

を選択

学習済みモデルに評価
データを判定させる

②
デ
ー
タ
の
準
備

③
手
法
の

選
択

活用可能なデータの選別
ＡＩの信頼性を阻害する

データの排除

最適モデルの確立

⑥
モ
デ
ル
の
評
価

⑦
活
用

アノテーション
（データへのラベル付け）

④
前
処
理

⑤
モ
デ
ル
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ

①
利
用

目
的
の

決
定

建コン（創造）
※ニーズ把握、情報

把握、創造

AI開発者・ｻｰﾋﾞｽ者

建コン（知見）
※データの有無、素性に

関する知見

建コン（力技＋知見）
[特有の課題]
・土木構造物は準単品生産で

同一仕様のものがない／絶
対数が少ない／統一のデー
タベース未整備

建設（知見）
※データに関する知見
阻害要素：特殊事例、人為的
要素、判定領域外情報の混入

建コン（力技＋知見）
[特有の課題]
・ラベル付けに専門知識を要する
・ラベル(答え)が曖昧で唯一でない
・ラベルに対する信頼性(教師の技術

力)と承認

建コン（創造）
AI開発者・ｻｰﾋﾞｽ者
・適合性確認

①教えなければ(育てなければ)判定はしてくれない
②間違って育てれば間違った判定をする
③教師と同じ判定する（教師の質に左右される）
④教えたﾃﾞｰﾀがﾛｰｶﾙなら活用もﾛｰｶﾙが基本

データを収集

モデルのトレーニング

推論

②〜⑤の繰り返し

AI開発者・ｻｰﾋﾞｽ者

注意すべき点

2022年10月14日（金） 第55回研究発表会 ＩＣＴ研究委員会 中間報告 （一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会

事例WG 活動報告

 建設コンサルタントにおけるAI活用事例

 参加会社におけるAI活用事例の収集
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事例WG 活動報告

 建設コンサルタント業務におけるAI活用業務の発注状況

 近年、建設コンサルタント業務におけるAIを活用する項目を含
む業務の発注状況の収集

公示年 発注機関 事務所 業務件名 公示年 発注機関 事務所 業務件名

2019 （独）水資源機構 関西・吉野川支社吉野川本部
AI的予測手法を用いた低水時のダム流入量予測システム構築

業務
2021 近畿地整 京都国道事務所 京都市域観光交通対策分析他業務

2019 近畿農政局 南近畿土地改良調査管理事務所
令和元年度 南近畿調査管理 広域農業基盤整備管理調査

大迫ダム流入予測（ＡＩ的手法）検討業務
2021 四国地整 本局 令和３年度　既存ダム操作等運用検討業務

2019 近畿地整 京都国道事務所 京都市域観光交通対策調査設計他業務 2021 四国地整 四国技術事務所 令和３年度 ダム管理手法高度化検討業務

2019 国土交通省 国土技術政策総合研究所
AI（人工知能）を用いた建設工事事故対策に関するデータ分析
業務

2021 群馬県
令和３年度　単独道路計画調査事業　AIを活用した交通量調
査の実証実験業務委託

2019 国土交通省 国土技術政策総合研究所
AI（人工知能）を用いた建設現場の労働生産性データ解析に用

いる教師データ整理等業務
2021 山口県 土木建築部

令和3年度「ＡＩによるインフラ点検・診断システム」設計業務委

託

2019 国土交通省 国土技術政策総合研究所 AIによる構造物の識別技術に関する調査業務 2021 山口県 土木建築部
令和3年度県道笠戸島公園線（笠戸大橋）「ＡＩのデータ解析に

よる損傷予測構築」に伴う設計業務委託

2019 国土交通省 国土技術政策総合研究所
AI（人工知能）等を用いた施工計画書自動読み取りに向けた基

礎資料作成等業務
2021 山口県 土木建築部

令和3年度県道白木漁港佐連線（沖家室大橋）「ＡＩのデータ解

析による損傷予測構築」に伴う設計業務委託

2020 山口県 土木建築部 「ＡＩによるインフラ点検・診断システム」設計業務委託 2021 関東農政局
利根川水系土地改良調査管理事

務所

令和　３年度　農業水利施設管理ＡＩ活用推進事業　ストックマ

ネジメントデータAI高度活用検討業務
2020 九州地整 九州技術事務所 令和２年度　冬期道路管理基礎調査業務 2021 九州地整 九州技術事務所 令和３年度ＡＩ技術等を活用した無人化施工効率化検討業務

2020 近畿農政局 南近畿土地改良調査管理事務所
令和2年度　国営造成水利施設ストックマネジメント推進事業

下渕頭首工他流入予測（ＡＩ的手法）検討業務
2021 四国地整 中村河川国道事務所 令和３年度　道の駅ＡＩカメラ設置検討外業務

2020 関東農政局
利根川水系土地改良調査管理事

務所

令和　２年度　農業水利施設管理ＡＩ活用推進事業　機能診断

ＡＩ構築業務
2021 九州地整 九州技術事務所 令和３年度冬期道路管理支援検討業務

2020 国土交通省 国土技術政策総合研究所
AIを利用した緑視率調査のための学習済みモデル作成システ

ム構築業務
2021 山口県 土木建築部

県内一円「ＡＩによるインフラ点検・診断システム」に伴う現場実

証業務委託

2020 国土交通省 国土技術政策総合研究所
AI（人工知能）活用に向けた建設工事事故対策に関するデータ
整理等業務

2021 国土交通省 国土技術政策総合研究所
UAV・AIを活用した港湾施設の点検・診断システム開発検討業
務

2020 国土交通省 国土技術政策総合研究所
AIによる画像認識技術を用いた交通量観測データにおける補

正方法等の整理業務
2021 国土交通省 国土技術政策総合研究所

UAV・AIを活用した港湾施設の点検・診断システム改良検討業

務

2020 東京都 財務局 令和2年度東京港海岸保全施設における５G・AI 導入検討委託 2021 国土交通省 国土技術政策総合研究所
AIを用いたダム安全管理用判断支援ツール（試作版）作成業

務

2020 東京都 下水道局 樋門開閉操作等へのAI活用に関する基礎検討調査委託 2021 国土交通省 国土技術政策総合研究所
道路トンネルの健全性評価の高度化に向けたAI技術等の開発

方針整理業務
2021 国土交通省 国土技術政策総合研究所 AIを用いたダムの振動特性分析試行業務

2021 熊本県 土木部 単県道路調査（道路管理パトロールAI導入検討）設計委託
2021 東京都 財務局 画像認識AI試行方針検討委託

2022 高崎市
AIによる音響データを用いた雨天時浸入水スクリーニング調査

業務

2022 （独）水資源機構 関西・吉野川支社吉野川本部 AI的予測手法を用いたダム流入量予測システム改良業務

2022 四国地整 四国技術事務所 令和４年度　ダム管理ＡＩ導入検討業務

2022年10月14日（金） 第55回研究発表会 ＩＣＴ研究委員会 中間報告 （一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会

事例WG 活動報告

 建設コンサルタントにおけるAI活用の状況
 AI活用事例の状況

・建設コンサルタントがAIを活用事例としては、画像処理による
点検評価、音響処理による評価、既往データからの予測検討等
に使われている。

 AI活用業務の発注状況

・画像処理、音響処理による点検・予測評価、既往データからの
予想検討等、試行業務としての発注されている業務が多い。

・現時点では全国的にAI活用業務の発注されているのではなく、
研究機関、および一部の地方自治団体からAI活用業務は発注
されている。
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調査WG 活動報告

 立命館大学 野村泰稔先生の講演・意見交換

 日時：(令和4年8月5日)

 場所：ドーンセンター

講演内容 (近年の研究テーマ)
・深層学習による点検車載カメラ映像からの橋梁桁の

損傷検出・進展性把握

・深層学習および画像処理を用いた点検車載カメラ映像

からの鋼桁腐食進展評価

・防災気象情報とIoTセンサを活用した道路面温度予測

2019年4月 立命館大学理工学部 環境都市工学科 教授に着任

10

2022年10月14日（金） 第55回研究発表会 ＩＣＴ研究委員会 中間報告 （一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会

 講演の趣旨

分科会メンバーのAI 基礎技術のスキルアップ、AI に関する最新研究、

取り組みの紹介

 意見交換のテーマ

分科会メンバーが業務でAIを活用としたが、うまくいかなかった事例を

紹介し、課題や解決法について議論した

講演資料(研究事例) 意見交換資料(分科会メンバーのAI導入事例)

11

調査WG 活動報告
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 近畿地方整備局企画部との意見交換

 日時：令和4年8月23日

 技術管理課 課長補佐および係長との意見交換を実施

 主なテーマ ～AIの適用が進む中での課題～

①AIの信頼性→AIのアルゴリズム、教師データの信頼性

②精度向上における課題(過年度成果データ蓄積のあり方)

③AI関連会社(第三者)へのデータ提供における課題(著作権・セキュリティ)

④初期投資(導入コスト)の課題

配布資料(国交省でのAI活用事例)

12

調査WG 活動報告

2022年10月14日（金） 第55回研究発表会 ＩＣＴ研究委員会 中間報告 （一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会

 協議結果の概要

AIの信頼性(アルゴリズム・教師データ)の保証について

(現 状)

・業務受託者が保有するデータ、各社の技術者が判定した結果を教師としてAIが開発されている。

(問題点)

・第三者視点で、AIの信頼性をどう担保するか。

・認証制度等が導入されれば活用しやすい。

(協議結果)

・データを作成する人の認定(資格制度等)が現実的かもしれない。

・調査や点検業務成果の判定データ等は「品質確保済」として扱う。

・AIの業務では報告書に「教師データとして何のデータを使用したか」の記載が必要。

13

調査WG 活動報告
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精度向上における問題点（データの蓄積）について

(現 状)

・精度向上のためには、より多くの施工関連データを教師データとして組み込む必要がある。

(問題点)

・業務ごとの守秘義務(特記仕様書等に、「原則として業務成果の転用不可」等の記載)がある中
で、どのように蓄積データを集約させるべきか。

(協議結果)

・不特定多数の人が情報にアクセスできるオープンデータ化は現状では難しい。

・将来的に、AIを活用する業務が大多数になった時点で、オープンデータ化の議論の必要。

・オープンデータ化には、各データのフォーマットの統一が必要。

・写真や動画以外のセンシングデータの蓄積も有効性を評価し、検討していくことが必要。

調査WG 活動報告

2022年10月14日（金） 第55回研究発表会 ＩＣＴ研究委員会 中間報告 （一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会

AI関連会社(第三者)へのデータ提供における問題点について

(現 状)

・プログラムの自社開発は非常に難解であるため、AI構築を外注に頼る事例が多い。

(問題点)

・例えば、現場の写真をもとにAIが判断を行う事例の場合、一般者立入禁止の工事現場内の写真
が外部にもたらされる。特にAIのベンダーは拠点を海外に置くものも多い。

→コンプライアンス、セキュリティの問題が発生する可能性がある。

(協議結果)

・これまでの再委託と同様、信頼できる再委託先に依頼し、品質管理は元請けにて行うことが基
本。

調査WG 活動報告
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初期投資の問題

(現 状)

・AIの構築は最初の教師データ収集やプログラム開発に要する費用の割合が極端に高い。

(問題点)

・複数年発注であれば、業務内でAIツールを整備して対応する可能性があるが、工期が数か月と
いった単発業務では企業としての投資をし難い。

・投資しても翌年他社が受注することもあり、発件されても足踏みする。

(協議結果)

・2年目、3年目の随意契約による業務継続を要望。

調査WG 活動報告

2022年10月14日（金） 第55回研究発表会 ＩＣＴ研究委員会 中間報告 （一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会

＜その他＞

・既存の業務でAIを活用した場合、受注者の作業効率化に寄与するが、発注者にとって恩恵はわ

かりづらい。（作業の効率化は受注者メリットであって、発注者に直接のメリットはない）

・AIの活用で、①マンパワーでは困難であった常時観測が可能となる業務、②従来の手法ではコ

ストがかかり過ぎて1業務で発注することが現実的でなかった業務では情報集約、不整合の

防止等が期待できるため、発注者にとって有益。

・突発的な事故や災害時の緊急判断に過去の多量の災害情報に基づくＡＩが活用できれば、発注

者にとって有益。

・技術者によって結果が変わる「定性的な判定」の場合、AIの活用により、統一的な見解が得ら

れるようになる可能性がある。

調査WG 活動報告
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 ラズベリーパイを用いたAI技術の研修
 ラズパイ：2012年にイギリスのラズベリーパイ財団によって、教

育目的で開発されたワンボードコンピュータ

18

開発WG 活動報告

2022年10月14日（金） 第55回研究発表会 ＩＣＴ研究委員会 中間報告 （一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会

 ラズベリーパイを用いてできること事例
①カメラを使った画像認識
②センサーを用いた制御プログラム
➂打音調査など音響を自動解析するシステム
④ＡＩロボットを使ったツール事例
⑤ＡＩスピーカー(スマートスピーカー)の活用
⑥ラズベリーパイを用いたRPAの開発

19

画像認識イメージ

ラズパイ搭載ロボット

 本WGはカメラモジュール
【Raspberry Pi CameraV2】
を用いたAIツールを試行

開発WG 活動報告
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 ラズベリーパイ講習会
 令和4年9月26日 ラズベリーパイに画像認識ツール講習会

20

講師：一般社団法人 近畿建設協会 西尾 様

講習の流れ

■ 事前作業

① ラズパイ 本体の作成 ②OSダウンロード

■ ラズパイの設定

③OSインストール、初期設定

④開発環境構築（必要な追加機能の実装）

■ デモプログラムの設定

⑤pythonプログラムの作成 ⑥顔認識デモ

「Raspberry Pi を利用した顔認識システム構築デモ」

顔写真から目
、輪郭を抽出

開発WG 活動報告

2022年10月14日（金） 第55回研究発表会 ＩＣＴ研究委員会 中間報告 （一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会

ＡＩ分科会における今後の追加研究テーマ

（1）さらなるAIに関する情報の収集と発信

（2）ＡＩ推進のための課題の掘り下げと産官で解決すべき
課題に対する対応の提言

（3）発注者のＡＩ活用促進を底上げする技術支援

講習会の開催、Q＆A集の作成など

（4）ＡＩ活用の便利さ、楽しさの広報

ＡＩ開発イベントの開催など
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2022年10月14日（金） 第55回研究発表会 ＩＣＴ研究委員会 中間報告 （一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 22

ご清聴ありがとうございました。
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3. 建設技術展 2020 近畿（2020 年 10 月 21 日、22 日）資料 

 

2020 年 10 月 21 日、22 日に開催された建設技術展において、ICT 研究委員会はパネル展

示等を行った。次頁以降に建設技術展での展示パネルを添付する。 
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ＣＩＭ分科会 ～実務者の視点でＣＩＭ本格運用に向けた手法を提案～

【研究の目的】

・ＣＩＭの本格運用に向けて、実務者からの視点でＣＩＭのあるべき姿やその実現に向けた課題、その解決方法等について
提案し、情報発信しました。

【研究の方針】
・国土交通省の動きを注視し、ＣＩＭ技術の進展、ＡＩ分科会との連携等を視野に入れ、広くＩＣＴの視点をもって活動しました。
・４ＷＧ（道路ＷＧ、橋梁ＷＧ、河川ＷＧ、技術調査ＷＧ）を設置し、具体の活動は各ＷＧが実施しました。

【研究テーマ】

①実践的なＣＩＭのフローの提案、②ＣＩＭモデルの照査方法の提案、③学識経験者、発注者、施工業者、ソフトウェア会社
等との意見交換、④ＩＣＴ機器の試行、⑤ＩＣＴ最新技術の調査、⑥ＡＩ分科会との連携

ＪＡＣＩＣとの意見交換 日建連との意見交換 ＶＲゴーグルの試行３６０度カメラの試行

【研究の目的】

・ＡＩを導入、活用するために必要な知識、情報をわかりやすく発信するとともに、異業種を含めた産官学との意見交換によ
り、業界に求められるニーズやシーズを情報展開しました。

【研究の方針】
・国土交通省の動きを注視し、ＡＩ技術の進展、ＣＩＭ分科会との連携等を視野に入れ、広くＩＣＴの視点をもって活動しました。
・３ＷＧ（技術ＷＧ、事務ＷＧ、技術調査ＷＧ）を設置し、具体の活動は各ＷＧが実施しました。

【研究テーマ】

①技術系・事務系ＡＩ事例集の作成、②学識経験者、発注者、施工業者、異業種、ベンチャー企業等との意見交換、③ＡＩ基
礎講習、④ＩＣＴ最新技術の調査、⑤ＣＩＭ分科会との連携

学識経験者による
ＡＩの基礎講習と研究の紹介

ＡＩを利活用したｻｰﾋﾞｽ開発会
社によるＡＩ活用のポイント講

習との意見交換

音声文字起こし開発会社に
よるデモと意見交換

一般社団法人 建設コンサルタンツ協会 近畿支部

ＩＣＴ研究委員会

ICTの現場普及への支援と産官学連携の橋渡し

ＡＩ分科会 ～ＡＩ活用促進に向けた情報収集・共有と発信～

AI活用トンネル施工現場の
視察および意見交換
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ＡＩ事例集の作成
〜 ＡＩの導入・活用を身近に 〜

ＡＩプログラミング体験
〜 ＡＩに慣れ親しむ 〜

※Pythonによる文字認識ＡＩプログラム作成体験！※業種に拘らず活用が期待できる事例を一目でわかるよう整理！

先進的で有効な調査！！

波及性を意識した情報発信！！

業界新聞での座談会開催によるPR

建設通信新聞（令和元年10月16日）全国版特集記事「先
導する関西の建設ICT」の企画として、建コン近畿支部
ICT研究委員会の座談会を開催し、建コン近畿支部の取
り組みを業界内に広くPRしました。

建設技術展での展示によるPR

建設技術展（令和元年10月23日）にてVRゴーグル体験
機器やICT研のパネルを展示し、建コン近畿支部の取り
組みを広くPRしました。

独自の3次元CAD講習会開催

3次元CADの基本操作、CIMモデルの作成・活用方法、
BIM/CIMリクワイヤメントへの対応等について、実際にパソ
コンを操作しながら学ぶ体験型の講習会を開催し、建コン
会員会社の技術力向上に貢献しました（令和元年11月29日、
参加者20名）。

一般社団法人 建設コンサルタンツ協会 近畿支部

ＩＣＴ研究委員会

ICTの現場普及への支援と産官学連携の橋渡し
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4. 建設技術展 2021 近畿（2021 年 10 月 27 日、28 日）資料 

 

2021 年 10 月 27 日、28 日に開催された建設技術展において、ICT 研究委員会はパネル展

示等を行った。次頁以降に建設技術展での展示パネルを添付する。 
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ＣＩＭ分科会 ～実務者の視点でＣＩＭ本格運用に向けた手法を提案～

【研究の目的】

・ＣＩＭの本格運用に向けて、実務者からの視点でＣＩＭのあるべき姿やその実現に向けた課題、その解決方法等について
提案し、情報発信しました。

【研究の方針】
・国土交通省の動きを注視し、ＣＩＭ技術の進展、ＡＩ分科会との連携等を視野に入れ、広くＩＣＴの視点をもって活動しました。
・４ＷＧ（道路ＷＧ、橋梁ＷＧ、河川ＷＧ、技術調査ＷＧ）を設置し、具体の活動は各ＷＧが実施しました。

【研究テーマ】

①関係基準類の読み合わせ、②実践的なＣＩＭのフローの提案、③ＣＩＭモデル照査方法の提案、④学識経験者、発注者、
施工業者、ソフトウェア会社等との意見交換、⑤ＩＣＴ機器の試行、⑥ICT技術・ソフトウェア調査、⑦ＡＩ分科会との連携

豊岡河川国道事務所での講演
ソフトウェア会社との

WEB意見交換 ＶＲゴーグルの試行スマホLiDARの試行

【研究の目的】

・ＡＩを導入、活用するために必要な知識、情報をわかりやすく発信するとともに、異業種を含めた産官学との意見交換によ
り、業界に求められるニーズやシーズを情報展開しました。

【研究の方針】
・国土交通省の動きを注視し、ＡＩ技術の進展、ＣＩＭ分科会との連携等を視野に入れ、広くＩＣＴの視点をもって活動しました。
・３ＷＧ（技術ＷＧ、事務ＷＧ、技術調査ＷＧ）を設置し、具体の活動は各ＷＧが実施しました。

【研究テーマ】

①技術系・事務系ＡＩ事例集の作成、②学識経験者、発注者、施工業者、異業種、ベンチャー企業等との意見交換、③ＡＩ基
礎講習、④ＩＣＴ最新技術の調査、⑤ラズベリーパイの委員への配布・講習会開催、⑥ＣＩＭ分科会との連携

学識経験者による
ＡＩの基礎講習と研究の紹介

ラズベリーパイの委員への
配布とWEB講習会の開催

音声文字起こし開発会社に
よるデモと意見交換

一般社団法人 建設コンサルタンツ協会 近畿支部

ＩＣＴ研究委員会

ICTの現場普及への支援と産官学連携の橋渡し

ＡＩ分科会 ～ＡＩ活用促進に向けた情報収集・共有と発信～

AI活用トンネル施工現場の
視察および意見交換
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ＡＩ事例集の作成
〜 ＡＩの導入・活用を身近に 〜

ＡＩプログラミング体験
〜 ＡＩに慣れ親しむ 〜

※Pythonによる文字認識ＡＩプログラム作成体験！※業種に拘らず活用が期待できる事例を一目でわかるよう整理！

先進的で有効な調査！！

波及性を意識した情報発信！！

業界新聞での座談会開催によるPR

建設通信新聞（令和2年10月30日）全国版特集記事「深
化する関西の建設ICT」の企画として、建コン近畿支部
ICT研究委員会の座談会を開催し、建コン近畿支部の取
り組みを業界内に広くPRしました。

建設技術展での展示によるPR

建設技術展（令和2年10月21日～22日）でICT研のパネ
ルや動画を展示し、ICT研の取り組みを広くPRしました。

UAV測量による3次元地形モデル作成講習会

UAV測量の基礎知識やUAV操作、BIM/CIMモデルの基礎
となる3次元地形作成を体験する講習会を企画しました。本
年度は緊急事態宣言下のため中止いたしましたが、来年度
あらためて企画予定ですので、奮ってご参加ください！

一般社団法人 建設コンサルタンツ協会 近畿支部

ＩＣＴ研究委員会

ICTの現場普及への支援と産官学連携の橋渡し
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5. 建設技術展 2022 近畿（2022 年 11 月 9 日、10 日）資料 

 

2022 年 11 月 9 日、10 日に開催された建設技術展において、ICT 研究委員会はパネル展示

等を行った。次頁以降に建設技術展での展示パネルを添付する。 
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ＣＩＭ分科会 ～実務者視点でBIM/CIM適用に向けた検討・人材育成・情報発信～

【研究の目的】

・2023年度(令和5年度)には国土交通省の全直轄事業でBIM/CIMが適用されます。このような動きに建設コンサルタントが
確実に対応するため、その実施に向けた課題や解決方法等について検討、人材育成、広く情報を発信しました。

【研究の方針】
・国交省の動きを注視し、BIM/CIM技術の進展、AI分科会との連携等を視野に入れ、広くICTの視点をもって活動しました。

・４WG（道路WG、橋梁WG、河川WG、技術調査WG）を設置し、具体の活動は各WGが実施しました。
【研究テーマ】

①BIM/CIM対応・リクワイヤメント対応ソフトウェア調査、②BIM/CIM基準類の読み合わせ、③詳細度ごとのモデル検討、
④発注者、施工業者、ソフトウェア会社等との意見交換、⑤ICT機器の試行・検証、⑥UAV・SfM勉強会の開催

【研究の目的】

・ＡＩを導入、活用するために必要な知識、情報をわかりやすく発信するとともに、異業種を含めた産官学との意見交換によ
り、業界に求められるニーズやシーズを情報展開しました。

【研究の方針】
・国土交通省の動きを注視し、ＡＩ技術の進展、ＣＩＭ分科会との連携等を視野に入れ、広くＩＣＴの視点をもって活動しました。
・３ＷＧ（事例ＷＧ、調査ＷＧ、開発ＷＧ）を設置し、具体の活動は各ＷＧが実施しました。

【研究テーマ】
①建設コンサルタントにおけるＡＩ活用状況・動向の共有（発注動向の分析・共有）、②AI活用を底上げするための課題把握
と課題解決（異業種を含めた産官学との意見交換）、③AIを活用するための創造力の育成（活用事例の整理・意見交換）、
④AIエンジニアと協働するための基礎知識習得（Raspberry Piを用いたＡＩプログラミング講習等）

一般社団法人 建設コンサルタンツ協会 近畿支部

ＩＣＴ研究委員会

ICTの現場普及への支援と産官学連携の橋渡し

ＡＩ分科会 ～ＡＩ活用促進に向けた情報収集・共有と発信～

AI活用トンネル施工現場の
視察および意見交換

豊岡河川国道事務所
BIM/CIMに関する勉強会での講演

ソフトウェア会社との

WEB意見交換各WGでの
BIM/CIM基準類の読み合わせ

スマホLiDARの試行・検証
※別添パネル参照

点群データ

近畿地方整備局とのＡＩ活用促
進に関する意見交換

学識経験者による
ＡＩの基礎講習と研究の紹介

Pythonによる文字認識プロ
グラムの基礎講習
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ＡＩ的用失敗例の調査
〜 実務活用での問題解決・共有 〜

ＡＩプログラミング体験
〜 ＡＩに慣れ親しむ 〜

先進的で有効な調査！！

波及性を意識した情報発信！！

業界新聞での座談会開催によるPR

建設通信新聞（令和3年10月29日） 全国版特集記事「伸展
する関西の建設ICT」の企画として、「建設コンサルタントの
未来」をテーマにICT研究委員会の座談会を開催し、建コン
近畿支部の取り組みを業界内に広くPRしました。

建設技術展での展示によるPR

建設技術展2021近畿（令和3年10月27日～28日）にて、
ICT研究委員会のパネルや動画を展示し、建コン近畿
支部の取り組みを広くPRしました。

UAV測量による３次元地形モデル作成講習会

UAV測量の基礎知識やUAV操作、BIM/CIMモデルの基礎
となる３次元地形モデル作成（SfM解析）を体験する講習会
を開催しました（令和4年8月29日）。

一般社団法人 建設コンサルタンツ協会 近畿支部

ＩＣＴ研究委員会

ICTの現場普及への支援と産官学連携の橋渡し

Raspberry Piを委員に配布し顔認識ＡＩを構築しました。

カメラモジュール

「失敗から学ぶ」の考えのもと、意見交換を実施しました。
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iPhoneに搭載されたLiDAR機能とは？ ３次元簡易計測の試行・検証経緯

■LiDARとは、「Light Detection and Ranging（光による検知
と測距）」 の略称です。一言で表現すると、レーザーにより
距離や形を把握する技術になります。

■1990年代からこの技術は存在していましたが、技術進化
により大幅な小型化・軽量化・低価格化が進んだことで、
2020年に発表された「iPhone12PRO」等に搭載され、話題
となりました。

■遠距離にある構造物との距離や、物体の性質を分析する
ことができるため、自動運転やロボットの自動制御などの
モビリティ部門やトンネルの点検補修などのインフラ部門
に活用されています。

３次元簡易計測（スマホLiDAR）の試行・検証

官民協力して、近畿技術事務所の屋外施設にて計測試行
現場調査や維持管理を想定して試行

LiDAR計測と人手計測の比較検証結果

■国土交通省 近畿地方整備局 近畿技術事務所の屋外
施設※をお借り して、現場調査や維持管理での活用を
想定して計測を行いました。
※不具合事例を学習するための実物大構造物が設置。

■河川・橋梁・道路分野ごとに代表的な構造物について、
「LiDAR機能を用いた簡易計測」と「巻き尺での人手計測」
を行いました。

■取得した「３次元点群データ」と「人手計測結果」を比較し、
その精度を検証しました。

一般社団法人 建設コンサルタンツ協会 近畿支部

ＩＣＴ研究委員会－ＣＩＭ分科会

ICTの現場普及への支援と産官学連携の橋渡し

撮影条件等を付したカルテとして整理

■i-ConstructionやBIM/CIMに対応するためには、３次元
地形データの取得は必要不可欠ですが、従来の計測では、
レーザースキャナやドローンなどの専用機材と使用者の
知識・経験が必要となり、気軽に利用はできません。

■そこで、これらの機材を使用せず、現場調査等で簡易に
計測する手法はないかという視点で 『スマホLiDAR』 を
試行し、業務等での活用の可能性について検証すること
としました。

■LiDARで対象構造物を計測すると、座標と色の情報から
構成された３次元点群データが取得でき、ソフトやアプリ
上で距離や角度、密度などを計測することができます。

■比較検証結果を「カルテ」として整理しました。

■活用時の目安として、カルテには以下の事項を記載しています。

①撮影時の条件（天候、使用アプリ、設定、撮影距離など）

②現場写真と人手観測値（左枠）、３次元点群データとLiDAR計測値（右枠）

③考察（コメント）と今後の展望

※Apple公式HPより転載

LiDARスキャナー
【３次元点群データ】

座標と色の情報を持つ
点データの集合

※イメージ画像

ブロック積擁壁 計測状況 As舗装クラック 計測状況

■対象構造物によりバラつきはありますが、概ね両計測値
の一致が確認できました。

■クラック幅などの詳細な精度は期待できませんが、現場
調査（巻き尺での計測程度）であれば、十分効果を発揮
することが確認できました。
※光が反射しない水溜まりなどは計測できません。

樋門函体の例

【現場写真(人手計測)】 【３次元点群データ(LiDAR計測)】
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ＡＩのフェーズと建設コンサルタントの係わりを整理

建コンにおける活用事例のＡＩ展開

一般社団法人 建設コンサルタンツ協会 近畿支部

ＩＣＴ研究委員会－ＡＩ分科会

ICTの現場普及への支援と産官学連携の橋渡し

※Apple公式HPより転載 ※イメージ画像

先進事例の共有により新たなＡＩ活用のヒントを共有・意見交換

■分科会参加各社が公表したＡＩを概要とわかりやすいイメージ図で解説したワンシート事例集に整理しました。

ＡＩの企画～構築～活用に至るまでの流れと建設コンサルタントの係わりをフロー化

■ＡＩを構築をしていく中で建設コンサルタントが何にどうかかわるのか、何に着目すべきか、課題は何かを整理しました。
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おわりに 

 

ICT 研究委員会の柱の一つである BIM/CIM 分科会では、第 1～2 期を通じ 2023 年度の

BIM/CIM 原則適用を向け、対外的な講習等の活動を含め、受発注者が円滑に運用を開始で

きるよう多様な支援を進めてまいりました。2023 年度以降も引き続き、原則運用に伴う新

たな課題や解決策等について検討する予定としています。 

一方、国交省においてはインフラ DX 推進本部やインフラ DX 推進センターが設置され

るなど、最新 ICT を活用したインフラ 事業のさらなる高度化、効率化に向けた動きが加速

しており、建設コンサルタントにおいても DX を活用した生産性向上、就業環境の改善が求

められています。このような背景により ICT 研究委員会においても 2023～2024 年度の第 3

期においては、CIM 分科会をインフラ DX 分科会に名称変更し、インフラ DX 分科会の

中 に、BIM/CIM-WG や新技術活用 WG 等を設置し、たとえば、MR（MixedReality、複合

現実）やメタバース等を業務で活用する方法を検討していこうとしています。 

一方、ICT 研究委員会のもう一つの柱である AI 分科会では、日々進展する AI に対し、土

木分野での活用方法を引き続き、情報収集・発信するとともに、AI 活用の拡大に伴い新た

な課題となりつつある AI の評価・判断の信頼性、使う側のモラルや判断能力を踏まえた運

用の在り方、あるいはセキュリティや守秘義務の取り扱いについて国交省などとの意見交

換も踏まえ建設コンサルタント業務における活用法や制限を検討することがもとめられて

いくと思います。AI 分科会では、最新情報の共有や導入・提案のアイデアの元となる事例

集作成やプログラミング体験等を継続するとともに、協会活動の強みを活かし、先進的に 

AI を活用している各種機関や企業との意見交換を活発化させていこうと考えています。 

最後に、DX と AI は連携、協働することで、さらに活性化され、新たな価値を生み出す

ことが期待できると考えています。 

2023 年度からの第 3 期では、第 1～2 期における活動をばねに、さらに飛躍し、業界全体

の魅力向上につながることを期待したいと思います。 

 

ICT 研究委員会 

高根 努 
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